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新商品に関する情報やバージョンアップなど、Atermについてお役に立つ

情報を掲載しています。

○○○○○○○○○○○○○○インフォメーションサービス

Atermの機能や取り扱い方法などでご不明な点がありましたらお問い合わ

せください。

Aterm（エーターム）インフォメーションセンター

0120-361138

Tel 0471-85-4761

お問い合わせ受付時間：平日午前9時～12時・午後1時～5時

（土・日・祝祭日、年末年始、当社の休日はお休みさせていただきます）

お願い
・パソコンの設置や操作方法などについてのお問い合わせは、各パソコンの

サポートセンターなどへお願いいたします。

・プロバイダの接続条件などについてのお問い合わせは、各プロバイダへお

願いいたします。

・ダイヤルインやINSボイスワープなどINSネット64のサービスについて

のお問い合わせは、最寄りのNTT東日本またはNTT西日本へお願いいた

します。

○○○○○○○○○○○○○○NEC PCクリーンスポットの訪問サービス

NECでは、パソコンやAtermの設定をすべてお引き受けする「訪問サー

ビス」を実施しております。ご自宅などにサービスマンが出張訪問し、設

置・接続作業を承ります（有料）。NEC PCクリーンスポットのサービス

メニュー・料金・電話番号については、「NEC PCクリーンスポットの訪

問サービス」（  8-47ページ）を参照してください。



　『接続早わかりガイド』を見よう　

Atermに電話機やパソコンを接続し、インターネットに接続するまでの手順をわか
りやすく紹介しています。

　CD-ROMを活用しよう　

Atermには、『取扱説明書』以外にもいろいろな電子マニュアルが用意されてい
ます｡『取扱説明書』には含まれていない内容を知りたいときは、添付CD-ROM
に収録されている電子マニュアルを参照してください｡

●データ通信ガイド（html形式）

らくらくアシスタントを使わずにインターネット接続の設定をする方法や、
データ通信、Atermで使えるメール機能、USBネットワーク、ITX92BTの
バージョンアップ、ATコマンドなどについて詳しく説明したマニュアルです｡

●お困りのときには（html形式）

主にAtermにパソコンを接続して使用しているときのトラブルについて、解
決方法などを説明したマニュアルです｡『取扱説明書』の「お困りのときには」
に該当するトラブルが見つからない場合は、このマニュアルをチェックして
みてください｡

●用語解説（html形式）

主にAtermとパソコンを接続して使用する場合の用語について解説した用語集です｡

電子マニュアルの見かたについては本書の10ページを参照してください｡また、
本書や添付CD-ROMのマニュアルの活用方法は、本書の「マニュアルの使いか
た」（  8ページ）をご覧ください。

Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。
BluetoothTMは、スウェーデンのTelefonaktiebolaget LM Ericsson社が所有しております。
©2001 Extended System,Inc. All Rights Reserved.
©NEC Corporation 2001
日本電気の許可なくソフトウェアの全部または一部を複製・改版、及び複製物を配付することはできません。

● 輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり外国の規格などには準
拠しておりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社はいっさい責
任を負いません。また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技
術サポートなどは行っておりません。

● ご注意

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載・無断複写することは禁止され
ています。

(2) 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な

点や誤り・記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。
(4) 本装置の故障・誤動作・天災・不具合あるいは停電などの外部要因に

よって通信などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失に
つきましては、当社はいっさいその責任を負いかねますのであらかじめ
ご了承ください。

(5) Atermには初の停電機能を持たせるなど、災害時においてのライフラ
インと直結した通信手段の確保を意図した設計がされていますが、せっ
かくの機能も不適切な扱いや不測の事態（たとえば落雷や漏電など）に
より故障してしまっては能力を発揮できません。取扱説明書をよくお読
みになり、記載されている注意事項を必ずお守りください。

(6) 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機
器など、人命にかかわる設備や機器、および高度な信頼性を必要とする
設備や機器などへの組み込みや、制御等の使用は意図されておりませ
ん。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、人身
事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。

(7) 本装置の対応OSは、WindowsMe/98/2000（日本語版）です。た
だし、対応OSで使用される場合でも、お客様のパソコンの環境などに
よっては、すべての動作を保証するものではありません。また、対応OS
以外で使用される場合は動作の保証はいたしませんのであらかじめご了
承ください。
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はじめに
エーターム

このたびは、『AtermITX92BT』、『AtermITX92 BTSTARセット for DESKTOP』、
『AtermITX92 BTSTARセット for MOBILE』（以下、総称して「Aterm」と表記しま
す）をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。
『AtermITX92BT』（以下「ITX92BT」と表記します）は、NTT東日本・NTT西日本の
ISDN（デジタル回線）サービスであるINSネット64で電話機やファクスなどのアナログ通
信機器を利用したり、インターネットを快適に利用するためのターミナルアダプタです。

『AtermITX92 BTSTARセット for DESKTOP』や『AtermITX92 BTSTARセット
for MOBILE』は、ITX92BTと『AtermBT01U』（以下「BT01U」と表記します）のセッ
トです。相互間をワイヤレス（BluetoothＴＭ）で通信することができます。

本書は、Atermの設置・接続のしかたから、Atermのさまざまな機能の操作や設定方
法、困ったときの対処方法に至るまで、Atermを使いこなすために必要な事項について
説明しています。ご使用の前に、あるいはご使用中に、本書をよくお読みくださいます
ようお願いいたします。また、本書は読んだあとも大切に保管してください。

なお、本書には、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安
全に正しくお使いいただくために守っていただきたい事項を示しています。本装置をお
使いいただく前に必ず「安全に正しくお使いいただくために」（ 11ページ）をお読み
ください。

電波に関する注意
●本装置は、2.4GHz帯高度化小電力データ通信システムが内蔵されています。

　本装置は2.4GHz全帯域を使用する無線設備であり、移動体識別装置の帯域が回避す
ることができません。変調方式としてFH-SS方式を採用しており、与干渉距離は
80mです。

●本装置の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか、他の同
種無線局、工場の製造ライン等で使用される移動体識別用の構内無線局（免許を要す
る無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。

1．本装置を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局
が運用されていないことを確認してください。

2．万一、本装置から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した
場合は、速やかに使用場所を変更するか、電波の発射を停止してください。

3．その他、本装置から移動体識別用特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発
生した場合などなにかお困りのことが起きた場合には、Aterm（エーターム）イン
フォメーションセンターにお問い合わせください。
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手動セットアップ
-USBドライバとモデム情報のインストール
-USBドライバをアンインストールする
-インターネットの手動セットアップ

-インターネットへ接続する

データ通信
-64K通信（非同期／同期PPP変換）・・・64kbps同期アクセスポイントにつなぐ
-128kbpsマルチリンクPPP通信・・・Bチャネル2本で高速通信する

-ITMUX・・・電話しながらパソコン2台で同時にアクセスする
-マルチアクセス・・・パソコン2台で同時にアクセスする
-PIAFS（ピアフ）データ通信・・・PHSと通信する
-スティルスコールバック・・・通信料金を相手側（サーバー）に負担させる
-応答平均化・・・複数のAtermを均等に使う
-無通信監視タイマ・・・通信の切断忘れを防止する
-強制切断タイマ・・・切断の失敗を防止する

-通信中データ切断・・・通信中にデータを手動で切断する
-CTI機能・・・着信情報をパソコンに通知する
-OCNエコノミー・・・インターネットに常時接続する
-発信者番号通知・・・自分の電話番号を相手に知らせる
-i・ナンバー・・・i・ナンバー利用時のデータ着信
-ダイヤルインサービス・・・ダイヤルイン利用時のデータ着信

-優先着信ポート指定・・・Bluetoothポート／シリアルポート／USBポートの優先指定
-サブアドレス・・・サブアドレスでポートに着信させる
-疑似識別着信・・・着信する相手を限定する
-HLC・・・HLCが一致する相手と通信する
-リバースパルス・・・電話が切断できないときに
-着信履歴表示・・・かかってきた電話の相手を確認する

-着信履歴 for USBユーティリティ・・・パソコンに着信履歴を表示したり、着信履歴
の相手にパソコンから電話をかける

-ITMUXステータス for USBユーティリティ・・・チャネル状態や通信状態をパソコ
ンに表示する
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Atermで使えるメール機能
-利用できるUUIメールサービス

-準備

-電子メールの着信をランプで知らせる（電子メール着信通知）

-Aterm同士でメールを送る（UUIメール）

-メールを安く送る（遊遊メール）

-電話機からUUIメールを送る（テレホンUUIメール）

-電話機から遊遊メールを送る（テレホン遊遊メール）

USBネットワーク
-USBネットワークとは

-準備

-設定と操作のしかた

-サーバーパソコンがWindowsMe/98の場合

-サーバーパソコンがWindows2000の場合

-外部から着信可能なダイヤルアップサーバー

BTSTARネットワーク
※ 別売りオプション「BT01U」などを増設した時にご覧ください。
　 （ただし、利用できる機器は限定されています）

-ファイルやプリンタを共有する

-BTSTARネットワークを行うための準備

-フォルダやプリンタに共有を設定する

-BT01Uの接続と設定

-共有フォルダや共有プリンタを利用する

Atermのその他の機能
-AtermITX92BTの現在の状態を確認する

-AtermITX92BTの設定内容を確認・記録する

-AtermITX92BTをバージョンアップする

-天気情報を表示する

-通信中のデータを切断する

-SmartWakeup!サービス（外出先からパソコンを遠隔起動する）

『お困りのときには』（ファイル名：お困り¥index.html）

『用語解説』（ファイル名：用語解説¥index.html）
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ここでは、パソコンをお使いの方とお使いでない方に分けて、Atermのいろいろな
マニュアルをどのように読み進めればいいかについての目安を示します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコンをお使いの方は

●Atermを使う際の重要な注意事項などを知っておこう 
 →「安全に正しくお使いいただくために」（　　11ページ～22ページ） 
 
 
●Atermに電話機やファクス、パソコンを接続するには 
 →『接続早わかりガイド』 
 →「電話がかけられるようにしよう」（　　2-1ページ～） 
 

●Atermにパソコンをつなぎ、インターネットに接続するには 
 →『接続早わかりガイド』 
 →「Windowsのパソコンでインターネット」（　　3-1ページ～） 
 

 

● i・ナンバーなどINSネット64のサービスを契約している方は 
 →「電話機やファクスを使うための設定をしよう(基本編)」(　　4-1ページ～) 
 

 
 
 ●電話機能を便利に使いこなすには 
　　　→「電話機やファクスを使うための設定をしよう(応用編)」(　　5-1ページ） 
●手動でUSBドライバやインターネットをセットアップするには 
　　　→『データ通信ガイド』「手動セットアップ」 
●インターネットやリモートアクセスで、データ通信機能を使いこなしたいときは 
　　　→『データ通信ガイド』「データ通信」 
●Atermのメール機能を使いたいときは 
　　　→『データ通信ガイド』「Atermのメール機能」 
●Windowsパソコンを2台接続して簡易LANを構築したいときは 
　　　→『データ通信ガイド』「USBネットワーク」 
●別売りオプションの「BT01U」などを増設して、 
　2台のパソコン間でファイル共有やプリンタ共有をしたいときは 
　　　→『データ通信ガイド』「BTSTARネットワーク」 
●Atermをバージョンアップしたいときは 
　　　→『データ通信ガイド』「Atermのその他の機能」 

必要に応じて読もう 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○パソコンをお使いでない方は

●Atermを使う際の重要な注意事項などを知っておこう 
 →「安全に正しくお使いいただくために」（　　11ページ～22ページ） 
 
 
● ITX92BTに電話機やファクスを接続するには 
 →『接続早わかりガイド』 
 →「電話がかけられるようにしよう」（　　2-1～2-13ページ） 
 
 
● i・ナンバーなどINSネット64のサービスを契約している方は 
 →「電話機やファクスを使うための設定をしよう(基本編)」（　　4-1ページ） 
 
 
  
 

 
 
 ●電話機能を便利に使いこなすには 
　　　→「電話機やファクスを使うための設定をしよう(応用編)」(　　5-1ページ） 
●トラブルが起こって困ったときは 
　　　→『お困りのときには』(html） 
●わからない言葉があるときは 
　　　→『用語解説』(html） 

必要に応じて読もう 

 

セットアップ作業を有料で承っております。詳細については、「NEC PCクリーンスポッ
トの訪問サービス」（  8-47ページ）を参照してください。

●トラブルが起こって困ったときは 
　　　→『お困りのときには』(html） 
●わからない言葉があるときは 
　　　→『用語解説』(html） 
●ATコマンドを使うには 
　　　→『データ通信ガイド』「ATコマンド解説」 
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電子マニュアルはhtml形式またはPDF形式で作成されています。Acrobat Reader
3.0以上をお持ちでない方、またはWindows 2000Professional（以下「Windows
2000」と表記します）をお使いの方は、CD-ROMの中からインストールしてください。

パソコンを起動し、添付のCD-ROM「BTSTARユーティリティ集」をセット
する

メニュー画面が表示されるまでしばらくお待ちください。メニュー画面が開かない
ときは、3-5ページを参照してください。

読みたい電子マニュアルのボタンをクリックする

・『BT01U取扱説明書』は別売りオプション品「BT01U」の取扱説明書のpdfファイルで
す。

・電子マニュアルは、htmlまたはpdfというファイル形式になっています。htmlファイ
ルはWebブラウザ(InternetExplorerやNetscapeNavigatorなど)を使って、pdfファ
イルはAcrobat Readerを使って読みます。

・Acrobat Readerをお持ちでない方は、「PDF」とついている電子マニュアルのボタン
をクリックする前に［Acrobat Readerのインストール］ボタンをクリックしてくださ
い。Acrobat Reader 4.05のインストールが始まります。

・Windows 2000では、Acrobat Reader 4.05をお使いください。
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本書では、あなたやほかの人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安
全に正しくお使いいただくために守っていただきたい事項を示してあります。本装
置をご使用の前に必ずお読みください。

安全に正しくお使いいただくための表示と絵表示の意味は次のようになっています。

 安全に正しくお使いいただくための表示について

人が死亡するまたは重傷を負う危険が差し迫って生じることが
想定される内容を示しています。

警　告 人が死亡するまたは重傷を負う可能性が想定される内容を示し
ています。

注　意 人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの
発生が想定される内容を示しています。

お願い 本装置の本来の性能を発揮できなっかたり、機能停止をまねく内
容を示しています。

絵表示の例

　  記号は、注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるもの
です。記号の中には、具体的な注意内容（左図の場合は感電注意）が描かれ
ています。

　  記号は、禁止の行為であることを告げるものです。記号の中には、具体
的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

　  記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるものです。記号の中
には、具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜
け）が描かれています。
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 ニカド電池パック使用時の注意

●電池パックを使用する場合は次のことを必ず守ってくだ
さい。電池パックの漏液・発熱・破裂の原因となります。

・充電は、Aterm 以外では行わないでください。

・電池パックは、コネクタの向きが決められています。
Aterm に接続するときは、コネクタの向きを確かめ
正しく差し込んでください。

・専用の電池パックを使用してください。また、専用の
電池パックは他の機器には使用しないでください。

・火の中に投入したり、加熱しないでください。

・直接はんだ付けをしないでください。

・電池パックを分解・改造しないでください。

・電池パックを金属製品と一緒に持ち運んだり保管し
たりしないでください。

・電池パックのコードをショートさせないよう注意し
てください。また、プラスとマイナスを針金などの金
属類で接続しないでください。

●電池パック内部の液が眼に入ったときは、失明のおそれ
がありますので、こすらずに、すぐにきれいな水で充分
洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてください。

 アルカリ乾電池ご使用時の注意

●アルカリ乾電池内部の液が眼に入ったときは、失明のお
それがありますので、こすらずに、すぐにきれいな水で充
分洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてください。
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　 警　告 　

 設置場所について

●風呂、シャワー室への設置禁止

風呂場やシャワー室などでは使用しないでください。漏
電して、火災・感電の原因となります。

●水のかかる場所への設置禁止

水のかかる場所で使用したり、水にぬらすなどして使用し
ないでください。漏電して、火災・感電の原因となります。

 電源について

●商用電源以外の禁止

AC100Vの家庭用電源以外では絶対に使用しないでく
ださい。火災・感電の原因となります。差し込み口が2つ
以上ある壁の電源コンセントにほかの電気製品の電源
プラグを差し込む場合は、合計の電流値が電源コンセン
トの最大値を超えないように注意してください。火災・
感電の原因になります。

●電源コードの取扱注意

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、無理
に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしな
いでください。また、重い物をのせたり、加熱したりする
と電源コードが破損し、火災・感電の原因となります。電
源コードが傷んだら、ご購入店またはNEC保守サービ
ス受付拠点に修理をご依頼ください。

●ぬれた手での操作の禁止

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感
電の原因となります。

●指定のACアダプタ以外は使用しない（AtermBT01Uの場合）

火災や感電の原因となります。



14

安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

　 警　告 　
●たこ足配線の禁止

本装置の電源コードは、たこ足配線にしないでくださ
い。たこ足配線にするとテーブルタップなどが過熱・劣
化し、火災の原因となります。

 もしもこんなときは
●発煙した場合への対処

万一、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態の
まま使用すると、火災・感電の原因となります。すぐに本
体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから
抜き、煙が出なくなるのを確認してから、ご購入店または
NEC保守サービス受付拠点に修理をご依頼ください。
お客様による修理は危険ですから絶対におやめください。

●水が装置内部に入った場合の対処

万一、内部に水などが入った場合は、すぐに本体の電源
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて、
ご購入店またはNEC保守サービス受付拠点にご連絡く
ださい。そのまま使用すると漏電して、火災・感電の原因
となります。

●異物が装置内部に入った場合の対処

本装置の通風孔などから内部に金属類や燃えやすいもの
などの異物を差し込んだり、落としたりしないでくださ
い。万一、異物が入った場合は、すぐに本体の電源スイッ
チを切り、電源プラグをコンセントから抜いて、ご購入店
またはNEC保守サービス受付拠点にご連絡ください。そ
のまま使用すると、火災・感電の原因となります。特に、
お子様のいるご家庭ではご注意ください。

●電源コードが傷んだ場合の対処

電源コードが傷んだ（芯線の露出・断線など）状態のまま
使用すると、火災・感電の原因となります。すぐに本体の
電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜い
て、ご購入店またはNEC保守サービス受付拠点に修理
をご依頼ください。
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　 警　告 　
●破損時の対処

万一、落としたり、破損した場合は、すぐに本体の電源ス
イッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて、ご
購入店またはNEC保守サービス受付拠点に修理をご依
頼ください。そのまま使用すると、火災・感電の原因とな
ることがあります。

 禁止事項について

●本装置は、家庭用のOA機器として設計されております

人命に直接関わる医療機器や、極めて高い信頼性を要求
されるシステム（幹線通信機器や電算機システムなど）
では使用しないでください。

●分解・改造の禁止

本装置を分解・改造しないでください。火災・感電の原因
となります。

●ぬらすことの禁止

本装置に水が入ったりしないよう、またぬらさないよ
うにご注意ください。漏電して火災・感電の原因となり
ます。

●ぬれた手での操作の禁止

ぬれた手で本装置を操作したり、接続したりしないでく
ださい。感電の原因となります。

●本装置の安全性の劣化につながる使用の禁止

ニカド電池コネクタの充電端子を金属でショートさせ
ないでください。火災・故障の原因となります。また、充
電端子に水滴がついたまま充電しないでください。火
災・故障の原因となります。
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　 警　告 　

 ニカド電池ご使用上の注意
●電池パックの外装チューブをはがしたり、キズをつけな
いでください。電池パックの漏液、発熱、破裂させる原因
となります。

●万一、電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着した場合
は、皮膚に傷害を起こすおそれがありますので、すぐに多
量のきれいな水で洗い流してください。眼に入ったとき
は、きれいな水で洗ったあと、直ちに医師の治療を受けて
ください。

●電池パックを水や海水につけたりぬらしたりしないでくだ
さい。電池パックを発熱させたり、さびの原因となります。

●液漏れ、変色、変形、その他今までと異なることに気がつ
いたときは、使用しないでください。

 アルカリ乾電池ご使用上の注意
●電池の＋と－を逆にして使用しないでください。充電や
ショートなどで異常反応を起こしたりして、電池を漏
液・発熱・破裂させるおそれがあります。

●新しい電池と一度使用した古い電池や種類の異なる電
池などを混ぜて使用しないでください。特性の違いか
ら、電池を漏液・発熱・破裂させるおそれがあります。

●この電池は充電式ではないので、充電すると液もれ・破
裂のおそれがあります。

●電池の外装ラベルをはがしたり、傷つけないでくださ
い。電池がショートし、漏液・発熱・破裂するおそれがあり
ます。

●ショート、分解、加熱、火に入れるなどしないでください。
アルカリ性溶液がもれて眼に入ったり、発熱・破裂の原因
となります。

●万一、アルカリ性溶液が皮膚や衣服に付着した場合には
皮膚に傷害を起こすおそれがありますので、すぐに多量
のきれいな水で洗い流してください。眼に入ったときは
きれいな水で洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてく
ださい。

●電池のアルカリ液をなめた場合には、すぐにうがいをし
て医師に相談してください。
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　 警　告 　

 その他の注意
●使用禁止区域での注意
航空機内や病院内などの無線機器の使用を禁止された
区域では、本装置の電源を切ってください。電子機器や
医療機器に影響を与え、事故の原因となります。

●ペースメーカを装着されている方への注意
植込み型心臓ペースメーカを装着されている方は、本装
置をペースメーカ装着部から22cm以上離して使用して
ください。電波により影響を受ける恐れがあります。

●異物を入れないための注意
本装置の上に花びん・植木鉢・コップ・化粧品・薬品や水の
入った容器、または小さな金属類を置かないでください。こ
ぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

●ISDN回線以外に接続しないでください
本装置をホームテレホン・ビジネスホン用の回線や構内
交換機（PBX）へ接続すると、本装置に必要以上の電流が
流れ、故障・発熱・火災の原因になります。

●本製品を使用中に他の機器に電波障害などが発生した場
合は、BluetoothTMの機能をオフにする
電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるお
それがあります。

　 注　意 　
 設置場所について
●火気のそばへの設置禁止
本装置や電源コードを熱器具に近づけないでください。
ケースや電源コードの被覆が溶けて、火災・感電の原因と
なることがあります。

●温度の高い場所への設置禁止
直射日光の当たるところや、温度の高いところ、発熱する
装置のそばに置かないでください。内部の温度が上がり、
火災の原因となることがあります。

●油飛びや湯気の当たる場所への設置禁止
調理台のそばなど油飛びや湯気が当たるような場所、ほ
こりの多い場所に置かないでください。火災・感電の原因
となることがあります。
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　 注　意 　
●不安定な場所への設置禁止

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置か
ないでください。また、本装置の上に重い物を置かないで
ください。バランスがくずれて倒れたり、落下してけがの
原因となることがあります。

●通風孔をふさぐことの禁止
本装置の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさ
ぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがありま
す。次のような使いかたはしないでください。

・ あお向けや逆さまにする
・ 収納棚や本棚などの風通しの悪い狭い場所に押し込む
・ じゅうたんや布団の上に置く
・ テーブルクロスなどを掛ける

●重ね置きの禁止
本装置を重ね置きしないでください。重ね置きすると内
部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

●温度変化の激しい場所（クーラーや暖房機のそばなど）
に置かないでください。本装置の内部に結露が発生し、
火災・感電の原因となります。

電源について
●プラグの取り扱い注意
電源プラグはコンセントに確実に差し込んでください。
抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源
コードを引っ張るとコードが傷つき、火災・感電の原因
となることがあります。

●アース線の取り付け
万一、漏電した場合の感電事故防止のため、必ずアース
線を取り付けてください。

●移動させる場合は、本体の電源スイッチを切った後、電源
プラグをコンセントから抜き、外部の接続線をはずした
ことを確認の上、行ってください。コードが傷つき、火災・
感電の原因となることがあります。
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　 注　意 　
電源について
●長期不在時の注意

長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。また、停電用電
池も取りはずしてください。

●電源プラグの清掃

電源プラグとコンセントの間のほこりは、定期的（半年
に1回程度）に取り除いてください。火災の原因となる
ことがあります。

禁止事項について
●乗ることの禁止

本装置に乗らないでください。特に、小さなお子様のい
るご家庭ではご注意ください。壊れてけがの原因となる
ことがあります。

●本装置のアンテナを誤って目に刺さないようにしてくだ
さい。

その他の注意
●雷のときの注意

雷が鳴りだしたら、電源コードに触れたり周辺機器の接
続をしたりしないでください。落雷による感電の原因と
なります。

●取扱説明書にしたがって接続してください。

間違えると接続機器や回線設備が故障することがあり
ます。

●補聴器を装着されている方は、本装置のご使用により、補
聴器にノイズなどを引き起こすおそれがありますので、
ご使用前にご確認ください。

 ニカド電池パックご使用上の注意

●電池パックに強い衝撃を与えたり、投げつけたりしない
でください。

●電池パックは乳幼児の手の届かないところに保管してく
ださい。
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　 注　意 　

 アルカリ乾電池ご使用上の注意

●下記のことを必ず守ってください。電池の使い方を間違
えると液もれや破裂のおそれがあり、機器の故障やけが
などの原因となります。

・ 使用推奨期間内の単3アルカリ乾電池をお使いくだ
さい（アルカリ以外のマンガン電池などでの動作保証
はしていません）。

・ 使い切った電池はすぐに機器から取り出してくださ
い。使い切った電池を機器に接続したまま長時間放置
すると、電池から発生するガスにより、電池を漏液・発
熱・破裂させたり、機器を破損させるおそれがありま
す。

・ 使い切った電池はすぐに機器から取り出してくださ
い。過放電・高温放置による電池の液もれでの本装置
の故障については当社は保証いたしかねます。

・ 電池に直接ハンダ付けをしないでください。

・ 電池は直射日光・高温・高湿の場所を避けて保管して
ください。電池を漏液させるおそれがあります。また、
電池の性能や寿命を低下させることがあります。

・ 電池を取りはずした場合は、小さなお子様が電池をな
めたり、あやまって飲むことがないようにしてくださ
い。電池は幼児の手の届かないところへ置いてくだ
さい。

・ 停電がなくても、1年に1度の割合で新しい電池と交
換してください。長期間電池を装着したままでご使用
になると、電池が漏液するおそれがあります。

・ 電池を保管する場合および廃棄する場合は、テープなど
で端子部を絶縁してください。ほかの電池や金属製のも
のと混ぜると、漏液・発熱・破裂のおそれがあります。

・ 電池を入れた電池ホルダー側の面を、発熱する機器の
近くや直射日光・高温・高湿の場所に置かないでくだ
さい。また、通風孔をふさがないでください。漏液・発
熱・破裂のおそれがあります。
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　 お願い 　

 設置場所について

●本装置を安全に正しくお使いいただくために、次のような所への設置
は避けてください。

・ ほこりや振動が多い場所

・ 気化した薬品が充満した場所や、薬品に触れる場所

・ テレビやラジオなどのすぐそばや、強い磁界を発生する装置が近
くにある場所

・ 高周波雑音を発生する高周波ミシン・電気溶接機などが近くにあ
る場所

●本装置を一般の電話機やテレビ、ラジオなどをお使いになっている近
くで使用すると影響を与える場合があります。

●AtermITX92BTやAtermBT01U間で電波の届く範囲は見通しで
約100mです。

　周囲の電波状況や壁の構造（鉄筋壁、防音壁、断熱壁）などにより、距離
が短くなります。また距離が近すぎると、通話にノイズが入ったり
データ通信でエラーが発生する場合があります。

●本装置をコードレス電話機や電子レンジなどの電波を放射する装置
との距離が近すぎるとデータ通信が切れる場合があります。また通話
にノイズが入ったり、ファクスのデータが正しく送れない場合があり
ます。このような場合は、お互いを数メートル以上離してお使いくだ
さい。
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　 お願い 　
 禁止事項について

●動作中に接続コードがはずれたり、接続が不安定になると誤動作の原
因となります。動作中は、コネクタの接続部には絶対に触れないでく
ださい。

●夏期の閉め切った自動車内や長時間直射日光の当たるところ、暖房器
具の近くで使用したり、放置しないでください。

　変形、変色または故障の原因となることがあります。

●落下するなど、強い衝撃や振動を与えないでください。

　本装置が破損したり、故障の原因となることがあります。

●AtermBT01Uを持ち運びするときは、パソコンから取り外してくだ
さい。

　AtermBT01Uが破損したり、故障の原因となることがあります。

 その他のご注意

●本装置プラスチック部品の一部に、光の具合によってはキズに見える
部分があります。プラスチック製品の製造過程で生じることがあるも
のですが、構造上および機能上は問題ありません。安心してお使いく
ださい。

 日頃のお手入れ

●汚れたら、乾いた柔らかい布でふきとってください。汚れのひどいと
きは、中性洗剤を含ませた布でふいたあと、乾いた布でふきとってく
ださい。化学ぞうきんの使用は避けてください。ベンジン・シンナーな
どの有機溶剤やアルコールは絶対に使用しないでください。変形や変
色の原因となることがあります。
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Atermの知っておきたい便利な使いかたや、各部の名称とはたらき、
添付品の確認方法について説明しています。Atermを使い始めるとき
は、まず、ここをお読みください。

Atermでこんなことができる .............................................. 1-2

添付品を確認する................................................................... 1-6

各部の名称とはたらき ........................................................... 1-8

セットアップを始める前に................................................. 1-14

1章   はじめにお読みください

Windows◯R MeはMicrosoft◯R Windows◯R Millennium Edition operating systemの略です。
Windows◯R 98はMicrosoft◯R Windows◯R 98 operating systemの略です。
Windows◯R 2000はMicrosoft◯R Windows◯R 2000 operating systemの略です。
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ITX92BTは、INSネット64を利用するのに欠かせないTA（ターミナルアダプタ）と
呼ばれる装置です。TAのしくみやその役割、Atermの知っておきたい便利な使いか
たをご紹介します。

● TA（ターミナルアダプタ）って何？

今まで使っていた電話機やファクスは、アナログ通信機器といって、従来の電話網
（アナログ回線）で使えるように作られたものです。一方、INSネット64は、ISDN
網（デジタル回線）といって音声やデータをすべてデジタル信号でやりとりするた
め、従来のアナログ回線で使っていた電話機やファクスを直接つなぐことはできま
せん。TAは、これらのアナログ通信機器をINSネット64でも使えるようにした
り※1、パソコンのデータをデジタル信号として送り受けしたりするための装置で
す。

※1 INSネット64にTAをつなぐにはDSU（回線接続装置）と呼ぶ装置が必要ですが、
ITX92BTには、DSUが内蔵されているので、モジュラコンセントに直接つなぐことが

できます。また、いままでお使いの電話機やファクスをそのまま使うことができます。

● Bluetoothポート接続にすれば、TAとパソコンが離れていても大丈夫

TAとパソコンをケーブルで接続するときは、ケーブルの長さには限りがあるので
双方を近くに置く必要があります。ところが、パソコンにBT01Uをつないで、
ITX92BT（TA）との間を無線のBluetoothポート接続にすれば、ケーブルが届か
ない場所※2でもTAとパソコンを接続することができます。

POWER

CLR

MENU

ENTER

MSG DATA

※2 電波の届く範囲は、間に障害物が何もない状態で約100mです。ただし建物の設備環境
（鉄筋壁・防音壁・断熱壁、電波を出す他の機器の有無など）によっては、100m以内で
も電波が届かないことがあります。
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● 電話回線（アナログ回線）2本分として使う

INSネット64のケーブルは今までお使いのアナログ回線と同じですが、1本の回
線契約でアナログ回線2本分として利用できます。1本のケーブルの中に音声や
データの通り道が2本あると考えてください。この通り道のことをBチャネルとい
います（2本をそれぞれB1チャネル、B2チャネルと呼びます）。電話と電話、電話
とファクス、電話とインターネット、ファクスとインターネットなど、ITX92BT
につないだ「2台の機器が同時に使える」のがポイントです。

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

● インターネットにつなぐ

電子メールを送ったり、ホームページを見たり、今やインターネットは趣味やビジ
ネスに欠かせません。Atermなら、モデムを使ってアナログ回線でインターネッ
トに接続するのに比べて、接続もスピーディ。さらに、高速※3で安定した品質で
インターネットを楽しむことができます。

イ ンター
ネ
ッ

ト

ファ
ッション

レ
ス
ト
ラ
ン
 

トラベル  

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

※3 通常の同期通信では、Bチャネル1本を使い、64kbpsで接続できます。

A
te
rm

で
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る



1-4

● 複数の電話番号を使う

INSネット64には、1本の回線契約で3つまでの電話番号を使えるｉ･ナンバー
と、もっとたくさんの電話番号を使えるダイヤルインサービスがあります。
Atermはこれらのサービスに対応しているので、つないだ電話やファクスにそれ
ぞれ別の電話番号を割り振って使うことができます。

03-1111-1111

03-1111-111103-1111-1111

03-1111-2222

03-1111-222203-1111-2222

POWER

CLR

MENU

ENTER

MSG DATA

● 便利で多彩な電話機能を使う

ITX92BTは便利な電話機能をたくさん備えています。でかけるボタンを押すだけ
でセットできる不在時の電話着信転送、INSネット64の付加サービスの契約なし
で使える疑似キャッチホン、INSナンバー･ディスプレイ、相手によって着信音を
切り替える疑似なりわけや迷惑電話防止機能など、ITX92BTをつなぐことで今ま
での電話機がぐっと便利になります。

POWER

CLR

MENU

ENTER

MSG DATA

不在時電話転送 

なりわけ 迷惑電話防止 
A
te
rm

で
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こ
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● 最大パソコン3台と電話またはファクスを同時に利用（ITMUX）

2台のパソコンから、一つのプロバイダの同じアクセスポイントへ同時にアクセス
することもできます。この方法では、Bチャンネルを1本しか使わないので、デー
タ量が少ないときなどは通信費を節約することができます。また、もう1本のB
チャンネルが空いているので、3台のパソコンでインターネットにアクセスしてい
ても、電話やファクスを利用できます。

■

■
-ne
t.ne.jp

■

■
-ne
t.ne.jp

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

● 2台のパソコンからインターネットにつなぐ（マルチアクセス）

ITX92BTのシリアルポートとUSBポートにつないだパソコンまたはBTOIUにつ
ないだパソコンのうち2台を別々のプロバイダや、同じプロバイダでも別々のアク
セスポイントへ同時に接続することができます※4。Atermなら2台のパソコンで同
時にインターネットを楽しめます。

※4 2台のパソコンから同時にインターネットに接続する場合は2本の通り道を使うので、その
間、電話やファクスは使用できません。

● インターネットプロバイダBIGLOBEならさらに便利に

AtermとBIGLOBEの強力コンビで、さらに便利な機能が有償で利用できます。電
子メールの着信をMSGランプで知らせる電子メール着信通知、1回わずか0.4円
で送れる遊遊メールやAterm同士でメールをやりとりできるUUIメール、液晶ディ
スプレイに天気予報を表示するAterm天気通知サービス※5、ご自宅のパソコンを

遠隔起動するSmartWakeup!機能（ 8-38ページ）など、Atermの使いかたが

さらに広がります。

※5「電子メール着信通知」、「遊遊メール」、「Aterm天気通知サービス」はBIGLOBE接続会員以
外の方もサービス料金のみでご利用いただけます。
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取りつけをはじめる前に、まず、添付品がすべてそろっていることを確認してくだ
さい。不足しているものがある場合は、お買い上げの販売店にお問い合わせくださ
い。

Atermの構成品

添
付
品
を
確
認
す
る

AtermITX92BT／AtermITX92 BTSTARセット共通品

□本体　ITX92BT □RS-232Cケーブル（9ピン）

□INS回線ケーブル

□USBケーブル（※）

□取扱説明書（本書） □無線注意シール

□CD-ROM □接続早わかりガイド

□AtermITX92BT保証書

POWER

CLR

MENU

ENTER

MSG DATA

※『AtermITX92BT』は1本添付
※『AtermITX92 BTSTARセット for DESKTOP』は2本添付
※『AtermITX92 BTSTARセット for MOBILE』には2本添付（うち1本は約40cmの長さです）
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 CD-ROMの内容
Aterm用各種ユーティリティ

・ Atermらくらくアシスタント
・ Atermらくらくバージョンアップ
・ UUIメールEX
・ Bluetooth（TM） PC Driverユーティリティ（BTSTARユーティリティ）
・ USB関連ソフトウェアなど

電子マニュアル

・ データ通信ガイド（html 形式）
・ 用語解説（html 形式）
・ お困りのときには（html 形式）
・ 取扱説明書（pdf 形式）
・ BT01U取扱説明書（pdf 形式）

電子マニュアルは、htmlまたはpdfというファイル形式になっています。pdfファ
イルはAcrobat Readerで、htmlファイルはWebブラウザを使って読みます。電
子マニュアルの見かたは「電子マニュアルの見かた」（ 10ページ）を参照して
ください。

添
付
品
を
確
認
す
る

AtermITX92 BTSTARセット共通品

□BT01U（BTSTAR） □ACアダプタ

□縦置きスタンド □キャリングケース

□保証書 □保証書

スタンド固定シール 

AtermITX92 BTSTARセット for MOBILEAtermITX92 BTSTARセット for DESKTOP
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AtermITX92BT

―　前面図　―

※本装置プラスチック部品の一部に、光の具合によってはキズに見える部分があります。プラスチック
製品の製作過程で生じることがあるものですが、構造上および機能上は問題ありません。安心してお
使いください。

POWER

CLR

MENU

ENTER

MSG DATA

① でかけるボタン 

② 液晶ディスプレイ 

④ DATAランプ 

⑥ 操作ボタン 

③ POWERランプ 

⑤ MSGランプ 

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き
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① でかけるボタン
お出かけ設定（ 5-64ページ）をするときに押します。

オレンジ色で点灯： ・お出かけ設定がセットされているとき

・バージョンアップに失敗したときに行う強制ローダ
モードが開始されているとき（ 6-10ページ）

オレンジ色で点滅： ・おやすみモードまたはフラッシュモードで着信があっ
たとき

 ・強制ローダモードが終了したとき

② 液晶ディスプレイ
回線や通信機器の使用状況、設定時の内容、日時などが表示されます。表示さ
れる内容については「液晶ディスプレイの表示一覧」（ 8-2ページ）を参照し
てください。本書の設定手順中の画面はすべてこの液晶ディスプレイ画面で
す。

 

③ POWERランプ（電源ランプ）
緑色で点灯 ： 電源が入っているとき

緑色で早く点滅（1秒間に2回）：電池で動作しているとき

緑色で遅く点滅（1秒間に1回）：電池で動作中、電池残量が少なくなったとき

赤く点灯 ： バージョンアップ中

赤く点滅 ： ファームウェアのバージョンアップに失敗したとき

（ 6-10ページ）

④ DATAランプ
緑色で点灯 ： USBポート、Bluetoothポートに接続されたパソコンで

データを送受信しているとき

赤く点灯 ： シリアルポートに接続されたパソコンでデータを送受信
しているとき

⑤ MSG(Message)ランプ
オレンジ色で点灯： バージョンアップ中

オレンジ色で点滅： 電子メール着信が通知されたときまたはUUIメールを受
信したとき（ 『データ通信ガイド』「Atermで使える
メール機能」）

⑥ 操作ボタン
着信履歴表示やアニメの選択など、液晶ディスプレイ表示で設定できる機能を
利用するときに使用します（ 8-8ページ）。

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き

着信転送が設定してあるときに表示されます。
電話Aポート、電話Bポートまたは電話Cポートに接続されて
いる通信機器の受話器を上げているときに表示されます。
データ通信をしているときに表示されます。
Bチャネル1つ（64kbps）で通信中のときに表示されます。
Bチャネル2つ（128kbps）で通信中のときに表示されます。
B1またはB2チャネルを使用しているときに表示されます。
シリアルポートまたはUSBポートに接続されたパソコンの
ER（Equipment Ready）信号がONのときに表示されます。



1-10

―　背面図　―

電話B

電話A

回線 

NOR

RVS

DATA

AC INFG

電話C

② アナログポート 
　（電話A～Cポート） 

① アンテナ 

④ INS回線 
　 リバーススイッチ 

⑤ INS回線コネクタ 

⑥ USBポート 

⑦ シリアルポート 

⑨ 電源コード 

③ S点ユニット 
　 カバー 
   （S点ユニット 
　 スロット） 

⑧ 品名ラベル 

⑩ アース線接続端子 

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き
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①アンテナ
BT01Uとの間で無線電波の送受信をします。

② アナログポート（電話Aポート・電話Bポート・電話Cポート）
モジュラケーブルを使って、電話機やファクス、モデムなどのアナログ通信機器
を接続します。

③ S点ユニットカバー
別売りのS点ユニット（PC-IT/U03）、高機能S点ユニット（PC-IT/UX2）、DSU
切り離しユニット（PC-IT/US1）を使用時にこのカバーをはずしてS点ユニッ
トなどをS点ユニットスロットに差し込みます。

④ INS回線リバーススイッチ
INSネット64の配線が逆転しているとき（同期がとれないとき）に切り替えま
す。切り替えるときは、細く硬いもの（つまようじの先など）を使ってください。

⑤ INS回線コネクタ
添付のINS回線ケーブルを使って、INSネット64と接続します。

⑥ USBポート
添付のUSBケーブルを使って、パソコンのUSBポートと接続します。

⑦ シリアルポート
添付のRS-232Cケーブルを使って、パソコンのCOMポートと接続します。

⑧ 品名ラベル
ITX92BTの認証番号や製造番号などが記載されています。

⑨ 電源コード
AC100 Vの家庭用電源コンセントに接続します。

⑩ アース線接続端子（FG）
アース線を取り付ける端子です（アース線は添付していません）。

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き
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―　左側面図　―

 

OFF

ON

CN 1    DIP  SW   6

CN

② 電池ホルダー 

① ディップスイッチ 

④ 電源スイッチ 

③ 電池カバー 

⑤ ニカド電池パック接続用コネクタ 

① ディップスイッチ
USBの通信モードの設定や自己診断（ 7-18ページ）をするときなどに使用
します 。

② 電池ホルダー
停電時にも使用できるように、別売りのニカド電池パック（PC-IT/BO2）または
市販の単3アルカリ乾電池（4本）を入れます（ 8-28ページ）。

③ 電池カバー
カバー下部の両端部分を押すとはずれます。

④ 電源スイッチ
電源の入／切を切り替えるスイッチです。電源を入れるときは「　」側を押し
ます。

⑤ ニカド電池パック接続用コネクタ
別売りのニカド電池パック（PC-IT/BO2）を接続します。

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き
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Aterm BT01U（BT STAR）

① USBポート
BluetoothTM接続で使用します。他の機器と通信するときは、添付のUSBケー
ブルを使ってパソコンのUSBポートと接続します。

② DCジャック
『AtermITX92 BTSTARセット for DESKTOP』、『AtermITX92 BTSTAR
セット for MOBILE』に添付しているACアダプタと接続することができます。

③ 品名ラベル
BT01Uの認証番号や製造番号などが記載されています。

各
部
の
名
称
と
は
た
ら
き

正面 

① USBポート 

② DCジャック 

底面  ③ 品名ラベル 
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Atermが使えるようになるまでの基本的な流れを示します。
セットアップを始める前に、INSネット64の契約と工事が完了していることを確認
してください。

 
 
らくらくアシス
タントをインス
トールする 

 
USBドライバ 
をインストール 

する 
（パソコンを 
接続する） 

 

らくらく 
アシスタントを
インストール 

する 

 
 
パソコンを 
接続する 

 
 
電話番号を 
設定する 

 

  

 
 
電話機やファク
スを接続する 

 
 

電源コードを 
つなぎ、電源を
入れる 

 
 
電話が使えるこ
とを確認する 

 
 
INSネット64
に接続する 

3-25ページ 
 

3-4ページ 
 

3-31ページ 
 

設定例 ：ｉ・ナンバー 5-24ページ 

　　　 ：ダイヤルインサービス 5-27ページ 

2-2ページ 
 

2-3ページ 
 

2-6ページ 2-11ページ 
 

B

 
 
らくらくアシス
タントをインス
トールする 

 
BluetoothTMの 
設定をする 
（パソコンを 
接続する） 

3-6ページ 
 

A
3-4ページ 

 

C

D

 

3-4ページ 
 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
流
れ

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に
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ケーブルの接続からインターネット接続までを説明した『接続早わかりガイド』が
あります。セットアップを始める前にぜひご覧ください。

パソコンとUSBポートで接続する方は　　　へ 

パソコンとシリアルポートで接続する方は　　　へ 

パソコンを接続しない方は　　　へ 

 
 
使わないアナログ
ポートを設定する 

 
 
その他の 
サービスを 
設定する 

3-37ページ 
 

3-40ページ 
 

4-1ページ 
 

4-17ページ 
 

2-13ページ 
 

パソコンを接続しない方は、「電話機やファクスを使える

ようにしよう（応用編）」（5-1ページ～）と「電話機で設定す

る」（5-104ページ～）を参照して正しく設定してください。 

B
C

D

パソコンとBluetoothポートで接続する方は　　　へ A

 
 
インターネット
接続の設定をする 

 
 
インターネット
に接続する 

 
 
アナログポート
を設定する 

 
正しく 

設定されたか 
確認する 

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
流
れ

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に



1-16

パソコンを接続する場合、「らくらくアシスタント」という添付のツールを使うと、
Atermを簡単にセットアップできます。

はじめてAtermを利用するときは、電話番号、INSナンバー・ディスプレイなどのサー
ビスを使う／使わないといった情報、インターネット接続用の情報などを自分の使い
方に合わせてAtermに設定する必要があります。専門用語などが出てきてなんだか難
しいような感じを受けますが、ご安心ください。「らくらくアシスタント」を使うと簡
単に設定を行うことができます。

SET

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

今までインターネットを利用したことのある方ならご存知だと思いますが、インター
ネットに接続できるようにするには、パソコン側にもさまざまな設定が必要です。らく
らくアシスタントは、パソコンの設定も「あっ」という間にやってくれます。
パソコンには自信がないという方も大丈夫。
まだインターネットプロバイダに加入していない場合でも、らくらくアシスタントを使
うと、BIGLOBE（ 3-33ページ）に入会できます。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に

ら
く
ら
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
の
簡
単
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
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セットアップを始める前に次の準備ができているか確認しましょう。

● INSネット64の申し込みと工事

INSネット64をまだ契約していない場合は、NTT東日本・NTT西日本に申し込
み、工事を依頼します。現在お使いのアナログ回線をINSネット64に変える場合
は、簡単な工事で済みます（ ｢INSネット64を申し込む｣1-18ページ)。

● プロバイダへの加入

インターネットを利用するには、プロバイダ（インターネットプロバイダ）への加入
が必要です。すでに加入している方は、今までのアクセスポイントがINSネット
64に対応しているかを確認してください。Atermから接続する場合は、INSネッ
ト64のアクセスポイントに接続しますが、プロバイダによっては、INSネット64
とアナログ回線でアクセスポイントの電話番号が異なることがあります。
これから加入する方は、Atermのセットアップの際に、プロバイダ「BIGLOBE
（ビッグローブ）」への加入手続きが行えますのでご利用ください。
（ ｢BIGLOBEへのオンラインサインアップ｣3-33ページ)

● 電話機やファクス

プッシュ回線につないでいた電話機やファクスなら、そのまま使用できます。プッ
シュ回線につなげない電話機やファクスは使用できません。

● パソコン

Windowsの下記のバージョンのパソコンに対応しています。
　WindowsMe日本語版
　Windows98日本語版（Windows98SEも含みます。ただしWindows98SEと特定

してある箇所ではWindows98SEのみが対象となります。）
　Windows2000 Proffesional日本語版
電話機やファクスだけを利用する場合は、パソコンはなくてもかまいません。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に

事
前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
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INSネット64の申し込みを済ませていない方は、以下を参考にしてNTT東日本・
NTT西日本に申し込んでください。

サービスを選ぶ
INSネット64には、便利なサービスがいくつも用意されていますので、ご自分の使用
目的にあった利用サービスを選び、申し込んでください。

・サービスの申し込みは、後日必要に応じて変更・取り消し・追加もできます（有料）。
・INSネット64のサービスについて詳しくは、NTT東日本・NTT西日本にお問い合わ
せください。

ここでは、INSネット64で提供される代表的なサービスを目的別に紹介します。

●
アイ

電話機とファクスで呼び分けしたい（ i ・ナンバーまたはダイヤルイン
サービス）

電話機やファクスを異なる電話番号で呼び分けるサービスです。2つまたは3つの
電話番号で呼び分ける場合は i・ナンバー（ 5-24ページ）がお得です。4つ以上
の電話番号で呼び分ける場合はダイヤルインサービス（ 5-27ページ）をご契約
ください。

03-1234-1111へ電話 

03-1234-1111

03-1234-2222へファクス 
03-1234-2222

電話網 

ITX92BT

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

電話機とファクスを使用する場合、１つの電話番号だけでご契約になると、電話がかかっ
てきても先にファクスが応答し、ファクスで電話を受けてしまうことがあります。この
場合、電話機で電話を受けることができません。また、ファクス付き電話機の自動切り
替えの間、相手に通話料がかかるという問題点もあります。電話機とファクスを使用す
る場合は、ｉ・ナンバー（またはダイヤルインサービス）のご契約をおすすめします。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に

IN
S

ネ
ッ
ト6

4

を
申
し
込
む
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● 相手の電話番号を知りたい　（INSナンバー・ディスプレイ）

電話を受ける前に相手の電話番号を電話機のディスプレイに表示するサービスで
す。ナンバー・ディスプレイ対応の電話機・ファクスなどが必要です。詳しくは5-
57ページを参照してください。

※ INSナンバー・ディスプレイを契約していなくとも、電話の相手がISDN回線・携帯
電話・PHSなどからかけてきている場合は、ITX92BTの液晶ディスプレイに相手

の電話番号を表示します。

● 月々定額料金でISDNしたい（フレッツ・ISDN）

いくらインターネットにアクセスしても月々の通信料金は定額です。ただし、提供
エリアでなれけばご利用になれません。また、プロバイダとフレッツ・ISDNオプ
ションの契約が必要になります。

申し込む
最寄りのNTT窓口でINSネット64の加入手続きを行ってください。手続きの詳細につ
いては、NTT窓口にご相談ください。なお、申し込みの際は、DSU（ディー・エス・
ユー）を内蔵していることを必ず伝えてください。

「INSネット64お申込票」記入上のヒント
・インターフェース形態及びレイヤ1起動種別欄では「P-MP常時」をお勧めします。
　「P-P」は利用できません。
・ユーザ間情報通知サービス欄では「着信許可」をチェックします。
・「通信中着信通知サービス」をチェックします。
・配線・DSU等欄のTAでは「他社（DSU内蔵型）」をチェックします。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に

IN
S

ネ
ッ
ト6

4

を
申
し
込
む

03-1234-1111から電話 

ナンバー・ディスプレイ対応の電話機 

電話網 

ITX92BT

03-1234-1111

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER
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インターネットを利用するためには、インターネットプロバイダ（以下プロバイダと
呼びます）への加入が必要です。プロバイダは家庭のパソコンとインターネットの世
界を接続してくれます。INSネット64でフレッツ・ISDNを契約している場合は、
合わせてフレッツ・ISDNオプションの契約をしてください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○プロバイダにこれから加入する場合
プロバイダにこれから加入する方は、Atermのセットアップの際に、らくらくアシスタ
ントを使ってプロバイダ「BIGLOBE」への加入手続きを行うことができます。この場合に
は、事前の準備は不要です（ ｢BIGLOBEへのオンラインサインアップ｣3-33ページ)。

オンラインサインアップを行うにはクレジットカードが必要です。BIGLOBEへの支払
いをクレジットカード以外の方法でご希望の場合は、添付の『インターネットスタート
ブック』（BIGLOBE入会申込書）を使い、郵送またはファクスでお申し込みください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○すでにプロバイダに加入している場合
すでに加入している方は、今までのアクセスポイントがINSネット64に対応している
かを確認してください。プロバイダによっては、INSネット64とアナログ回線でアク
セスポイントの電話番号が異なることがあります。Atermから接続する場合は、INS
ネット64用のアクセスポイントに接続します。

インターネット接続のためには、プロバイダから通知された以下の情報が必要です。
セットアップ時に必要となりますので、あらかじめ用意しておいてください。

接続情報
・プロバイダ名称　　・ユーザID注1　　・パスワード　　・アクセスポイント
ネームサーバアドレス注2

・プライマリDNS　　・セカンダリDNS
メール情報
・POPサーバ（メールサーバ）　　・SMTPサーバ（メールサーバ）　
・メールアカウント　　・メールパスワード　　・メールアドレス
その他
・ニュースサーバ注3

注1　「ユーザID」はプロバイダによっては、「ユーザ名」「アカウント」などと呼ばれることがあります。

注2　「ネームサーバアドレス」はプロバイダによっては、自動設定のため、ない場合があります。

注3　プロバイダによっては、ない場合があります。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
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る
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契約手続きとINSネット64の工事が済んだら、Atermを接続します。ここでは全体
の接続図を示しますが、実際の接続作業は次ページからの手順に従って着実に行っ
てください。 セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に

全
体
接
続
図電話B

電話C

電話A

回線 

NCR

RVS

DATA

AC INFG

パソコン 

パソコン 

パソコン 

BT01U

ITX92BT

RS-232ケーブル（添付品） 

USBケーブル（添付品） 

ファクス付き電話機 

電話機 

回線側コンセント 

電源コンセント 

INS回線ケーブル（添付品） 

アース端子 

パソコンの接続は必ず本書の指示どおりに行ってください。
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Atermには、電源・回線・電話機・ファクス・パソコンなど、たくさんのものを接続し
ます。ケーブルの長さが決まっているものもあるので、Atermの置き場所は十分に考え
て決めましょう。ポイントとなる点をいくつかあげます。

● 回線側コンセントはITX92BTのそばに置こう。

Atermと回線側コンセントは、添付のINS回線ケーブル（3m）で接続します。

● ITX92BT用の電源コンセントはありますか？

ITX92BTの電源コンセントを確保しましょう。ITX92BTをパソコン連動のコン
セント（パソコンの電源が入っているときだけITX92BTの電源が入る）につないで
はいけません。パソコンの電源が入っていないとITX92BTの電源も入らないの
で、電話が使えなくなります。注意しましょう。

● BT01UはITX92BTの見通し100m以内に置こう

BT01UとITX92BTの電波が届く距離は、何もさえぎるものがない場合で約
100mです。ただし、鉄筋壁、防音壁、断熱壁、電波を出す他の機器の有無など
の設備環境によっては、100m以内でも電波が届かないことがあります。

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に

A
te
rm

の
置
き
場
所
を
決
め
よ
う

近くに置く POWER

CLR

MENU

ENTER

MSG DATA
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● 回線側コンセントの形はどうなっていますか？
回線側コンセントがモジュラタイプ以外では、ITX92BTを接続できません。

回線側コンセントがモジュラタイプの場合

そのまま接続できます。

コンセントのタイプが3ピンプラグの場合

電話キャップを別途購入してください。

電話コードが壁から直接出ている場合

NTT東日本・NTT西日本に工事を
依頼してください。

● 電話機やファクスの置き場所を決める

電話機やファクスは今までとは異なり、ITX92BTに接続します。電話機やファク
スに添付のモジュラケーブルを使ってください。ケーブルの長さが足りない場合
は、モジュラケーブルを別途購入してください。

電話機またはファクスを接続するモジュラケーブルの長さは200m（太さ0.5mmΦ）以
内にしてください。機器の種類によってはさらに短くしなければならないことがありま
す。

モジュラコンセント

電話キャップ

3ピンプラグ

差し込む

直接電話コードが出ている

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
始
め
る
前
に

A
te
rm

の
置
き
場
所
を
決
め
よ
う
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では、早速電話をかけられるようにしましょう。Step順にセット
アップしてください。

Step1 INSネット64につなぐ .......................................... 2-2

Step2電話機やファクスをつなぐ....................................... 2-3

Step3電源コードをつなぐ .................................................. 2-6

Step4電源を入れる.............................................................. 2-7

Step5日時とアニメを設定する........................................... 2-9

Step6電話は使えますか？ ............................................... 2-11

Step7使わないアナログポートを設定する..................... 2-13

2章   電話がかけられるようにしよう
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電話
B

電話
A

回線
 

NC
R

RV
S

DA
TA

AC
 IN

FG

回線 

NCR

RVS

電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
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に
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ITX92BTと回線側コンセントを接続します。

ITX92BTを壁の電源コンセントのそばに置く

ITX92BTのINS回線コネクタと壁の回線側コンセントを接続する

添付のINS回線ケーブルを使って接続します。

INSネット64の工事が完了してから接続してください。完了前ではITX92BTは使用で
きません。

添付の INS回線ケーブル

INS回線コネクタ

回線側コンセント
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電話
B

電話
C

電話
A

回線
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電話B

電話C

電話A

電話機やファクスを、ITX92BTの電話Aポート・電話Bポート・電話Cポートに接
続します。電話Aポートには、停電時に使いたいメインの機器や1台のみを使うとき
に接続してください。

ITX92BTの電話Aポートに、メインで使う電話機やファクスを接続する

モジュラケーブルを使って接続します。
モジュラケーブルとは電話機やファクスに添付のケーブルです。アナログ回線のと
きに回線側コンセントに差し込んでいたケーブルをそのまま使うことができます。

2台目の電話機、ファクスやBSデジタルTVチューナをITX92BTの電話B
ポートに、3台目を電話Cポートに接続する

1台目と同様に接続します。

電話Aポート

モジュラケーブル

電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
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電話機やファクスの回線種別を「トーン」に切り替える

接続したすべての電話機やファクスの回線種別を、電話機やファクスの操作で
「トーン（プッシュ）」に切り替えます。切り替えの方法は、電話機やファクスの取扱
説明書をお読みください。ただし、今までプッシュホン契約をしていた場合は、こ
の操作は不要です。

・ケーブルは絶対に屋外に出さないように配線してください。雷などによる障害の原因
となります。

・停電時でも、電話Aポートに接続した電話機またはファクス（電話機能のみ）を利用す
ることができます。停電対策については、「停電対策」（  8-26ページ）をお読みく
ださい。

・アナログポートに接続できるのは、端末審査協会適合マーク「 」または「 」がつい
ている通信機器です。ただし、ITX92BTのアナログポートでは疑似的にアナログ回
線相当に見せており本当のアナログ回線とは異なるため、使用できない通信機器もあ
ります。

・電話機またはファクスを接続するモジュラケーブルの長さは200m（太さ0.5mmΦ）
以内にしてください。機器の種類によってはさらに短くしなければならないことがあ
ります。

・3口の分岐用ローゼットなどを使うと、1つのアナログポートに3台（合計容量：
3mF/2kW以下）までブランチ接続ができます。ただし、通話できるのはその中の1台
だけです。また、INSナンバー・ディスプレイを利用する場合は、ブランチ接続でき
ません。

電
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・モデムのFAX機能を使う場合には、下記のようにモデムとITX92BTを接続してく
ださい（ITX92BTにはFAX機能はありません）。

モデム内蔵パソコンの場合： パソコンのモデムポートとITX92BTのアナログポート
をモジュラケーブルで接続します。

外付けモデムの場合：ITX92BTのアナログポートとモデムをモジュラケーブルで接
続し、モデムとパソコンのCOMポートをRS-232Cケーブル
で接続します。

・停電時にITX92BTを使うために
あらかじめ電池ホルダーに停電用のアルカリ乾電池をセットしておくと、電源が切れ
たときに自動的に停電モードに入ります。停電モードでは、電話Aポートに接続した
電話機とBluetoothポートやUSBポート、シリアルポートに接続したパソコンを使
うことができますが、お客様の環境によっては使用できないこともあります。詳しく
は、「停電対策」（  8-26ページ）をお読みください。
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モジュラケーブル

RS-232Cケーブル

外付けモデム

COMポート

モジュラ
ケーブル

モデムポート
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電源コードを電源コンセントに接続します。

ITX92BTのアース線接続端子と壁のアース端子を接続する

アース線は添付していません。別途購入してください。
アース線は落雷などが起こった場合に、人身への傷害や機器の損傷を防止するため
のものです。

ITX92BTの電源コードを壁の電源コンセントに接続する

ITX92BTには常時電源を供給する必要があります。パソコンの電源などに連動し
たコンセントではなく、壁などの電源コンセントに直接、接続してください。

・落雷およびノイズ対策
回線や電源コードから入り込むノイズ（雷など）から装置を保護するためにアース線の
接続と、別売りの落雷プロテクタ（PC-IT/SP01）の使用をお勧めします（アース線は
別途ご用意ください）。ただし、落雷プロテクタを使用していても落雷の程度によっ
ては、二次災害を防止するために装置内の一部分が破壊されることがあります。落雷
などの天災地変による故障の場合は、保証期間内でも有料修理となりますのであらか
じめご了承ください。

・アース線をつなぐ際は、ITX92BTの電源コードがぬけていることを必ず確認してく
ださい。

電
話
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アース線接続端子

電源コード

アース線
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ここでITX92BTの電源を入れてみましょう。

ITX92BT側面の電源スイッチの「　」側を押す

POWERランプが緑で点灯する

ITX92BTの液晶ディスプレイに日付と時刻が表示された
ら、正常に接続できています。
 マークが約20秒間表示された後、  マークが表示され
ます。
マークは、Bluetoothポート接続する際に使用するITX92BT
のパスキーが設定されていないことを表しています。
Bluetoothポート接続しない方で、  マークを表示したくない場合は、3-8ペー
ジ「パスキーを登録する」でダミーのパスキーを入力してください。

電源を切ると、ITX92BTに接続した電話機やファクスなどで通話や通信ができなくな
ります。

→→  液晶ディスプレイに「回線障害レイヤ1ダウン」

 
または「回線障害レイヤ2ダウン」と表示される！

この状態ではITX92BTを使用できません。次ページの項目を順番に確認して「回線障
害」が消えることを確認してください。

電源スイッチ

電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
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を
入
れ
る

 

 

     回線障害 

 

     回線障害 
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電話B

電話A

回線 

NCR

RVS

DATA

AC INFG

1 INS回線ケーブルの接続を確認する
ITX92BTのINS回線コネクタと回線側コンセントがINS回線ケーブル（または市販の
モジュラケーブル）で正しく接続されていることを確認します。

2 リバーススイッチの設定（回線の極性）を確認する
ITX92BT背面のINS回線リバーススイッチの突起を
「RVS」側に移動させ（切り替え）、そのまま約10秒間
お待ちください。
これで問題が解消されない場合は、必ずリバースス
イッチをもと（「NOR」側）に戻してください。

3 ITX92BTを初期化する
ITX92BTの設定を購入時の状態に戻します。ITX92BTを初期化する方法について
は、「ITX92BTを購入時の状態に戻す」（ 7-15ページ）をお読みください。

4 INSネット64への切り替えが完了しているかをNTT東日本・NTT西日本に確認する
ITX92BTの電源を切り、INSネット64への切り替えが完了しているかどうかを、
NTT東日本・NTT西日本に確認してください。

5 回線にガスの自動検針器が接続されていないことを確認する
アナログ回線からINSネット64に契約を切り替えた場合、回線にガスの自動検針器が
接続されたままになっていることがあります。ガス供給業者に問い合わせて、接続さ
れている場合は、撤去を依頼してください。

6 ITX92BTの自己診断を行う
「ITX92BTが故障していないか確認する」（ 7-18ページ）を参照して、ITX92BT
の自己診断を行ってください。

上記のすべてを確認しても解決しないときは、NTT東日本・NTT西日本へお問い合わせ
ください。
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INS回線リバーススイッチ
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ITX92BTの液晶ディスプレイに表示されている日時を正しい日時に設定し、お好み
のアニメを選びます。日時設定やアニメ設定には、ITX92BT前面の操作ボタンを使
用します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○日時を設定する

MENU  ボタンを押す

 ボタンを押して［日時設定］を
反転表示させて ENTER  ボタンを押す

日時設定の画面が表示され、年の最初
の数字が点滅します。

年を設定する

ここには、西暦の下2桁を1桁ずつ入力
します。

 

年を設定したら、  ボタンを押す

同じように、月・日・時・分の1桁目・2
桁目を順に設定する

時間は、24時間制で設定します。例え
ば午後1時なら「13」となります。

ENTER  ボタンを押す

数字を間違えて入力して次の桁に移っても、  ボタンを押せば元の桁に戻ります。

 

　　　　　ボタン 押すたびに点滅している桁の数字が増える

　　　　　ボタン 押すたびに点滅している桁の数字が減る

　　　　　ボタン 次の桁に移動する

　　　　　ボタン 前の桁に戻る

ボタン操作動作

電
話
が
か
け
ら
れ
る
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う
に
し
よ
う

S
te
p
5

　
日
時
と
ア
ニ
メ
を
設
定
す
る



2-10

電
話
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う

S
te
p
5

　
日
時
と
ア
ニ
メ
を
設
定
す
る

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アニメを選ぶ

MENU  ボタンを押す

 ボタンを押して［アニメ設定］
を反転表示させて ENTER  ボタンを押
す

 ボタンや  ボタンを
押して、気に入ったアニメを選択する

ENTER  ボタンを押す

     [アニメ設定]

 ﾖﾛｼｸ !

ＢＯＹ 
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契約者回線番号を使って、電話が使えることを確認します。パソコンを接続する前
に必ず確認してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話をかける
電話機またはファクスの受話器をあげて電話をかけます。発信音が聞こえ、相手が出た
ら通話できることを確認してください。2台以上接続しているときは、それぞれについ
て確認してください。

i・ナンバーやダイヤルインサービスの追加番号、ファクス機能、各種サービスなどはま
だ使用できません。

→→ 電話がつながらない！

受話器をあげても音がしない場合
・ITX92BTと電話機が正しく接続されていない
→ITX92BTのアナログポートと電話機の回線（LINE）コネクタを電話機に添付されて
いるモジュラケーブルで接続してください。

・ITX92BTの電源が入っていない
→電源コードを電源コンセントに差し込んでください。
→電源スイッチの「I」側を押した状態にしてください。
→電源コードをパソコンの電源などに連動したコンセントに差し込んでいるときは、
壁などの電源コンセントに接続し直してください。

電話がつながらない場合
・電話機の回線種別の設定がトーン（PB）になっていない
→電話機の回線種別をトーン（PB）に設定してください。設定方法については、電話
機の取扱説明書をお読みください。

電話機の受話器をあげる

「ツー」という音が聞こえます。

相手の電話番号をダイヤルする（時報
117など）

ダイヤル後、約5秒（初期値）たってから
発信します。
ダイヤル後、続
けて を押す
と、すぐに発信
します。

相手の方と通話する（または相手の声
を聞く）

通話が終わったら、受話器を戻す

受話器を戻すと、液晶ディスプレイに
通話料金が表示されます。
ただし、NTT東
日本・NTT西日
本から請求され
る金額とは異な
ります。

電話Ａ 切断 
0 1 6

電話Ａ 発信 
1 1 7
 



2-12

着信音が鳴る

両方のアナログポートに電話機やファ
クスをつないでいる場合は両方の着信
音が鳴ります。

受話器をあげて相手の方と通話する

通話が終わったら、受話器を戻す

・ACR内蔵の電話機から電話をかけたり、内線転送したりすると、ダイヤルを終える前
に発信することがあります。このような場合は、「ダイヤル桁間タイマ」の設定を9秒
以上に変更してください（  5-9ページ）。

・ を含んだ電話番号をダイヤルするときは、「［＃］で発信」の設定で、「［＃］で発信
しない」または「［＃］［＃］で発信する」に変更してください（  5-10ページ）。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話を受ける
友人に電話をかけてもらうか、携帯電話やPHSから、接続した電話機に電話をかけま
す。接続した電話機の着信音が鳴り、通話できることを確認してください。

電
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れ
る
よ
う
に
し
よ
う
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話
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使
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ま
す
か
？

電話Ａ 着信 
0 3 1 1 1 1 5 5 5 5
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電話Bポートや電話Cポートに電話機やファクスなどを接続していないときは、その
ポートを「使用しない」という設定が必要です。この設定をしないと、電話Aポート
を使用中に電話がかかってきたとき、相手の方にはずっと呼出音が聞こえ、電話が
つながりません。

受話器をあげる

を押す

設定するアナログポートの番号を押す

：電話Bポート
：電話Cポート

A

を押す

を押す

ほかに何も接続していないポートが
あれば、同様に手順3から手順5を繰
り返します

を押す

受話器を戻す

A

なし 

パソコンを使用する方は、次章（3章）に進んでください。

パソコンを使用しない方は、この他に電話機を使って電話番号やサービスの設定を行
います。
・ファクス付き電話機などのファクスやモデムをアナログポートに接続した場合
No.1 アナログポートの接続機器（ 5-105）
・着信機能のないBSデジタルチューナを接続したアナログポートを、使わない着信
ポートとして設定します。
 i・ナンバーを使用している場合（ 5-26ページ）
 ダイヤルインサービスを使用している場合（ 5-30ページ）
 i・ナンバー／ダイヤルインサービスとも使用しない場合（ 5-30ページ）
・INSネット64の付加サービスを利用している場合（主なものは下記の通りです）

i・ナンバー( 5-24ページ）
 ダイヤルインサービス( 5-27ページ)
 INSナンバー・ディスプレイ( 5-57ページ／No.23 情報通知サービス

5-107ページ）
その他についても、5章「電話機やファクスを使うための設定をしよう（応用編）」
（ 5-1ページ）を参考に設定を行ってください。
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ITX92BT、BT01Uにパソコンをつなぎ、インターネットへ接続しま
す。ユーティリティのインストールやインターネットをするために必要
な設定もここで行ないます。Step1から順に作業を進めてください。

Step1 パソコンをつなぐポートを確認する ...................... 3-2

Step2 らくらくアシスタントをインストールする ........... 3-4

Step3 パソコンをつなぐ（Bluetoothポート接続）........ 3-6

Step3 パソコンをつなぐ（USBポート接続）................ 3-25

Step3 パソコンをつなぐ（シリアルポート接続）.......... 3-31

Step4 BIGLOBEへのオンラインサインアップ ................ 3-33

Step5 インターネットのセットアップ ........................... 3-37

Step6 インターネットへ接続する................................... 3-40

ホームページを見よう ........................................................ 3-43

インターネットへうまく接続できないときは .................. 3-45

Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティの詳細設定.... 3-46

らくらくアシスタントでBluetoothの詳細設定 ............. 3-52

3章 

Windows◯R MeはMicrosoft◯R Windows◯R Millennium Edition operating systemの略です。
Windows◯R 98はMicrosoft◯R Windows◯R 98 operating systemの略です。
Windows◯R 2000はMicrosoft◯R Windows◯R 2000 operating systemの略です。
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電話が使えることが2章で確認できたら、パソコンを接続します。Bluetoothポー
ト接続・USBポート接続・シリアルポート接続の3つの接続方法の中から、お使い
のパソコンのOSや使いたい機能などに合わせて、1つを選択してください。

 ITX92BT

BT01U

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○3つの接続方法それぞれの主な特長

Bluetoothポート接続 パソコンをBT01U（BTSTAR）に接続して、ITX92BTとは無線で
BluetoothTM接続する。
ITX92BTとBT01U間の距離が見通し約100m＊以内なら、パソコン
を自由に移動できる。ただし、環境によっては距離が短くなることがあ
ります。

USBポート接続 シリアルポート接続に比べ高速で通信。CDCモードとAtermモードの
2つのモード（ 3-25ページ）がある。

シリアルポート接続 USBポートのないパソコンでも使用できる。

＊ 鉄筋壁、防音壁、断熱壁、電波を出す他の機器の有無などにより、100m以内でも電波が届かないこ
とがあります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○使用できるOSの種類・バージョン・ポート
Bluetoothポート接続

WindowsMe ○ ○ ○
Windows98SE ○ ※1○※1 ○
Windows98 × ※1○※1 ○
Windows2000 ○ ○ ○

Aterm側の接続ポート BT01UのUSBポート ITX92BTのUSBポート ITX92BTのシリアルポート
接続するパソコン側のポート USBポート USBポート シリアルポート（COMポート）

※1 CDCモードは利用できません。

USBポート接続 シリアルポート接続

OSの
種類
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・前ページに記載のOSでもPC-9821シリーズではBluetoothTM接続やUSBポート接続
をすることはできません。シリアルポートをご利用ください。

・1台のパソコンには、USBポート、シリアルポート、Bluetoothポートのいずれか1つ
による接続でご使用ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○各データポートで利用できる機能
接続方法によって、利用できる機能と利用できない機能があります。利用したい機能に
合わせて、接続するポートを選んでください。

Bluetoothポート接続

着信履歴forUSB※1 × ※5○※5 ×
ITMUXステータス × ※5○※5 ×
for USB※1
非同期57.6kbps※1 ※3×※3 ○ ○
128kbpsマルチリンクPPP通信※1 × ○ ○
スティルスコールバック※1 ※3×※3 ○ ○
PIAFS※1 ※3×※3 ○ ○
OCNエコノミー※1 ※3×※3 ○ ○
CTI機能※1 ※3×※3 ○ ○
USBネットワーク※2 ※3×※3 ○ ○
バージョンアップ ※4×※4 ○ ○

○は利用可　×は利用不可

USBポート接続 シリアルポート接続

※1　内容については、添付CD-ROMの『データ通信ガイド』「データ通信」をご覧ください。
※2　内容については、添付CD-ROMの『データ通信ガイド』「USBネットワーク」をご覧ください。
※3　将来バージョンアップで対応可能です。
※4　Bluetoothポート経由によるバージョンアップはできません。USBポートやシリアルポートに接

続してバージョンアップします。
※5　CDCモード（ 3-25ページ）では利用できません。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続方法
接続の手順はそれぞれ大きく異なります。接続するポートが決まったら、Step2でらく
らくアシスタントをインストールした後（ 3-4ページ）、それぞれ下記のページを参
照してください。

・Bluetoothポート接続 3-6ページ

・USBポート接続 3-25ページ

・シリアルポート接続 3-31ページ
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WindowsMe/98SE/98/2000を
起動する

添付のCD-ROM「BTSTARユーティ
リティ集」をセットする

メニュー画面が表示されたら［らくら
くアシスタントのインストール］ボタ
ンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントはAtermの設定やインターネット接続用のセットアップが簡
単にできる便利なツールです。らくらくアシスタントをぜひインストールしてお使
いください。

Windows2000で以降の操作を行うためには、Administrator（権限のあるアカウン
ト）でログオンしてください。

［次へ］ボタンをクリックする

画面の同意書を読み、同意できる場合
は［次へ］ボタンをクリックする

インストール先に変更がなければ、
［次へ］ボタンをクリックする

インストール先のドライブやフォルダ
を変更する場合は、［参照］ボタンをク
リックし、表示された画面でインス
トール先を指定します。
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［はい］ボタンをクリックする

プログラムフォルダが作成され、各ア
イコンが表示されます。
しばらくすると、らくらくユーティリ
ティインストーラ画面に戻り、「インス
トールが完了しました」というメッセー
ジが表示されます。

「READMEの表示」にチェックが入っ
ていることを確認したら、「Atermら
くらくアシスタントの実行」のチェッ
クをはずし、［完了］ボタンをクリック
する

READMEをよく読んだ後、画面右上
の［×］ボタンをクリックする

インストールが完了します。
・Bluetoothポート接続は3-6ページへ
・USBポート接続は3-25ページへ
・シリアルポート接続は3-31ページへ
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→→ メニュー画面が表示されない

メニュー画面が表示されない場合は、以下の操作を行います。

1) Windowsの［スタート］ボタンをクリックし、［ファイル名を指定して実行］を選択
する

2）名前の欄に、CD-ROMドライブ名:￥Menu.exe と入力し、［OK］ボタンをクリッ
クする

例：CDドライブ名がQの場合、Q:¥Menu.exeとなります。

らくらくアシスタント・らくらくバージョンアップなど、すべてのユーティリティ
をアンインストールすることができます。

1) Windowsの［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］－［AtermIT92BT
ユーティリティ］－［ユーティリティのアンインストール］を順に選択する

2)［はい］ボタンをクリックする

3)［OK］ボタンをクリックする
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お使いのパソコンをITX92BTにBluetoothTM通信で接続します。
ここではITX92BTとBT01Uの設定のしかたを説明します。

BT01U以外でも、BluetoothTM機能を持っている機器であれば、使用できるものがあり
ます。使用できる機器についてはAtermStation（ 8-44ページ）の「接続確認済み
BluetoothTM機器リスト」でご確認ください。またそれらの機器の設定は、それぞれの取
扱説明書をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Bluetooth通信のしくみ
インターネットをするには、INSネット64を介してデータをやりとり（送受信）します。
INSネット64にはITX92BTを接続するので、パソコンはINSネット64に直接接続す
るのではなく、ITX92BTに接続します。
Bluetoothポート接続では、パソコンとITX92BTをケーブルではなく無線（無線規格：
BluetoothTM）で接続します。ところがBluetoothTM機能を持っていないパソコンは、
ITX92BTと直接には無線通信ができないので、パソコンにつないだBT01Uで
ITX92BTと無線通信を行ないます。

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

ITX92BT

インターネット 

インターネット 

BT01U
パソコン 

INSネット64（回線） 

USBケーブル 

TM

B l u e t o o t h TMでやりとりするには、まず、BT01U側（ローカルデバイス）で
BluetoothTM接続できる機器（リモートデバイス）を探索します。探索したデバイスの中
から、BluetoothTM接続したいリモートデバイス（ここではITX92BT）を指定して、
データの送受信をできるようにします。

BT01UをBluetoothTM機能内蔵パソコンや他のBluetoothTM機器とつないでいるパソ
コンに、つながないでください。パソコンのBluetoothTM機能が利用できなくなる場合
があります。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Bluetoothポート接続の流れ
手順に従って正しく設定してください。
はじめて接続するときはITX92BTとBT01Uの双方に準備が必要です。また設定をは
じめる前に、下記の点を必ず確認してください。

＜設置場所＞

 ・ ITX92BTとBT01Uは電子レンジに近づきすぎていませんか？　近づきすぎる
と通信が切断されるおそれがあります。

 ・ ITX92BTとBT01U間の距離は見通し100m以内ですか？　鉄筋壁、防音壁、
電波を出す他の機器の有無などの設備環境によっては、100m以内でも電波が届
かないことがあります。

＜パソコンについて＞

・ パソコンにはUSBポートがありますか？

・ OSのバージョンはWindowsMe・Windows98SE・Windows2000のいずれ
かですか？

・ らくらくアシスタントはインストールされていますか？

＜ITX92BT側の準備＞

ITX92BTにパスキーを登録する（ 3-8ページ）

ITX92BTのデバイスアドレスを確認する（ 3-9ページ）

ITX92BTのアンテナを立てる（ 3-9ページ）

＜BT01U側の準備＞

Bluetooth（TM） PC Driverユーティリティをインストールする（ 3-10ページ）

パソコンとBT01UをUSBケーブルでつなぐ（ 3-11ページ）

BT01U用のドライバをパソコンにインストールする（ 3-14/15/16ページ）

ドライバがインストールされたか確認する（ 3-19ページ）

＜Bluetooth接続する＞

ITX92BTとパソコンをBluetoothTM接続する（ 3-20ページ）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ITX92BT側の準備
ITX92BTの前面の操作ボタンを使用し、ITX92BTのBluetoothTM機能が使えるよう
にします。

●パスキーを登録する
パスキーは、BT01UとBluetoothTM接続をする際に必要な番号です。1～10桁までの
任意の数字を設定することができます。

MENU ボタンを押す

ボタンや ボタンを押
して［Bluetooth］を反転表示させ、

ENTER  ボタンを押す

[パスキー]に矢印をあわせ、ENTER  ボ
タンを押す

パスキー 

［設定］に矢印をあわせ、ENTER  ボタン
を押す

パスキー 
参照 
設定 

ボタンや ボタンを押
してパスキー（1～10桁の任意の数
字）を入力し、ENTER  ボタンを押す

:数字が増えます／ :数字が
減ります／ :次の桁に移ります／ :
前の桁に移ります

パスキー 

設定中!

_
\

パスキー 

に設定しました 
XXXXXXX

（Xは設定した数字を示します）

ITX92BTの液晶ディスプレイから
マークが消えます。

・ パスキーは非常に重要なものです。第三者に知られないように十分ご注意ください。

・ ITX92BTを初期化するとパスキーとBluetoothの動作モードがクリアされます。
ITX92BT前面の操作ボタンで再設定する必要があります。（動作モードはパスキーを
設定すると「動作可能」になります）
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●ITX92BTのデバイスアドレスを確認する
ITX92BTやBT01Uには、BluetoothTM接続をする際に必要なデバイスアドレスとい
う固有の番号があります。ここではITX92BTのデバイスアドレスを確認します。

MENU  ボタンを押す

ボタンや ボタンを押
して［Bluetooth］を反転表示させ、

ENTER  ボタンを押す

ボタンや ボタンを押
し、［BD_ADDR］を反転表示させ、

ENTER  ボタンを押す

パスキー 

［参照］に矢印をあわせ、ENTER  ボタン
を押す

参照 

ITX92BTのデバイスアドレス番号が
表示されるので、確認する

00 :02 :C7 :
00 :04 :21  

（デバイスアドレス番号は一例です）

紙などにメモしておくと便利です。

ITX92BTとパソコンをBluetoothTM接続すると、ITX92BTのデバイスアドレスの確認
やパスキーの再設定はらくらくアシスタントで行うこともできます。

●ITX92BTのアンテナを立てる

アンテナを垂直に立てる
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ITX92BTの準備が終わったら、BT01U側の準備を行ないます。

他のアプリケーションソフトを使用しているときは、そのアプリケーションを終了させ
てください。

●Bluetooth（TM） PC Driver ユーティリティをインストールする

添付CD-ROM「BTSTARユーティリ
ティ集」をセットする

自動的にメニュー画面が起動します。

［BTSTARユーティリティのインス
トール］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

製品ライセンス契約の内容を確認し、
同意できる場合は、［はい］ボタンをク
リックする

［次へ］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

「はい、直ちにコンピュータを再起動
します」がチェックされていることを
確認し、［完了］ボタンをクリックする

パソコンが再起動します。
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●パソコンとBT01UをUSBケーブルでつなぐ
添付のUSBケーブルでパソコンとBT01Uをつなぎます。『AtermITX92 BTSTAR
セット for DESKTOP』の場合は下記を、『AtermITX92 BTSTARセット for
MOBILE』の場合は3-12ページをご覧ください。

・BT01UとパソコンをUSBケーブルでつなぐと、BT01U用ドライバのインストール
が始まります。お使いのOSに合わせてドライバをインストールしてください。

WindowsMeの場合（ 3-14ページ）
Windows98SEの場合（ 3-15ページ）
Windows2000の場合（ 3-16ページ）

・BT01UはパソコンからのUSB給電のみで動作しますが、スタンバイモードやサスペ
ンドモードでご使用になる場合は、添付のACアダプタをご使用ください。その場合
は、添付のACアダプタ以外は使用しないでください。またパソコンによってはスタン
バイモードやサスペンドモードでご使用になれない場合があります。

『AtermITX92 BTSTARセット for DESKTOP』の場合

BT01Uに添付の縦置きスタンドを取りつける

縦置きスタンドの爪の部分をBT01Uの差し込み口に入れます。
BT01Uを縦置きスタンドの底面に沿って水平に滑らせます。

縦置きスタンドを抜くときは、水平に抜いてください。縦置きスタンドの爪が折れてし
まうことがあります。
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添付のUSBケーブルでパソコンのUSBポートとBT01Uをつなぐ

添付のUSBケーブル 

USBポート 

添付のスタンド固定シールでBT01Uの位置を固定することができます。

設置場所や距離または向きによって、通信速度が遅くなったり、ITX92BTを認識できな
い場合があります。位置を固定する際は、まずインターネット接続（ 3-40ページ）を
行って、通信状態を確認してください。

『AtermITX92 BTSTARセット for MOBILE』の場合

キャリングケースを開ける
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添付のUSBケーブルでパソコンのUSBポートとBT01Uを接続する
添付のUSBケーブルのうち、短い方（約40cm）のUSBケーブルを使用します。

添付のUSBケーブル（40cm） 

USBポート 
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接続したら、キャリングケースにBT01Uを置き
ます。

USBケーブル（約40cm）をたたんでBT01Uと
一緒にキャリングケースに収納することができ
ます。

このあとは
 　WindowsMeの場合 3-14ページ
 　Windows98SEの場合 3-15ページ
 　Windows2000の場合 3-16ページ
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●BT01U用のドライバをインストールする（WindowsMeの場合）
パソコンにBT01U用のドライバをインストールします。
インストールの間は、USBケーブルを絶対に抜かないでください。

パソコンに「新しいハードウェアの追
加ウィザード」画面が表示されたら、
「ドライバの場所を指定する」を選択
し、［次へ］ボタンをクリックする

「検索場所の指定」をチェックし、［参
照］ボタンをクリックする

C D - R O M 内の¥ B T 0 1 U ¥
W98SE_MEフォルダを選択して、
［OK］ボタンをクリックする

[次へ]ボタンをクリックする

[次へ]ボタンをクリックする

インストールが完了したら、[完了]ボ
タンをクリックする

CD-ROMをとり出します。
このあとは、「ドライバがインストール
されたか確認する」（ 3-19ページ）
へ。
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●BT01U用のドライバをインストールする（Windows98SEの場合）
パソコンにBT01U用のドライバをインストールします。
インストールの間は、USBケーブルを絶対に抜かないでください。

パソコンに「新しいハードウェアの追
加ウィザード」画面が表示されたら、
［次へ］ボタンをクリックする

「使用中のデバイスに最適なドライバ
を検索する（推奨）」を選択し、［次へ］
ボタンをクリックする

「検索場所の指定」を選択し、[参照]ボ
タンをクリックする

C D - R O M 内の¥ B T 0 1 U ¥
W98SE_MEフォルダを選択し、
［OK］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

インストールが完了したら、[完了]ボ
タンをクリックする

CD-ROMをとり出します。
このあとは、「ドライバがインストール
されたか確認する」（ 3-19ページ）
へ。
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●BT01U用のドライバをインストールする（Windows2000の場合）
パソコンにBT01U用のドライバをインストールします。
インストールの間は、USBケーブルを絶対に抜かないでください。

パソコンに「新しいハードウェアの検
出ウィザード」画面が表示されたら
［次へ］ボタンをクリックする

「デバイスに最適なドライバを検索す
る（推奨）」を選択し、［次へ］ボタンを
クリックする

「場所を指定」にチェックし、［次へ］ボ
タンをクリックする

[参照]ボタンをクリックし、CD-ROM
内の¥BT01U¥WIN2Kフォルダを
選択して、［OK］ボタンをクリックす
る

[次へ]ボタンをクリックする

インストールが完了したら、[完了]ボ
タンをクリックする

「新しいハードウェアの検出ウィザード」
画面が表示されます。
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「新しいハードウェアの検出ウィザー
ド」画面が表示されたら、［次へ］ボタ
ンをクリックする

「デバイスに最適なドライバを検索す
る（推奨）」を選択し、［次へ］ボタンを
クリックする

「場所を指定」にチェックし、［次へ］ボ
タンをクリックする

[参照]ボタンをクリックしてCD-
ROM内の¥BT01U¥WIN2Kフォル
ダを選択し、［OK］ボタンをクリック
する

[次へ]ボタンをクリックする

次の画面が表示されたら、[はい]ボタ
ンをクリックする

インストールが完了したら、[完了]ボ
タンをクリックする

Bluetooth（TM）PC Driver ユー
ティリティを起動する

［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］－［NEC Bluetooth(TM) PC
ユーティリティ］－［NEC Bluetooth
(TM)  PC Driver ユーティリティ］を選
択します。

画面右下のタス クバーにアイコンが
表示されたら、そのアイコンをダブル
クリックする
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「新しいハードウェアの検出ウィザー
ド」画面が表示されたら［次へ］ボタン
をクリックする

画面が表示されるまで時間がかかるこ
とがあります。

「デバイスに最適なドライバを検索す
る（推奨）」を選択し、［次へ］ボタンを
クリックする

「場所を指定」にチェックし、［次へ］ボ
タンをクリックする

[参照]ボタンをクリックし、CD-ROM
内の¥BT01U¥WIN2Kフォルダを
選択し、［OK］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

インストールが完了したら、[完了]ボ
タンをクリックする

CD-ROMをとり出します。
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●ドライバがインストールされたか確認する
BT01U用のドライバをインストールしたら、正しくインストールされていることを確
認してください。

デバイスマネージャ画面を開く

［スタート］－［設定］－［コントロールパネル］－を選択し、［システム］アイコンをダブルク
リックします。WindowsMe、Windows98の場合は［デバイスマネージャ］タブをク
リックし、Windows2000の場合はBluetooth(TM) PC Driverユーティリティを起動
し、［ハードウェア］タブを選択して［デバイスマネージャ］ボタンをクリックします。

WindowsMe、Windows98の場合は［更新］ボタンをクリックする

デバイスマネージャに次のデバイスが表示されていることを確認する

表示されているデバイスの種類をダブルクリックするか、左側の［＋］マークをクリックし
て、表示されるデバイスに次のデバイスがあるか確認してください。

　　　　　　  デバイスの種類 　　　　　　確認するデバイス
 ネットワークアダプタ Bluetooth USB Dongle(Network)
 USB(Universal Serial Bus)コントローラ USB Bluetooth Driver(CSR)
またはユニバーサルシリアルバスコントローラ

 WindowsMeの場合はポート(COMとLPT) Bluetooth Virtual COM Port(COM×*1)
Windows98SEの場合はポート(COM/LPT)

 Windows2000の場合はBluetoothポート Bluetooth Virtual COM×*1
Bluetooth(TM) PC Driverユーティリティを
起動しないと表示されません

*1 ×には数字が表示されます。接続しているパソコンによって異なります。

（画面はWindows2000の場合の一例です）

デバイス表示に「！」や「×」などがついているときは、正しくインストールされていません。再
インストールが必要です。詳しくは添付CD-ROMに収録されている『お困りのときには』をご
参照ください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ITX92BTとBluetoothTM接続する
準備が終わったらパソコンとITX92BTをBluetoothTM接続します。
画面上の値は一例です。

・BluetoothTM接続中は、絶対にBT01UのUSBケーブルを抜かないでください。

・ITX92BTと同時にBluetoothTM接続できるのは1台のみです。

・ITX92BTでBluetoothTM接続中に、ITX92BTの他のポート（シリアル／USBポート）
でPIAFS通信は利用できません。

・シリアルポートまたはUSBポートでPIAFS通信中は、ITX92BTでBluetoothTM接続
はできません。

Bluetooth(TM) PC Driver ユー
ティリティを起動する

［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］－［NEC Bluetooth(TM)PC
ユーティリティ］－［NEC Bluetooth
(TM)PC Driver ユーティリティ］を選
択します。Windows2000をご使用の
方は手順2へ進んでください。

パソコン画面右下のタスクトレイに
アイコンがでてきたら、そのアイコン
をダブルクリックする

［デバイス探索］ボタンをクリックす
る

BT01Uが、BluetoothTM接続ができる
機器（ここではITX92BT）を探します。
ローカルデバイスは、パソコンに接続
されているBT01Uを表示しています。

（ローカルデバイスアドレスやSerial
Serviceに表示されているCOMの後の
数字は、それぞれ異なります。）
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リモートデバイスに表示されたデバ
イスアドレスからITX92BTのデバ
イスアドレス（ 3-9ページ）を選択
し、［サービスブラウズ］ボタンをク
リックする

・リモートデバイスにITX92BTのデ
バイスアドレスが表示されないとき
は、BT01UをITX92BTに近づけて
みてください。

リ モ ー ト デ バ イ ス（ こ こ で は
ITX92BT）のパスキー（ 3-8ペー
ジ）を入力し、［OK］ボタンをクリック
する

パスキーを忘れてしまったときは、
「パスキーを登録する」（ 3-8ペー
ジ）の手順4で「参照」を選択します。

ITX92BTのAterm COM Portを選
択し、［バインド］ボタンをクリックす
る

［OK］ボタンをクリックする

ローカルサービスは、B T 0 1 U の
BluetoothTM接続のポートを選択します。

（画面は一例です）

［接続］ボタンをクリックする

S
te
p
3

　
パ
ソ
コ
ン
を
つ
な
ぐ（B
lu
e
to
o
th

ポ
ー
ト
接
続
）



3-22

W
in
d
o
w
s

の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ローカルデバイスには アイコンと
接続したリモートデバイス名が、リ
モートデバイスには アイコンと接
続したローカルデバイス名がそれぞ
れ表示されていることを確認する

アイコンが矢印になっているときは、
パソコンとITX92BTはBluetoothTM接
続しています。また、ITX92BTの液晶
ディスプレイに が表示されているこ
とを確認してください。

らくらくアシスタントを起動する

［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］→［Aterm ITX92BTユーティ
リティ］→［Atermらくらくアシスタン
ト］を選択してください。

［次回以降はこの画面を表示しない］
をチェックし、［次へ］ボタンをクリッ
クする

らくらくアシスタント画面が表示さ
れます

B l u e t o o t h TM接続している間は、
BT01Uに接続したパソコンから、らく
らくアシスタントでインターネットの
セットアップやITX92BTのアナログ
ポート／Bluetoothポートなどの設定
をおこなうことができます。

このあとは、「Step4 BIGLOBEへのオ
ンラインサインアップ」（ 3-33ペー
ジ）へ。

・Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティの詳細設定をすることができます（ 3-
46ページ）。また、ITX92BTとBluetoothTM接続したあと、らくらくアシスタントの
「Bluetoothの詳細設定」でITX92BTのデバイスアドレスの確認などをすることができ
ます（ 3-52ページ）。

・BluetoothTM接続を切断（ 3-23ページ）したあと、再接続するときは、ITX92BT
のAterm COM Portを選択し、［接続］ボタンをクリックしてください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○BluetoothTM接続を切断する

 ［切断］ボタンをクリックする
ITX92BTとの接続を切断します。
BluetoothTM接続が切断されると、 や
アイコンが に変わります。

［閉じる］ボタンをクリックする

画面が閉じます。

画面を表示したいときは、パソコン画面右下
のタスクトレイにあるBluetooth(TM) PC
Driver ユーティリティのアイコンをダブルク
リックします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティを終了する

パソコン画面右下のタスクトレイにあるBluetooth(TM) PC Driver ユー
ティリティのアイコンを右クリックする

［Bluetooth(TM)タスクマネージャの終了］を選択する

タスクトレイにあるBluetooth(TM) PC Driver ユーティリティのアイコンが消えま
す。

・Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティを再起動した時に、リモートデバイス
情報が表示されている場合には、ITX92BTのAterm COM Portを選択し、［接続］
ボタンをクリックしてください。

・Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティをアンインストールするときは、［スター
ト］ボタンをクリックし、［設定］－［コントロールパネル］－［アプリケーションの追加
と削除］で、［NEC Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティ］を選択し、
WindowsMe/98SEは［追加と削除］ボタン、Windows2000は［削除］ボタンをク
リックします。

・別売りオプションのBT01Uを増設して、2台のBT01Uにつないだそれぞれのパソコ
ン間でファイルを共有することもできます。『データ通信ガイド』の「BTSTARネット
ワーク」をご覧ください。
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BluetoothTMのドライバインストール中やBluetoothTM接続中には、絶対にUSB
ケーブルを抜かないでください。USBケーブルを抜くときは、下記の手順の通りに
してください。
1) BluetoothTM接続している場合は切断する
2）Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティを終了する（ 3-23ページ）
3）USBケーブルを抜く
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リンクキーとBluetooth認証
BluetoothTM通信では、BluetoothTM接続をしている自分のデバイスを「ローカルデバ
イス」、BluetoothTM接続の相手になるデバイスを「リモートデバイス」と言います。た
とえば下図のようにBT01Uをローカルデバイスとした場合、ITX92BTはリモートデ
バイスとなります。

 ITX92BTBT01U

ローカルデバイス リモートデバイス 

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

 

 

 
 
BT01Uが初めてのITX92BTにBluetoothTM接続するときには、ITX92BT側から
BT01Uにパスキー入力を要求してきます。、BT01Uが正しいパスキーを入力するこ
とにより、両方のデバイスで共通の「リンクキー」というキーが作成されます。このよう
な動作を「ペアリング」といいます。リンクキーは、接続する相手が間違いないことを確
認するためのキーでいったん作成されると両方のデバイスで保持されます。再度
BluetoothTM接続するときは、共通のリンクキーを使用して、お互いを確認します。こ
れを「Bluetooth認証」と言います。
ITX92BTとBluetoothTM接続したBT01Uから再度BluetoothTM接続を行うときは、
パスキーなどが聞かれることなく、BluetoothTM接続されます。これは一度作成された
リンキーでBluetooth認証がされているからです。
共通のリンクキーを持っているデバイス同士は、それ以後は共通のリンクキーが存在す
る限り、Bluetooth認証を行うことができます。改めてペアリングの必要が出てくるの
は、以下のような場合です。

・ITX92BTを初期化した
・ITX92BTのリモートデバイスのリンク履歴（アドレス・デバイス名）を削除した
（ 3-53ページ）
・Bluetooth(TM) PC Driver ユーティリティ上にある、TX92BTのリモートデ
バイスプロパティの情報保持期間を過ぎてしまった（ 3-49ページ）
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お使いのパソコンとITX92BTをUSBケーブルで接続します。USBポート接続には
「CDCモード」と「Atermモード」の2つの通信モードがあります。どちらかのモード
を選択してお使いください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○USBの通信モードについて
　CDCモードとは？

特長 ・ USBインプリメンターズフォーラム（USB Imprementer's Forum：
略称USBIF）が規定した「CommunicationDeviceClass1.0」仕様に
従って動作するモード。

・ ディップスイッチの変更が不要で、USBドライバのインストール後
の再起動も不要なので、接続が容易。

利用できるOS WindowsMe、Windows2000

　Atermモードとは？

特長 ・ NECが独自に拡張したUSBインタフェース仕様に従って動作する
モード。

・ 着信履歴forUSBやITMUXステータスforUSBを利用することがで
きる（ 『データ通信ガイド』「データ通信」）。

・ ディップスイッチの変更とUSBドライバのインストール後の再起動
が必要。

利用できるOS WindowsMe、Windows98、Windows2000

・他のアプリケーションソフトを使用しているときは、そのアプリケーションを終了さ
せてください。

・ITX92BT専用のUSBドライバをインストールする前にITX92BTをパソコンに接続
すると、使用できないUSBドライバが自動的にインストールされてしまいます。画面
に指示があるまで、パソコンとITX92BTを接続しないでください。

・お使いのパソコン環境によっては、らくらくアシスタントでUSBドライバをインス
トールできない場合があります。その場合は、手動でインストールをしてください
（ 『データ通信ガイド』「手動セットアップ」）。

・パソコンのUSBポートを他のAtermで使用していた場合は、従来のUSBドライバを
削除してください。これらのドライバとITX92BTのドライバを同一のパソコン上で
は、利用できません。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○USBポート接続の流れ

ディップスイッチの設定をする

USBの通信モードを確認する

USBドライバをインストールする

パソコンとの接続は、ドライバのインストールの途中で行ないます。

●ディップスイッチの設定をする
出荷時は「CDCモード」になっています。Atermモードで接続する場合は、ディップス
イッチの設定が必要です。

電源スイッチの「○」を押して電源を
切る

電池カバーを開ける

停電時のための電池をセットしている
場合は、電池を抜きます。

ディップスイッチの6を設定する

つまようじなど先の細いもので、
ディップスイッチを移動させます。
CDCモード……ディップスイッチ6
「ON」側（工場出荷時状態）
Atermモード……ディップスイッチ6
「OFF」側

6

ON

OFF
1 DIP SW

（CDCモードの場合）

停電時のための電池をセットする
場合は、電池を入れる

電池カバーを閉じ、電源スイッチの
「┃」を押して電源を入れる
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ITX92BT前面の MENU  ボタンを押す

ボタンを押して、「バージョ
ン」を反転表示させ、ENTER ボタンを押
す

●USBの通信モードを確認する
ディップスイッチの変更が正しくできたか確認します。

液晶ディスプレイに、設定した通信
モードが表示されることを確認する

液晶ディスプレイに「CDCモード」また
は「Atermモード」と表示されます。
設定したモードと異なる表示の場合
は、ディップスイッチ６を再度設定し
直してください。

●USBドライバをインストールする
らくらくアシスタントを使って、USBドライバをインストールします。インストールの
途中で画面の指示があるまで、パソコンとITX92BTは接続しないでください。

らくらくアシスタントを起動する

［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］→［AtermITX92BTユーティリ
ティ］→［Atermらくらくアシスタント］
を選択してください。

「次回以降はこの画面を表示しない」
をチェックし、［次へ］ボタンをクリッ
クする

［USBドライバインストール／更新］
ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする。
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［USBドライバを新たにインストー
ルする］をクリックし、ディップス
イッチで設定したモードを選択して
［次へ］をクリックする

Windows98の場合は、「「Atermモー
ド」用ドライバをインストールする」が選
択されています。
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［実行］をクリックする

(CDCモードの場合の画面)

USBケーブルの接続待ち画面が表示されたら、Atermとパソコンを添付のUSBケー
ブルで接続する。

USBドライバのインストールが開始します。

　　　　

電話
B

電話
A

回線
 

NC
R

RV
S

DA
TA

AC
 IN

FG

回線
 

NC
R

RV
S

DA
TA

AC
 IN

FG

USBポート 

USBポート 

CDCモードの場合は、［メニューに戻る］ボタンをクリックする。Atermモードの場
合は［再起動］ボタンをクリックする

Atermモードの場合は、パソコンが再起動します。

　　

らくらくアシスタントのメニュー画面が表示されたら、画面下に「設定対象COMポー
ト」が「CDCモード」または「Atermモード」と表示されていることを確認する

このあとは、「Step4 BIGLOBEへのオンラインサインアップ」（3-33ページ）へ。

（CDCモードの場合の画面） （Atermモードの場合の画面）
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→→ USBドライバをインストールする前にケーブルを接続してしまった

間違ってケーブルを接続し、ハードウェアウィザードが起動した場合は、[キャンセル]
をクリックしてください。ただし、この場合はAtermが「不明なデバイス」として認識さ
れてしまっているので、次の手順で「不明なデバイス」を削除してください。

1)［スタート］ボタン－［設定］－［コントロールパネル］の［システム］をダブルクリッ
クする

2）［デバイスマネージャ］タブの［不明なデバイス］を選択し、［削除］ボタンをクリッ
クする

●USBドライバを削除する
らくらくアシスタントを使って、インストール済みのUSBドライバを削除することがで
きます。

らくらくアシスタントを起動する

［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］→［AtermITX92BTユーティリ
ティ］→［Atermらくらくアシスタント］
を選択してください。

［USBドライバインストール／更新］
ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

「インストール済みのUSBドライバ
をアップデートする」を選択し、［次
へ］ボタンをクリックする
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「ドライバをアンインストールする」
を選択し、［次へ］をクリックする

（CDCモードの場合の画面）

パソコン接続しているUSBケーブル
を抜いて［実行］をクリックする

［再起動］をクリックする

パソコンが再起動します。
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お使いのパソコンをITX92BTのシリアルポートに接続します。

ITX92BTのシリアルポートとパソコンのＣＯＭ（シリアル）ポートを接続
する

添付のRS-232Cケーブルを使って接続します。

電話
B

電話
A

回線
 

NC
R

RV
S

DA
TA

AC
 IN

FG

添付のRS- 232C ケーブルのコネクタが、パソコンのCOMポートの形状に合わない
場合、お使いのパソコンに合った変換コネクタまたは対応ケーブルを別途ご用意くだ
さい。

電話
B

電話
C

電話
A

回線
 

NC
R

RV
S

DA
TA

AC
 IN

FG

RS-232Cケーブル

シリアルポート

COM（シリアル）ポート

RS-232Cケーブル

25ピン変換コネクタ

パソコン側 
（25ピンオス） 

ケーブル結線図 

RS-232C 
ケーブル側 
（9ピンオス） 

 2 3 4 5 6 7 8 20 22

 3 2 7 8 6 5 1 4 9

 ピン ピン ピン ピン ピン ピン ピン ピン ピン 

 ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ 

 ピン ピン ピン ピン ピン ピン ピン ピン ピン 

購入の際は、左記結線図を参照
して正しくお求めください。

シリアルポート

COM（シリアル）ポート
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らくらくアシスタントを起動する

「スタート」ボタンをクリックし、［プログラム］－［AtermITX92BTユーティリティ］－
［Atermらくらくアシスタント］を選択してください。

［次回以降はこの画面を表示しない］をチェックし、［次へ］ボタンをクリック
する

らくらくアシスタント画面が表示されます

次は、「Step4 BIGLOBEへのオンラインサインアップ」（ 3-33ページ）へ。

CDCモード（ディップスイッチ6をONにした状態）で、シリアルポートにITX92BTを接
続してパソコンを起動すると、プラグアンドプレイ＊が有効となります。プラグアンド
プレイでITX92BTが検出された場合は、「新しいモデムを検出しました」画面が表示さ
れ、自動的にモデム定義ファイルをインストールします。また、下記の画面が表示され
た場合は、添付CD-ROMを使用して、下記フォルダを指定し、モデム定義ファイルをイ
ンストールしてください（ 『データ通信ガイド』「手動インストール」）。
WindowsMe/98の場合 ： ［INTNET］－［CDC］－［WINME］
Windows2000の場合 ： ［INTNET］－［CDC］－［WIN2000］

　　

（WindowsMeの画面例） （Windows2000の画面例）

＊プラグランドプレイとは、パソコンの起動時などに周辺機器を自動的に検出する機能です。
ITX92BTでは、CDCモードにすることにより、シリアルポートのプラグアンドプレイがサ
ポートされます。本機能を無効にするには、ディップスイッチをAtermモードに変更してくだ

さい（ 3-26ページ「ディップスイッチの設定をする」）。
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インターネットのセットアップに進むには、プロバイダに加入している必要があり
ます。プロバイダにまだ加入していない場合は、パソコンを使ってBIGLOBEへ入
会手続きを行うことができます（オンラインサインアップ）。

プロバイダにすでに加入している方は、Step5（ 3-37ページ）へお進みください。
BIGLOBEについての詳細は、8-36ページをご覧ください。

・オンラインサインアップを行うにはクレジットカードが必要です。BIGLOBEへの支払
いをクレジットカード以外の方法でご希望の場合は、添付の『インターネットスタート
ブック』（BIGLOBE入会申込書）を使い、郵送またはファクスでお申し込みください。

・Windows2000で以降の操作を行うためには、Administrator（権限のあるアカウン
ト）でログオンする必要があります。

らくらくアシスタントを起動し、メ
ニュー画面を表示する

B l u e t o o t hポート接続の場合は、
ITX92BTとBluetoothTM接続させた後
にらくらくアシスタントを起動します
（「ITX92BTとBluetoothTM接続する」

3-20ページ）。
らくらくアシスタントが起動していな
いときは、［スタート］ボタンをクリック
し、［プログラム］－［ITX92BTユー
ティリティ］－［Atermらくらくアシス
タント］を選択します。

メニュー画面の［BIGLOBEへのサイ
ンアップ］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

表示された注意事項などを読み、［次
へ］ボタンをクリックする

［実行］ボタンをクリックする

表示された会員規約、利用料金、サー
ビス案内などをよく読み［次へ］ボタ
ンをクリックする
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会員規約に同意し、入会手続きを続け
てよいときは［はい］ボタンをクリッ
クする

料金コースを選択し、［次へ］ボタンを
クリックする

自分の名前や住所などを入力し、［次
へ］ボタンをクリックする

クレジットカード情報と、希望する
メールアカウントを入力し、［次へ］ボ
タンをクリックする

入力した情報をセンターに送信して
よいときは［実行］ボタンをクリック
する

以降、画面の指示に従って操作する

オンラインサインアップを終了すると、
らくらくアシスタントのメニュー画面に
戻ります。

らくらくアシスタントを終了するに
は、メニュー画面の［アシスタント終
了］ボタンをクリックする

［はい］ボタンをクリックする
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→→ オンラインサインアップがうまくいかない！

・オンラインサインアップがうまくいかない場合は、添付の『インターネットスタート
ブック』（BIGLOBE入会申込書）を使い、郵送またはファクスでお申し込みください。

・手順5で次の画面が表示された場合は、モデム情報をインストールする必要がありま
す。下記の手順で設定してください。下記の手順でインストールできないとき、また
は手動でインストールしたいときは、モデム情報を手動でインストールすることもで
きます（ 『データ通信ガイド』「手動インストール」）。

　　　　　　　　　

●モデム情報のインストール
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1 ［OK］ボタンをクリックする

2 ［キャンセル］ボタンをクリックする

3 ［はい］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュ画面に
戻ります。

4 ［インターネット接続の設定］ボタン
をクリックする

5 ［次へ］ボタンをクリックする

6 下記画面が表示されたら、市外局番を
半角数字で入力し、［OK］ボタンをク
リックする

7 [次へ]ボタンをクリックする
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8 「設定を行わない」を選択し、[次へ]ボ
タンをクリックする

9 「OutlookExpressをアカウント登
録しない」を選択し、［次へ］ボタンを
クリックする

10 [設定終了]ボタンをクリックする

3-33ページの手順2に戻ります。
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らくらくアシスタントの「インターネット接続の設定」を使い、インターネットに接
続するための各種設定を行います。インターネットのセットアップには、プロバイ
ダ名称やユーザIDなどの情報が必要です（ 1-20ページ）。

・Windows2000で以降の操作を行うためには、Administrator（権限のあるアカウン
ト）でログオンする必要があります。

・INSネット64を契約する以前からインターネットを使っていた方も、下記の設定操作
は必要です。

・画面で表示しているプロバイダ名称やユーザIDなどは例です。ご利用のプロバイダか
ら通知された情報を入力してください。

・もうすでにAtermを他のデータポート（シリアルポート・USBポート・Bluetooth
ポート）でお使いの方で、もう一つのデータポートをお使いになる場合は、手動でモ
デム情報を組み込む必要があります（ 『データ通信ガイド』「手動セットアップ」）

らくらくアシスタントを起動し、メ
ニュー画面を表示する

B l u e t o o t hポート接続の場合は、
ITX92BTとBluetoothTM接続させた後
にらくらくアシスタントを起動します
（「ITX92BTとBluetoothTM接続する」

3-20ページ）。
らくらくアシスタントが起動していな
いときは、［スタート］ボタンをクリック
し、［プログラム］－［AtermITX92BT
ユーティリティ］－［Atermらくらくア
シスタント］を選択します。

メニュー画面の［インターネット接続
の設定］ボタンをクリックする

下記の画面が表示されたら、市外局番
を半角数字で入力し、［OK］ボタンをク
リックします。

 ［次へ］ボタンをクリックする

B I G L O B E を利用する場合は
「BIGLOBEを利用する」を、その他の
プロバイダを利用する場合は「他のプ
ロバイダを利用する」を選択し、［次
へ］ボタンをクリックする
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プロバイダ接続するための情報を入力し［次へ］ボタンをクリックする

・BIGLOBEの場合
１）パソコンに設定してある所在地情報
に基づいて最寄りのアクセスポイン
トが表示されます。プルダウンメ
ニューから、ほかのアクセスポイン
トに変えることもできます。

2）接続速度は通常、「同期64kbps」を
選択します。

3）さらに、ログインID（ユーザID）とログ
インパスワードを半角英数字で入力し
ます。

・他のプロバイダの場合
１）プロバイダの名称、アクセスポイントの電話番号を入力します。
 2）接続速度は通常、「同期64kbps」を選択します。
 3）ログインID（ユーザID）、パスワード、プライマリDNS、セカンダリDNSを半角英数
字で入力します（プロバイダによってはプライマリDNS・セカンダリDNSの入力は不
要です）。
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ITMUXの利用を選択する

ITMUXの詳細については『データ通信
ガイド』「データ通信-ITMUX」を参照し
てください。

Outlook Expressを使用する場合は
メールアカウント情報が登録できま
す。その場合は［Outlook Expressに
アカウントを登録する］を選択し、［次
へ］ボタンをクリックする

Outlook Expressを使わない場合、あ
とから登録する場合などは、［Outlook
Expressにアカウントを登録しない］を
選択し、手順9に進んでください。

メールアカウントやニュースアカウ
ント関連の情報を入力し、［次へ］ボタ
ンをクリックする

プロバイダによっては、各設定項目の
名称が異なっていることがあります。
入力内容について不明な点がある場合
は、ご契約の各プロバイダへお問い合
わせください。
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らくらくアシスタントのメニュー画面で何
かボタンを押したときに、次の画面が表示
された場合は、下記の点を確認した後、
［OK］ボタンをクリックしてください。

・RS-232CケーブルまたはUSBケーブル
は、ITX92BTとパソコンに正しく接続
されていますか？

・ITX92BTの電源が入っていますか？

・Bluetoothポート接続の場合、BluetoothTM接続されていますか？

・らくらくバージョンアップやUUIメールEXなど、Atermのソフトウェアを起動して
いる場合やUSBネットワークを使用している場合は終了させてください。タスクトレ
イに常駐している場合もはずして終了させてください。

らくらくアシスタントを使わずにインターネット接続を行う場合は、モデム情報・ダイ
ヤルアップ接続情報のインストールや設定を手動で行うことができます。具体的な手順
は添付CD-ROMに収録されている『データ通信ガイド』「手動セットアップ」を参照してく
ださい。

設定する内容を画面上で確認し、［実
行］ボタンをクリックする

Atermで通信するためのモデム情報の
組み込み、ダイヤルアップ接続情報の
作成などが自動で行われます。

次の画面が表示されたら［設定終了］
ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面
に戻ります。

Windowsのダイヤルアップ接続用の
フォルダには、ここで設定した接続先
のダイヤルアップネットワークアイコ
ンが作成されます（ 3-40ページ）。

らくらくアシスタントを終了するに
は、メニュー画面の［アシスタント終
了］ボタンをクリックする
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インターネットのセットアップが正しくできたか、実際にインターネットへ接続し
て、確認してみましょう。

ダイヤルアップ接続用のフォルダをダブルクリックして開く

Bluetoothポートを使用する場合は、ITX92BTとBluetoothTM接続します（「ITX92BTと
BluetoothTM接続する」 3-20ページ）。
・WindowsMeの場合
［マイコンピュータ］－［コントロールパネル］－［ダイヤルアップネットワーク］フォルダ
・Windows98の場合
［マイコンピュータ］－［ダイヤルアップネットワーク］フォルダ
・Windows2000の場合
［マイコンピュータ］－［コントロールパネル］－［ネットワークとダイヤルアップ接続］ア
イコン

Step5で作成した接続先のダイヤルアップネットワークアイコンをダブルクリック
する

接続先名がアイコン名になります。

   

（WindowsMe/98の場合）                                （Windows2000の場合）

ユーザー名とパスワードを入力し、WindowsMe/98の場合は［接続］ボタンを、
Windows2000の場合は［ダイヤル］ボタンをクリックする。

フレッツ・ISDNを契約している場合、ユー
ザ名は各プロバイダからフレッツ・ISDN用
に指定されたものを入力してください。ま
た、電話番号はNTT東日本・西日本から指
定された番号が表示されているか確認して
ください。この画面で変更することもでき
ます。Windows2000では［プロパティ］ボ
タンをクリックすると表示されます。
［パスワードの保存］をチェックすると、次
回からパスワード入力の手間が省けます。
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アクセスポイントまで接続したあと、認証の失敗などでインターネットに接続できない
ことがあります。その場合は、接続できなくても通信料金がかかります。

・自動発信の場合、話中時の再発信の回数は、「最初の発信から3分間に2回以内」と制限
されています。したがって、3回目からの再発信は受け付けられません。時間をおいて
から再発信してください。

・ITX92BTと同時にBluetoothTM接続できるのは1台のみです。ITX92BTでは、
BluetoothTM接続で、複数のBT01UやBluetoothTM機能内蔵パソコンを同時にイン
ターネット接続させることはできません。

・BluetoothTM接続によるインターネット接続は64kbpsになります。
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サーバーに接続される

回線がつながると、ユーザー名とパスワード
が確認されます。サーバーへの接続が受け付
けられると、画面右下のタスクトレイにダイ
ヤルアップネットワークモニタインジケータ
が表示されます。

ITX92BTの液晶ディスプレイにもピクトグ

ラム（    ）が表示されます。

ピクトグラム表示は通信状態によって、そ
れぞれ異なります。

電子メールソフトやWWWブラウザなどのアプリケーションを起動する

この状態でさまざまなインターネットアプリケーション*を使用できます。
＊Atermにはインターネットアプリケーションは付属していません。Windowsに付属のものをご利用になるか、
別途ご用意ください。

Windows2000/Me　　  Windows98

5 5

（シリアルポート接続でB1チャネルに64Kで接続している場合）
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○インターネットへの接続を切断する

タスクトレイのダイヤルアップネットワークインジケータをダブルクリッ
クし、［切断］ボタンをクリックする

回線が正常に切断されると、ITX92BTの液

晶ディスプレイのピクトグラム（   

）の表示が消えます。

・インターネット接続しているときにBluetoothTM接続を切断する場合は、まず上記手
順1で回線を切断してから、BluetoothTM接続を切断してください。

・ダイヤルアップネットワークモニタインジケータが表示されている間は、ずっと電話
がつながったままで、通信料金がかかります（WWWブラウザを終了しても切断され
ません）。インターネットを使用していないときは、［切断］ボタンをクリックするの
を忘れないでください。

・パソコンのストールなどにより、パソコンから回線を切断できない場合があります。
インターネットの利用を終了して回線を切断したあとは、必ずITX92BTの液晶ディ
スプレイ上からピクトグラムの表示が消えていることを確認し、確実に回線が切断さ
れたことを確かめてください。

・ITX92BTの液晶ディスプレイのピクトグラムが表示されているときは、回線がつな
がったままです。そのまま放置すると通信費用がかかります。このようなときは、他
の機器が通信中（通話中）でないことを確認してから、下記のいずれかの方法で回線を
強制的に切断してください。
-ITX92BTとINSネット64を接続している回線ケーブルを抜く

-ITX92BT本体の電源を切る
電源を切った場合は、累積料金や着信履歴のデータは消去されます。また、このとき
は10秒以上おいてから、再度電源を入れてください。

- CLR ボタンを7秒以上押す
通話中に CLR ボタンを押しても電話は切断されません。

・ターミナルソフトを使用した非同期通信を行うと、転送速度が遅くなったり、データ
抜けが発生する場合があります。

・ITX92BTのUSBポートにパソコンを接続して通信アプリケーションを実行中に、
ITX92BTのUSBケーブルを抜いたり電源を切ったりすると、通信アプリケーション
とUSBドライバとの結合をシステムで解放します。引き続き通信アプリケーションを
ご利用になる場合は、通信アプリケーションをいったん終了して、再度実行してくだ
さい。これは、Atermを初期化するコマンド（atz98、atz99など）を通信アプリケー
ションで実行したときも同様です。通信アプリケーションをいったん終了して、再度
実行してください。

Windows2000/Me　　   Windows98
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ホ
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セットアップが終わったら、さっそくネットサーフィンしてみましょう。ホーム
ページを閲覧するためのWWWブラウザ（Internet Explorerなど）はインストール
されていますか？　まずは、AtermStationを訪ねてみます。

ダイヤルアップ接続をする

BluetoothTM接続の場合は、ITX92BT
とBluetoothTM接続させた後にらくら
くアシスタントを起動します（「ITX92BT
とBluetoothTM接続する」 3-20
ページ）。

WWWブラウザを起動する

Internet Explorer を使う場合は、デ
スクトップの［Internet Explorer］
アイコンをダブルクリックする

ほかのWWWブラウザを使う場合は、
それらのソフトウェアの取扱説明書や
ヘルプなどをご覧ください。

デスクトップ上に上記アイコンが見つ
からない場合は、次ページをご覧くだ
さい。

見たいホームページのURLをアドレ
ス欄に入力し、Enterキーを押す

ホームページが表示されます。
画面は、AtermStation（URL http://
aterm.cplaza.ne. jp/）の例です。
AtermStationでは、Atermに関する
さまざまな情報を提供しています。

（平成13年4月現在）

ホームページを見たあとにWWWブラウザ（InternetExplorerなど）を終了させるだけで
は、プロバイダへの回線接続は切断されません。「インターネットへの接続を切断する」
（ 3-42ページ）を参照して、必ず回線を切断してください。
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→→ デスクトップに Internet Explorerのアイコンが見あたらないときは

Windows98でInternet Explorerを初めて使うときは、［インターネットに接続］アイ
コンをダブルクリックしてください。

インターネット接続ウィザードが起動したら、［既にインターネット接続の設定が・・・
表示しない］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

● データ通信中のランプ表示

データ通信中、ITX92BT前面のDATAランプは次のように点灯します。
Bluetoothポート接続、USBポート接続の場合は緑色点灯。
シリアルポート接続の場合は赤色点灯。
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● 接続手順や設定内容などを確認してください。

接続できない原因は、下記のような理由であることがしばしばあります。もう一度
確認してみてください。
・ ケーブルがはずれている、またはゆるんでいる

・ 各項目の入力ミス

・ ITX92BTの電源が入っていない

● 時間をおいて接続し直してみてください。

プロバイダのサーバーのトラブルなどによって接続できないこともあります。原因
が見つからないときは、時間をおいてやり直してみてください。
また、いつもとは違うアクセスポイントに接続してみたり、複数のプロバイダに加
入している場合は、別のプロバイダに接続できるかを確認してください。

● 電子マニュアルの「お困りのときには」を参考にしてください。

「お困りのときには」には、さまざまなトラブルに合わせた対処方法がのっていま
す。

● 自分で解決できないときは、Aterm（エーターム）インフォメーションセ
ンターにお問い合わせください（ 8-46ページ）。



3-46

W
in
d
o
w
s

の
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ローカルデバイスやリモートデバイスの情報を詳細に表示します。

﹇B
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to
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th

デ
バ
イ
ス
﹈タ
ブ

［応答設定］タブ（3-50ページ）

［デバイス探索設定］タブ（3-51ページ）

ローカルデバイスアドレス

リモートデバイスアドレス

［デバイス追加］ボタン（3-47ページ）

［デバイス削除］ボタン
リモートデバイスを削除します。

［プロパティ］ボタン（3-47ページ）

（この画面では、ボタンをすべて表示しています）
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［デバイス追加］ボタン
［追加リモートデバイス］画面が表示されます。リモートデバイスが表示されないときに
手動で追加することができます。

この画面の説明は3-49ページをご覧ください。

［プロパティ］ボタン
選択したローカルデバイスアドレスまたはリモートデバイスアドレスの情報を表示・設
定することができます。
［Bluetoothデバイス］タブ内の画面でデバイスアドレス（ローカルデバイスアドレスま
たはリモートデバイスアドレス）をクリックし、［プロパティ］ボタンをクリックしてく
ださい。

■ローカルデバイスプロパティ

ローカルデバイスの情報を表示・設定することができます。また設定を終了したら、必
ず［OK］ボタンをクリックしてください。設定内容が登録されます。

﹇B
lu
e
to
o
th

デ
バ
イ
ス
﹈タ
ブ

①

②

④

⑤

⑥

③

手動で入力
することが
できます。
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① デバイスアドレスが表示されます。

② デバイス名を表示・設定することができます（初期値：なし）。

設定されると、[Bluetoothデバイス]タブ内画面のデバイスアドレスの後ろに（デバ
イス名）が表 示されます。

③ デバイスクラスが表示されます。

④ 初期値のままご使用ください。

⑤ セキュリティの設定をすることができます。

[応答設定]タブ内の画面「他のデバイスからの接続要求に対する応答設定」で指定し
たデバイスからの接続要求があったときのパスキーの設定をすることができます。
各デバイスごとに設定する場合は、「リモートデバイスプロパティ」で設定してくだ
さい。

・ 全デバイスからの接続要求を信頼する（初期値：チェックなし）
このチェックボックスをチェックすると、リモートデバイスからの接続要求に対
して、パスキーが必要なくなり、Bluetooth認証を行うことなく接続できるよ
うになります。接続が簡単にできる反面、どのデバイスからも接続できるように
なるためノーセキュリティとなります。セキュリティ保護の観点から、通常は
チェックなしでご使用ください。

・ 共通（デフォルト）のBluetoothパスキー（PINコード）（初期値：なし）
ここで設定するパスキーは、リモートデバイスのプロパティで「使用する
Bluetoothパスキー（PINコード）の設定」を「共通（デフォルト）Bluetoothパス
キー」にしているときに使用されます。この設定になっていると、Bluetooth認
証時にパスキーが必要な場合、パスキーを自動でリモートデバイスに送信しま
す。入力は、半角英数字16文字以内です。第三者に知られないようにしてくだ
さい。

⑥ デバイスが接続しているパソコンの接続ポートを表示・設定することができます
（ 3-21ページ手順7の画面「リモートデバイスにバインドするローカルサービ
ス」）。
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■リモートデバイスプロパティ

リモートデバイスの情報を表示・設定することができます。また設定を終了したら、必
ず［OK］ボタンをクリックしてください。設定内容が登録されます。

① デバイスアドレスが表示されます。

② デバイス名が表示されます。
[Bluetoothデバイス]タブ内画面のリモートデバイスアドレスの後ろに（デバイス名）
にも表示されます。

③ デバイスクラス／通信状態／通信品質が表示されます。

④ このデバイスから接続要求されたときのセキュリティの設定をすることができま
す。

・ このデバイスからの接続要求を信頼する（初期値：チェックなし）
ここにチェックすると、このデバイスからの接続要求に対してBluetooth認証
やパスキーなしで接続を受け入れます。

・ 使用するBluetoothパスキー（PINコード）の設定（初期値：手入力Bluetoothパ
スキー）
「共通」を選択すると、このデバイスの接続要求でパスキーが必要な場合に「ロー
カルデバイスのプロパティ」の「共通のBluetoothパスキー」で設定したパスキー
を使用します。
「手入力でBluetoothパスキー」を選択すると、このデバイスの接続要求でパス
キーが必要な場合に、毎回手入力でパスキーを入力します。

⑤ NDISにチェックすると、このリモートデバイスとファイル共有することができます
（初期値：なし）。ファイル共有は別売りオプションのBT01Uを増設した時に使用
することができます。

⑥ 必ず「Active」（初期値）を選択してください。

⑦ このデバイスに関する情報（パスキーなど）を保持する日数を設定します。
デバイス側が接続するときにパスキーを入力設定した日数だけ0日～999日・無制
限から設定することができます（初期値:1日＜24時間＞）。0日と設定すると、タス
クトレイからBluetooth(TM) PC Driverユーティリティを終了した時点で、この
デバイスに関する情報が削除されます。

﹇B
lu
e
to
o
th

デ
バ
イ
ス
﹈タ
ブ

①
②

④

⑤

③

⑥

⑦
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答
設
定
﹈タ
ブ

ローカルデバイス（ここではBT01U）がリモートデバイスに応答するときの設定を
することができます。設定を終了したら、必ず［適用］ボタンをクリックしてくださ
い。設定内容が登録されます。

① 相手のデバイス（BluetoothTM接続できる機器）からデバイス探索された時に、この
デバイスは探索されるかどうか選択します（初期値:「全てのデバイスに対して応
答」）。

② 相手のデバイス（BluetoothTM接続できる機器）から接続の要求があった時に、受け
入れるデバイスの設定をします（初期値:「全てのデバイスからの要求を受け入れ
る」）。
「指定されたデバイスからの要求を受け入れる」にチェックをした場合、デバイスア
ドレス・デバイスクラスを指定することができます。

①

②
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デバイス探索する時の詳細を設定することができます。設定を終了したら、必ず［適
用］ボタンをクリックしてください。設定内容が登録されます。

① デバイス探索する時間を設定します。
5～30秒内で設定することができます（初期値：10秒）。

② 探索するデバイスの数を設定します。
1～30個まで設定することができます（初期値：5個）。

③ 探索する相手のデバイスを指定することができます（初期値：「全てのデバイスを探
索する」）。
「指定されたデバイスを探索する」を選択した場合は、探索するデバイスクラスを選
択し［追加］ボタンをクリックします。
例えば、ＩＴＸ92ＢＴのデバイスクラスは、「電話」となります。ＢＴ01Ｕのよう
にパソコンにつないでいる機器のデバイスクラスは「コンピュータ」となります。

﹇
デ
バ
イ
ス
探
索
設
定
﹈タ
ブ

①

③

②
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らくらくアシスタントの「Bluetoothの詳細設定」で、ITX92BTのデバイス情報を
設定することができます。ITX92BTと接続をしてから、らくらくアシスタントを
起動させてください。また設定を終了したら、必ず［OK］ボタンをクリックしてく
ださい。設定内容が登録されます。

① デバイスアドレスが表示されます

② デバイス名を表示・設定することができます（初期値:Aterm）
デバイス（ここではBT01U）からデバイス探索をしたときに、デバイスアドレスの
後ろにデバイス名を表示させることができます。

③ パスキーの設定をすることができます（初期値:なし）
1～10桁の0～9の数字で設定します。第三者に知られないようにご注意くださ
い。
ITX92BTを初期化すると設定値が消えてしまいます。再設定してください。

④ ITX92BTがBluetoothTM接続するかどうかの設定をします（初期値:動作しない／パ
スキーを設定していない場合）
動作しないに設定するとBluetoothTM接続することができなくなります。ITX92BT
の前面の操作ボタンでパスキーを入力した場合、自動的に「動作可能」になります。

⑤ ITX92BTとBT01Uの無線間でのデータのやりとりを暗号化して、秘匿性を高めま
す（初期値:使用しない）
但し、BT01U以外のデバイスとの接続を行う場合は、「暗号化を使用しない」に設
定してください。

らくらくアシスタントでBluetoothの詳細設定を行うことができます。

ら
く
ら
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
でB

lu
e
to
o
th

の
詳
細
設
定

①

③

②

④

⑤

⑥

⑦
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⑥ ITX92BTに接続を許可するデバイスの上限数を設定します（初期値:1台）上限数は、
1～20台まで数を設定することができます。ここで設定した上限数を超えて
ITX92BTに接続することはできなくなります。万が一に第三者にパスキーを知られ
てしまってもこの上限数を超えて接続することができません。上限数は、ITX92BT
に接続する可能性のあるデバイスの数までとします。
注）ITX92BTに同時にデバイスを接続できるのは1台だけです。例えば、上限数2と設定
しても、ITX92BTが既にBluetoothTM接続を行っていると、もう1台のデバイスは同

時にITX92BTに接続できません。

⑦ ITX92BTと接続したデバイスアドレスやデバイス名の履歴が表示されます。履歴
は、設定した上限数までの件数が表示されます。パスキーを変更した場合でもリン
ク履歴は残っています。
注）もし、見知らぬデバイスアドレス履歴を見つけたときは、不正なアクセスが行われてい
る可能性があります。その時は、デバイスアドレスを削除し、パスキーを変更してくだ

さい。

①～⑤までの項目は、ITX92BTの液晶ディスプレイを使って参照や設定することがで
きます。

1）MENU ボタンをクリックする

2） ボタンや ボタンを押して[Bluetooth]を反転させ、 ENTER ボタンをク

リックする

BD_ADDR ― ①（参照のみで、設定することはできません）

BD_NAME ― ②（参照のみで、設定することはできません）

動作モード ― ④

パスキー ― ③

暗号化モード ― ⑤

3）参照や設定をしたら、 ENTER ボタンをクリックする

 

ら
く
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ここでは、らくらくアシスタントの「アナログポートの簡単設定」
を使って基本的な設定をします。電話機を使って設定する方は、こ
の章のStep1にある利用例を参考にして、5章に進んでください。

Step1使いかたに近いものを利用例から選ぶ.................... 4-2

Step2らくらくアシスタントで設定する ........................ 4-11

Step3電話機・ファクスは使えますか？ ........................ 4-17

4章  電話機やファクスを使うための設定をしよう（基本編）

Windows◯R MeはMicrosoft◯R Windows◯R Millennium Edition operating systemの略です。
Windows◯R 98はMicrosoft◯R Windows◯R 98 operating systemの略です。
Windows◯R 2000はMicrosoft◯R Windows◯R 2000 operating systemの略です。
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らくらくアシスタントの「アナログポートの簡単設定」を使い、アナログポートに接
続する機器の種類、i・ナンバーやダイヤルインサービスの利用の有無、電話番号な
ど、電話機やファクスを利用するための基本の設定を行います。

まず1-18ページと次ページ以降の利用例を参考にして、設定内容を決めてください。
実際の設定は4-11ページから説明しています。また、電話機から設定する方は、この
Step1を参考にして5章に進んでください。

設定内容は、今後の予定ではなく、現在の状況に合わせてください。実際の契約内容（工
事完了済みのもの）や接続機器と設定内容が一致していないと、電話やファクスを正し
くご利用いただけません。サービスを追加したり機器を購入するなど、状況が変わった
ときは、設定し直してください。

S
te
p
1

　
使
い
か
た
に
近
い
も
の
を
利
用
例
か
ら
選
ぶ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ITX92BTの利用例一覧
ここでは、電話機やファクスの代表的な利用例を8つ示します。ご自分の利用パターンに
最も近い例を探してください。ぴったりの利用例がない場合は、i・ナンバーまたはダイヤ
ルインサービスの有無が一致するものの中から一番近いものを参考にしてください。そ
れぞれの利用例に対応する設定方法を4-11ページ以降で説明しています。

利用例1：電話機1台、電話番号1つ （  4-4ページ）

利用例2：電話機2台、電話番号1つ （  4-4ページ）

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

電話機 － － 基本サービスのみ

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

電話機 電話機 － INSナンバー・ディスプレイ
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利用例3：電話機1台、ファクス1台、電話番号2つ （  4-5ページ）

利用例4：電話機2台、ファクス1台、電話番号3つ （  4-6ページ）

利用例5：ファクス付き電話機1台、電話番号2つ （  4-7ページ）

利用例6：電話機1台、ファクス付き電話機1台、電話番号3つ （  4-8ページ）

利用例7：電話機1台、BSデジタルTVチューナ1台、電話番号1つ （  4-9ページ）

利用例8：ファクス付き電話機2台、電話番号4つ （  4-10ページ）

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

電話機 ファクス － i・ナンバー

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

電話機 電話機 ファクス i・ナンバー

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

ファクス付き電話機 － － i・ナンバー

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

電話機 ファクス付き電話機 － i・ナンバー

INSナンバー・ディスプレイ

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

ファクス付き電話機 ファクス付き電話機 － ダイヤルインサービス

グローバル着信

INSナンバー・ディスプレイ

電話Aポート 電話Bポート 電話Cポート INSネット64の契約

電話機 BSデジタルTV － 基本サービスのみ

チューナ



4-4

電
話
機
や
フ
ァ
ク
ス
を
使
う
た
め
の
設
定
を
し
よ
う（
基
本
編
）

S
te
p
1

　
使
い
か
た
に
近
い
も
の
を
利
用
例
か
ら
選
ぶ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例1（電話機1台・電話番号1つ）
1台の電話機（またはファクス付き電話機）のみを使用し、電話番号を追加契約しない
例です。
　　INSネット64の契約内容…基本サービスのみ
　　接続形態…電話Aポート：電話機（またはファクス付き電話機）

例 03-1234-1111
電話B・Cポート：何も接続しない

03-1234-1111 （電話Aポート） 
何も接続しない　 （電話B･Ｃポート） 

電話Aポート 

電話Bポート 

何も接続しない 

03-1234-1111へ電話 

03-1234-1111電話Cポート 

電話網 

何も接続しない 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

ITX92BT

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例2（電話機2台・電話番号1つ）
電話Aポートと電話Bポートに電話機を接続し、1つの電話番号を1階と2階で使うよ
うなケースです。電話がかかってくると両方の電話が鳴り、どちらでも受けることが
できます。
電話がかかってきたときに相手の番号がわかるように、INSナンバー・ディスプレイ
を契約している例です。
　　INSネット64の契約内容…INSナンバー・ディスプレイ：利用する
　　接続形態…電話Aポート：電話機 例 03-1234-1111
　　　　　　　電話Bポート：電話機 例 03-1234-1111
　　　　　　　電話Cポート：何も接続しない

03-1234-1111（電話Aポート） 
03-1234-1111（電話Bポート） 
何も接続しない    （電話Cポート） 

03-1234-1111

電話Aポート 

電話Bポート 

＊ナンバー・ディスプレイ対応電話機 

0312345678

03-1234-5678から 
03-1234-1111へ電話 

03-1234-1111

＊ 

＊ 

電話Cポート 

何も接続しない 

電話網 

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例3（電話機1台・ファクス1台・電話番号2つ）
電話Aポートに電話機を、電話Bポートにファクスを接続し、それぞれに別の電話番
号を割り当てるケースです。ファクスを自動受信にしておくと、ファクス受信のため
に電話に出る必要がありません。ファクス受信件数が多い場合に適しています。電話
番号を2つもらうために、i・ナンバーを契約している例です。
　　INSネット64の契約内容…i・ナンバー：利用する・追加番号（03-1234-2222）
　　接続形態…電話Aポート：電話機 例 03-1234-1111（ i・ナンバー情報1）
　　　　　　　電話Bポート：ファクス 例 03-1234-2222（ i・ナンバー情報2）
　　　　　　　電話Cポート：何も接続しない

03-1234-1111（電話Aポート） 
03-1234-2222（電話Bポート） 
何も接続しない　（電話Ｃポート） 

電話Aポート 

電話Bポート 

電話は03-1234-1111へ 

ファクスは03-
1234-2222へ 

03-1234-1111

03-1234-2222

電話Ｃポート 

何も接続しない 

電話網 

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

電話番号を1つしか契約していないときに、電話機とファクス付き電話機を使用すると、
電話がかかってきても先にファクスが電話を受けてしまうことがあります。この場合、
電話機では電話を受けることができません。また、ファクス付き電話機の自動切り替え
の間、相手に通話料がかかるという問題点もあります。電話機とファクスを使用する場
合は、ｉ・ナンバー（またはダイヤルインサービス）のご契約をおすすめします。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例4（電話機2台・ファクス1台・電話番号3つ）
電話Aポートおよび電話Bポートに電話機を、電話Cポートにファクスを接続し、それ
ぞれに別々の番号を割り当てるケースです。電話機はそれぞれ別の番号で呼び出され
るので、電話を切り替えたり、転送したりする必要がなくなります。また、ファクス
を自動受信にしておくと、ファクス受信のために電話に出る必要もありません。i・ナ
ンバーを契約して、電話番号を3つ使用する場合の例です。

　　INSネット64の契約内容…i・ナンバー：利用する
追加番号2つ（03-1234-2222、03-1234-3333）

　　接続形態…電話Aポート：電話機 例 03-1234-1111（ i・ナンバー情報1）
　　　　　　　電話Bポート：電話機 例 03-1234-2222（ i・ナンバー情報2）
　　　　　　　電話Cポート：ファクス 例 03-1234-3333（ i・ナンバー情報3）

03-1234-1111（電話Aポート） 
03-1234-2222（電話Bポート） 
03-1234-3333（電話Ｃポート） 

電話Aポート 

電話Bポート 

電話は03-1234-1111または03-1234-2222へ 

ファクスは03-
1234-3333へ 

03-1234-1111

03-1234-3333

03-1234-2222

電話Cポート 

電話網 

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例5（ファクス付き電話機1台・電話番号2つ）
ファクス付き電話機（ダイヤルイン機能付き）1台を電話Aポートに接続し、i・ナン
バーを契約して電話用の電話番号とファクス用の電話番号を別にする例です。このよ
うにすると、電話がかかってきたときには着信音が鳴るようにし、ファクスは自動受
信にすることができます。
　　INSネット64の契約内容… i・ナンバー：利用する・追加番号（03-1234-2222）
　　接続形態…電話Aポート：ファクス付き電話機
　　　　　　　　例　03-1234-1111（電話／i・ナンバー情報1）、内線指定番号1111
　　　　　　　　　　03-1234-2222（ファクス／i・ナンバー情報2）、内線指定番号2222
　　　　　　　電話B・Cポート：何も接続しない

03-1234-1111 （電話Aポート） 
03-1234-2222 （電話Aポート） 
何も接続しない （電話B・Cポート） 
 
 

電話Aポート 

電話Bポート 

ITX92BT

電話は03-1234-1111へ 

ファクスは03-
1234-2222へ 

 

ダイヤルイン機能付きファクス 

電話Ｃポート 

電話網 

  何も接続しない 

何も接続しない 

 

03-1234-1111（電話） 
 
03-1234-2222（ファクス） 

内線指定番号1111

内線指定番号2222

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

電話とファクスに別々の電話番号を割り当てるには、ファクスのダイヤルイン機能を使
用します。ファクスのダイヤルイン機能を動作させるには、ITX92BTからファクスに対
し、電話機とファクスの着信を区別するための信号を送出する設定が必要になります。
この設定が、アナログ・ダイヤルインまたはモデム・ダイヤルインです。

アナログ・ダイヤルインとモデム・ダイヤルインの違いは、ファクスに送出する信号の
形式の違いです。お使いのファクス付き電話機がナンバー・ディスプレイに対応してい
る場合は、通常、モデム・ダイヤルインとなりますが、詳しくはファクス付き電話機の
取扱説明書でお調べください。

また、アナログ・ダイヤルインを使用する場合は、内線指定番号というダイヤルインの
内線番号を指定する必要があります（ 5-35ページ）。

さらに、ITX92BTの設定だけでなくファクス側にもダイヤルインの番号や内線指定番号
の設定が必要です。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例6（電話機1台・ファクス付き電話機1台・電話番号3つ）
電話Aポートに電話機を、電話Bポートにファクス付き電話機を接続し、i・ナンバー
を契約して、電話Aポートの電話機に1つ、電話Bポートのファクス付き電話機に2
つ、合計3つの電話番号を割り当てた例です。
　　INSネット64の契約内容… i・ナンバー：利用する

追加番号2つ（03-1234-2222、03-1234-3333）
INSナンバー・ディスプレイ：利用する

　　接続形態…電話Aポート：電話機 03-1234-1111（ i・ナンバー情報1）
　　　　　　　電話Bポート：ファクス付き電話機

例　03-1234-2222（電話）（ i・ナンバー情報2）
　　03-1234-3333（ファクス）（ i・ナンバー情報3）

　　　　　　　電話Cポート：何も接続しない

03-1234-1111 （電話Aポート） 
 
03-1234-2222 （電話Bポート） 
 
03-1234-3333 （電話Bポート） 
 
何も接続しない （電話Cポート） 

電話Aポート 

電話Bポート 

ITX92BT

03-1234-2222 
03-1234-3333

電話は03-1234-1111または2222へ 

ファクスは03-
1234-3333 
へ 

 

ナンバー・ディスプレイ、 
ダイヤルイン機能付きファクス 

電話Ｃポート 

何も接続しない 

03-1234-1111

電話網 

ナンバー・ディスプレイ対応電話機 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

この例では、ITX92BTにモデム・ダイヤルイン（ 5-31ページ）の設定が必要です。
利用例5とは異なり、ここではナンバー・ディスプレイを使用するため、アナログ・ダイ
ヤルインは使用できません。

電話とファクスに別々の電話番号を割り当てるには、ファクスのダイヤルイン機能を使用
します。ファクスのダイヤルイン機能を動作させるには、ITX92BTからファクスに対し、
電話機とファクスの着信を区別するための信号を送出する設定が必要になります。この設
定が、アナログ・ダイヤルインまたはモデム・ダイヤルインです。

アナログ・ダイヤルインとモデム・ダイヤルインの違いは、ファクスに送出する信号の
形式の違いです。お使いのファクス付き電話機がナンバー・ディスプレイに対応してい
る場合は、通常、モデム・ダイヤルインとなりますが、詳しくはファクス付き電話機の
取扱説明書でお調べください。

さらに、ITX92BTの設定だけでなくファクス側にもダイヤルインの番号の設定が必要で
す。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例7（電話機1台・BSデジタルTVチューナ1台・電話番号1つ）
電話Aポートに電話機を、電話BポートにBSデジタルTVチューナを接続し、電話C
ポートには何も接続しない例です。
　　INSネット64の契約内容…基本サービスのみ　例　03-1234-1111
　　接続形態…電話Aポート：電話機

例　03-1234-1111
　　　　　　　電話Bポート：着信機能のないBSデジタルTVチューナ
　　　　　　　電話Cポート：何も接続しない

03-1234-1111 （電話Aポート） 
BSデジタルTVチューナ （電話Bポート） 
何も接続しない　 （電話Ｃポート） 

電話Aポート 

電話Bポート 

03-1234-1111へ電話 

03-1234-1111

電話Cポート 

電話網 

ITX92BT

何も接続しない 

BSデジタルTVチューナ 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

　　

この利用例では、BSデジタルTVチューナを接続しています。着信機能のないBSデジタ
ルTVチューナの場合、着信するポートのチェックを外す設定が必要です。
あとから5章「電話機やファクスを使うための設定をしよう（応用編）」で設定します。
　i・ナンバーを利用する場合 5-24ページ
　i・ナンバーを利用しない場合 5-27ページ
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○利用例8（ファクス付き電話機2台・電話番号4つ）
ファクス付き電話機を電話Aポートと電話Bポートに接続し、電話とファクスをそれ
ぞれ別の電話番号で受ける例です。電話番号が4つ必要になるため、ダイヤルイン
サービスを契約します。
　　INSネット64の契約内容…ダイヤルインサービス：利用する

追加番号3つ（03-1234-2222、03-1234-3333、03-1234-4444）
グローバル着信：利用する
INSナンバー・ディスプレイ：利用する

　　接続形態…電話Aポート：ファクス付き電話機
　　　　　　　　　　例　03-1234-1111（電話／契約者回線番号）　03-1234-2222（ファクス／ダイヤルイン1番）
　　　　　　　電話Bポート：ファクス付き電話機
　　　　　　　　　　例　03-1234-3333（電話／ダイヤルイン2番）　03-1234-4444（ファクス／ダイヤルイン3番）
　　　　　　　電話Cポート：何も接続しない

03-1234-1111 （電話Aポート） 
 
03-1234-2222 （電話Aポート） 
 
03-1234-3333 （電話Bポート） 
 
03-1234-4444 （電話Bポート） 
 
何も接続しない （電話Cポート） 

電話Aポート 

電話Bポート 

ITX92BT

03-1234-3333（電話） 
03-1234-4444（ファクス） 

03-1234-1111（電話） 
03-1234-2222（ファクス） 

電話は03-1234-1111または3333へ 

ファクスは03-
1234-2222 
または4444へ 

 

ナンバー・ディスプレイ、 
ダイヤルイン機能付きファクス 

ナンバー・ディスプレイ、 
ダイヤルイン機能付きファクス 

何も接続しない 

電話Cポート 

電話網 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

電話番号を4つ以上使うためにはダイヤルインサービスとグローバル着信（ 5-27ペー
ジ）の契約が必要です。また、利用例6と同様に、ITX92BTにモデム・ダイヤルインの
設定が必要です。さらに、ファクス側にもダイヤルインの番号の設定が必要です。

電話とファクスに別々の電話番号を割り当てるには、ファクスのダイヤルイン機能を使用
します。ファクスのダイヤルイン機能を動作させるためには、ITX92BTからファクスに
対し、電話機とファクスの着信を区別するための信号を送出する設定が必要になります。
この設定が、アナログ・ダイヤルインまたはモデム・ダイヤルインです。

アナログ・ダイヤルインとモデム・ダイヤルインの違いは、ファクスに送出する信号の
形式の違いです。お使いのファクス付き電話機がナンバー・ディスプレイに対応してい
る場合は、通常、モデム・ダイヤルインとなりますが、詳しくはファクス付き電話機の
取扱説明書でお調べください。

ただし、ナンバー・ディスプレイを使用する場合は、アナログ・ダイヤルインは使用できませ
ん。
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Step1で選択した利用例ごとに、らくらくアシスタントの「アナログポートの簡単
設定」の使いかたを説明します。

　アナログポートの簡単設定について

らくらくアシスタントの「アナログポートの簡単設定」は、電話やファクスを使うために
必要な設定を、間違いなく簡単に行うためのものです。電話番号が1つの場合や、i・ナ
ンバーを契約している場合、電話番号が3つまでのダイヤルインサービスを契約している
場合に、電話機やファクスを使えるようにします。ダイヤルインサービスで4つ以上の電
話番号を設定する機能や、ナンバー・ディスプレイ以外の各種サービス、ITX92BTの電
話機能を設定する機能は含まれておりません。これらの設定は、「アナログポートの簡単
設定」が終了してから行います（5章「電話機やファクスを使うための設定をしよう（応用
編）」 5-1ページ）。

　「アナログポートの簡単設定」では、次の流れで設定していきます

S
te
p
2

　
ら
く
ら
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
設
定
す
る

ITX92BTに接続したアナログ機器（電話機やファクスなど）の種類を選択し、 
その機器のナンバー・ディスプレイを利用するかチェック 

i・ナンバーやダイヤルイン・サービスの利用の有無をチェック 

契約した電話番号を入力する 

アナログポートに電話番号を割りあてる 
（契約した電話番号が1つの場合は設定しません） 

設定内容を確認し、登録・終了 
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らくらくアシスタントを起動し、メ
ニュー画面を表示する

［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］－［AtermITX92BTユーティリ
ティ］－［Atermらくらくアシスタント］
を選択します。

メニュー画面の［アナログポートの簡
単設定］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

アナログポート（電話A、B、Cポート）
に接続した機器とナンバー・ディスプ
レイの利用の有無を選択し、［次へ］ボ
タンをクリックする

・電話Aポート・電話Bポート・電話Cポート
接続した機器を選択します。ファク
ス付き電話機やB S デジタルT V
チューナを接続した場合は、「FAXや
モデムを接続する」を選択してくださ
い。何も接続しない場合は、「何も接
続しない（使用しない）」が選択されて
いるか確認してください。この選択
がされていないと、電話がかかって
きたとき、かけてきた相手はずっと
呼び出し中のままで、電話がつなが
らない場合があります。

・ナンバー・ディスプレイを使用する
INSナンバー・ディスプレイの契約と
工事が完了し、ナンバー・ディスプ
レイ対応の電話機やファクスを接続
している場合だけ、接続したポート
にチェックを入れてください。
ナンバー・ディスプレイ対応以外の
電話機が接続されている場合、この
欄にチェックを入れてしまうと、電
話の呼び出しが短くなったり、受話
器をあげても電話が切れてしまう場
合があります。

接続機器と電話番号を設定する

Windows2000で以降の操作を行うためには、Administrator（権限のあるアカウン
ト） でログオンする必要があります。

クリックして、プルダウン
メニューから選択する
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i・ナンバー、ダイヤルインサービスの
利用の有無を選択し、［次へ］ボタンを
クリックする

現在利用できるサービスを選択します。

利用例1

利用例2

利用例3

利用例4

利用例5

利用例6

利用例7

利用例8

電話Cポート

何も接続しない（使用
しない）

何も接続しない（使用
しない）

何も接続しない（使用
しない）

FAXやモデムを接続
する

何も接続しない（使用
しない）

何も接続しない（使用
しない）

何も接続しない（使用
しない）

何も接続しない（使用
しない）

ナンバー・ディス
プレイを使用する

チェックしない

チェックしない

チェックしない

チェックしない

チェックしない

チェックしない

チェックしない

チェックしない

利用例1

利用例2

利用例3

利用例4

利用例5

利用例6

利用例7

利用例8

ナンバー・ディス
プレイを使用する

チェックしない

チェックする

チェックしない

チェックしない

チェックしない

チェックする

チェックしない

チェックする

電話Bポート

何も接続しない（使用
しない）

電話機を接続する

FAXやモデムを接続
する

電話機を接続する

何も接続しない（使用
しない）

FAXやモデムを接続
する

FAXやモデムを接続
する

FAXやモデムを接続
する

ナンバー・ディス
プレイを使用する

チェックしない

チェックする

チェックしない

チェックしない

チェックしない

チェックする

チェックしない

チェックする

電話Aポート

電話機を接続する
（ファクス付き電話機
の場合は、「FAXやモ
デムを接続する」）

電話機を接続する

電話機を接続する

電話機を接続する

FAXやモデムを接続
する

電話機を接続する

電話機を接続する

FAXやモデムを接続
する

Step1の
利用例
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i・ナンバー／ダイヤルインサービス

利用例1 i・ナンバー／ダイヤルインサービスとも利用していない

利用例2 i・ナンバー／ダイヤルインサービスとも利用していない

利用例3 i・ナンバーを利用している

利用例4 i・ナンバーを利用している

利用例5 i・ナンバーを利用している

利用例6 i・ナンバーを利用している

利用例7 i・ナンバー／ダイヤルインサービスとも利用していない

利用例8 ダイヤルインサービスを利用している

電話番号を入力し、［次へ］ボタンをクリックする

契約した電話番号を入力します。利用するサービスによって画面は異なります。
・ i・ナンバーもダイヤルインサービス
も利用しない場合－利用例1、利用例
2、利用例7
［契約者回線番号］に契約者回線番
号の市外局番と電話番号を入力し
ます。

・ i・ナンバーを利用する場合－利用例
3、利用例4、利用例5、利用例6
［i・ナンバー情報1］に契約者回線番
号の市外局番と電話番号を入力しま
す。［i・ナンバー情報2］に追加番号
の電話番号を入力します（市外局番は
自動で入力されます）。
電話番号が3つある場合は、［i・ナン
バー情報3］に入力します。

契約者回線番号

利用例1 03-12341111

利用例2 03-12341111

利用例7 03-12341111

i・ナンバー情報1 i・ナンバー情報2 i・ナンバー情報3

利用例3 03-12341111 03-12342222 －

利用例4 03-12341111 03-12342222 03-12343333

利用例5 03-12341111 03-12342222 －

利用例6 03-12341111 03-12342222 03-12343333
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・ダイヤルインサービス利用の場合－
利用例8
［契約者回線番号］に契約者回線番号
の市外局番と電話番号を入力しま
す。通常は、［グローバル着信利用］
を選択します。
［ダイヤルイン1番］に1つ目の追加番
号の電話番号を入力します（市外局番
は自動で入力されます）。
［ダイヤルイン2番］に2つ目の追加番号の電話番号を入力します（市外局番は自動で入力
されます）。
ダイヤルイン3番以降の追加番号（利用例8では03-12344444）は、あとから［INS回
線の電話番号の設定］で追加します。「ダイヤルインサービス」（ 5-27ページ）

契約者回線番号 グローバル着信 ダイヤルイン1番 ダイヤルイン2番

利用例8 03-12341111 グローバル着信利用 03-12342222 03-12343333

アナログポートごとに電話番号を選択し、［次へ］ボタンをクリックする

i・ナンバー、ダイヤルインサービスを
利用する場合、アナログポートごとに
電話番号を設定します。
ここでは1つのアナログポートに1つの
電話番号を設定します。利用例5・利用
例6・利用例8のように、1つのアナロ
グポートに複数の電話番号を割り当て
たい場合は、あとから［INS回線の電話
番号の設定］で変更します。
「i・ナンバー」（ 5-24ページ）　「ダイヤルインサービス」（ 5-27ページ）
また、利用例7のように着信機能のないBSデジタルTVチューナを接続している場合は、
あとから［INS回線の電話番号の設定］の着信するポートの選択で着信しないように設定し
ます。
「i・ナンバー」（ 5-24ページ）　「ダイヤルインサービス」（ 5-27ページ）

電話Aポートの電話番号 電話Bポートの電話番号 電話Cポートの電話番号

利用例1　　（この画面は表示されません）

利用例2　　（この画面は表示されません）

利用例3 03-12341111 03-12342222 （設定する必要はありません）

利用例4 03-12341111 03-12342222 03-12343333

利用例5 03-12341111
（設定する必要はありません） （設定する必要はありません）

（03-12342222はあとで設定）

利用例6
03-12341111

03-12342222
（設定する必要はありません）

（03-12343333はあとで設定）

利用例7　　（この画面は表示されません／電話Bポートに電話を着信しない設定はあとで行います）

利用例8 03-12341111 03-12343333
（設定する必要はありません）

（03-12342222はあとで設定）（03-12344444はあとで設定）
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S
te
p
2

　
ら
く
ら
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
設
定
す
る

設定した内容を画面で確認し、［実行］
ボタンをクリックする

［実行］ボタンをクリックすると、電話番
号などがITX92BTに書き込まれます。

［設定終了］ボタンをクリックする

アナログポートの簡単設定を終了し、
らくらくアシスタントのメニュー画面
に戻ります。

らくらくアシスタントを終了するに
は、メニュー画面の［アシスタント終
了］ボタンをクリックする

［はい］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面で何かボタンを押したときに次の画面が表示され
た場合は、下記の点を確認したあと、［OK］ボタンをクリックしてください。

・RS-232CケーブルまたはUSBケーブルは、ITX92BTとパソコンに正しく接続され
ていますか？

・ITX92BTの電源は入っていますか？

・Bluetoothポート接続の場合、BluetoothTM接続されていますか？

・らくらくバージョンアップやUUIメールEXなど、Atermのソフトウェアを起動して
いる場合や、USBネットワークを使用している場合はそれらを終了させてください。
タスクトレイに常駐している場合も終了させてください。

利用例5・利用例6・利用例7・利用例8の場合は、このあとで該当するページの設定を
行ってください。また、ITX92BTには他にもさまざまな電話機能があります。5章「電
話機やファクスを使うための設定をしよう（応用編）」をご覧ください。
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電
話
機
・
フ
ァ
ク
ス
は
使
え
ま
す
か
？

アナログポートの設定が正しく行われたかどうかを確認するため、携帯電話・PHSなど
を利用して、ITX92BTに接続した電話機やファクスを使ってみます。
電話機・ファクスの操作方法については、接続した機器の取扱説明書をお読みください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話をかける・ファクスを送る
・ 接続したすべての電話機やファクスから「117（時報）」や携帯電話・PHSなど
に電話をかけます。発信音が鳴り、通話できることを確認してください。

電話をかける方法については、2章「Step6 電話は使えますか？」（  2-11
ページ）を参照してください。

・ ファクスを接続した場合は、ファクスが送信できることを確認してください。

・ モデムを接続した場合は、パソコン通信ができることを確認してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話を受ける・ファクスを受ける
・ 携帯電話やPHSから契約者回線番号に（複数の電話番号を契約した場合は i・
ナンバーやダイヤルイン番号にも）電話をかけます。対応するポートに接続し
た電話機の着信音が鳴り、通話できることを確認してください。

電話を受ける方法については、2章「Step6 電話は使えますか？」（  2-11
ページ）を参照してください。

・ ファクスを接続した場合は、ファクスが受信できることを確認してください。
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ITX92BTには電話機やファクスを便利に利用するための電話機能
がたくさんあります。ここでは、各電話機能の内容と設定方法を詳
しく説明しています。

電話機能の設定のしかた ....................................................... 5-2

電話機能 .................................................................................. 5-4

電話機で設定する............................................................. 5-104

5章  電話機やファクスを使うための設定をしよう（応用編）



5-2

前章で設定した電話の基本的な使いかた以外の、さまざまな機能や便利なサービスは、ら
くらくアシスタントまたは電話機を使って設定します。設定の際は、お使いの電話機や
ファクスの接続状況・INSネット64の契約状況を必ず確認してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○らくらくアシスタントでの設定のしかた

［アナログポートの詳細設定］

電話Aポート、電話Bポート、電話Cポートの詳細設定を行います。キャッチホン・ディスプレイ

や内線通話など電話関係のサービスや機能を利用する場合に使います。

電
話
機
能
を
設
定
す
る

電
話
機
能
の
設
定
の
し
か
た

らくらくアシスタントの起動のしかたは、6-5ページをご覧ください。

［電話帳機能の設定］

短縮ダイヤル用、マイプライベート着信

用、疑似識別着信用、疑似なりわけ用、迷惑

電話防止用などの電話帳に電話番号を登

録します。

［INS回線の電話番号の設定］

使用する電話番号を登録します。［アナロ

グポートの簡単設定］で入力した電話番号

を変更したり、i・ナンバーやダイヤルイン

番号でシリアルポートやUSBポートに着

信させる場合に使います。
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＜各設定欄の使いかた＞
各設定欄の使いかたを［アナログポートの詳細設定］ボタンをクリックしたときの画面
を例にして説明しています。

ボタン

クリックすると、

次の画面が表示さ

れます｡

オプションボタン

をクリックする

と、どれか1つだ

け選択できます｡

ドロップダウンリストボックス

 をクリックすると、1つの項目を選

択できます｡

チェックボックス

 をクリックすると、チェックをし

たりチェックをはずしたりできます。

表示ボックス

すでに入力され

ている電話番号

などが表示され

ます｡

タブ

クリックすると、

別の画面が表示さ

れます｡

設定項目選択

項目をクリックす

ると画面が切り替

わります。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話機での設定のしかた
電話機で設定する方は、「電話機能」（  5-4ページ～）をご覧のうえ、「電話機で設定
する」（  5-104ページ～）で設定してください。

ヘルプボタン

ヘルプボタンをク

リックすると設定

項目の説明が表示

されます｡



5-4

電
話
機
能

基本機能

電話番号を
使い分ける

接続してい
る電話機で
ダイヤルイ
ンを使う

特定の
電話機に
着信させる

お話し中に

電
話
機
能
一
覧

ITX92BTで使える電話機能・サービスの一覧です。INSネット64やBIGLOBEで
の契約が必要なサービスも含まれていますのでご注意ください。

機能・サービスの名称
フッキング　

ダイヤル桁間タイマ

＃発信

受話音量調節

短縮ダイヤル

着信履歴先発信

内線通話

内線転送

内線呼出信号

i・ナンバー

ダイヤルインサービス

モデム・ダイヤルイン

アナログ・ダイヤルイン

着信ダイヤルイン複数選択

優先着信ポート指定

サブアドレス

キャッチホン

三者通話

必要な契約

 i・ナンバー

ダイヤルイ
ンサービス

 i・ナンバー
またはダイヤルイ
ンサービス

 i・ナンバー
またはダイヤルイ
ンサービス

 i・ナンバー
またはダイヤルイ
ンサービス

キャッチホン

 三者通話
 通信中転送

内　容
電話の保留や切り替えなどのためにフックス
イッチなどを押す操作です（  5-7ページ）。
ダイヤル後、発信するまでの時間を設定しま
す（  5-9ページ）。
＃で発信するか、＃を2回押すと発信するか
を設定します（  5-10ページ）。
相手の声の音量を調節します（  5-11
ページ）。
短縮ダイヤルで電話をかけます（  5-13
ページ）。
一度かけてきた相手に、着信履歴を使って電
話をかけます（  5-15ページ）。
ITX92BTにつないだ電話機同士で通話しま
す（  5-18ページ）。
外線からの電話をITX92BTにつないだほか
の電話機に転送します（  5-20ページ）。
内線でかかってきた電話の着信音を変更する
ことができます（  5-22ページ）。
2つまたは3つの電話番号を使い分けます
（  5-24ページ）。
4つ以上の電話番号を使い分けます（  5-
27ページ）。
着信した電話番号をモデム信号としてアナログ
通信機器に送出します。アナログ通信機器のダ
イヤルインに対応します（  5-31ページ）。
着信した電話番号をプッシュボタン信号とし
てアナログ通信機器に送出します。アナログ
通信機器のダイヤルインに対応します（
5-35ページ）。
1つのアナログポートに複数の電話番号を着
信させます（  5-39ページ）。

着信する電話機に優先順位を付けます（
5-41ページ）。
電話番号にサブアドレスを付けて発信・着信
させます（  5-43ページ）。
通話中に別の相手からの電話を受けることが
できます（  5-46ページ）。

三人で通話します（  5-49ページ）。三者通話

疑似三者通
話

キャッ
チホン
疑似キャッ
チホン
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電話番号を
表示する

電話に出ら
れないとき

特定の
相手を対象
にする

転送する

発信者番号通知

INSナンバー・ディスプレ
イとINSナンバー・リクエ
スト

キャッチホン・ディスプレイ

お出かけ設定

着信転送

INSボイスワープと
INSボイスワープ・セレク
ト
通信中転送

識別着信

なりわけ

選択キャッチ
ホン

迷惑電話
おことわり

必要な契約

 ナンバー・
ディスプレイ

 ナンバー・
リクエスト

 ナンバー・
ディスプレイ

キャッチホン
 キャッチホ

ン・ディスプレイ

 着信転送

 ボイスワー
プ

 ボイスワー
プ・セレクト

 着信転送

 ユーザ間情
報通知サービス

ボイスワープ
ボイスワー

プ・セレクト
 通信中転送

なりわけ
サービス

 ナンバー・
ディスプレイ

なりわけ
サービス

 ナンバー・
ディスプレイ

なりわけ
サービス

キャッチホン
 ナンバー・

ディスプレイ
 迷惑電話お

ことわりサービス
 ナンバー・

ディスプレイ

内　容
電話をかけたとき、自分の電話番号を相手に
知らせます（  5-53ページ）。
電話がかかってきたとき、相手の電話番号を
アナログ通信機器に表示します（  5-57
ページ）。

通話中に別の電話がかかってきたとき、相手
の電話番号をアナログ通信機器に表示します
（  5-61ページ）。

ITX92BTのでかけるボタンを押すとお出か
け設定が開始されます。お出かけ設定には4
つのモードがあります。おやすみ設定モード
やフラッシュモードは、電話機のベル（着信
音）を鳴らさずに、液晶ディスプレイ表示の
一部やでかけるボタンを点滅させてお知らせ
します。電話転送モードやボイスワープ転送
モードは、着信転送（  5-69ページ）やボ
イスワープまたはボイスワープ・セレクト
（ 5-76ページ）で設定した電話番号に転
送してくれる機能です。外出時や就寝時な
ど、電話に出られないときにお使いください
（  5-64ページ）。
かかってきた電話をほかの電話番号に転送し
ます。電話番号着信通知は、かかってきた相
手の電話番号を電子メールで知らせる機能で
す（  5-69ページ）。

電話がかかってきたとき、NTTの交換機側で
転送するサービスです（  5-76ページ）。

通話中に、別の相手に転送します（  5-
80ページ）。
あらかじめ登録した相手のみを着信させ、そ
の他の着信を受け付けないようにします
（  5-82ページ）。

あらかじめ登録した相手からの着信があった
とき、特別な呼出音を鳴らしてお知らせしま
す（  5-87ページ）。

通話中に別の電話がかかってきたとき、あら
かじめ登録した相手に限って、電話を受ける
ことができます（  5-92ページ）。

迷惑電話やいたずら電話を着信させないよう
にします（  5-94ページ）。

機能・サービスの名称

お や す み
モード

電話着信転
送モード

ボイスワー
プ転送モー
ド

フラッシュ
モード

着信転送
疑似着信
転送
電話番号着
信通知

INSなりわけ
識別着信
疑似識別着
信
INSなりわ
け識別リン
ギング
疑似なりわ
け
選択キャッ
チホン

疑 似 選 択
キャッチホン
迷惑電話
おことわり
迷惑電話
防止（続く）



5-6

電
話
機
能

電
話
機
能
一
覧

特定の
相手を対象
にする

マイプライベート着信

識別着信転送

必要な契約
 ナンバー・

ディスプレイ
なりわけ

サービス
 ナンバー・

ディスプレイ

内　容
相手によって、着信させる電話機を変えます
（  5-98ページ）。
あらかじめ登録した相手からの着信のみを転
送します（  5-102ページ）。

機能・サービスの名称

※１．必要な契約欄の  は、INSネット64の付加サービスの契約が必要であることを示しています。ま
　た、  は、インターネットプロバイダBIGLOBEで追加の申し込みが必要であることを示してい
　ます。

※２．INSキャッチホン・三者通話・着信転送・通信中転送は、INSネット64のフレックスホンサービスです。
※３．INSキャッチホンは、以前コールウェイティングと呼ばれていたサービスです。

識別着信転
送
疑似識別着
信転送
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フ
ッ
キ
ン
グ

通話中に別の電話がかかってきたとき（キャッチホン使用時）などは、電話を「フッ
キング」して切り替えます。

・フッキングは、内線通話と外線通話の切り替えや、内線転送、三者通話のときにも使
います。

・フッキングがうまく働かないとき（受話器を置くと呼び返しがあるときなど）は、フッ
キング検出タイマを調整してください。

　フッキング検出タイマを調整する

らくらくアシスタントのメニュー画面
を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタンを
クリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］ タブをクリックする

設定項目から［高度な設定］を選択する

フッキング検出タイマの時間を設定する

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

（初期値）
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電話機から設定することができます。
No.8：フッキング検出タイマ（ 5-105ページ）

　電話をフッキングする
電話機にフッキングの機能ボタンがある場合はそのボタン（例：「フック」「キャッチ」など）
を押します。フッキングの機能ボタンがない場合は、フックスイッチを軽く（1秒以内）押
して離します（長い時間押すと電話が切れます）。

フックスイッチ

フ
ッ
キ
ン
グ
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ダ
イ
ヤ
ル
後
に
発
信
す
る
ま
で
の
時
間
を
調
整
す
る

（
ダ
イ
ヤ
ル
桁
間
タ
イ
マ
）

ダイヤル後、実際に発信するまでの時間を調整します。

ダイヤル桁間タイマは、電話番号の最後のボタンを押した後、実際に電話機から発信す
るまでの時間を設定しています。初期状態では、ダイヤル後に発信するまでの時間は5秒
です。ダイヤル後にすぐに発信するには、最後に を押してください。

　ダイヤル桁間タイマを調整する

らくらくアシスタントのメニュー画面
を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタンを
クリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］ タブをクリックする

設定項目から［高度な設定］を選択する

ダイヤル桁間タイマの時間を設定する

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。
No.7：ダイヤル桁間タイマ（ 5-105ページ）

（初期値）
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発
信
方
法
を
変
更
す
る（
＃
発
信
）

最後に を押すと発信するか、 を2回押すと発信するか、または を押し
ても発信しないようにするかを設定します。

初期設定では、ダイヤル後、 を押すと発信するように設定されています。途中に
が含まれている電話番号に電話をかけたい場合などは、 で発信しないように設

定するか、または を2回押すと発信するように、設定を変更することができます。

　＃発信の方法を変更する

らくらくアシスタントのメニュー画面
を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタンを
クリックする

［共通設定］ タブをクリックする

設定項目から［その他の設定］を選択す
る

発信を設定する

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。
No.39：#発信（ 5-111ページ）

（初期値）



電
話
機
能

5-11

相
手
の
声
の
音
量
を
変
え
る（
受
話
音
量
調
節
）

通話中、相手の話が聞きづらいときに音量を調節します。

受話音量調節には、あらかじめ音量を調整しておく方法と、通話中に音量を変更できる
ようにしておく方法があります。ただし初期状態では、通話中に音量を変更できないよ
うになっています。まず音量が変更できるように設定を変えてから、通話中に電話機の
ボタンを押して音量を調整します。

　あらかじめ受話音量を調節する

電話機から設定することができます。
No.11：受話音量（ 5-106ページ）

　通話中に受話音量を調整できるようにする
この設定をしておくと、通話中に を押すたびに音量の調整をすることができ
ます。なお、らくらくアシスタントで設定することはできません。電話機から設定する
か、下記のATコマンドを入力して、 が使えるように設定を変えてください
（ATコマンドについて、詳しくは、添付CD-ROMに収録されている『データ通信ガイド』
「ATコマンド解説」を参照してください）。

電話Aポート：AT＄A14=1
電話Bポート：AT＄B14=1
電話Cポート：AT＄C14=1

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］タブをクリックする

設定項目から［よく利用する設定］を
選択する

受話音量を選択する

音量・小／音量・中／音量・大のいず
れかを選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面
に戻ります。
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受
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）

　通話中に受話音量を調整する

通話中に を押す

押すたびに、中→大→小の3段階で音量
が切り替わります。

・相手の電話機の機種によっては、相手が を押すと、こちら側の電話機の音量
が切り替わることがあります。このような場合は、ATコマンドで受話音量を変更で
きない設定に戻してください。

・ファクスなどを接続していると、発信するたびに音量が切り替わってファクスの送受
信ができなくなることがあります。このような場合は、ATコマンドで受話音量を変
更できない設定に戻してください。

・ACRの電話機を接続していると、データの受信の際に音量が切り替わってデータの送
受信に失敗することがあります。このような場合は、ATコマンドで受話音量を変更
できない設定に戻してください。
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短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
で
電
話
を
か
け
る

長い電話番号も と ～ （短縮ダイヤル番号）を押すだけで電話をかける
ことができます。

相手の電話番号を電話帳に登録しておくと、短縮ダイヤルで電話をかけることができま
す。短縮ダイヤルは10件まで登録できます。

　相手の電話番号を短縮ダイヤルに登録する

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［電話帳機能の設定］ボタンをクリックする

［短縮ダイヤル］タブをクリックする

一覧から空いている番号を選択する

名前・電話番号・サブアドレスを入力する

1) 相手の名前を入力する
2) 電話番号を市外局番から入力する
3) 必要ならサブアドレスを入力する
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電話機の受話器をあげる

「ツー」という音が聞こえます。

［短縮ダイヤル番号（0～9）］を
押す

短縮ダイヤルの電話帳に登録した
「00」～「09」までの短縮ダイヤル番号
を押します。「01」に登録したときは、

と押します。

相手の方が出たら、通話する

通話が終わったら、受話器を戻す

［更新］ボタンをクリックする

続けてほかの番号を登録するときは、手順4～6を繰り返す

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

・登録済みの電話番号を変更したい場合は、手順4で修正する番号を選択し、新しい電話
番号に変更したあとで、［更新］ボタンをクリックしてください。

・登録済みの電話番号を削除したい場合は、手順4で削除する番号を選択したあと、［削
除］ボタンをクリックしてください。

・電話機から設定することができます。
　No.33：短縮番号（ 5-110ページ）

　短縮ダイヤルで電話をかける
登録した短縮ダイヤルを使って電話をかけます。
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歴
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電
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け
る（
着
信
履
歴
先
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信
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ITX92BTに記録されている着信履歴（かかってきた相手の電話番号など）を利用し
て、以前に電話をかけてきた相手に電話をかけることができます。

ITX92BTには、かかってきた相手やかかってきた時間などの着信履歴が最新の50件分
まで記録されています。ITX92BTの液晶ディスプレイに着信履歴を表示して確認した
り、表示された番号に電話をかけることができます。

　着信履歴の電話番号に電話をかける
ITX92BT前面の操作ボタンまたは電話機のボタンを使って、着信履歴に残っている相
手の電話番号に電話をかけることができます｡

●操作ボタンを使う

MENU ボタンを押す

ボタンまたは ボタンを
押して「着信履歴」を反転表示させ、

ENTER ボタンを押す

着信履歴のメニューが表示されます｡

ボタンまたは ボタンを
押して「履歴表示」に矢印を合わせ、

ENTER ボタンを押す

 

最新の着信履歴が表示されます｡

１つ前の着信履歴を表示するには、
ボタンを押します｡

ボタンまたは ボタンを
押すたびに、表示される履歴を前後に切
り替えることができます｡

 

目的の電話番号が表示されたら、ENTER

ボタンを押す

呼出音が鳴っている電話機の受話器を
あげる

表示されていた相手に電話がかかりま
す。
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0 3 1 2 3 4 1 2 3 4■  

A

●電話機のボタンを使う

1つ前の履歴を表示するには を、
1つ後の履歴を表示するには を押
す

目的の電話番号が表示されたら を
押す

表示されていた相手に電話がかかりま
す。

受話器をあげる

を押す

最新の着信履歴が表示されます。

・かかってきた相手の電話番号が非通知・公衆電話・表示圏外のときは電話をかけるこ
とはできません。

・着信件数が50件を超えると、古いものから順に消去されます。

・着信履歴を消去したいときは、電話機のボタンを使って着信履歴を表示し、着信履歴
が表示されている状態で を2回押します。

・ITX92BTの電源を切ると、すべての着信履歴が消去されます。

・呼出音を鳴らす電話機のアナログポートを変更することもできます（ 5-17ペー
ジ）。

・らくらくアシスタントでは、着信履歴先発信はできませんが、最新の着信番号を表示
することができます（ 『データ通信ガイド』「Atermのその他の機能－AtermITX
92BTの現在の状態を確認する」）。

応答したポート
応答しなかった場合は「×」

着信した日付
と時刻

着信した相手の電話番号



電
話
機
能

5-17

着
信
履
歴
の
電
話
番
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　着信履歴先発信で使う電話機を変更する
着信履歴先発信をするときに、通話に使用する電話機のアナログポートを変更すること
ができます。

MENU ボタンを押す

ボタンまたは ボタンを
押して「着信履歴」を反転表示させ、

ENTER ボタンを押す

着信履歴のメニューが表示されます｡

ボタンまたは ボタンを
押して「ポート選択」に矢印を合わせ、

ENTER ボタンを押す

 

ボタンまたは ボタンを
押して、使用するアナログポートに矢
印を合わせる

ENTER ボタンを押す
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内
線
で
話
す（
内
線
通
話
）

アナログポートにつないだ2台の電話機同士で通話できます。

　内線で話す

電話機の受話器をあげる

「ツー」という音が聞こえます。

［ポート番号］を押す

［相手の電話機のポート番号］
：電話Aポート
：電話Bポート
：電話Cポート

ダイヤル後、約5秒（初期値）たってから
呼び出します。
ダイヤル後、続けて を押すと、すぐ
に呼び出します。

相手の方が出たら通話する

通話が終わったら、受話器を戻す

2F

1F
INS 
ネット 
64

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

ITX92BT
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内
線
で
話
す（
内
線
通
話
）

・内線の着信音を変更することができます（ 5-22ページ）。

・内線通話中に外線から電話がかかってきたときは、「プップッ」と割込音を鳴らしてお
知らせします。フッキングすると内線通話は終了し、外線との通話に切り替わります。

・フッキングがうまく働かないときは、フッキング検出タイマを調整してください
（ 5-7ページ）。

・停電時は利用できません。
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外
線
を
ほ
か
の
電
話
機
に
転
送
す
る（
内
線
転
送
）

外からかかってきた電話を、別のアナログポートにつないだ電話機に転送します。

2F

1F

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

　外線をほかの電話機に転送する

外線と通話中にフッキングする（
5-8ページ）

「プププ」という音が聞こえます。外線で
通話中の相手には、疑似保留音（「ピッ
ポッパ」）が聞こえます。

［ポート番号］を押す

［内線相手の電話機のポート番号］
：電話Aポート
：電話Bポート
：電話Cポート

 

A

（電話Aポートの例）

転送先の電話機が鳴る

そのまま受話器を戻すか、転送先が電話
に出てから、転送する旨を伝えて受話器
を戻します。

転送先と外線相手が通話する
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外
線
を
ほ
か
の
電
話
機
に
転
送
す
る（
内
線
転
送
）

・内線の着信音を変更することができます（ 5-22ページ）

・同一回線にバス接続されている別のターミナルアダプタに接続された電話機へは、内
線転送できません。内線転送できるようにするには別売りの高機能S点ユニット
（ 8-31ページ）が必要です。

・フッキングしたあと、すぐに次の操作をしないと、外線との通話に戻ります。「プププ」
音が止んだときは、もう一度フッキングしてください。

・転送中（内線相手を呼出中）にフッキングすると、外線との通話に戻ります。

・停電時は利用できません。
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内
線
の
着
信
音
を
変
更
す
る（
内
線
呼
出
信
号
）

内線の着信音を外線の着信音とは別の着信音でお知らせすることができます。

ITX92BTでは通常着信音とSIR着信音の2つの着信音があります。通常着信音は“プルル
ルル、プルルルル”、SIR着信音は“プルル、プルル、プルル”と鳴ります。SIR着信音に
設定しておくと、電話をとる前に内線か外線かを知ることができます。

INSなりわけ識別リンギング／疑似なりわけ（ 5-87ページ）の着信音とSIR着信音は
同じ着信音になります。

2F

1F

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

P
u.
ru

.ru
.ru.r
u. Pu.ru.ru.ru.ru

.

Pu.ru.ru. Pu.ru.ru.
Pu.ru.ru

あっ、内線だ 

“プルルル、プルルルル”　普通の着信音
“プルル、プルル、プルル”　内線からの電話がすぐにわかる
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内
線
の
着
信
音
を
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更
す
る（
内
線
呼
出
信
号
）

　内線の着信音を選択する

らくらくアシスタントのメニュー画面
を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタンを
クリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］タブをクリックする

設定項目から［よく利用する設定］を選
択する

着信音を選択する

通常着信音/SIR着信音のいずれかを選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。
No.16：内線呼出信号（ 5-106ページ）

（初期値　通常着信音）
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２
つ
ま
た
は
３
つ
の
電
話
番
号
を
使
う（
ｉ
・
ナ
ン
バ
ー
）

電話とファクスを別々の電話番号で受けるなど、1回線で2つまたは3つの電話番号
を使いたいときは、INSネット64の i・ナンバーを利用します。

1回線で複数の電話番号を使いたいときは、i・ナンバーかダイヤルインサービスを契約
します。使いたい電話番号が3つまでのときは、i・ナンバーがお得です。

ｉ・ナンバーを契約すると、契約時の電話番号（契約者回線番号）のほかに追加番号を
1つまたは2つもらうことができます。

　利用条件

　呼び分けの設定

i・ナンバーの設定では、契約者回線番号を i・ナンバー情報1に、追加番号が1つの場
合は i・ナンバー情報2に、追加番号が2つの場合は i・ナンバー情報2および3に、そ
れぞれ正しく設定してください。また、各電話番号で呼び出されたとき、どのポートの
電話機を鳴らすか（着信させるか）を決めなければなりません。i・ナンバー情報ごとに、
着信させるポートを選択してください。

i・ナンバー

i・ナンバー

付加サービス使用料

－

i・ナンバーで使える電話番号は3つまでです。4つ以上の電話番号を使用した

いときは、ダイヤルインサービスをご利用ください。

追加契約

追加料金

利用条件

その他

03-1234-1111

i・ナンバー情報1　03-1234-1111→電話Aポートの電話機へ着信 
 
i・ナンバー情報2　03-1234-2222→電話Bポートのファクスへ着信 

03-1234-222203-1234-1111へ電話 

電話Aポート 

電話Bポート 
電話網 

ITX92BT

電話Cポート 

何も接続しない 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU
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ファクス付き電話機で電話とファクスを別々の番号で呼び分けるなど、1台のアナログ通
信機器を複数の電話番号で呼び分けるときは、モデム・ダイヤルイン（  5-31ページ）
またはアナログ・ダイヤルイン（  5-35ページ）もあわせて設定します。

　i・ナンバーを設定する
i・ナンバーを利用する設定、着信番号の登録、着信させるポートの設定を行います。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［INS回線の電話番号の設定］ボタンをクリックする

ｉ・ナンバー使用を選択する

電話番号を入力する

i・ナンバー情報1に契約者回線番号を、i・ナンバー情報2、i・ナンバー情報3に追加番号
を入力します。

「i・ナンバーを使用する」を選択します。

（初期値）
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着信させるポートを選択する

i・ナンバー情報ごとに、着信させるポートをチェックします。複数のポートをチェック
してもかまいません。
［全ON］ボタンをクリックすると、すべてのポートにすべての電話番号が着信するように
なります。［全OFF］ボタンをクリックすると、すべてのポートのチェックがはずれます。
着信機能のないBSデジタルTVチューナーを接続している場合は、接続しているアナログ
ポートのチェックをはずします。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。次の順番で行います。
①アナログポートに接続した機器を設定する
　No.1：アナログポート接続機器（ 5-105ページ）
　ファクス付き電話機／BSデジタルTVチューナを接続する場合は、設定内容の「FAX／
モデム／ファクス付き電話機」を選択します。

② i・ナンバーを使用できるように設定する
　No.40：i・ナンバー（ 5-111ページ）

③ i・ナンバー情報の電話番号を登録する
　No.46：i・ナンバー情報と電話番号（ 5-114ページ）

④着信させるアナログポートを設定する
　No.21：i・ナンバー利用時の i・ナンバー情報の割り当て（ 5-107ページ）
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1回線で4つ以上の電話番号（8つまで）を使いたいときは、INSネット64のダイヤル
インサービスを利用します。

1回線で4つ以上の電話番号を使いたいときは、ダイヤルインサービスを契約します。

　利用条件

　グローバル着信

ダイヤルインサービスだけで電話番号を追加契約すると、契約者回線番号への電話番号
の通知も電話番号１個分としてカウントされ、仮にダイヤルインで番号を3つ追加すれ
ば、計4つ分のダイヤルインサービスの料金がかかります。

しかし、グローバル着信の利用とあわせて契約する（追加料金不要）と、契約者回線番号
への着信時は電話番号が通知されないので、料金が追加の3つ分だけで済みます。この
とき、ITX92BTにグローバル着信を設定すると、「電話番号が通知されない＝契約者回
線番号への着信」と解釈し、契約者回線番号への着信とダイヤルイン番号への着信を区
別することができます。

ダイヤルインサービス

ダイヤルインサービス

付加サービス使用料（追加した番号分だけ料金が加算される）

グローバル着信「利用する」を同時に契約してください。

電話番号は7つまで追加できます。契約者回線番号と合わせて、8つの電話番号が使えます。

追加契約

追加料金

利用条件

その他
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INSネット64の契約が、「グローバル着信を利用する」となっていても、ITX92BTの設
定が「グローバル着信しない」になっていると、契約者回線番号で着信できなくなりま
す。ご注意ください。

ファクス付き電話機で電話とファクスを別々の番号で呼び分けるなど、1台のアナログ通
信機器を複数の電話番号で呼び分けるときは、モデム・ダイヤルイン（  5-31ページ）
またはアナログ・ダイヤルイン（  5-35ページ）もあわせて設定します。

03-1234-1111（電話Aポートの電話機へ着信） 
 
03-1234-2222（電話Bポートの電話機へ着信） 
 
03-1234-3333（電話Bポートのファクスへ着信） 
 
03-1234-4444（電話Cポートの電話機へ着信） 

03-1234-4444

03-1234-1111へ電話 

電話Aポート 

電話Bポート 

電話Cポート 

03-1234-2222（電話） 
03-1111-3333（ファクス） 

電話網 

ITX92BT

ファクス付き電話機 

03-1234-1111

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

　呼び分けの設定

ダイヤルインサービスの設定では、グローバル着信の利用の有無、契約者回線番号と追
加したダイヤルイン番号を正しく設定してください。また、各電話番号で呼び出された
とき、どのポートの電話機を鳴らすか（着信させるか）を決めなければなりません。電話
番号ごとに、着信させるポートを選択してください。

例：契約者回線番号 03-1234-1111（電話機）
ダイヤルイン番号1 03-1234-2222（電話機）
ダイヤルイン番号2 03-1234-3333（ファクス）
ダイヤルイン番号3 03-1234-4444（電話機）



電
話
機
能

5-29

　ダイヤルインサービスを設定する
グローバル着信を利用する設定、着信番号の登録、着信させるポートの設定を行います。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［INS回線の電話番号の設定］ボタンをクリックする

「ｉ・ナンバーを使用しない」を選択する

「グローバル着信する」を選択する

電話番号を入力する

契約者回線番号とダイヤルイン番号を入力します。

複
数
の
電
話
番
号
を
使
う（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
）

（初期値）

（初期値）
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電話番号ごとに着信させるポートを選択する

電話番号ごとに、着信させるポートをチェックします。複数のポートをチェックしてもか
まいません。

［全ON］ボタンをクリックすると、すべてのポートにすべての電話番号が着信するようにな
ります。［全OFF］ボタンをクリックすると、すべてのポートのチェックがはずれます。ま
た着信機能のないBSデジタルTVチューナーを接続している場合は、接続しているアナログ
ポートのチェックをはずします。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。次の順番で行います。
①アナログポートに接続した機器を設定する
　No.1：アナログポート接続機器（ 5-105ページ）
　ファクス付き電話機／BSデジタルTVチューナを接続する場合は、設定内容の「FAX／
モデム／ファクス付き電話機」を選択します。

② i・ナンバーを使用しないように設定する
　No.40：i・ナンバー（ 5-111ページ）

③「グローバル着信を使用する」に設定をする
　No.5：グローバル着信（ 5-105ページ）

④着信させるアナログポートを設定する
　No.18：ダイヤルインサービス利用時の着信番号の割り当て（ 5-106ページ）
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ファクス付き電話機の電話とファクスに別々の電話番号を割り当てるなど、モデ
ム・ダイヤルイン対応のアナログ通信機器では、複数の電話番号で呼び分けること
ができます。

1台のアナログ通信機器を複数の電話番号で呼び分けるためには、交換機から通知された
電話番号をアナログ通信機器に通知する必要があります。モデム・ダイヤルインは、こ
の電話番号をモデム信号で通知する方式です。

　利用条件

　呼び分けの設定

i・ナンバーまたはダイヤルインサービスの電話番号と着信するアナログポートを設定し
ます（ 5-24、5-27ページ）。さらにモデム・ダイヤルインを選択し、アナログ通信
機器に送出する番号（電話番号または内線指定番号）を設定します。この番号はアナログ
通信機器にも登録してください。

例：電話Aポートにファクス付き電話機を接続し、電話は03-1234-1111、ファクス
は03-1234-2222（自動受信）で受けるようにします。

　

追加契約

追加料金

利用条件

その他

モデム・ダイヤルイン

INSネット64のｉ・ナンバーか、ダイヤルインサービスで最低1つの

追加番号の契約が必要です。

付加サービス使用料

モデム・ダイヤルインに対応したアナログ通信機器が必要です。

電話Cポートにはモデム・ダイヤルインを設定できません。電話Aポー

トまたは電話Bポートを使用してください。

03-1234-1111は 
電話受信 

ファクス付き電話機 

03-1234-1111へ電話 

03-1234-2222へファクス 

電話網 

ITX92BT

03-1234-2222は 
ファクス受信 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU
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・03-1234-1111（電話用）の番号に電話がかかってきた場合
ITX92BTは、ファクス付き電話機に03-1234-1111をモデム信号で通知します。
電話機の着信音が鳴り、電話を受けることができます。

・03-1234-2222（ファクス用）の番号に電話がかかってきた場合
ITX92BTは、ファクス付き電話機に03-1234-2222をモデム信号で通知します。
ファクスが呼び出され、ファクスを自動的に受信します。

・ナンバー・ディスプレイ対応のアナログ通信機器は、モデム・ダイヤルイン対応となっ
ていますので、モデム・ダイヤルイン機能での呼び分けをご利用ください。

・サブアドレスを設定すると、サブアドレスも送出されます。ただし、アナログ通信機
器によってはサブアドレスが付いていると呼び分けできない場合があります。そのよ
うな場合は、「発・着サブアドレスを通知する」のチェックをはずしてください（ 5-
45ページ）。

・ファクス付き電話機でキャッチホンを設定したときは、通話中にファクスあての着信
が入った場合も、通話中の電話機に「ププッ」という音が聞こえます。

・ファクス付き電話機でリンガ呼び返し動作の場合は、ファクスと電話機の両方が呼び
出されます。

     モデム・ダイヤルインを設定する
モデム・ダイヤルインを選択し、アナログ通信機器に送出する番号を登録します。

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］タ
ブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

設定項目から［よく利用する設定］を
選択する
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情報通知サービスからモデム・ダイヤルインを選択する

「モデム・ダイヤルインを使用する」または「ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダイヤル
インを使用する」を選択します。

必要に応じて内線指定番号を入力する（アナログポートへの番号を4桁以内で出した

いとき）

●ｉ・ナンバーの場合

①［着信番号］欄にある［番号設定］ボタンをクリックする

②内線指定番号（4桁以内）を入力し、［OK］ボタンをクリックする

（初期値　使用しない）
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●ダイヤルイン・サービスの場合

①［番号の送出方法］ボタンをクリックする

②必要に応じて内線指定番号の設定をする

1)　［内線指定番号に変換して送出］を選択する
2)　内線指定番号を４桁以内で入力する
3)　［OK］ボタンをクリックする

・モデム・ダイヤルインは、電話機から設定することができます。
　No.23：情報通知サービス（ 5-107ページ）

・内線指定番号は、電話機から設定することができます。
　i・ナンバー使用時は、No.46：i・ナンバー情報と電話番号（ 5-114ページ）
　ダイヤルイン・サービス使用時は、No.42：着信番号（ 5-111ページ）

     アナログ通信機器にダイヤルイン番号を登録する
登録方法は、お使いのアナログ通信機器の取扱説明書をお読みください。
登録する電話番号は、ITX92BTに設定した（送出する）電話番号と一致させてくださ
い。

（初期値：電話番号をそのまま送出する）
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ファクス付き電話機の電話とファクスに別々の電話番号を割り当てるなど、アナロ
グ・ダイヤルイン対応のアナログ通信機器では、複数の電話番号で呼び分けること
ができます。

1台のアナログ通信機器を複数の電話番号で呼び分けるためには、交換機から通知された
電話番号をアナログ通信機器に通知する必要があります。アナログ・ダイヤルインは、
この電話番号をプッシュボタン信号で通知する方式です。

　利用条件

　呼び分けの設定

i・ナンバーまたはダイヤルインサービスの電話番号と着信するアナログポートを設定し
ます（ 5-24、5-27ページ）。さらにアナログ・ダイヤルインを選択し、アナログ通
信機器に送出する番号（電話番号または内線指定番号）を設定します。この番号をアナロ
グ通信機器にも登録してください。

追加契約

追加料金

利用条件

その他

アナログ・ダイヤルイン

INSネット64のｉ・ナンバーか、ダイヤルインサービスで最低1つの

追加番号の契約が必要です。

付加サービス使用料

アナログ・ダイヤルインに対応したアナログ通信機器が必要です。

電話Cポートにはアナログ・ダイヤルインを設定できません。電話A

ポートまたは電話Bポートを使用してください。
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例：電話Aポートにファクス付き電話機を接続し、電話は03-1234-1111、ファクス
は03-1234-2222（自動受信）で受けるようにします。

電話Aポートに接続されたファクス付き電話機を、電話は03-1234-1111（内線指定番
号1111）、ファクスは03-1234-2222（内線指定番号2222）で受けるように設定し
ておきます。ファクス受信のときは、着信音を鳴らさず、自動受信するように設定して
おきます。

・03-1234-1111（電話用）の番号に電話がかかってきた場合
ITX92BTは、ファクス付き電話機に1111をプッシュボタン信号で通知します。電話
機の着信音が鳴り、電話を受けることができます。

・03-1234-2222（ファクス用）の番号に電話がかかってきた場合
ITX92BTは、ファクス付き電話機に2222をプッシュボタン信号で通知します。ファ
クスが呼び出され、ファクスを自動的に受信します。

INSナンバー・ディスプレイ契約時は、アナログ・ダイヤルインの使用はできませんの
で、モデム・ダイヤルインをご使用ください。

フラッシュモード中、INSなりわけ・疑似なりわけ利用中およびブザー呼出時は利用で
きません。

03-1234-1111へ 
電話 1111は電話受信 

03-1234-2222へ 
ファクス 

2222はファクス受信 

ファクス付き電話機 

電話網 

ITX92BT

03-1234-1111は内線指定番号1111

03-1234-2222は内線指定番号2222

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU
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     アナログ・ダイヤルインを設定する
アナログ・ダイヤルインを選択し、アナログ通信機器に送出する番号を登録します。

情報通知サービスからアナログ・ダイヤルインを選択する

「アナログ・ダイヤルインを使用する」を選択します。

内線指定番号を設定する

● i・ナンバーの場合

内線指定番号は以下の手順で設定します。
1) ［着信番号］欄にある［番号設定］ボタンをクリックする
2) 内線指定番号4桁を入力する
3) ［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］タ
ブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

設定項目から［よく利用する設定］を
選択する

（初期値　使用しない）
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● ダイヤルインサービスの場合

内線指定番号は以下の手順で設定します。
1) [番号の送出方法]ボタンをクリックする

2) 「内線指定番号に変換して送出」を選択する
3) 内線指定番号4桁を入力する
4) [OK]ボタンをクリックする

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

・アナログ・ダイヤルインは、電話機から設定することができます。
　No.23：情報通知サービス（ 5-107ページ）

・内線指定番号は、電話機から設定することができます。
　i・ナンバー使用時は、No.46：i・ナンバー情報と電話番号（ 5-114ページ）
　ダイヤルイン・サービス使用時は、No.42：着信番号（ 5-111ページ）

     アナログ通信機器にダイヤルイン番号を登録する
登録方法は、お使いのアナログ通信機器の取扱説明書をお読みください。
登録する電話番号は、ITX92BTに設定した（送出する）電話番号と一致させてくださ
い。

（初期値：電話番号をそのまま送出する）

ア
ナ
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グ
・
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イ
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ル
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ン
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1台の電話機に複数の電話番号を割り当てることができます。相手がどの電話番号
にかけても、同じ電話機が鳴ります。

複数の電話番号を使うとき、電話番号と着信させるアナログポートを1対1に対応させる
のが一般的ですが、複数の電話番号を1つのアナログポートに着信させることもできま
す。

　利用条件

・i・ナンバーを使用する場合は、使用する i・ナンバー情報を登録しておきます（  5-
24ページ）。

・ダイヤルインサービスを使用する場合は、グローバル着信を使用する設定をし、使用
する電話番号を登録しておきます（  5-27ページ）。

・ファクス付き電話機の電話機能とファクス機能を別の電話番号で使い分ける場合は、
モデム・ダイヤルイン（  5-31ページ）またはアナログ・ダイヤルイン（  5-35
ページ）も設定してください。

追加契約

追加料金

利用条件

着信ダイヤルイン複数選択

i ・ナンバーまたはダイヤルインサービス

付加サービス利用料

i ・ナンバーまたはダイヤルインサービスで複数の追加番号の契約が必

要です。

1F

はい 
03-1111-2222です 

はい 
03-1111-1111です 

1F

03-1234-1111へ 

はい 
03-1234-2222です 

はい 
03-1234-1111です 

03-1234-2222ヘ 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

電話網 

ITX92BT
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　各ポートに電話番号を設定する
契約者回線番号や i・ナンバー情報、ダイヤルイン番号を、着信させたいポートに割り
当てます。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［INS回線の電話番号の設定］ボタンをクリックする

追加の電話番号を入力する

i・ナンバー情報またはダイヤルイン番号を追加で契約した場合は、追加分を入力します。

電話番号ごとに着信させるポートを選択する

電話番号ごとに、着信させるポートをチェックします。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

着信番号の割り当ては、電話機から設定することもできます。
・ ｉ・ナンバーの場合は、No.21：i・ナンバー利用時の i・ナンバー情報の割り当て
（ 5-107ページ）
・ダイヤルインサービスの場合は、No.18：ダイヤルインサービス利用時の着信番号の
割り当て（ 5-106ページ）

［全ON］ボタンをクリックすると、すべてのポー
トにすべての電話番号が着信するようになりま
す。［全OFF］ボタンをクリックすると、すべて
のポートのチェックがはずれます。

（画面は「 i・ナンバーを使用しない」を選択
したとき）

（画面は「 i・ナンバーを使用しない」を選択したとき）

１
台
の
電
話
機
で
複
数
の
電
話
番
号
を
使
う

（
着
信
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
複
数
選
択
）
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同じ電話番号で複数の電話機やファクスを使っている場合でも、メインで使いたい
電話機が空いていれば、その電話機だけに着信させることができます。

同じ電話番号を複数のアナログポートの着信電話番号に割り当てた場合に、優先的に着
信させるアナログポートが指定できます。

たとえば、電話A・B・Cの各ポートが同じ電話番号の場合、電話Aポートを優先着信
ポートにすると、電話Aポートが空いていれば電話Aポートに接続している電話機だけに
着信します。電話Aポートが空いていないときだけ、電話Bポートおよび電話Cポートに
接続している電話機に着信します。

i・ナンバーやダイヤルインサービスで複数の電話番号を利用している場合は、優先着信
で選択したアナログポートと同じ電話番号が割り当てられているアナログポートだけが、
優先着信の対象となります。

たとえば、下図のように電話番号が割り当てられていて、電話Cポートを優先着信ポート
に設定したとします。03-1234-2222に電話がかかると、電話Cポートが電話Bポート
よりも優先されます（電話Aポートには影響しません）。

03-1234-1111

03-1234-1111

ITX92BT

電話網 

03-1234-1111

電話Aポート 

電話Bポート 

電話Cポート POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

03-1234-1111

03-1234-2222

電話Aポート 

電話Bポート 

ITX92BT

電話網 

電話Cポート 

03-1234-2222

03-1234-2222へ 
POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

メ
イ
ン
の
電
話
機
に
優
先
的
に
着
信
さ
せ
る

（
優
先
着
信
ポ
ー
ト
指
定
）
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メ
イ
ン
の
電
話
機
に
優
先
的
に
着
信
さ
せ
る

（
優
先
着
信
ポ
ー
ト
指
定
）

優先着信ポートを選択する

優先着信ポートを1つ選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

・データポートにも同様に優先順位をつけることができます。

・ホームテレホン／ビジネスホンと接続する場合（ 8-34ページ）は、優先着信させる
ポートを必ず指定してください。

・電話機から設定することができます。
　No.25：優先着信ポート（ 5-109ページ）

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［着信設定］を選択する

　優先するポートを選択する

（初期値）
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サ
ブ
ア
ド
レ
ス
で
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定
の
電
話
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に
着
信
さ
せ
る

サブアドレスを利用すると、電話番号が1つしかなくても電話機を呼び分けること
ができます。サブアドレスが正しいときだけ着信させることができるので、着信を
制限するために使うこともできます。

INSネット64やPHSでは、電話をかけるときに電話番号にサブアドレスを加えること
ができます。サブアドレスは、電話番号に加えることのできる補助番号で、19桁まで
の任意の番号を使用できます。

着信側でサブアドレスを設定し、サブアドレスが一致したときだけ着信させるようにし
ておくと、相手が正しいサブアドレスを付けてダイヤルしたときにしか着信しません。
サブアドレスはポートごとに設定できるので、電話番号が同じでも、異なったサブアド
レスを使うことによって、特定のポートに着信させることが可能になります。

　利用条件

　通話可能な組み合わせ

発信側のサブアドレス通知の有無と、着信側の設定の組み合わせによって、実際に通話
できるかどうかが決まります。

着
信
側
の
設
定

サブアドレス

通知なし

○

○

×

×

サブアドレス

通知あり

×

アドレス一致　　○

アドレス不一致　×

×

アドレス一致　　○

アドレス不一致　×

サブアドレス

登録なし

サブアドレス

登録あり

サブアドレス

登録なし

サブアドレス

登録あり

サブアドレ

スなし着信

する

サブアドレ

スなし着信

しない

○：通話可能　×：通話拒否

発信側の設定

サブアドレス

不要

不要

INSネット64の基本サービスです。

－

追加契約

追加料金

利用条件

その他
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　自己サブアドレスを設定する（着信側）
着信側は、あらかじめポートごとにサブアドレスを設定しておきます。サブアドレスに
使う番号は自由に決めることができます。
相手に電話番号と設定したサブアドレスを知らせてください。

サブアドレスを入力する

サブアドレスを19桁以内の数字で入力します。

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］タブをクリックする

設定項目から、［高度な設定］を選択
する

必要ならサブアドレスなし着信を解除する

サブアドレスが指定されない着信を拒否するときは、「サブアドレスなし着信する」の
チェックをはずします。

「サブアドレスなし着信をしない」に設定すると、サブアドレスが指定されない着信を一
切受け付けなくなります。相手が電話回線（アナログ網）のときは、サブアドレスを付け
て電話をかけることはできないので、着信することができません。ご注意ください。

（初期値　チェック済み）
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サ
ブ
ア
ド
レ
ス
で
特
定
の
電
話
機
に
着
信
さ
せ
る

「発・着サブアドレスを通知する」をチェックし
ます。

（初期値　チェックなし）

必要に応じて発・着サブアドレス通知を選択する（電話Cポートは設定できません）

ナンバー・ディスプレイまたはモデム・ダイヤルインを使用する際に、相手のサブアドレ
スをサブアドレス表示機能のあるアナログ通信機器に通知するときは、以下の設定を行い
ます。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。次の順番で行います。
①サブアドレスの番号を登録する
　No.20：自己サブアドレス（ 5-107ページ）

②「サブアドレスのない着信をしない」に設定する
　No.6：サブアドレスのない着信（ 5-105ページ）

③必要に応じて「発・着サブアドレスを通知する」に設定する
　No.10：発・着サブアドレス（ 5-106ページ）

　サブアドレスを付けて電話をかける（発信側）
相手を呼び出す際にサブアドレスを使用する場合、相手の電話番号にサブアドレスを付
けて電話をかけます。双方がINSネット64に加入している必要があります。

着信時はサブアドレスを自動的にチェックするので、特別な操作は必要ありません。

電話機の受話器をあげる ［電話番号］＋ ＋［サブアドレス］
をダイヤルする

（例）電話番号　03-1111-1234、
　　サブアドレス　100の場合

を押します。
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通話中に別の相手から電話がかかってきたときに「ププ、ププ・・・」という割込音
でお知らせします。
INSキャッチホンと疑似キャッチホンがあります。

フレックスホンのINSキャッチホン（INSネット64）と疑似キャッチホン（ITX92BT
機能）の違い

・INSナンバー･ディスプレイ契約時はキャッチホン・ディスプレイ機能を使うことがで
きます（  5-61ページ）。

・INSキャッチホンで割り込みさせる相手をあらかじめ制限しておくことができます。
　「キャッチホンを受け付ける相手を限定する（選択キャッチホン／疑似選択キャッチホ
ン）」（  5-92ページ）。

・フレックスホン（INSキャッチホン・通信中転送・三者通話・着信転送）を契約してい
る場合も疑似キャッチホンは利用できますが、INSキャッチホンと疑似キャッチホン
を同時に利用することはできません。

・ITX92BTに接続した2台の電話機がそれぞれ通話中に、さらに別の相手から電話がか
かってきたときは、INSキャッチホンを設定しているアナログポートの中で若いアル
ファベットのポートにのみ「ププ、ププ…」という割込音が聞こえます。たとえば、電
話Aポートと電話BポートにINSキャッチホンを設定している場合は、電話Aポートに
割込音が聞こえます。

電
話
中
に
別
の
電
話
を
受
け
る

（IN
S

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
／
疑
似
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
）

追加契約

追加料金

サービスの違い

利用条件

INSネット64フレックスホン

INSキャッチホン

フレックスホンのINSキャッチホン

付加サービス使用料

Bチャネルを1本しか使わないた

め、空いているポートで通話や通信

ができます。

通信中着信通知サービスも契約して

ください。

ITX92BT

疑似キャッチホン

不要

不要

B1・B2チャネルを両方使うため、

ほかのポートを使用できません（内

線通話のみ可能）。

－
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　キャッチホンを設定する
フレックスホンのINSキャッチホンと疑似キャッチホンの、どちらを利用するかをポー
トごとに設定します。

キャッチホンの方法を選択する

「INSキャッチホンを使用する」または「疑似キャッチホンを使用する」を選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

ファクスやモデムを接続したポートには、キャッチホンを設定しないでください。通信
中に割込音が入ると、通信エラーとなります。

電話機から設定することができます。
No.2：キャッチホン（ 5-105ページ）

電
話
中
に
別
の
電
話
を
受
け
る

（IN
S

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
／
疑
似
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
）

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］タブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

設定項目から［よく利用する設定］を
選択する

（初期値　使用しない）
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　キャッチホンを受ける
通話中に別の電話がかかってきたとき（割込音が聞こえたとき）は、フッキングで相手を
切り替えます。

Aさんとの通話中に「ププ、ププ…」と
いう割込音が聞こえる

Bさんから電話がかかっています。Bさ
んには、呼出音が聞こえています。

フッキングする（  5-8ページ）

Bさんとの電話に出ることができます。
Bさんと話している間、Aさんには保留
音が流れます。もし、この間にAさんが
電話を切ると、Aさんとの通話は終了し
ます。

もう一度フッキングする

Aさんとの通話に戻り、Bさんには保留
音が流れます。
以降、フッキングするたびに、相手が交
互に切り替わります。

電話網 

ITX92BT

Aさん 

Bさん 

PuPu.PuPu.

 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

電
話
中
に
別
の
電
話
を
受
け
る

（IN
S

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
／
疑
似
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
）
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通話中にもう一人を呼び出して三人で通話します。INSネット64のフレックスホン
の三者通話と疑似三者通話があります。

INSネット64のフレックスホンの三者通話とITX92BTの機能の疑似三者通話には、次
のような違いがあります。

　INSネット64三者通話と疑似三者通話の違い

疑似三者通話（ミキシングモード）の終了時は、最後の発信にかかった通話料金がらくら
くアシスタントの直前通信料金に表示されます（ 『データ通信ガイド』「Atermのその
他の機能－AtermITX92BTの現在の状態を確認する」）。

通信中転送も同時に契約してく

ださい。

INSネット64フレックスホン ITX92BT

三者通話 疑似三者通話

追加契約 フレックスホンの三者通話 不要

追加料金 付加サービス使用料 不要

サービスの違い

利用条件

その他

－

－

Bチャネルを1本しか使わないた

め、三者通話中でも空いている

ポートで通話や通信が可能です。

・B1・B2チャネルを両方使う

ため、三者通話中は他のポー

トは使用できません。

　（内線電話のみ可能）

・通信中転送は利用できません。

・ミキシングモードから切替

モードには移行できません。

－

三
人
で
同
時
に
話
す（
三
者
通
話
／
疑
似
三
者
通
話
）
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　三者通話を設定する
フレックスホンの三者通話と疑似三者通話のどちらを利用するかを設定します。

三
人
で
同
時
に
話
す（
三
者
通
話
／
疑
似
三
者
通
話
）

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［その他の設定］を選択
する

三者通話の方法を選択する

「三者通話を使用する」または「疑似三者通話を使用する」を選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。
No.27：三者通話（ 5-109ページ）

（初期値）
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三
人
で
同
時
に
話
す（
三
者
通
話
／
疑
似
三
者
通
話
）

　三者通話する
三者同時に会話するミキシングモードと、二者を切り替えて会話する切替モードがあり
ます。

●ミキシングモード（三者同時に会話する）

三人で同時に会話できます。

Aさんとの通話中にBさんを呼び出す

1) フッキングします。（  5-8ペー
ジ）
Aさんには、保留音が聞こえます。

2)「プププ・・・」という音が聞こえた
ら、Bさんの電話番号をダイヤルしま
す。
Bさんが電話に出れば、話ができま
す。

Aさん、Bさん、自分の三人で会話する

フッキングし、「プププ・・・」という音
が聞こえたらもう一度フッキングしま
す。
Aさん、Bさん、自分の三人で同時に会
話できます。

電話を切る

1秒以上受話器を戻すか、フックスイッ
チを長く押します。
AさんとBさん両方との電話が切れま
す。

電話網 

ITX92BT

Aさん 

Bさん 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU



5-52

電
話
機
能

三
人
で
同
時
に
話
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三
者
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／
疑
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通
話
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●切替モード（二者を切り替えて会話する）

通話中の相手を切り替えて交互に会話します。同時に会話できるのは二人です。

切替モードとミキシングモードを切り替えるには、2回続けてフッキングします。ただ
し、疑似三者通話の場合は、切替モードからミキシングモードへは移行できますが、ミ
キシングモードから切替モードに切り替えることはできません。

Aさんとの通話中にBさんを呼び出す

1) フッキングする（  5-8ページ）
Aさんには、保留音が聞こえます。

2)「プププ・・・」という音が聞こえた
ら、Bさんの電話番号をダイヤルしま
す。
Bさんが電話に出れば、話ができま
す。

Aさんとの通話に戻る

Bさんとの通話中にフッキングすると「プ
プッ、ププッ」という音が聞こえ、その
音が停止した後にAさんとの通話に戻り
ます。
この操作を繰り返し、何度でも通話を切
り替えることができます。

電話を切る

1）1秒以上受話器を戻すか、フックス
イッチを長く押します。
現在通話中の相手との電話が切れま
す。

2) 着信音が鳴ったら、受話器を取りま
す。
保留中の相手と話ができます。

お待ちください 

電話網 

ITX92BT

Aさん 

Bさん 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU
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電話をかけるときに、自分の電話番号を相手に知らせます。相手の方がナンバー・
ディスプレイを使っている場合やINSネット64を使っている場合、相手側の電話機
にこちらの電話番号を表示します。

通知した電話番号が相手側に表示されるのは、次のような場合です。
・ INSナンバー・ディスプレイを契約し、ナンバー・ディスプレイ対応の電話機を使っ
ている場合

・PHSやデジタル携帯電話の場合

　186／184を付ける

発信者番号の通知する／しないを一時的に変更したい場合は、相手の電話番号をダイヤ
ルする前に、 または をダイヤルしてください。INSネット
64の契約やITX92BTの設定内容に関係なく、通知する／通知しないを指定できます。

186（通知する）　：電話番号が通知されます。
184（通知しない）：電話番号は通知されません。

　発信者番号を通知する／通知しないの組み合わせ

INSネット64の契約やITX92BTの設定、186／184の付加の組み合わせによって、
実際に通知する／しないは次のようになります。

ITX92BTの設定

通知しない 通知する

相手の電話番号 × ○ ○

184＋相手の電話番号 × × ×

186＋相手の電話番号 ○ ○ ○

相手の電話番号 × ○ ×

184＋相手の電話番号 × × ×

186＋相手の電話番号 ○ ○ ○

通常通知
（通話ごと非通知）

通常非通知
（回線ごと非通知）

○：通知する　×：通知しない

INSネット
64の申込
内容に従う

発信時のダイヤル
INSネット64の
契約

自
分
の
電
話
番
号
を
相
手
に
知
ら
せ
る（
発
信
者
番
号
通
知
）
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INSネット64で常時通知拒否をご契約の場合、ITX92BTの設定や186／184の付加に
関係なく、常に通知されません（常時通知拒否は以前にあった契約パターンです。現在、
新しく常時通知拒否を契約することはできません）。

     発信者番号通知を設定する
発信者番号を通知するかどうかを、ポートごとに設定します。

番号通知を選択する

契約内容に関わりなく通知するときは「行う」を、契約通りとするときは「INSネット64の
申込通り」を選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

発信者番号通知の設定はアナログポートごとに設定してください。

自
分
の
電
話
番
号
を
相
手
に
知
ら
せ
る（
発
信
者
番
号
通
知
）

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］タブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

設定項目から［よく利用する設定］を
選択する

（初期値）
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・ i・ナンバーを使用しないとき

自
分
の
電
話
番
号
を
相
手
に
知
ら
せ
る（
発
信
者
番
号
通
知
）

・電話機から設定することができます。
　No.9：発信者番号通知（ 5-106ページ）

・データポートの設定は、添付CD-ROMに収録されている『データ通信ガイド』 の「デー
タ通信」を参照してください。

     通知する電話番号を設定する
相手に通知する電話番号を、ポートごとに設定します。契約者回線番号、ダイヤルイン
番号、i・ナンバー情報として登録した番号の中から、通知する番号をポートごとに選択
できます。何も設定しなければ、契約者回線番号が通知されます。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［INS回線の電話番号の設定］ボタンをクリックする

ポートごとに電話番号を選択する

通知する電話番号を選択します。ポートごとに1つの電話番号を選択できます。

［契ON]ボタンをクリックすると、すべ
てのポートの通知番号が契約者回線番
号となります。［全OFF］ボタンをクリッ
クすると、すべてのポートのチェックが
はずれます。
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・ i・ナンバーを使用するとき

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります

電話機から設定することができます。
ｉ・ナンバーを利用する場合は、No.22：i・ナンバー利用時の発信者通知番号（ 5-
107ページ）
ｉ・ナンバーを利用しない場合は、No.19：i・ナンバー以外での発信者通知番号
（ 5-107ページ）

自
分
の
電
話
番
号
を
相
手
に
知
ら
せ
る（
発
信
者
番
号
通
知
）

[1 ON］ボタンをクリックすると、すべ
てのポートの通知番号が i・ナンバー情
報1となります。[2 ON]ボタンをク
リックすると、すべてのポートの通知番
号が i・ナンバー情報 2となります。[3
ON］ボタンをクリックすると、すべての
ポートの通知番号が i・ナンバー情報3と
なります。
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電話がかかってきたときに、相手の電話番号をナンバー・ディスプレイに対応した
電話機に表示します。電話に出る前に相手が誰なのかわかるので安心です。

　INSナンバー・ディスプレイ

INSナンバー・ディスプレイを契約し、ナンバー・ディスプレイ対応の電話機やファク
ス（アナログ通信機器）を使用すると、電話がかかってきたときに相手の電話番号が電話
機やファクスのディスプレイに表示されます。相手が電話番号を通知（発信者番号通知）
してこない場合は、電話番号が表示されず、通知しない理由（非通知・公衆電話・表示圏
外）が表示されます。

　INSナンバー・リクエスト

電話番号を通知してこない相手に、音声で電話番号を通知してかけ直すようメッセージ
を流します。電話番号を通知してこない電話は、こちらには着信しません。

　利用条件

・INSナンバー・ディスプレイを契約しないでITX92BTにナンバー・ディスプレイを設
定しても、接続したナンバー・ディスプレイ対応のアナログ通信機器に電話番号は表
示されません。

・1つのアナログポートに複数のアナログ通信機器を接続した場合、ナンバー・ディスプ
レイ対応のアナログ通信機器を使用していても電話番号が正常に表示されません。

・INSナンバー・ディスプレイをご利用の場合は、着信中はらくらくアシスタントの
［OK］ボタンや［登録］ボタンをクリックしないでください。

追加契約

追加料金

利用条件

その他

INSナンバー・ディスプレイ

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

相手の電話番号を表示させるには、

ナンバー・ディスプレイに対応した

アナログ通信機器が必要です。

電話Cポートでは、INSナンバー・

ディスプレイが働きません。電話A

ポートまたは電話Bポートを使用し

てください。

INSナンバー・リクエスト

INSナンバー・ディスプレイ

INSナンバー・リクエスト

付加サービス使用料

INSナンバー・リクエストは、

INSナンバー・ディスプレイの

オプションサービスです。

─

か
け
て
き
た
相
手
の
電
話
番
号
を
表
示
す
る

（IN
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・
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ス
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イ
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・
リ
ク
エ
ス
ト
）
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・INSナンバー・ディスプレイを契約していなくても、電話をかけてきた相手がISDN回
線・携帯電話・PHSなどからかけてきている場合は、ITX92BTの液晶ディスプレイ
に、それらの電話番号を表示します。

・相手が使用しているPHSやデジタル携帯電話の機種によっては、電話番号が表示され
ないことがあります。

・INSナンバー・リクエストで相手に応答している場合、こちらの電話機の着信音は鳴
りません。電話をかけた人には電話料金がかかります。

・INSネット64加入者・デジタル携帯電話・PHSから発信者番号を通知して電話がか
かってきた場合は、INSナンバー・ディスプレイの契約をしなくても、ITX92BTの液
晶ディスプレイやナンバー・ディスプレイ対応のアナログ通信機器に相手の電話番号
が表示されます。INSナンバー・ディスプレイを契約すると、アナログ回線からかかっ
てきた電話番号も表示されるようになります。

・発信者番号通知については、「自分の電話番号を相手に知らせる（発信者番号通知）」
（  5-53ページ）をお読みください。

・お使いのアナログ通信機器がナンバー・ディスプレイに対応していても、機種によっ
ては、発信者番号が正常に表示されないことがあります。

・INSキャッチホン（  5-46ページ）を契約すると、キャッチホンの相手の電話番号
も表示されます（  5-61ページ）。

・通話が終了してすぐに着信音が鳴った場合、発信者番号は表示されません。

か
け
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　ナンバー・ディスプレイを設定する
ナンバー・ディスプレイを使用するように設定します。

情報通知サービスからナンバー・ディスプレイを選択する

「ナンバー・ディスプレイを使用する」または「ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダイヤル
インを使用する」（モデム・ダイヤルイン使用の場合）を選択します。

設定項目から、［高度な設定］を選択する

必要に応じて発・着サブアドレス通知を選択する

接続するアナログ通信機器にサブアドレスの表示機能がある場合には、相手のサブアドレ
スを表示することができます。
「発・着サブアドレスを通知する」をチェックします。

か
け
て
き
た
相
手
の
電
話
番
号
を
表
示
す
る

（IN
S

ナ
ン
バ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
とIN

S

ナ
ン
バ
ー
・
リ
ク
エ
ス
ト
）

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］タ
ブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

設定項目から［よく利用する設定］を
選択する

（初期値　チェックなし）

（初期値　使用しない）
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［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

相手からサブアドレスが通知された場合、ITX92BTは電話番号とサブアドレスを／（ス
ラッシュ）などで区切って、アナログ通信機器に通知します。アナログ通信機器にサブ
アドレスの表示機能がない場合は、ITX92BTの「発・着サブアドレスを通知する」の
チェックをはずしてください（ 5-45ページ）。

電話機から設定することができます。
No.23：情報通知サービス（ 5-107ページ）
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通話中に別の相手から電話がかかってきたときにも、相手の電話番号を電話機に表
示します。

キャッチホン・ディスプレイは、ナンバー・ディスプレイをキャッチホンのときにも表
示できるように機能を拡張したものです。INSナンバー・ディスプレイを利用する場合
の条件に加えて、電話機やファクス付き電話機がキャッチホン・ディスプレイに対応し
ていなければなりません。さらに、INSキャッチホンまたは疑似キャッチホンの設定が
必要です。

　利用条件

電話Cポートでは、キャッチホン・ディスプレイがはたらきません。電話Aポートまた
は電話Bポートを使用してください。

     ナンバー・ディスプレイを設定する
ナンバー・ディスプレイを使用するように設定します。
「かけてきた相手の電話番号を表示する（INSナンバー・ディスプレイとINSナンバー・
リクエスト）」（ 5-57ページ）

     キャッチホンを設定する
INSキャッチホンまたは疑似キャッチホンの設定をします。
「電話中に別の電話を受ける（INSキャッチホン／疑似キャッチホン）」（ 5-46ページ）

     キャッチホン・ディスプレイを設定する

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
で
受
け
る
電
話
の
番
号
も
表
示
す
る

（
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］タ
ブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

疑似キャッチホンを利用する場合

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

追加契約

追加料金

利用条件

INSキャッチホンを利用する場合

INSナンバー・ディスプレイ

INSキャッチホン

両方のサービスの付加サービス使用

料

キャッチホン・ディスプレイに対応したアナログ通信機器が必要です。
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設定項目から［よく利用する設定］を選択する

キャッチホン・ディスプレイの使用をチェックする

キャッチホン・ディスプレイを使用するかどうかを、電話ポートごとに設定します。

必要に応じて、発・着サブアドレスを選択する

接続するアナログ通信機器にサブアドレス機能がある場合には、相手のサブアドレスを表
示することができます。設定項目から［高度の設定］を選択し、「発・着サブアドレスを通
知する」をチェックします。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。
No.17：キャッチホン・ディスプレイ（ 5-106ページ）

　キャッチホンを受ける
通話中に別の電話がかかってくると、新しい相手の電話番号が電話機のディスプレイに
表示されます。受ける操作は通常のキャッチホンと同じです。

（初期値　チェックなし）

電話網 

PuPu.PuPu.Pi

Bさん 
03-1234-5678

ITX92BT

Aさん 

0312345678

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
で
受
け
る
電
話
の
番
号
も
表
示
す
る

（
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）



電
話
機
能

5-63

Aさんとの通話中に「ププ、ププ…、
ピッ」という音が聞こえる

電話機のディスプレイに新しくかけて
きた相手であるBさんの電話番号が表示
されます。

フッキングする

Bさんの電話に出ることができます。
Bさんと話している間、Aさんには保留
音が流れます。

もう一度フッキングする

Aさんとの通話に戻り、Bさんには保留
音が流れます。
以降、フッキングするたびに相手が交
互に切り替わります。

・お使いのアナログ通信機器がキャッチホン・ディスプレイに対応していても、機種に
よっては、発信者番号が正常に表示されないことがあります。

・相手からサブアドレスが通知された場合、ITX92BTは電話番号とサブアドレスを／
（スラッシュ）などで区切って、キャッチホン・ディスプレイ対応のアナログ通信機器
に通知します。ただし、アナログ通信機器にサブアドレスの表示機能がない場合は、
ITX92BTの発・着サブアドレスを通知しないように設定してください（ 5-45ペー
ジ手順7）。

・キャッチホン・ディスプレイの割り込み音は、「ププ、ププ…」のあとに「ピッ」という
音が聞こえます。「ピッ」が通話の声などに重なると、電話番号が正しく表示されない
ことがあります。また、1秒程度通話がとぎれます。

・お出かけ設定の「フラッシュモード」、または「停電時にブザーを鳴らす」を設定してい
ると、電話番号が正しく表示されないことがあります。

・内線通話中に外線から着信があったときは、キャッチホンの設定をしていなくても、
キャッチホン・ディスプレイ対応のアナログ通信機器に電話番号を表示します。

相手から電話番号が通知されなかったときは、通知されない理由（非通知・公衆・表示
圏外）が表示されます。

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
で
受
け
る
電
話
の
番
号
も
表
示
す
る

（
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
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（
お
出
か
け
設
定
）

外出時や就寝時など電話に出られないときは、お出かけ設定を使うと便利です。で
かけるボタンを押すだけで、電話を転送したり、電話のベル（着信音）を鳴らさない
ようにしたりできます。

お出かけ設定には4種類のモードがあります。前もって下記のいずれか1つのモードを選
択し、転送条件などの設定作業を行います。

お出かけ設定を開始するときは、でかけるボタンを押してください（ 5-68ページ）。

おやすみモード

電話がかかってきたとき、着信音を鳴らす代わりにITX92BTのディスプレイのピクトグ
ラム A B C を点滅させて知らせます。着信ポートがわかるので、電話に出ることが
できます。

電話着信転送モード

フレックスホンの「着信転送」やITX92BTの「疑似着信転送」でかかってきた電話を転送し
ます。

また、BIGLOBEに加入し遊遊メールを契約している場合は、「電話番号着信通知」を使っ
て相手の電話番号を電子メールで知らせることもできます。

フレックスホンの着信転送を使う場合はINSネット64の追加契約が、電子メールで通知
する場合はBIGLOBEの遊遊メールの契約が必要です。また、転送方法や転送条件などの
設定作業も必要です。以下のページもあわせてお読みください。
「かかってきた電話を転送する（着信転送／疑似着信転送／電話番号着信通知）」（ 5-
69ページ）

なお、疑似着信転送を使用する場合は、Bチャネルが2本とも空いている状態のときだけ
電話を転送することができます。

ボイスワープ転送モード

INSボイスワープを使って電話を転送します。INSボイスワープ／INSボイスワープ・セ
レクトの契約や転送条件などの設定作業が必要です。以下のページもあわせてお読みく
ださい。
「ボイスワープで転送する（INSボイスワープとINSボイスワープ・セレクト）」（ 5-76
ページ）

フラッシュモード

電話のベル（着信音）を鳴らしたくないときは、フラッシュモードにします。着信時は、
でかけるボタンが点滅します。どのポートに着信したかはわかりません。
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おやすみモードの利用時は、次のことに注意してください。

・着信にコードレス子機で応答する場合は、子機の［通話］ボタンや［外線］ボタンを押し
てください。ボタンを押さないと、数十秒で電話が切れることがあります。

・ナンバー・ディスプレイを設定したアナログポートに着信があった場合でも、接続し
ている電話機の種類によっては電話番号が表示されないものがあります。

・モデム・ダイヤルインを設定したアナログポートに着信があった場合、着信音を鳴ら
さないので、着信している電話機がわからなくなることがあります。

・アナログ・ダイヤルインを設定しているアナログポートへは着信しません。

　各モードの違い

追加契約

追加料金

着信時の
動作

利用条件

その他

ボイスワープ転送
モード
INSボイスワープ／
INSボイスワープ・
セレクト

付加サービス使用料

設定された電話番号
に転送されます。

－

ITX92BTに設定が
必要です（「ボイス
ワープで転送する」

5-76ページ）。

電話着信転送モード

「着信転送」利用時は
必要
「疑似着信転送」利用
時は不要
「着信転送」利用時は
付加サービス使用料
が必要
「疑似着信転送」利用
時は不要
着信転送と疑似着信
転送の場合は、設定
された電話番号に転
送されます。電話番
号着信通知の場合
は、相手の電話番号
が電子メールで通知
されます。

「電話番号着信通知」
を利用するには、
BIGLOBEへの加
入、遊遊メールの契
約、INSネット64
の発信者番号通知の
契約が必要です。
ITX92BTに設定が
必要です（「かかって
きた電話を転送する」

5-69ページ）。

おやすみモード

不要

不要

・でかけるボタンを
点滅させます。
　また、着信したア
ナログポートのピ
クトグラム（ A、
B、 C）を点滅さ
せます。
・一度着信すると、そ
の後はでかけるボタ
ンが点滅したままに
なります。

－

点滅したアナログ
ポートに接続した電
話機の受話器をあげ
ると、通話できます。

フラッシュモード

不要

不要

でかけるボタンを点
滅させます。どの
ポートに着信したか
はわかりません。電
話が切断されると点
灯に変わります。

－

－
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け
設
定
）

操作を中止するときは、 CLR ボタンを押します。

     電話着信転送モード／ボイスワープ転送モードの設定をする
電話着信転送モードまたはボイスワープ転送モードを使用する場合は、それぞれ設定
が必要です｡
着信転送／疑似着信転送／電話番号着信通知の場合
「かかってきた電話を転送する（着信転送／疑似着信転送／電話番号着信通知）」（ 5-
69ページ）
INSボイスワープまたはINSボイスワープ・セレクトの場合
「ボイスワープで転送する（INSボイスワープとINSボイスワープ・セレクト）」（ 5-
76ページ）

     お出かけ設定のモードを選択する
ITX92BT前面の操作ボタン、らくらくアシスタントまたは電話機のボタンを使っ
て、お出かけ設定の4種類のモードから使用するモードを選択します。

●操作ボタンを使って選択する

MENU ボタンを押す

ボタンまたは ボタンを
押して、「お出かけ設定」を反転表示さ
せ、ENTER ボタンを押す

ボタンまたは ボタンを
押して、使用するモードに矢印を合わ
せ、ENTER ボタンを押す

メッセージが表示され、使用するモード
が選択されます。

「番号を設定してください」と表示されたときは、 CLR ボタンを押して操作を中止し、電
話番号や設定条件などを登録してから再度操作してください（ 5-69ページおよび5-
76ページ）。
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●電話機のボタンを使って選択する

受話器をあげる

を押す

選択するモードのボタンを押す

：おやすみモード（初期値）
：電話着信転送モード
：ボイスワープ転送モード
：フラッシュモード

 
 

A

を押す

受話器を戻す

●らくらくアシスタントを使って選択する

らくらくアシスタントのメニュー画面
を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタンを
クリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［着信設定］を選択する

モードを選択する

使用するモードを選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

（初期値　おやすみモード）
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　お出かけ設定を開始／停止する
でかけるボタンを押して、お出かけ設定を開始します。

でかけるボタンを上から1秒以上押す

「ピッ」と音がして、でかけるボタンがオレンジ色に点灯します。また、液晶ディスプレイ
に、設定されているお出かけ設定のモードが表示されます。これでお出かけ設定が開始さ
れます。表示されたモードがご利用になりたいモードと違う場合は、次の手順2でお出か
け設定を停止してから、Step2（ 5-66ページ）に戻って、モードの選択を行ってくだ
さい。

お出かけ設定を停止するときは、でかけるボタンをもう一度1秒以上押す

でかけるボタンを押したあとで、もう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくださ
い。

　でかけるボタンをロックする／解除する
間違えて、でかけるボタンを押してお出かけ設定を開始してしまわないように、でか
けるボタンをロックすることができます。

MENU ボタンを6秒続けて押す

「でかけるボタンをロックしました」または「でかけるボタンをロック解除しました」と
液晶ディスプレイに表示されたら手を離す

でかけるボタンがロック（または解除）されます。

購入時は、でかけるボタンはロックされています。最初にロックを解除してください。
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かかってきた電話をほかの電話番号に自動的に転送します。INSネット64の着信転
送と疑似着信転送があります。電話への転送ではなく、かけてきた相手の電話番号
をメールで知らせる電話番号着信通知も利用できます。

●着信転送または疑似着信転送を利用される方は  5-71ページ
●電話番号着信通知を利用される方は  5-73ページ

Pi. Pi. Pi. P
i.

電話網 

INSネット64

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

転送先 

転送 

着信転送には、INSネット64の着信転送と、ITX92BTの機能の疑似着信転送がありま
す。

電話番号着信通知は、電話を転送する代わりに、電子メールで相手の電話番号を知らせ
るもので、BIGLOBEの遊遊メールサービスを使います。アナログポートには、通常どお
り着信しますので、留守番電話に残されたメッセージの相手の確認や着信したファクス
の送り主の確認などに便利です。

着信転送か電話番号着信通知のいずれか1つを選択し、転送条件などの設定を行います。
転送を開始するときは、でかけるボタンを押すだけです。

転送元

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
転
送
す
る

（
着
信
転
送
／
疑
似
着
信
転
送
／
電
話
番
号
着
信
通
知
）
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　フレックスホン　着信転送（INSネット64）／疑似着信転送（ITX92BT機能）／電
話番号着信通知（遊遊メール）の違い

*1　転送トーキ：「ただいま電話を転送しますので、そのままお待ちください」という音声メッセージ
*2　転送元トーキ：「電話が転送されますので、そのままお待ちください」という音声メッセージ

追加契約

追加料金

サービス

の違い

利用条件

その他

電話番号着信通知

（遊遊メール）

NECのインターネットプ

ロバイダ「BIGLOBE」の

「遊遊メール」の契約が必

要

INSネット64のユーザ

間情報通知サービスの

契約が必要

「遊遊メール」利用料など

かけてきた相手の電話

番号を遊遊メール形式

にして「BIGLOBE」の

メールサーバへ自動的

に送信します。電子メー

ルで、かけてきた相手の

電話番号を知ることが

できます。

発信者番号通知を行う

必要があります。

遊遊メールについて詳

しくは、「Atermで使え

るメール機能」（ 添

付CD-ROMに収録され

ている『データ通信ガイ

ド』）をお読みください。

INSネット64

フレックスホン

着信転送

フレックスホンの着信

転送

付加サービス使用料

・転送中はBチャネルを

1本しか使わないため、

空いているポートで通

話や通信が可能です。

・着信時に転送トーキ*1、

転送元トーキ*2の流し方

を指定できます。

－

－

ITX92BT

疑似着信転送

不要

不要

・B1・B2チャネルを両

方使うため、着信転送

時は、他のポートは使

用できません（内線電

話のみ可能）。

・転送トーキや転送元

トーキが流れません。

－

INSネット64の申込内

容が通常通知（通話ごと

非通知）の場合は、転送先

には電話番号を通知し

ます。 i・ナンバー利用の

時は、着信したi・ナン

バー情報を、それ以外は

契約者回線番号を通知

します。

・これらの機能を開始するときは、でかけるボタンを使用します。
　「外出時や就寝中など電話に出られないときに利用する（お出かけ設定）」（ 5-64ペー
ジ）

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
転
送
す
る

（
着
信
転
送
／
疑
似
着
信
転
送
／
電
話
番
号
着
信
通
知
）
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・特定の相手からの電話のみを転送する場合は、識別着信転送を使います。
　「特定の電話だけを転送する（識別着信転送）」（ 5-102ページ）

・話中時や無応答時など条件付きで転送する場合は、INSボイスワープを使います。
　「ボイスワープで転送する（INSボイスワープとINSボイスワープセレクト）」（ 5-76
ページ）

・ITX92BTまでの通話料金は発信者に、ITX92BTから転送先の通話料金はITX92BT
側にかかります。疑似着信転送を使う場合、かかった料金は電話Aポートに蓄積されま
す。

・着信転送／疑似着信転送はアナログポートに電話機を接続しなくても利用できます。

・ITX92BTに着信があっても着信音は鳴りません。

　着信転送または疑似着信転送を利用する場合
電話着信転送モードを選び、転送の種類や転送条件などを登録します。転送元や転送先
電話番号も登録してください。

「電話着信転送モード」を選択する

［着信転送設定］ボタンをクリックする

「着信転送」または「疑似着信転送」を選択する

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［着信設定］を選択する

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
転
送
す
る

（
着
信
転
送
／
疑
似
着
信
転
送
／
電
話
番
号
着
信
通
知
）

（初期値　おやすみモード）

（初期値）
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無条件転送を選択する

「使用しない（無条件に転送する）」を選択します。

転送元と転送先の電話番号とトーキの有無を選択する

1) 転送元の電話番号を選択する
ITX92BTに登録してある、契約者回線番号や i・ナンバーまたはダイヤルイン番号を
3つまで登録できます。

2) 転送先の電話番号を入力する
3) 着信転送の場合は、トーキの有無を選択する
・i・ナンバーを使用しないとき

・ i・ナンバーを使用するとき

［OK］ボタンをクリックする

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。5-74ページの「お知らせ」をご覧ください。

（初期値）

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
転
送
す
る

（
着
信
転
送
／
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似
着
信
転
送
／
電
話
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号
着
信
通
知
）
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　電話番号着信通知を利用する場合
遊遊メールの電話番号着信通知を利用するときは、電話着信転送モードと電話番号着信
通知を設定します。着信転送先メールアドレスとBIGLOBE-IDを登録してください。

「電話着信転送モード」を選択する

［着信転送設定］ボタンをクリックする

「電話番号着信通知」を選択する

BIGLOBE-ID、転送元電話番号、転送先メールアドレスを設定する

1) BIGLOBEのIDを入力する
2) 転送元の電話番号を選択する
ITX92BTに登録してある、契約者回線番号や i・ナンバーまたはダイヤルイン番号を
3つまで登録できます。

3) 転送先のメールアドレスを入力する

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［着信設定］を選択する

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
転
送
す
る

（
着
信
転
送
／
疑
似
着
信
転
送
／
電
話
番
号
着
信
通
知
）

（初期値　おやすみモード）

（初期値）
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転送元電話番号、転送先メールアドレスは、3パターン設定できます。
・i・ナンバーを使用しないとき

・i・ナンバーを使用するとき

［OK］ボタンをクリックする

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。下記を設定します。
No.37：お出かけ設定（ 5-110ページ／「電話着信転送」モードにする）
No.41：着信転送（ 5-111ページ）
No.29：転送条件（ 5-109ページ／「無条件転送」にする）
No.32：着信転送元アドレス・サブアドレス（ 5-110ページ）
着信転送／疑似着信転送を利用する場合は、No.30：着信転送先アドレス（ 5-109
ページ／着信転送）

電話番号着信通知を利用する場合は、No.31：電話番号転送先メールアドレス（ 5-
109ページ）

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
転
送
す
る

（
着
信
転
送
／
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似
着
信
転
送
／
電
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着
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　着信転送を開始／停止する
でかけるボタンを押すと、お出かけ設定になり、転送を開始します。液晶ディスプレイ
に「着信転送」と表示されることを確認してください｡「おやすみ」などお出かけ設定の別
のモードが表示されたときは、「外出時や就寝中など電話に出られないときに利用する
（お出かけ設定）」のStep2（ 5-66ページ）を参照して、電話着信転送モードに設定し
直してください｡

でかけるボタンを1秒以上押す

「ピッ」と音がして、でかけるボタンがオレンジ色に点灯します。以降の着信が転送されま
す。着信すると、ディスプレイに以下のように表示されます｡

　　　 着信時　　　　→ 　　  転送完了時

 　　

転送を停止するときは、でかけるボタンをもう一度1秒以上押す

でかけるボタンが消灯します。

・でかけるボタンを押したあと、もう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくださ
い。

・購入時は、でかけるボタンがロックされています｡ MENU ボタンを6秒以上押して、ロッ
クを解除してください（ 5-68ページ）｡

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
転
送
す
る

（
着
信
転
送
／
疑
似
着
信
転
送
／
電
話
番
号
着
信
通
知
）

（表示は疑似着信転送の例です）



5-76

電
話
機
能

通話中や応答できなかった場合など条件に応じた着信転送を行うには、INSボイス
ワープやINSボイスワープ・セレクトを使います。INSボイスワープ・セレクト
は、登録済みの相手だけを転送の対象にするものです。

INSボイスワープ、INSボイスワープ・セレクトは、ネットワーク転送型の転送サービス
です。以下の4つの転送条件から1つを選択することができます。

・かかってきた電話を無条件で転送する（無条件転送）

・無応答のまま設定した時間を超えた場合に転送する（無応答時転送）

・通話中でふさがっているときのみ転送する（話中時転送）

・無応答または話中時に転送する（無応答時または話中時転送）

　INSボイスワープとINSボイスワープ・セレクトの違い

INSボイスワープは、契約者回線番号や追加番号ごとに契約できます。

INSボイスワープ、INSボイスワープ・セレクトの詳細については、NTT東日本・NTT
西日本の窓口にお問い合わせください。

追加契約

追加料金

サービスの違い

利用条件

INSボイスワープ

INSボイスワープ

付加サービス使用料

相手を問わず、転送します。

INSボイスワープ・セレクト

INSボイスワープ・セレクト

付加サービス使用料

あらかじめ登録された相手からの着信

のみ転送することなどができます。

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
で
転
送
す
る

（IN
S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
とIN

S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
・
セ
レ
ク
ト
）

・ITX92BTは「スティミュラスプロトコル（キーパッドプロトコル）手

順」をサポートしています。

・INSネット64に転送先の電話番号などを登録する必要があります。

登録方法などサービスの詳細は、NTT東日本・NTT西日本の窓口に

お問い合わせください。
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     転送先電話番号を登録する
転送先電話番号の登録は電話機から行います。設定方法については、NTT 東日本または
NTT 西日本から配布される『INS ボイスワープの操作方法』をあわせてお読みください。
また詳細はNTT東日本・NTT西日本の窓口にお問い合わせください。

     ボイスワープ転送を設定する
ボイスワープ転送モードを選び、転送開始モードを登録します。初めてのときは、INS
ボイスワープを契約した電話番号も登録してください。
設定は、下記のほか、NTT東日本またはNTT西日本から配布される『INSボイスワープ
の操作方法』もあわせて参照してください。

お出かけ設定のモードからINSボイスワープ転送モードを選択する

「INSボイスワープ転送モード」を選択します。

［INSボイスワープ設定］ボタンをクリックする

ボイスワープを契約した電話番号を入力する

ボイスワープを契約した電話番号を入力します。

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［着信設定］を選択する

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
で
転
送
す
る

（IN
S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
とIN

S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
・
セ
レ
ク
ト
）

（初期値　おやすみモード）
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転送開始モードを選択する

転送開始モードから１つを選択します。

［OK］ボタンをクリックする

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

・でかけるボタンで転送できる電話番号は1つです。複数の電話番号を転送したい場合
は、INSボイスワープの説明書を参照して、残りの電話番号の転送操作を電話機から
行ってください。

・起動電話番号、停止用電話番号とはボイスワープサービス開始／停止用の電話番号で
す。INSボイスワープサービスの番号が変更されたときだけ、ここの番号を変更しま
す。通常は初期値のままにして、変更しないでください。

電話機から設定することができます。下記を設定します。
No.37：お出かけ設定（ 5-110ページ／「ボイスワープ転送モード」にする）
No.47：ボイスワープ設定（ 5-114ページ／ボイスワープを契約した電話番号）
No.38：ボイスワープ転送モード（ 5-110ページ）

（初期値）

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
で
転
送
す
る

（IN
S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
とIN

S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
・
セ
レ
ク
ト
）
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でかけるボタンを1秒以上押す

「ピッ」と音がしてでかけるボタンがオレ
ンジ色に点灯し、液晶ディスプレイに
「ボイスワープ」と表示され、ボイスワー
プが開始されます。ITX92BTがボイス
ワープセンタに自動的に電話をかけ
て、転送サービスを開始します。
液晶ディスプレイに「おやすみ」などお出
かけ設定の別のモードが表示されたと
きは、「外出時や就寝中など電話に出ら
れないときに利用する（お出かけ設定）」
のStep2（ 5-66ページ）を参照し
て、ボイスワープ転送モードに設定し
直してください｡

転送を停止するときは、もう一度1秒
以上でかけるボタンを押す

でかけるボタンが消灯します。
ITX92BTがボイスワープセンタに自動
的に電話をかけて、転送サービスを停
止します。

　ボイスワープ転送を開始／停止する
でかけるボタンを押して転送を開始します。

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
で
転
送
す
る

（IN
S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
とIN

S

ボ
イ
ス
ワ
ー
プ
・
セ
レ
ク
ト
）

・でかけるボタンを押したあと、もう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくださ
い。

・購入時は、でかけるボタンがロックされています｡ MENU  ボタンを6秒以上押して、ロッ
クを解除してください（ 5-68ページ）｡
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電
話
中
に
別
の
電
話
番
号
へ
転
送
す
る（
通
信
中
転
送
）

通話中にもう一人を呼び出して、現在の通話をそちらに転送します。

　利用条件

　通信中転送を設定する
通信中転送を使用するように設定します。

通信中転送を選択する

「通信中転送を使用する」をチェックします。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

追加契約

追加料金

利用条件

その他

INSネット64　フレックスホン　通信中転送

フレックスホンの通信中転送

付加サービス使用料

一

転送中はBチャネル1本のみを使用するので、転送中でも、もう１本のチャネ

ルを別の電話や通信で使用できます。

通信中転送ができるのは、着信した電話を第三者に転送する場合です。

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［その他の設定］を選択
する

（初期値　チェックなし）

「通信中転送を使用する」をチェックします。
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話
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に
別
の
電
話
番
号
へ
転
送
す
る（
通
信
中
転
送
）

　通話中に転送する
通話中にフッキングしたあと、新しい相手を呼び出します。

電話網 

ITX92BT

Aさん 

Bさん 
03-1234-2222

03-1234-1111

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

フッキングしたあと、すぐに次の操作をしないと、通話に戻ります。「プププ」音が止ん
だときは、もう一度フッキングしてください。

・電話機から設定することができます。
　No.28：通信中転送（ 5-109ページ）

・転送先が応答する前に転送（応答前通信中転送）することもできます。転送先の電話番
号をダイヤルしたあと、相手が電話に出る前にフッキングしてから受話器を戻してく
ださい。ただし、転送先がアナログ回線でナンバー・ディスプレイを契約している場
合は、応答前通信中転送は利用できません。

・うまく転送できないときは、ダイヤル桁間タイマの時間を長くして試してみてくださ
い。

　らくらくアシスタントで設定する場合　（  5-9ページ）
　電話機から設定する場合　No.7：ダイヤル桁間タイマ（ 5-105ページ）

Aさんとの通話中にBさんを呼び出す

1) フッキングする
Aさんには保留音が聞こえます。

2)「プププ」という音が聞こえたら、B
さんの電話番号をダイヤルする

Bさんと会話する（省略可）

転送する

1) フッキングする
2)「プププ」という音が聞こえたら、受
話器を戻す
AさんとBさんが通話できます。
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特定の相手からの電話だけを着信させ、ほかの電話は一切受け付けないようにし
ます。INSなりわけサービスのセキュリティ機能（INSなりわけ識別着信）と、
ITX92BTの疑似識別着信があります。

03-1234-1111から電話 

03-1234-4444から電話 

Aさん 

Bさん 

電話網 

登録リスト 

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

 

03-1234-1111 
03-1234-2222 
03-1234-3333 

相手の電話番号をあらかじめ登録しておきます。電話がくると相手の電話番号を確認し、
登録された電話番号と一致した場合のみ着信させます。

疑似識別着信の場合は、ナンバー・ディスプレイを使って相手の電話番号を確認するの
で、INSナンバー・ディスプレイの契約が必要です。相手の電話番号は、ITX92BTに登
録します。一方、INSなりわけ識別着信の場合は、相手の電話番号をINSネット64に登
録します。登録した相手からの電話の場合、「識別着信情報」がITX92BTに通知されま
す。この情報を使って識別着信を行います。

電
話
を
受
け
る
相
手
を
限
定
す
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信
／
疑
似
識
別
着
信
）
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　INSなりわけ識別着信（INSネット64）／疑似識別着信（ITX92BT機能）の違い

識別着信と選択キャッチホンを同時に利用することはできません。

・INSなりわけでは、セキュリティ機能のほかに、以下の機能を利用できます。
　識別リンギング機能（  5-87ページ）
　選択キャッチホン機能（  5-92ページ）

・識別着信番号として登録した番号は、すべてのアナログポートで共用です。

・登録した番号と通知された番号は桁数の末尾から照合され、桁数の短い方と一致した
ときに着信を受け付けます。

追加契約

追加料金

サービスの違い

利用条件

その他

INSネット64

INSなりわけサービス

セキュリティ機能

（INSなりわけ識別着信）

INSなりわけサービス

付加サービス使用料

－

ITX92BTは「スティミュラスプロ

トコル（キーパッドプロトコル）手

順」をサポートしています。

INSネット64に相手の電話番号を

登録します。登録方法などについ

ては、NTT東日本・NTT西日本の

窓口にお問い合わせください。

ITX92BT

疑似識別着信

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

－

INSナンバー・ディスプレイの契

約をしていない場合は、アナログ

回線からの着信は識別できませ

ん。

ITX92BTの電話帳に相手の電話

番号を登録します。最大で30件ま

で登録できます。

電
話
を
受
け
る
相
手
を
限
定
す
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信
／
疑
似
識
別
着
信
）



5-84

電
話
機
能

     識別着信の方法を設定する
INSなりわけサービスの識別着信（INSネット64）と疑似識別着信の、どちらを利用する
かを設定します。ポートごとに設定できるので、ファクスには識別着信を利用しないと
いった設定が可能です。

識別着信の方法を設定する

1) 「INSなりわけ識別着信を使用する」または「疑似識別着信を使用する」を選択します。
2) 話し中に別の着信があったときだけ識別着信させたい場合は、「通信中着信時のみ使用
可能」をチェックします。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

    電話番号を登録する

●INSなりわけ用の電話番号を登録する場合

INSなりわけ用の電話番号の登録は、電話機から行います。詳細はNTT東日本・NTT西
日本の窓口にお問い合わせください。

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］タブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

設定項目から［高度な設定］を選択
する

（初期値　使用しない）

電
話
を
受
け
る
相
手
を
限
定
す
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信
／
疑
似
識
別
着
信
）
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●疑似識別着信用の電話番号を登録する場合

疑似識別着信の場合、着信を許可する電話番号を疑似識別着信用の電話帳に登録しま
す。30件まで登録可能です。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［電話帳機能の設定］ボタンをクリックする

［疑似識別着信］タブをクリックする

一覧から空いている番号を選択する

一覧の中で空いている番号をクリックします。

名前・電話番号・サブアドレスを入力する

1) 相手の名前を入力する
2) 電話番号（市外局番から）を入力する
3) 必要ならサブアドレスを入力する

［更新］ボタンをクリックする

続けてほかの番号を登録するときは、手順4～6を繰り返す

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電
話
を
受
け
る
相
手
を
限
定
す
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信
／
疑
似
識
別
着
信
）
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・相手が自分の電話番号を通知しないで電話をかけてきた場合、電話帳に登録してあっ
てもその相手を着信させることはできません。

・疑似識別着信を使用する設定を選んだ場合、疑似識別着信用の電話帳に電話番号を1
件も登録しないと、どこからの着信も受け付けなくなります。

・登録済みの電話番号を変更したい場合は、変更する番号を手順4で選択し、新しい電話
番号に変更したあと、［更新］ボタンをクリックしてください。

・登録済みの電話番号を削除したい場合は、削除する番号を手順4で選択したあと、［削
除］ボタンをクリックしてください。

・疑似識別着信用の電話番号は疑似選択キャッチホンと共用です。

・電話機から設定することができます。下記を設定します。
　No.3 ：識別着信（ 5-105ページ／識別着信の方法をご自分の設定に合わせて選

択します）
　話し中の時だけ識別着信する場合は、No.28：通信中転送（ 5-109ページ）
　疑似識別着信する場合は、No.45：疑似識別着信用電話番号（ 5-113ページ）

電
話
を
受
け
る
相
手
を
限
定
す
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
着
信
／
疑
似
識
別
着
信
）
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特定の相手からの電話を、通常とは異なる着信音でお知らせします。着信音で相手
がわかります。
INSなりわけサービスの識別リンギング機能と疑似なりわけがあります。

P
u.
ru

.ru
.ru.r
u. Pu.ru.ru.ru.ru

.

Pu.ru.ru. Pu.ru.ru.
Pu.ru.ru

あっ、Aさんだ 

ITX92BT

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

　　　　　　　　　“プルルルル、プルルルル” 普通の着信音　
　　　　　　　　　“プルル、プルル、プルル” Aさんからの電話がすぐにわかる

なりわけする相手の電話番号をあらかじめ登録しておくと、その相手からの電話の場合
に通常とは異なる着信音を鳴らします。

疑似なりわけの場合は、ナンバー・ディスプレイを使って相手の電話番号を確認するの
で、INSナンバー・ディスプレイの契約が必要です。相手の電話番号は、ITX92BTに登
録します。一方、INSなりわけの識別リンギング機能の場合は、相手の電話番号を交換
機に登録します。登録した相手からの電話の場合、「識別着信情報」がITX92BTに通知さ
れます。この情報を使って、なりわけを行います。

特
定
の
相
手
か
ら
の
着
信
音
を
変
え
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
リ
ン
ギ
ン
グ
／
疑
似
な
り
わ
け
）
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　INSなりわけ識別リンギング（INSネット64）／疑似なりわけ（ITX92BT機能）の違い

電話機側で着信音をメロディに設定している場合は、なりわけできません。なりわけを
ご利用になる場合は、通常の着信音にしてください｡

・内線呼出信号をSIR着信音（ 5-22ページ）に設定するとINSなりわけ識別リンギン
グ／疑似なりわけの着信音は同じになります。

・INSなりわけでは、識別リンギング機能のほかに、以下の機能を利用できます。
　セキュリティ機能（  5-82ページ）
　選択キャッチホン機能（  5-92ページ）

・識別着信番号として登録した番号は、すべてのアナログポートで共用です。

・登録した番号と通知された番号は桁数の末尾から照合され、桁数の短い方と一致した
ときに着信を受け付けます。

追加契約

追加料金

サービスの違い

利用条件

その他

INSネット64

INSなりわけサービス

識別リンギング機能

INSなりわけサービス

付加サービス使用料

－

ITX92BTは「スティミュラスプロ

トコル（キーパッドプロトコル）手

順」をサポートしています。

INSネット64に相手の電話番号を

登録します。登録方法などについ

ては、NTT東日本・NTT西日本の

窓口にお問い合わせください。

ITX92BT

疑似なりわけ

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

－

INSナンバー・ディスプレイの契

約をしていない場合は、アナログ

回線からの着信をなりわけること

はできません。

ITX92BTの電話帳に相手の電話

番号を登録します。最大で30件ま

で登録できます。

特
定
の
相
手
か
ら
の
着
信
音
を
変
え
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
リ
ン
ギ
ン
グ
／
疑
似
な
り
わ
け
）
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     なりわけの方法を設定する
INSなりわけの識別リンギング（INSネット64）と疑似なりわけの、どちらを利用するか
を設定します。ポートごとに設定できるので、ファクスにはなりわけを利用しないと
いった設定が可能です。

識別リンギングの方法を設定する

「INSなりわけを使用する」または「疑似なりわけを使用する」を選択します。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

     電話番号を登録する

●INSなりわけ用の電話番号を登録する場合

INSなりわけ用の電話番号の登録は、電話機から行います。詳細はNTT東日本・NTT西
日本の窓口にお問い合わせください。

らくらくアシスタントのメニュー画
面を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタン
をクリックする

［電話Aポート］／［電話Bポート］／
［電話Cポート］タブをクリックする

設定するポートのタブをクリックし
ます。

設定項目から［高度な設定］を選択
する

（初期値　使用しない）

特
定
の
相
手
か
ら
の
着
信
音
を
変
え
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
リ
ン
ギ
ン
グ
／
疑
似
な
り
わ
け
）
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●疑似なりわけ用の電話番号を登録する場合

疑似なりわけの場合、特別の着信音で鳴らす電話番号を疑似なりわけ用の電話帳に登録
します。30件まで登録可能です。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［電話帳機能の設定］ボタンをクリックする

［疑似なりわけ］タブをクリックする

一覧から空いている番号を選択する

一覧の中で空いている番号をクリックします。

名前・電話番号・サブアドレスを入力する

1) 相手の名前を入力する
2) 電話番号（市外局番から）を入力する
3) 必要ならサブアドレスを入力する

［更新］ボタンをクリックする

続けてほかの番号を登録するときは、手順4～6を繰り返す

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

特
定
の
相
手
か
ら
の
着
信
音
を
変
え
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
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ギ
ン
グ
／
疑
似
な
り
わ
け
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相手が自分の電話番号を通知しないで電話をかけてきた場合、電話帳に登録してあって
もその相手をなりわけることはできません。

・登録済みの電話番号を変更したい場合、変更する番号を手順4で選択し、新しい電話番
号に変更したあと、［更新］ボタンをクリックしてください。

・登録済みの電話番号を削除したい場合、削除する番号を手順4で選択したあと、［削除］
ボタンをクリックしてください。

・電話機から設定することができます。
　No.14：識別リンギング（ 5-106ページ）
　疑似なりわけする場合は、No.44：疑似なりわけ用電話番号（ 5-113ページ）

特
定
の
相
手
か
ら
の
着
信
音
を
変
え
る

（IN
S

な
り
わ
け
識
別
リ
ン
ギ
ン
グ
／
疑
似
な
り
わ
け
）
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特定の相手から電話がかかってきた場合は、通話中でも割込音を鳴らしてお知らせ
します｡ほかの相手からのキャッチホンは受け付けません｡INSなりわけサービスの
選択キャッチホン機能と、ITX92BTの疑似選択キャッチホンがあります。

相手の電話番号をあらかじめ登録しておきます。電話がくると、相手の電話番号を確認
し、登録された電話番号と一致した場合のみ通話中でも着信させます。

　INSなりわけ選択キャッチホン（INSネット64）／疑似選択キャッチホン（ITX92BT
機能）の違い

選択キャッチホンと識別着信を同時に利用することはできません。

追加契約

追加料金

サービスの違い

利用条件

その他

INSネット64

INSなりわけサービス

選択キャッチホン機能

INSなりわけサービス

INSキャッチホン

付加サービス使用料

Bチャネルを1本しか使わないた

め、空いているポートで通話や通

信ができます。

ITX92BTは「スティミュラスプロ

トコル（キーパッドプロトコル）手

順」をサポートしています。

INSネット64に相手の電話番号を

登録します。登録方法などについ

ては、NTT東日本・NTT西日本の

窓口にお問い合わせください。

ITX92BT

疑似選択キャッチホン

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

B1・B2チャネルを両方使うた

め、キャッチホンが入ったとき

は、ほかのポートは使用できませ

ん。

・INSナンバー・ディスプレイの

契約をしていない場合は、アナ

ログ回線からの選択キャッチホ

ンは受け付けられません。

・ナンバー・ディスプレイに対応

したアナログ通信機器が必要で

す。

ITX92BTの電話帳に相手の電話

番号を登録します。最大で30件ま

で登録できます。

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
を
受
け
付
け
る
相
手
を
限
定
す
る

（
選
択
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
／
疑
似
選
択
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
）
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INSなりわけでは、選択キャッチホン機能のほかに、以下の機能を利用できます。
セキュリティ機能（ 5-82ページ）
識別リンギング機能（ 5-87ページ）

     キャッチホンの方法を設定する
INSなりわけ選択キャッチホンを利用するときは「INSキャッチホン」を、疑似選択
キャッチホンを利用するときは「疑似キャッチホン」を設定します（ 5-46ページ）。

     識別着信の方法を設定する
INSなりわけサービスの選択キャッチホンを利用するときは「INSなりわけ識別着信」
を、疑似選択キャッチホンを利用するときは「疑似識別着信」を設定します（ 5-82
ページ）。

    電話番号を登録する

●INSなりわけ用の電話番号を登録する場合

INSなりわけ用の電話番号の登録は、電話機から行います。詳細はNTT東日本・NTT西
日本の窓口にお問い合わせください。

●疑似選択キャッチホン用の電話番号を登録する場合

疑似選択キャッチホンの場合は、着信を許可する電話番号を、疑似識別着信用の電話帳
に登録します。30件まで登録可能です。
登録方法は、「疑似識別着信用の電話番号を登録する場合」（ 5-85ページ）をお読み
ください。

電話機から設定することができます。
No.2 ：キャッチホン（ 5-105ページ）
No.28：通信中転送（ 5-109ページ／話し中の時だけ識別着信したいときに追加設定）
疑似識別着信する場合は、No.45：疑似識別着信用電話番号（ 5-113ページ）

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
を
受
け
付
け
る
相
手
を
限
定
す
る

（
選
択
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
／
疑
似
選
択
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
）
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INSネット64

迷惑電話おことわりサービス

迷惑電話おことわりサービス6／

迷惑電話おことわりサービス30

付加サービス使用料

・迷惑電話がかかってきたときにすぐ

に登録します。

・相手にはメッセージが流れます。

・登録できる最大件数は、迷惑電話お

ことわりサービス6の場合は6件、迷

惑電話おことわりサービス30の場

合は30件です。

－

迷惑電話があったらすぐにINSネット

64に登録する必要があります。登録

方法などについては、NTT東日本・

NTT西日本の窓口にお問い合わせく

ださい。

追加契約

追加料金

サービス

の違い

利用条件

その他

ITX92BT

迷惑電話防止

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

・迷惑電話がかかってきたときにすぐ

に登録する方法とあとから登録する

方法があります。

・相手には話中音が聞こえます。

・登録できる最大件数は20件です。

・INSナンバー・ディスプレイの契約を

していない場合は、アナログ回線から

の着信を拒否することはできません。

・相手が発信者番号通知をしていない

場合、電話番号を登録していても迷

惑電話防止機能は働きません。ただ

し、発信者番号を通知しない着信す

べてを拒否することは可能です。

・公衆電話や表示圏外からの電話を拒

否することもできます。

－

迷惑電話やいたずら電話を着信させないようにします。登録しておけば、相手から
電話がかかってきても着信音が鳴りません。
INSネット64の迷惑電話おことわりサービスと、ITX92BTの迷惑電話防止があります。

　迷惑電話おことわりサービス（INSネット64）／迷惑電話防止（ITX92BT機能）の
違い

迷
惑
電
話
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る

（
迷
惑
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話
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と
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　迷惑電話おことわりサービスの場合
迷惑電話おことわりサービスの場合は、相手から電話があったらすぐに電話機から登録
操作を行います。登録方法は、NTT東日本・NTT西日本の窓口にお問い合わせくださ
い。

　迷惑電話防止の場合（すぐに登録する）
相手から電話があったらすぐ登録する方法です。

迷
惑
電
話
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る

（
迷
惑
電
話
お
こ
と
わ
り
サ
ー
ビ
ス
／
迷
惑
電
話
防
止
）

受話器をあげる

を順に押す

　＜迷惑電話＞ 

 
0 3 1 2 3 4 5 6 7 8■  
迷惑電話登録 

A

を押す

　＜迷惑電話＞ 

 
 
0 3 1 2 3 4 5 6 7 8■  
拒否します 

A

を押す

受話器を戻す

・相手が電話番号を通知してこなかった場合は、手順2で「非通知」、「公衆電話」、「表示
圏外」が表示され、手順3で「拒否しますか？」というメッセージが表示されます｡ を
押すと迷惑電話に登録できますが、以降はそれぞれの種類の電話をすべて受け付けなく
なります｡ご注意ください｡

・相手が電話番号を通知してこない場合も迷惑電話防止として登録されますが、非通知の
理由が同じ電話はすべて拒否することになります。たとえば、相手が公衆電話からかけ
ていた場合にこの操作をすると、ほかの人が公衆電話からかけた電話も受けつけなくな
ります。ご注意ください。

　 迷惑電話防止の場合（登録しておく）
相手の電話番号がわかる場合は、あらかじめ登録しておくこともできます。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［電話帳機能の設定］ボタンをクリックする

［迷惑電話防止］タブをクリックする
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一覧から空いている番号を選択する

一覧の中で空いている番号をクリックします。

名前・電話番号を入力する

1) 相手の名前を入力する
2) 電話番号（市外局番から）を入力する

［追加］ボタンをクリックする

続けてほかの番号を登録するときは、手順4～6を繰り返す

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

迷惑電話防止で電話番号を登録していても、相手が自分の電話番号を通知してこない場
合は、迷惑電話防止機能は働きません。ご注意ください。

迷
惑
電
話
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
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迷
惑
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・自分の電話番号を通知してこない電話の着信を拒否するときは、手順5で電話番号を入
力する代わりに、「非通知」・「表示圏外」・「公衆」のいずれかをチェックしてください。
「非通知」は自分の電話番号を通知しない着信、「表示圏外」は電話番号を通知できない
地域や機種からの着信、「公衆」は公衆電話からの着信です。

・登録済みの電話番号を変更したい場合は、手順4で変更する番号を選択し、新しい電話
番号に変更したあと、［更新］ボタンをクリックしてください。

・登録済みの電話番号を削除したい場合は、手順4で削除する番号を選択したあと、［削
除］ボタンをクリックしてください。

・電話機から設定することができます。
　No.51：迷惑電話防止の設定（ 5-115ページ）

迷
惑
電
話
を
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ッ
ト
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ウ
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職場からの電話は仕事部屋へ、子供の友達からの電話は子供部屋へと、かけてくる
相手に応じて着信させる電話機を指定することができます。

2F

2F

1F

03-1234-1111から電話 
（番号通知） 

 
 

xxx-xxxx-xxxxから電話 
（番号非通知） 

03

 

2F
1F番号非通知 

電話網 

ITX92BT

  

 

設　定 
 

03-1234-1111 a 2F 

番号非通知　　　  a 1F 

 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

相手の電話番号と着信させるポートをあらかじめITX92BTに登録しておきます。電話
がくると、相手の電話番号を確認し、登録されたポートに着信させます。

　利用条件

マイプライベート着信

INSナンバー・ディスプレイ

付加サービス使用料

・INSナンバー・ディスプレイの契約をしていない場合は、アナログ回線からの

着信を識別することはできません。

・識別着信を使用している場合、登録していない電話や電話番号を通知してこ

ない電話は着信させません。

－

追加契約

追加料金

利用条件

その他

相
手
に
よ
っ
て
着
信
さ
せ
る
電
話
機
を
指
定
す
る

（
マ
イ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
着
信
）
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     マイプライベート着信を設定する
マイプライベート着信を使用するように設定します。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［電話帳機能の設定］ボタンをクリックする

［マイプライベート着信］タブをクリックする

一覧から空いている番号を選択する

「マイプライベート着信を使用する」をチェックします。

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

     マイプライベート着信用の電話番号を登録する
マイプライベート着信させる電話番号と着信ポートを登録します。30件まで登録可能
です。

らくらくアシスタントのメニュー画面を表示する

［電話帳機能の設定］ボタンをクリックする

［マイプライベート着信］タブをクリックする

（初期値　チェックなし）

相
手
に
よ
っ
て
着
信
さ
せ
る
電
話
機
を
指
定
す
る

（
マ
イ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
着
信
）
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一覧から空いている番号を選択する

一覧の中で空いている番号をクリックします。

名前・電話番号・サブアドレスを入力する

1) 相手の名前を入力する
2) 電話番号（市外局番から）を入力する
3) 必要ならサブアドレスを入力する

ポートを選択する

着信させるポートをチェックします。

［更新］ボタンをクリックする

続けてほかの番号を登録するときは、手順4～7を繰り返す

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

相
手
に
よ
っ
て
着
信
さ
せ
る
電
話
機
を
指
定
す
る

（
マ
イ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
着
信
）



電
話
機
能

5-101

・発信者番号を通知してこない電話を受ける着信ポートを設定するときは、手順5で電話
番号やサブアドレスを入力する代わりに、「非通知」・「表示圏外」・「公衆」のいずれか
をチェックしてください。「非通知」は自分の電話番号を通知しない着信、「表示圏外」
は電話番号を通知できない地域や機種からの着信、「公衆」は公衆電話からの着信です。

・登録済みの電話番号を変更したい場合は、変更する番号を手順4で選択し、新しい電話
番号に変更したあと、［更新］ボタンをクリックしてください。

・登録済みの電話番号を削除したい場合は、削除する番号を手順4で選択したあと、［削
除］ボタンをクリックしてください。

・i・ナンバーやダイヤルインサービスにより複数の電話番号をご利用の場合は、マイプ
ライベート着信で登録したポートに割り当てられた着信電話番号を相手に伝えてくだ
さい。これ以外の番号に電話をかけた場合は、マイプライベート着信になりません。

・電話機から設定することができます。下記を設定します。
　No.36：マイプライベート着信（ 5-110ページ）
　No.43：マイプライベート着信の電話番号と着信ポート（ 5-113ページ）

相
手
に
よ
っ
て
着
信
さ
せ
る
電
話
機
を
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る
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イ
ベ
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ト
着
信
）



5-102

電
話
機
能

特定の相手からの電話だけを転送します。

識別着信と着信転送を組み合わせて利用するもので、識別着信（INSなりわけ識別着信／
疑似識別着信）で登録した相手からの電話のみを転送する機能です。転送方法には、着信
転送または疑似着信転送を使います。

　

　着信転送の設定をする
転送条件や転送元・転送先の電話番号など、INSなりわけ時転送または疑似識別着信
転送の設定をします｡

「着信転送または疑似着信転送を利用する場合」（ 5-71ページ）の設定をします｡ た
だし、手順8で以下のいずれかを設定してください｡

　　　・INSなりわけサービスを利用する場合は、「INSなりわけ時に転送する」
　　　・疑似識別着信を利用する場合は、「疑似識別着信時に転送する」

INSなりわけサービス

で相手を識別し、着信

転送で転送する

INSなりわけサービス

着信転送

着信させる電話番号を

INSネット64に登録

相手の識別の

方法と転送の

方法

追加契約

利用条件

INSなりわけサービス

で相手を識別し、疑似

着信転送で転送する

INSなりわけサービス

着信させる電話番号を

INSネット64に登録

疑似識別着信で相手を

識別し、疑似着信転送

で転送する

INSナンバー・ディスプ

レイ

着信させる電話番号を

ITX92BTに登録

（初期値）

特
定
の
電
話
だ
け
を
転
送
す
る

（
識
別
着
信
転
送
）
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　疑似識別着信用の電話番号を登録する
Step1で「疑似識別着信時に転送する」を選択した場合は、「電話を受ける相手を限定
する（INSなりわけ識別着信／疑似識別着信）」の「疑似識別着信用の電話番号を登録す
る場合」（ 5-85ページ）で設定します｡

　識別着信転送を開始／停止する
でかけるボタンを押して転送を開始します。液晶ディスプレイに「着信転送」と表示され
ることを確認してください｡「おやすみ」などお出かけ設定の別のモードが表示されたと
きは、「外出時や就寝中など電話に出られないときに利用する（お出かけ設定）」のStep2
（ 5-66ページ）を参照して、電話着信転送モードに設定し直してください。

でかけるボタンを1秒以上押す

でかけるボタンがオレンジ色に点灯
し、以降、登録している電話番号から
の着信のみが転送されます。

転送を停止するときは、でかけるボタ
ンをもう一度1秒以上押す

でかけるボタンが消灯します。

特
定
の
電
話
だ
け
を
転
送
す
る

（
識
別
着
信
転
送
）

・でかけるボタンを押したあと、もう一度押すときは、1秒以上待ってから押してくださ
い。

・購入時は、でかけるボタンがロックされています｡
　 MENU ボタンを6秒以上押して、ロックを解除してください（ 5-68ページ）｡

・電話機から設定することができます。
　No.37：お出かけ設定（ 5-110ページ／電話着信転送モードにする）
　No.41：着信転送（ 5-111ページ）
　No.29：転送条件（ 5-109ページ／識別着信の方法をご自分の設定に合わせて選

択します）
　No.32：着信転送元アドレス・サブアドレス（ 5-110ページ）
　No.30：着信転送先アドレス（ 5-109ページ）
　疑似識別着信する場合は、No.45：疑似識別着信用電話番号（ 5-113ページ）
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電話番号や接続機器の種別など、電話機でらくらくアシスタントと同じ内容の設定
をすることができます。パソコンを使わないときなどにご利用ください。電話機での
設定状況はITX92BTのディスプレイで確認しながら、正しく設定してください。

・ITX92BTにパソコンを接続した場合は、らくらくアシスタントを使って簡単に設定す
ることができます。

・電話機能について、詳しくは「電話機能」（ 5-4ページ～）を参照してください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート個別の設定項目
アナログポート（電話A・B・Cポート）ごとに設定する機能です。
各機能の入力値を、以下の  部分に当てはめてダイヤルを順番に押してくださ
い。

受話器を 
あげる 

電話Aポート 

電話Bポート 

電話Cポート 

設定開始 設定ポートの選択 設定の終了 入力値 

受話器を 
戻す 

機能番号・設定値 
を入力する 

例1： 電話Aポートに電話機を接続する場合

受話器を 
あげる 

受話器を 
戻す 

機能番号 設定値 

例2： 電話Bポートに発信者通知番号（03-12345678）を登録する場合

受話器を 
あげる 

受話器を 
戻す 
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機能 設定内容 入力値

アナログポート接続機器 電話機＊

FAX/モデム/ファクス付き電話機

なし

キャッチホン 使用しない＊

INSキャッチホン

疑似キャッチホン

識別着信 使用しない＊

INSなりわけ識別着信

疑似識別着信

INSなりわけ識別着信

選択キャッチホン

疑似識別着信

選択キャッチホン

HLC 使用しない＊

使用する

使用する（着信判定なし）

グローバル着信 着信する＊

着信しない

サブアドレスのない着信 着信する＊

着信しない

ダイヤル桁間タイマ 5秒＊

9秒

11秒

13秒

フッキング検出タイマ 0.03秒～1秒

0.3秒～1秒＊

0.5秒～1.5秒

電話Aポート 

電話Bポート 

電話Cポート 

入力値 

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

設定内容欄の ＊ は初期値を示しています。
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機能 設定内容 入力値

発信者番号通知 発信者番号を通知しない

発信者番号を通知する

INSネット64の申込内容に従う＊

発・着サブアドレス 付けない＊

（※1） 付ける

受話音量 小

中＊

大

リバースパルス送出 送出しない＊

送出する

通話中の受話音量変更 変更しない（ 無効）＊

変更する（ 有効）

識別リンギング 使用しない＊

INSなりわけ

疑似なりわけ

CTI機能 使用しない＊

使用する

内線呼出信号 通常着信音＊

SIR着信音

キャッチホン・ 使用しない＊

ディスプレイ（※1） 使用する

ダイヤルインサービス利用時の 割り当て/解除/番号参照 下記 

着信番号の割り当て 設定中に、割り当てる番号を次のボタンで表示します。

（8件の着信番号から選択） ：割り当てる/解除する（※2）

（※2） ：現在の番号の続き ：次の番号

：現在の割り当て状況 ：前の番号

電話Aポート 

電話Bポート 

電話Cポート 

入力値 

※1：電話A・Ｂポートのみに設定できます。
※2：着信番号が割り当てられると、ITX92BTの液晶ディスプレイ上で、着信アドレス番号の後ろに

●が表示されます。割り当てられているかどうかは、液晶ディスプレイで確認してください。

No.

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

設定内容欄の ＊ は初期値を示しています。
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電話Aポート 

電話Bポート 

電話Cポート 

入力値 

機能 設定内容 入力値

i・ナンバー以外での発信者通知番号 電話番号（32ケタまで。  
電話番号 
 市外局番から入力する）

自己サブアドレス サブアドレス（19ケタまで） サブ 
アドレス 

i・ナンバー利用時の i・ナンバー情報1

i・ナンバー情報の割り当て i・ナンバー情報2

i・ナンバー情報3

i・ナンバー利用時の発信者通知番号 i・ナンバー情報1

（※3） i・ナンバー情報2

i・ナンバー情報3

情報通知サービス 使用しない＊

（※4） ナンバー・ディスプレイ

モデム・ダイヤルイン

アナログ・ダイヤルイン

ナンバー・ディスプレイ

＆モデム・ダイヤルイン

※3：i・ナンバー情報の電話番号を設定（No.46 5-114ページ）してから設定してください。
※4：電話A・Ｂポートにのみ設定できます。
　アナログ・ダイヤルイン、モデム・ダイヤルイン使用時の内線指定番号の設定は、i・ナンバー使用
時（ 5-114ページ）、i・ナンバー未使用時（ 5-
111ページ）で行います。

No.

19

20

21

22

23

設定内容欄の ＊ は初期値を示しています。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート共通の設定項目-1
全アナログポートに共通の機能です。
各機能の入力値を、以下の  部分に当てはめて設定します。

受話器を 
あげる 

設定開始 設定の終了 入力値 共通設定 

受話器を 
戻す 

機能番号・設定値 
を入力する 

例1： 内線通話・内線転送の使用を設定する場合

受話器を 
あげる 

機能番号 設定値 
受話器を 
戻す 

例2：短縮ダイヤル0番に「03-12345678」を登録する場合

受話器を 
あげる 

受話器を 
戻す 
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機能 設定内容 入力値

停電時の着信（※1） 着信ブザー

着信リンガ＊

着信なし

優先着信ポート（※2） 優先なし＊

電話Aポートを優先

電話Bポートを優先

電話Cポートを優先

内線通話・内線転送 使用しない

使用する＊

三者通話 使用しない＊

三者通話

疑似三者通話

通信中転送 使用しない＊

使用する

転送条件 無条件転送＊

INSなりわけ機能による転送

識別着信転送

着信転送先アドレス 着信転送先（0）
転送先(0) 
電話番号 

着信転送先（1）
転送先(1) 
電話番号 
 

着信転送先（2）
転送先(2) 
電話番号 

転送先メールアドレス（0）
転送先(0) 
メールアドレス 

転送先メールアドレス（1）
転送先(1) 
メールアドレス 

転送先メールアドレス（2）
転送先(2) 
メールアドレス 

入力値 

※1：停電時は、電話Aポートにだけ着信します。
※2：アナログポート接続機器選択で「なし」に設定したアナログポートは選択できません。
※3：メールアドレスは、「文字コード一覧表」（  8-39ページ）を参照して入力してください。

電話番号転送先メールアドレス（※3）

No.

24

25

26

27

28

29

30

31

設定内容欄の ＊ は初期値を示しています。
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機能 設定内容 入力値

着信転送元アドレス・サブアドレス 着信転送元アドレス（0）
転送元(0)電 
話番号を入力 

i・ナンバー情報1のときは 

（※4）

着信転送元アドレス（1）
転送元(1)電 
話番号を入力 

i・ナンバー情報2のときは 

着信転送元アドレス（2） 転送元(2) 
電話番号 
を入力 

着信転送元サブアドレス（0） 転送元(0) 
サブアドレス 
を入力 

着信転送元サブアドレス（1） 転送元(1) 
サブアドレス 
を入力 

着信転送元サブアドレス（2） 転送元(2) 
サブアドレス 
を入力 

短縮番号 アドレス部分(※5) 電話番号 
を入力 

サブアドレス部分(※6) サブアドレス 
を入力 

累積料金表示・初期化 表示→初期化

発信時アドレスLCD表示 表示しない

表示する＊

マイプライベート着信 使用しない＊

使用する

お出かけ設定 おやすみモード＊

電話着信転送モード

ボイスワープ転送モード

フラッシュモード

ボイスワープ転送モード 無条件転送＊

無応答時転送

話中時転送

無応答または話中時転送

入力値 

No.

32

33

34

35

36

37

38

※4：着信番号の設定もあわせて行ってください。
※5：  ～ は、短縮番号0～9に対応しています。
※6：  ～ は、短縮番号0～9に対応しています。

設定内容欄の ＊ は初期値を示しています。
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機能 設定内容 入力値

 発信 発信しない

発信する＊

［#］［#］で発信する

i・ナンバー 使用しない＊

使用する

着信転送 着信転送

転送トーキ・転送元

トーキ共になし

着信転送　

転送トーキあり

転送元トーキなし

着信転送

転送トーキなし

転送元トーキあり

着信転送

転送トーキあり

転送元トーキあり

疑似着信転送＊

電話番号着信通知

着信番号 契約者回線番号 契約者 
回線番号 
を入力 

(※8) )  (

ダイヤルイン番号 ダイヤル 
イン番号 
を入力 

(※8) )(
（※7）

※7：  ～ は、ダイヤルイン番号1～7に対応しています。
※8：アナログ・ダイヤルイン、モデム・ダイヤルイン使用時に内線指定番号を指定できます（省略可。

省略するときは を入力しない）。電話A・Bポートにのみ設定できます。

入力値 

No.

39

40

41

42

設定内容欄の ＊ は初期値を示しています。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート共通の設定項目-2
全アナログポートに共通の機能です。
各機能の入力値を、以下の  部分に当てはめて設定します。

受話器を 
あげる 

設定開始 設定の終了 

受話器を 
戻す 

機能番号・設定値 
を入力する 

共通設定 入力値 

例1： マイプライベート着信で電話番号（03-12345678）を電話Aポートに着信する
ように登録する場合

受話器を 
あげる 

受話器を 
戻す 

※1： ～ は、マイプライベート着信の登録番号00～29に対応しています。

（※1）



電
話
機
で
設
定
す
る

電
話
機
で
の
設
定
一
覧

5-113

機能 設定内容 入力値

マイプライベート着信 特定の電話番号を

1：電話Aポート 
2：電話Bポート 
3：電話Cポート 
 

電話番号 

の電話番号と着信ポート 電話A/B/C

ポートに着信させる

特定の電話番号・

1：電話Aポート 
2：電話Bポート 
3：電話Cポート 

電話番号 

サブアドレス サブアドレスを

電話A/B/C

ポートに着信させる

非通知からの着信を

1：電話Aポート 
2：電話Bポート 
3：電話Cポート 

電話A/B/C

ポートに着信させる

公衆電話からの着信を

1：電話Aポート 
2：電話Bポート 
3：電話Cポート 

電話A/B/C

ポートに着信させる

表示圏外の着信を

1：電話Aポート 
2：電話Bポート 
3：電話Cポート 

電話A/B/Cポートに

着信させる

疑似なりわけ用電話番号 アドレスの設定 電話番号 
を入力 

アドレス・サブアドレス
電話番号 
を入力 

サブアドレス 
を入力 

の設定

疑似識別着信用電話番号 アドレスの設定 電話番号 
を入力 

アドレス・サブアドレス
電話番号 
を入力 

サブアドレス 
を入力 

の設定

※1： ～ は、識別リンギング登録番号00～29に対応しています。電話番号
は32ケタまで、サブアドレスは19ケタまで入力できます。

※2： ～ は、選択キャッチホン登録番号00～29に対応しています。電話番
号は32ケタまで、サブアドレスは19ケタまで入力できます。

入力値 

(※1)

(※2)

No.

43

44

45
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入力値 

機能 設定内容 入力値

i・ナンバー情報と i・ナンバー情報1の電話 電話番号 

電話番号 番号参照・設定

i・ナンバー情報2の電話 電話番号 

番号参照・設定

i・ナンバー情報3の電話 電話番号 

番号参照・設定

ボイスワープ設定 停止用電話番号の設定 停止用電話番号を入力 

無条件転送の起動電話番号 起動電話番号を入力 

の設定

無応答時転送の起動電話 起動電話番号を入力 

番号の設定

話中時転送の起動電話番号 起動電話番号を入力 

の設定

無応答／話中時転送の起動 起動電話番号を入力 

電話番号の設定

自己アドレスの設定 契約者回線番号を入力 

※3：アナログ・ダイヤルイン、モデム・ダイヤルイン使用時に内線指定番号を指定できます（省略可。
省略するときは を入力しない）。電話A・Bポートにのみ設定できます。

(※3) )  (

(※3) )  (

No.

46

47

(※3) )  (
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○その他の設定項目
そのほか、以下の操作も電話機から可能です。

機能 設定内容 入力値

日付・時刻の設定 年・月・日・時・分

液晶ディスプレイの OFF（常に消灯）

バックライトの設定 ON（常に点灯）

AUTO（自動）＊

AUTO＋データ通信中は

常に点灯

AUTO＋Bチャネル使用中は

常に点灯

着信履歴先発信履歴

表示と発信

迷惑電話防止の設定 かかってきた電話

電話番号

非通知

公衆電話

表示圏外

電話番号の参照

電話番号の削除

出荷時の状態に戻す

メール着信を知らせる

MSGランプを消灯する

年（西

暦下2桁）月（2桁）日（2桁）時（2桁）分（2桁）

 ： 発信

 ： 前の履歴

 ： 後の履歴

電話番号（最大15桁）

（次）／

（前）

（削除する番号を

表示）

入力値 受話器をあげる 受話器を戻す 

No.

48

49

50

51

52

53

設定内容欄の ＊ は初期値を示しています。
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らくらくアシスタント一覧.................................................... 6-2

らくらくアシスタントの使いかた ........................................ 6-4

ITX92BTをバージョンアップする ..................................... 6-6

6章  らくらくアシスタントでできること
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ここまでで、電話やインターネットの機能は使えるようになったはずです。しかしAterm
にはまだまだたくさんの機能があります。らくらくアシスタントを使うと、さまざまな機
能や便利なサービスが使えるようになります。

らくらくアシスタントでどんなことができるか、メニュー画面を使って説明しましょう。

＜まず、電話とインターネットを使えるようにしよう＞
［アナログポートの簡単設定］

電話を使うための基本的な設定を行います。こ

れは4章ですでに使いました。

［インターネット接続の設定］

インターネット接続のためにパソコンの設定を

行います。これは3章ですでに使いました。

［BIGLOBEへのサインアップ］（Windows版）

インターネットサービスプロバイダBIGLOBE

への入会手続きを、オンラインで行います。
（ 3章『Windowsのパソコンでインター
ネット』3-33ページ）

ら
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ら
く
ア
シ
ス
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ト
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覧
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＜ターミナルアダプタの詳細設定をしよう＞
［アナログポートの詳細設定］
電話Aポート、電話Bポート、電話Cポートの詳細設定を行います。キャッチホン・ディスプレイや内線
通話など電話関係のサービスや機能を利用する場合に使います。（ 5章『電話やファクスを使うた
めの設定をしよう（応用編）』5-2ページ）

［データポートの詳細設定］
シリアルポートとUSBポートの詳細設定を行います。自動切断に関する設定やリソースBODなど、
データ通信関係の機能を利用する場合に使います。（ 添付CD-ROMに収録されている『データ通信
ガイド』「データ通信」）

［INS回線の電話番号の設定］
使用する電話番号を登録します。［アナログポートの簡単設定］で入力した電話番号を変更したり、i・ナ
ンバーやダイヤルイン番号でシリアルポートやUSBポートに着信させる場合に使います。（ 5章
『電話やファクスを使うための設定をしよう（応用編）』5-2ページ）

［電話帳機能の設定］
短縮ダイヤル用、マイプライベート着信用、疑似識別着信用、疑似なりわけ用、迷惑電話防止用などの電
話帳に電話番号を登録します。（ 5章『電話やファクスを使うための設定をしよう（応用編）』5-2
ページ）

[BluetoothTMの詳細設定]
Bluetoothポートを使用するのに必要な設定です。（ 3章『Windowsのパソコンでインターネッ
ト』3-52ページ）

［設定値の初期化］
ITX92BTで設定した内容をご購入時の状態に戻します。ただし、電話帳、着信番号、通知番号、内線指定
番号、着信転送番号などは設定した値が残ります。（ 7-15ページ）
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＜通信料金や通信情報を確認しよう＞
［通信情報と通信料金の確認］

通信料金や、最後にかかってきた相手の電話番

号や、最後にかけた相手の電話番号などを表示

します。（ 添付CD-ROMに収録されてい

る『データ通信ガイド』「Atermのその他の機

能」－AtermITX92BTの現在の状態を確認す

る）

＜ユーザ登録して新製品やバージョン
アップの案内をもらおう＞
［オンラインユーザ登録］

AtermのホームページAtermStationに接続

して、ユーザ登録を行います（ 8-44ペー

ジ）。登録しておくと、新製品情報やバージョン

アップ情報など、Atermに関する役立つ情報が

電子メールで届きます。

＜バージョンアップや、設定の確認・保存・
復元を行おう＞
［ユーティリティのファイル情報］

ITX92BTを構成するユーティリティ類の

ファイル一覧やそのバージョンを表示しま

す。（ 「ユーティリティ類のバージョンを

確認する」6-7ページ）

［設定値の確認・保存・復元］

設定内容の確認、ディスクへのバックアップ・

復元を行います。パソコンを買い換えたり、OS

をインストールし直したりしたとき、誤って設

定を変更してしまった場合などにお使いくだ

さい。（ 添付CD-ROMに収録されている

『データ通信ガイド』「Atermのその他の機能」

－AtermITX92BTの設定内容を確認・記録す

る）

［オンラインバージョンアップ］

最新のユーティリティやファームウェアを

A t e r m S t a t i o n からダウンロードし、

AtermITX92BTをバージョンアップします。

（ 6-6ページ）

＜Atermのボタン＞
インターネットに接続し、

A t e rmのホームページ

「A t e r m S t a t i o n 」

（ 8-44ページ）を表示

します。
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＜TAとパソコンをUSBケーブルで接続
しよう＞
［USBドライバインストール/更新］

USBドライバのインストールや更新（アップ

デート）を行います。（ 3-27ページ）
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で
で
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る
こ
と
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ここでは、らくらくアシスタントの起動・終了のしかた、基本的な設定方法を説明
します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○らくらくアシスタントでの設定のしかた
らくらくアシスタントは、ITX92BTのシリアルポートまたはUSBポートに接続されて
いるパソコンからでも、BT01Uに接続されているパソコンからでも、設定することが
できます。
ただし、BT01Uに接続されているパソコンから、らくらくアシスタントを起動するに
は、BT01UとITX92BTのBluetoothTM接続を行う必要があります（ 3-20ペー
ジ）。

ITX92BT

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

POWER

MSG
DATA

CLR

MENU

ENTER

CLR

MENU

ENTER

ITX92BT

BT01U

・らくらくアシスタントをインストールしていない方は、以下のページを参照して、イ
ンストールを行ってください。
「Step2　らくらくアシスタントをインストールする」（ 3-4ページ）

・らくらくアシスタントを使う場合は、データポートを使用するほかのアプリケーショ
ンを終了してください。UUIメールEXをタスクトレイに常駐させている場合も、はず
して終了させてください。

ら
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ら
く
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必要な項目を選択・入力する

設定が終了したら［OK］ボタンをク
リックする

設定内容がITX92BTに書き込まれ、ら
くらくアシスタントのメニュー画面に
戻ります。

らくらくアシスタントを終了すると
きは、［アシスタント終了］ボタンをク
リックする

［はい］ボタンをクリックする

［らくらくアシスタントメニュー画面］

メニュー画面から設定したい項目の
ボタンをクリックする

ら
く
ら
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
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い
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た
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らくらくアシスタントのメニュー画面でいずれかのボタンを押したときに次の画面が表
示される場合は、以下の点を確認したあと、［OK］ボタンをクリックしてください。

・RS-232CケーブルまたはUSBケーブルはITX92BTとパソコンのポートに正しく接
続されていますか？

・ITX92BTの電源は入っていますか？

・Bluetoothポート接続の場合、BluetoothTM接続されていますか？

・らくらくバージョンアップやUUIメールEXなど、Atermのソフトウェアが起動して
いる場合やUSBネットワークを使用している場合は終了させてください。タスクトレ
イに常駐している場合もはずして終了させてください。

［スタート］ボタンをクリックし、［プ
ログラム］－［AtermITX92BTユー
ティリティ］－［Atermらくらくアシ
スタント］を選択する

らくらくアシスタントが起動します。
B l u e t o o t hポート使用の場合は、
ITX92BTとBT01U間をBluetoothTM

接続しておきます。（ 3-20ページ
「ITX92BTとBluetoothTM接続する」）

下記の画面が表示されたときは［次
へ］ボタンをクリックする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○らくらくアシスタントを起動させる
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各種ユーティリティやファームウェア（ITX92BTを動かすソフトウェアのことです）
を最新のものにバージョンアップすることによって、ITX92BTに新しい機能を追加
したり、場合によってはITX92BTの動作を改善したりします。

・Bluetoothポート接続ではバージョンアップすることができません。ITX92BTに直
接ケーブルに接続しているポートのみバージョンアップすることができます。USB
ケーブルで接続する場合は、USBドライバをインストールする必要があります。
（ 3-27ページ）

 ・このバージョンアップはNEC独自に提供するサービスであり、すべての機能のバー
ジョンアップを保証するものではありません。

 ・バージョンアップには専用のユーティリティ（らくらくバージョンアップ）が動作する
ことが必要です。お客様のご使用状況によっては、ご利用いただけない場合がありま
す。

 ・バージョンアップを行う前に、現状の設定値を保存しておくことをおすすめします
（ 添付CD-ROMに収録されている『データ通信ガイド』「Atermのその他の機能」－
AtermITX92BTの設定内容を確認・記録する）。

 ・バージョンアップ用ソフトウェア入手の際の通信費は、お客様のご負担となります。

 ・バージョンアップを行う前にすべての通信を終了させてください。

 ・バージョンアップを行う前に、バージョンアップで使用しないITX92BTに直接接続
しているデータポートのケーブルを抜いてください。複数のデータポートが接続され
ている場合、ダウンロードに失敗する場合があります。バージョンアップが終了した
ら、抜いたケーブルを再度差し込んでください。IT

X
9
2
B
T

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る

ら
く
ら
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
で
き
る
こ
と



6-7

●ユーティリティ類のバージョンを確認する

らくらくアシスタントを起動する

メニュー画面の[ユーティリティの
ファイル情報]ボタンをクリックする

インストールされているファイルの一
覧が表示されます。

（画面のユーティリティ情報は一例です）
バージョンや説明を確認できます。

[終了]ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面
に戻ります。

●オンラインバージョンアップ
最新のユーティリティやファームウェアをAtermStation（ 8-44ページ）からダウ
ンロードし、インストールやバージョンアップまでの一連の作業を自動的に行います。

らくらくアシスタントを起動する

メニュー画面の[オンラインバージョ
ンアップ]ボタンをクリックする

[はい]ボタンをクリックする

[次へ]ボタンをクリックする

インターネットへ接続するための接
続先を選択し、[次へ]ボタンをクリッ
クする

以降は画面に従ってバージョンアッ
プする
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●ユーティリティを手動でバージョンアップする
最新版の各種ユーティリティをダウンロードし、手動でバージョンアップすることもで
きます。

AtermStationのメニューから[バー
ジョンアップメニュー]をクリックす
る

機種とパソコンのO S を選択し、
[JUMP!]をクリックする

ユーティリティをダウンロードし、パ
ソコンに保存する

ダウンロードしたファイルをダブル
クリックする

インストールが始まります。詳細は各
ユーティリティのセットアップのペー
ジやAtermStationの説明をお読みく
ださい。

IT
X
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●ITX92BTを手動でバージョンアップする
最新版のファームウェアをダウンロードし、ITX92BTをバージョンアップします。必
ず、お使いの機種に合ったファームウェアをダウンロードしてください。

・ファームウェアをバージョンアップするときは、ユーティリティやUSBドライバも最
新のものにバージョンアップしてください。

・バージョンアップを開始する前に、パソコンのすべてのアプリケーションと常駐して
いるアプリケーションを終了させてください。

AtermStationから最新ファーム
ウェアをダウンロードする

1） AtermStationのメニューの「バー
ジョンアップメニュー」で機種とOS
を選択する

2） ［JUMP！］ボタンをクリックして最新
ファームをダウンロードし、パソコ
ンに保存する

バージョンアップを起動する

［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］－［AtermITX92BTユーティリ
ティ］－［Atermらくらくバージョン
アップ］を選択します。
オートバージョンアップ機能付きの場
合は、アイコンをダブルクリックする
だけでバージョンアップが開始されま
す。
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［次へ］ボタンをクリックする

［次へ］ボタンをクリックする

ダウンロードしたファイルをファイ
ル名に指定し、［次へ］ボタンをクリッ
クする

［実行］ボタンをクリックする

バージョンアップを開始します。
バージョンアップ中はITX92BTの
POWERランプが赤く点灯します。

バージョンアップが終了したら［終
了］ボタンをクリックする

次の画面が表示され、ITX92BTの
POWERランプが緑色に点灯したら、
［終了］ボタンをクリックします。 ら

く
ら
く
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ト
で
で
き
る
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と

・バージョンアップ中は、ITX92BTの電源を切らないでください。

・AtermITX92BT用以外のファームウェアを使ってバージョンアップを行うことはで
きません。無理にバージョンアップを行うと、ITX92BTが動作しなくなります。

・Windows2000をUSBポートに接続していて、着信接続＊を設定している方は、
バージョンアップを始める前に着信接続アイコンを削除してください。着信接続アイ
コンがあると、バージョンアップに失敗する場合があります。着信接続アイコンは、
バージョンアップ後に作成し直してください。

＊着信接続とは、Windows2000で［スタート］－［コントロールパネル］－［ネットワークとダイ
ヤルアップ接続］で「新しい接続の作成」を行うことによって、外部からの着信を受け付けること
ができるようにする機能です。着信接続を設定すると、「ネットワークとダイヤルアップ接続」
フォルダ内に着信接続アイコンが作成されます。
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バージョンアップの途中で何らかの障害が発生した場合は、［OK］ボタンをクリックし
て、もう一度バージョンアップ操作をしてください。それでもうまくいかない場合は、
次の操作を行います（強制ローダモード）。

1）ITX92BTに接続しているシリアルケーブル、USBケーブルをすべて抜く

2）ディップスイッチの2～6をONに、それ以外をOFFにする

3）ITX92BTの電源を切って、再び入れ直す

4）ITX92BTのでかけるボタンのランプがオレンジ色で点灯するのを確認する

5）POWERランプが赤く点滅するのを確認したら、ディップスイッチを元に戻す

6）ITX92BTの電源を切って、再び入れ直す

7）ITX92BTのPOWERランプが赤く点灯し、しばらくすると赤点滅するのを確認する

8）手順1で抜いたケーブルを元通りにつなぐ

9）らくらくバージョンアップをもう一度行う

バージョンアップするファームウェアがないときは、添付CD-ROMの中にあるファーム
ウェアを入れます。

1）添付のCD-ROMをセットし、メインメニュー画面が表示されたら［CD-ROMを終了］
をクリックする

2）6-8ページ「ITX92BTを手動でバージョンアップする」の手順2を行う

3）「Aterm ITX92BTのバージョンアップ情報が取得できません」と画面に表示される
ので［OK］ボタンをクリックする

4）「ITX92BTを手動でバージョンアップする」の手順3、4を行う

5）「ITX92BTを手動でバージョンアップする」の手順5でファイル名にCD-ROMの中に
あるFWフォルダからbinファイル（ファームウェア）を指定する

6）「ITX92BTを手動でバージョンアップする」の手順6、7を行う

　　例）CDドライブ名がQでファイル名がITX92BT100.binの場合、

　　　  Q:¥FW¥Itx92bt100.binとなります

ITX92BTの機能がバージョンアップされ、取扱説明書の記載事項に変更・追加が生じた
場合、取扱説明書もバージョンアップされ、pdfファイル形式でAtermStationに公開さ
れます。最新の取扱説明書が必要なときは、こちらもあわせてダウンロードしてくださ
い。
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Atermがうまく動かない、操作しても違う結果になる・・・。
こんなときにお読みください。

トラブルシューティング ....................................................... 7-2

ITX92BTを購入時の状態に戻す（初期化）..................... 7-15

ITX92BTが故障していないか確認する（自己診断）...... 7-18

7章   お困りのときには

Windows◯R MeはMicrosoft◯R Windows◯R Millennium Edition operating systemの略です。
Windows◯R 98はMicrosoft◯R Windows◯R 98 operating systemの略です。
Windows◯R 2000はMicrosoft◯R Windows◯R 2000 operating systemの略です。
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トラブルが起きたときや疑問点があるときは、まずここを読んで対処してくださ
い。該当項目がない場合や対処をしても問題が解決しない場合は、ITX92BTを初期
化し（ 7-15ページ）、初めから設定し直してみてください。販売店またはAterm
（エーターム）インフォメーションセンター（ 8-46ページ）でもお問い合わせにお
応えしております。
なお、パソコンに接続してお使いの方は、添付CD-ROMに収録されている『お困り
のときには』もあわせてご利用ください。
・ 設置に関するトラブル 本ページ
・ 電話に関するトラブル 7-5ページ
・ ファクス、ファクス付き電話機に関するトラブル 7-9ページ
・ モデム通信（アナログポート）に関するトラブル 7-10ページ
・ BluetoothTM接続に関するトラブル 7-10ページ

・ その他のトラブル 7-13ページ

設置に関するトラブル
原因と対策

電源が入っていません。
●電源コードがはずれている
→電源コードを壁の電源コンセントに差し込んで
ください。

●電源スイッチが入っていない
→電源スイッチの［I］（オン）側を押してください。

●電源コードがパソコンのコンセントに差し込ま
れている
→電源は壁の電源コンセントに差し込んでくださ
い。パソコンの電源が切れるとITX92BTの電源
も切れてしまいます。また、ITX92BTに電池を
入れている場合、パソコンの電源を切ると停電
モードになり、電池が消耗します。

フラッシュROMに書かれているプログラム（ファー
ムウェア）が消えています。
1) ITX92BTに接続しているシリアルケーブル、

USBケーブルをすべて抜く
2）ディップスイッチをご自分の設定位置にする

(「ディップスイッチ」 8-23ページ)
3） ITX92BTの電源を切って、再び入れ直す
4） ITX92BTのPOWERランプが赤く点灯し、しば

らくすると赤点滅するのを確認する
5）1)で抜いたケーブルを元通りにつなぐ
6）らくらくバージョンアップを行う
①添付のCD-ROMをセットし、メインメニュー画
面が表示されたら［CD-ROMの終了］をクリッ
クする

②6-8ページ「ITX92BTを手動でバージョンアッ
プする」の手順2を行う

③「Atermのバージョンアップ情報が取得できま
せん」と画面に表示されるので［OK］ボタンをク
リックする

症状

POWERランプが点灯せず、
液晶ディスプレイに何も表示
されない

POWERランプが点灯し、し
ばらくすると赤く点滅する（液
晶ディスプレイに「強制ローダ
コマンド待機中」と表示され
る）

（続く）

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

AtermITX92BT
の電源を入れたと
き
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電源を入れたとき

症状 原因と対策

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

④「ITX92BTを手動でバージョンアップする」の
手順3、4を行う

⑤「ITX92BTを手動でバージョンアップする」の
手順5でファイル名にCD-ROMの中にあるFW
フォルダからbinファイル（ファームウェア）を
指定する
例）C D ドライブ名がQ でファイル名が
ITX92BT100.BINの場合、
Q:¥ FW¥ Itx92bt100.binとなります

⑥「ITX92BTを手動でバージョンアップする」の
手順6、7を行う

●BIGLOBEのメール着信通知サービスに加入して
いる場合は、電子メールが届いたことをお知らせし
ています。

●UUIメールが届いたことをお知らせしています。
　『UUIメールEX』を使って消灯させることができ
ます。または、電話機の受話器を上げて、 　

とダイヤルすると消灯します。

●DOS/V機などを使用している場合で、誤ってパソコン
のプリンタポート（25ピンコネクタ）に接続している
→接続しているパソコンのコネクタがCOMポー
ト（シリアルポート）かどうか、パソコンの取扱
説明書で確認してください。

●一部のパソコンでは、パソコンの電源を切っても
SD信号を出している機種があります
→パソコンの電源コードを抜けば消えます。通信
中に支障がなければそのままお使いください。

お使いのパソコンがPC98-NX Mate（Windows2000）
の場合、通信していないときでもDATAランプが暗く点灯
しますが、故障ではありません。

INSネット64とITX92BTの間で基本的なやりとり
（レイヤ1同期）ができていない
●INS回線ケーブルがはずれている
→ITX92BTと回線コンセント（またはローゼッ
ト）を添付の回線ケーブルで接続してください。

●回線の極性が反転している
→背面のINS回線リバーススイッチを反対側に切
り替えてください。

●INSネット64への切り替えが完了していない
→INSネット64への切り替えが完了しているか
NTT東日本・NTT西日本に確認してください。

●電話回線にガスの自動検針器が接続されている（ア
ナログ回線から変更した場合）
→ガス供給業者に問い合わせ、接続されている場
合は撤去してもらってください。

●ITX92BTが故障している
→自己診断（ 7-18ページ）を行い、ITX92BT
が故障していないか確認してください。自己診
断の結果が正常な場合は、NTT東日本・NTT西日
本にご相談ください。

（続き）

MSGランプが点滅している

通信していないのにDATAラ
ンプが点灯する

通信していないのにDATAラ
ンプがほんのり点灯する

液晶ディスプレイに「回線障害
レイヤ1ダウン」と表示される
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INSネット64とITX92BTの間で基本的なやりとり
（レイヤ2同期）ができていない
●INSネット64への切り替えが完了していない
→INSネット64への切り替えが完了しているか
NTT東日本・NTT西日本に確認してください。

●電話回線にガスの自動検針器が接続されている（ア
ナログ回線から変更した場合）
→ガス供給業者に問い合わせ、接続されている場
合は撤去してもらってください。

●ITX92BTが故障している
→自己診断（ 7-18ページ）を行い、ITX92BT
が故障していないか確認してください。自己診
断の結果が正常な場合は、NTT東日本・NTT西日
本にご相談ください。

添付CD-ROMのメニュー画面をもう一度出したい
●WindowsMeの場合
→1) ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］－

［アクセサリ］－［エクスプローラ］を選択する。
　2)［CD-ROM］ドライブをダブルクリックする
　3) menu.exeをダブルクリックする
●Windows98の場合
→1)［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］

－［エクスプローラ］を選択する
　2)［CD-ROM］ドライブをダブルクリックする
　3) menu.exeをダブルクリックする

CD-ROMをセットすると、メニュー画面が表示され
るように設定されています
→表示したくない場合は、以下のどちらかの方法でメ
ニューを消してください。

・不要な場合はメニューの［終了］をクリックします。
・WindowsMe/98/2000の場合、Shiftキーを押し
ながらCD-ROMをセットします。
・WindowsMe/98の場合、CD-ROMを入れたとき
に最初の画面が表示されないようにできます（ほ
かのCD-ROMでも表示されなくなります）。
1)［コントロールパネル］の［システム］をダブルク
リックする

2)［デバイスマネージャ］タブの［CD-ROM］をダブ
ルクリックする

3) 使用するCD-ROMドライブをクリックし、［プロ
パティ］ボタンをクリックする

4)［設定］タブをクリックする
5)［オプション］の［自動挿入］または「挿入の自動通
知」のチェックをはずす

6)［OK］ボタンをクリックし、WindowsMe/98を
再起動する

症状 原因と対策

液晶ディスプレイに「回線障害
レイヤ2ダウン」と表示される

メニュー画面を表示したくな
い

電源を入れたとき

C D - R O Mのメ
ニュー画面が表示
されない

添付のCD-ROM
「BTSTARユー
ティリティ集」を
パソコンにセット
したとき

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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回線や電源コードから入り込むノイズ(雷など)から
装置を保護するために、アース線の接続と、落雷プロ
テクタの使用をお勧めします。落雷プロテクタは、別
売りオプションとして用意されています。また、アー
ス線は別途ご用意ください。ただし、落雷プロテクタ
を使用していても、落雷の程度によっては二次災害を
防止するために装置内の一部分が破壊されることが
あります。また、ケーブルは絶対に屋外に出さないよ
うに配線してください。なお、落雷などの天災地変に
よる故障の場合は、保障期間内でも有料修理となりま
すのであらかじめご了承ください。

症状 原因と対策

落雷に対する対策
をしたい

症状 原因と対策

電話をかけるとき ●ITX92BTの電源が入っていない
→電源コードを壁の電源コンセントに差し込んで
ください。

→電源スイッチの［I］（オン）を押した状態にしてく
ださい。

 →電源コードをパソコンのコンセント（サービス
コンセント）に差し込んでいる場合は、壁の電源
コンセントに接続し直してください。

●ITX92BTと電話機が正しく接続されていない
→ITX92BTのアナログポートと電話機の回線
（LINE）コネクタを電話機に添付されているケー
ブルで接続してください。

●INSネット64とITX92BTの間で基本的なやりと
り（レイヤ1同期）ができていない
→「電源を入れたとき」「液晶ディスプレイに「回線
障害　レイヤ1ダウン」と表示される」の欄を参
照し、同様の対処を行ってください。

●アナログポートを「使用しない」にしている
→アナログポートを使用可能にします。
受話器を上げて ［ポート番号］

［接続機器の種別］
を押し、受話器を戻します。
ポート番号 　接続機器の種別
1：電話Aポート 　1：電話
2：電話Bポート 　2：FAX／モデム／ファクス付き電話機
3：電話Cポート

●電話機の設定がトーン（PB）になっていない
→電話機の取扱説明書を参照して、ダイヤル方式
をトーン（PB）へ切り替えてください。

●疑似キャッチホン、疑似着信転送、疑似三者通話中
である
→疑似キャッチホン、疑似着信転送、疑似三者通話
中は、Bチャネルを2つ使用するので別の電話は
かけられません。

受話器を上げても音がしない

受話器を上げると「プープー
プー」という音がする

電話をかけることができない

（続く）

電話に関するトラブル
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症状 原因と対策

●128kbpsマルチリンクPPP通信をしている
→128kbpsマルチリンクPPP通信中はBチャネ
ルを2つ使用するので、電話はかけられません。
「リソースBOD」の設定とINSネット64契約「通
信中着信通知」の契約を行い、電話をかけられる
ようにすることをお勧めします。

●データポート（シリアルポート/USBポート/
Bluetoothポート）を使ってマルチアクセスして
いる
→マルチアクセス中は、Bチャネルを2本使用して
いるので電話はかけられません。

●初期状態では、 をダイヤルすると発信するよ
うに設定されています。
→らくらくアシスタントで で発信しないよう
にするか、または２回続けて を押すと発信
するように設定を変更します。

ダイヤル桁間タイマが働いて、最後にダイヤルしてか
ら発信するまで5秒以上かかっている
→ダイヤル後、電話機の を押すとすぐに発信し
ます。

ACR機能付き電話機を使用しているとダイヤルして
いる途中で発信する
→ダイヤル桁間タイマを5秒（初期状態）より長くし
ます。
受話器を上げて ［ポート番号］

［時間］ を押し、受話器
を戻します。
アナログポート番号 　時間
1：電話Aポート 　1： 5秒　3： 11秒
2：電話Bポート 　2： 9秒　4： 13秒
3：電話Cポート

ナンバー・ディスプレイ、モデム・ダイヤルイン、アナ
ログ・ダイヤルイン対応の電話機を接続していないの
にも関わらず、ナンバー・ディスプレイ、モデム・ダイ
ヤルイン、アナログ・ダイヤルインの設定をしている
→上記サービスを「使用しない」に設定してください。

電話機に秘話回路を内蔵している
→秘話回路とはブランチ接続（1つのアナログポート
に複数台の電話機が接続されること）されている電
話機のうちの1台が使用中は、他の電話機に通話内
容が聞こえないようにする回路です。ブランチ電話
機使用中の検出電圧が高いと、秘話回路が働くこと
があります。電話機の取扱説明書を参照して、秘話
回路を使用しないように設定してください。

着信音が鳴らない原因はさまざまですが、設定に誤りが
あることがあります。以下の設定を確認してください。
なお、購入時は、すべてのアナログポートが呼び出され
る（＝着信音が鳴る）ように設定されていて、設定に
よって着信する条件が追加されます。ITX92BTを

（続き）

を含む電話番号をかける
ことができない

電話をかけたときに、相手と
つながるまでの時間が長くか
かる

ACR機能付き電話機を使用し
たときに、電話がつながらない

着信音が短く鳴り、受話器を上
げると切れてしまう、ファクス
の信号のような音がする

着信音が鳴っているが、受話器
を上げたのに通話できない。ま
たは電話をかけて相手が応答
すると電話が切れる

電話がかかってきても着信音
が鳴らない

（続く）

電話をかけるとき

電話がかかって

きたとき

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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症状 原因と対策

電話がかかって
きたとき

（続き） いったん購入時の状態に戻し、呼び出されることを確
認してから再度設定すると、設定の誤りを見つけやす
くなります。ただし、設定した内容（電話番号など）はす
べて無効になりますのでご注意ください。
「ITX92BTを購入時の状態に戻す」（ 7-15ペー
ジ）
●お出かけ設定（おやすみモード、電話着信転送モー
ド、ボイスワープ転送モード、フラッシュモード）
が設定されている
→フラッシュモードが設定されていると、でかける
ボタンがオレンジ色に点滅して着信を知らせま
すが、電話機の着信音は鳴りません。電話着信転
送モード（着信転送、疑似着信転送）またはボイス
ワープ転送モードが設定されていて、設定した転
送条件が一致したときは、着信音を鳴らさずに転
送します。着信音を鳴らして電話をとりたいとき
はお出かけ設定を解除してください。

●i・ナンバーまたはダイヤルイン番号の呼び分けが
うまくいかない
→i・ナンバーまたはダイヤルイン番号をもう一度
正しく設定し直してください。
「i・ナンバー」（ 5-24ページ）
「ダイヤルインサービス」（ 5-27ページ）

●ダイヤルイン契約している場合は、グローバル着信
の設定が間違っている
→INSネット64で契約した「グローバル着信を利
用する／利用しない」の内容と、ITX92BTの設
定内容を合わせてください。

●優先着信ポートが指定されている
→優先着信指定されたアナログポートが空いてい
るときは、そのアナログポートだけが呼び出さ
れ、ほかのポートには着信しません。優先着信の
必要がないときは、指定しないでください。

●識別着信（INSなりわけ、疑似識別着信）が設定され
ている
→識別着信が設定されていると、登録した相手か
ら以外は着信しなくなります。必要がないとき
は、識別着信を設定しないでください。

●サブアドレスが違っている
→相手側（INSネット64加入者）が指定したサブア
ドレスが、自分側のITX92BTに設定されてい
るサブアドレスと違っています。サブアドレス
を使用しないときは、サブアドレスに何も入力
せず、「サブアドレスなし着信する」を設定し
てください。

●HLC（高位レイヤ整合性）が一致しない
→相手側（INSネット64加入者）が設定したHLC
が、自分側のITX92BTに設定されているHLC
と違っています。「HLCを設定しない」にしてく
ださい。
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症状 原因と対策

電話がかかって
きたとき

その他のとき

電話機とファクスをつないで
いるが、ファクスが先に応答し
てしまい、電話機で電話を取れ
ない

留守番電話機などで相手が
受話器を置いても電話が切
れない

電話を転送できない

使用中ランプ表示付き電話ア
クセサリが使用できない

停電時に電話が使えない

 

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

●電話番号が1 つしかない
→ i ・ナンバーやダイヤルインサービスの契約をお
勧めします。1 つの電話番号だけを使う場合、電
話機とファクスを接続すると、電話がかかって
きたとき先にファクスが応答し、電話機では電
話を受けることができなくなります。また、ファ
クスで電話を受けても、ファクスが電話に切り
替える間、相手に余計な通話料がかかってしま
います。

●電話機の受話器を上げる前にファクスが自動応答
している。
→ファクスの取扱説明書を参照して、自動応答す
るまでの呼び出し回数を多くします。

留守番電話機が回線切断時のリバースパルスを検出
して切断するしくみになっている
→相手切断時にITX92BTからリバースパルスを出
すように設定します。

1) らくらくアシスタントを起動する
2) ［アナログポートの詳細設定］ボタンをクリック

する
3) 留守番電話機を接続しているポート（電話Aポー

トまたは電話Bポート、電話Cポート）のタブを
クリックする

4) ［高度な設定］を選択し、「リバースパルスを送出
する」をチェックする

●携帯電話やPHSの電源が切れているか、圏外に
なっている
→携帯電話やPHSが使用できることを確認して
ください。

● i・ナンバーを契約しているのに、「i・ナンバーを使
用しない」設定になっている
→ i・ナンバーを契約している場合は、「i・ナンバー
を使用する」を設定してください。

ITX92BTでは、使用中ランプ表示付き電話アクセサ
リは使用できません。

停電用の電池がセットされていません。
→停電時にも電話が使えるようにするには、電池ホル
ダーに電池をセットしておきます（ 8-26ペー
ジ）。電池をセットしておくと、電源が切れたとき
にITX92BTは自動的に停電モードに入ります。停
電モードでは、電話A ポートに接続した電話機を
使うことができます。ただし、お客様の環境によっ
ては使用できないこともあります。
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電話が使えないときの症状が当てはまる場合があり
ます。対策は、ファクスの場合でも同じです。「電話が
使えない」の欄を参照してください。
●相手のファクスがG4タイプのファクスである
→アナログポートに接続したファクスは、G3モー
ドに対応していないG4タイプのファクスとは
通信できません。

●ファクスの回線種別を自動選択する機能がONに
なっている
→INSネット64に接続したターミナルアダプタで
は、ファクスの回線種別を自動選択する機能は
使用できません。ファクスの取扱説明書を参照
して、回線種別のトーン（PB）を手動で設定して
ください。

●データポートからはファクス通信できません
→アナログポートに接続してご使用ください。

●アナログポートの接続機器が「電話機」に設定され
ている
→「ファクス／モデム／ファクス付き電話機」に設
定します。
受話器を上げて ［ポート番号］

［接続機器の種別］
を押し、受話器を戻します。
ポート番号 　接続機器の種別
1：電話Aポート 　1：電話
2：電話Bポート 　2：FAX／モデム／ファクス付き電話機
3：電話Cポート

●Fネットの無鳴動着信機能を利用している
→無鳴動着信を行うには、アナログポートから特
殊な周波数をファクスに出さなければなりませ
ん。ITX92BTは対応していないため、無鳴動着
信を利用できません。

ノイズにより誤って無鳴動着信をしている
→パソコンを接続している場合、パソコンにもアース
線を接続してください。

→ファクスの設定を無鳴動着信しないように変更し
てください。

相手側のターミナルアダプタの設定が誤っている
→相手側のターミナルアダプタの設定を確認しても
らってください。

ファクス通信ができない

ファクスに着信できない

実際には着信していないのに
ファクスに自動着信すること
がある、またはファクスから発
信できない

ファクスで発信しても相手か
ら切断される

ファクス通信がで
きない

ファクス、ファクス付き電話機に関するトラブル
症状 原因と対策

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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パソコンがBT01Uの認識を行っています。長い時で
約数十秒かかりますが、認識後は正常に戻ります。

●BT01Uとパソコンに、USBケーブルが正しく接
続されていません。
→BT01UとパソコンのUSBポートを添付の
USBケーブルで接続してください。

●BT01Uのドライバが正しくパソコンにインス
トールされていません。
→3-22ページでドライバの確認を行い、不足の場
合は、正しくインストールしてください。

　 『お困りのときには』（html）のBluetoothTM
　　　　接続に関する問題

ITX92BTに正しくBluetoothTMの設定がされてい
ません。
●液晶ディスプレイに　マークがあるときはパス
キーが設定されていません。

BluetoothTM接続に関するトラブル
※以下「らくらくアシスタント（注）」と表記されているときは、ITX92BTのシリアルポ ートまたはUSB
ポートにパソコンをつないでください。

マウスの動きが鈍い

（続く）

BT01Uとパソコ
ンをUSBケーブ
ルでつないだら、
パソコンの動きが
一時的に鈍くなる

Bluetooth（TM）
PC Driverユーティ
リティを起動する
と、「Bluetooth
API初期化失敗」と
表示される

リモートデバイス
からITX92BTを
見つけることがで
きない

症状 原因と対策

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

モデム通信（アナログポート）に関するトラブル

●「電話が使えない」の「受話器を上げると「プープー
プー」という音がする」の欄を参照し、同じ対策を
行ってください。

●パソコン上のモデムの設定がトーン（PB）になっ
ていない
→モデムの取扱説明書を参照して、ダイヤル方式
をトーン（PB）へ切り替えてください。

●ITX92BTの受話音量がモデムと合わない
→受話音量を「小」または「大」に変更してみてくだ
さい。

●モデムがダイヤルトーンを検出できていない
→モデムの取扱説明書をご覧になり、パソコン上
のモデムの設定を「ダイヤルトーンを無視する」
にしてください。

●モデムをデータポートに接続している
→データポートではモデム通信はできません。ア
ナログポートに接続してください。

●回線が込み合っている
→回線状態によっては、通信スピードが上がらな
い場合があります。一度切断してから再度通信
してみてください。

●モデムの送出レベルが低い
→モデムの取扱説明書を参照して、モデムの送出
レベルを上げてください。

モデム通信できない

モデムの速度が遅い

モデム通信できな
い、速度が遅い

症状 原因と対策
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グ

症状 原因と対策

リモートデバイス
からITX92BTを
見つけることがで
きない

［サービスブラウ
ズ］ボタンをク
リックすると、「ブ
ラウズに失敗しま
した」画面が表示
される

［接続］ボタンをク
リックすると、「こ
のサービスのサー
バチャネルが取得
できませんでし
た」画面が表示さ
れる

ITX92BTとBlue-
toothTM接続でき
ない

→パスキーを設定してください（ 3-8ページ）。

●ITX92BTに登録したパスキーとBluetoothTM接
続時にリモートデバイスのパスキーとして入力し
ているパスキーが一致していない
→パスキーが一致していないとBluetoothTM接続
はできません。ITX92BTのパスキーを確認して
ください。

●Bluetoothポートの動作モードが使えるように設
定されていない。
→動作モードを動作可能に設定してください。

これらの設定は、らくらくアシスタント（注）の「Blue
toothの詳細設定」または、ITX92BT前面の操作ボ
タンで設定します。
●ITX92BTとBT01Uの電波の距離が遠い
→Bluetooth接続可能な距離は、直線見通し約
100m以内ですが、建物が鉄筋壁、防音壁、断熱
壁または電波を出すその他の機器の有無により
電波が届かないことがあります。その場合は下
記のようにしてください。

　・B T 0 1 U の正面（ 1 - 1 3 ページ）を
ITX92BTに向けてください。

　・BT01UとITX92BTの距離を近づけてください。

●ITX92BTとBT01Uの間の電波の状態が良くあり
ません。そのときの環境により見つけることができ
ない時があります。
 →再度、デバイス探索をしてください。それでもうま
くいかない場合は、ITX92BTとBT01Uを近づけ
てください。

→Bluetooth(TM) PC Driverユーティリティを
再起動し、再度［サービスブラウズ］ボタンをク
リックしてください。

→ITX92BTのリモートデバイスのリンク履歴（ア
ドレス・デバイス名）から対象のBT01Uのデバ
イスを削除してください。リンク履歴の削除は、
らくらくアシスタント（注）の「Bluetoothの詳
細設定」のリモートデバイスのリンク履歴（アド
レス名・デバイス）からそのリモートデバイスを
削除してください。

 →Bluetooth(TM) PC Driverユーティリティを
再起動し、再度［接続］ボタンをクリックしてく
ださい。

 →ITX92BTのリモートデバイスのリンク履歴
（アドレス・デバイス名）から対象のBT01Uのデ
バイスを削除してください。リンク履歴の削除
は、らくらくアシスタント（注）の「Bluetoothの
詳細設定」のリモートデバイスのリンク履歴（ア
ドレス・デバイス名）からそのリモートデバイス
を削除してください。

●パスキーが設定されていません。
→液晶ディスプレイに　マークがあるときはパス
キーを設定してください。

（続き）

一度は見つけることができたの
に、見つけることができない

（続く）
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症状 原因と対策

●ITX92BTに登録したパスキーとBluetoothTM接
続時にBT01U（リモートデバイス）に入力してい
るパスキーが一致していません。
→パスキーを確認し、一致していないときは、パス
キーを再設定してください。（ 3-8ページ）

●ITX92BTの動作モードが使えるように設定され
ていない。
→動作モードを動作可能に設定してください。

●BT01U以外のリモートデバイスとの接続の時に、
ITX92BTに暗号化モードを使用するように設定
している。
→BT01U以外のリモートデバイスと接続すると
きは、暗号化モードを使用しないに設定してく
ださい。

これらの設定は、らくらくアシスタント（注）の
「Bluetoothの詳細設定」または、ITX92BT前面の操
作ボタンで設定します。
●履歴に保持するリモートデバイス情報の上限数を
超えています。
→複数台のBluetoothTMデバイスから接続を行う
場合は、らくらくアシスタント（注）の
「Bluetoothの詳細設定」で、履歴に保持するリ
モートデバイス情報の上限数を接続する可能性
のある台数分に設定してください。

●BluetoothTM接続するITX92BTが間違っている
→BluetoothTMは無線なので、デバイス探索を行う
と、近隣のB l u e t o o t h TMデバイスや別の
ITX92BTが検索されることがあります。自分の
ITX92BTを確実に区別するために、ITX92BT
に独自のデバイス名を登録することをお勧めし
ます。登録時はらくらくアシスタント（注）の
「Bluetoothの詳細設定」で設定します。

ITX92BT側のリモートデバイスのリンク履歴（アド
レス・デバイス名）から、デバイス（BT01U）が削除さ
れている
 →一度BluetoothTM接続すると、両方に共通のリ
ンクキーができます。ただし、どちらか一方でも
リンクキーが失われている場合は、パスキーの入
力が必要となります。ITX92BTのリンクキーの
有無の確認は、らくらくアシスタント（注）の
「Bluetoothの詳細設定」で、リモートデバイスの
リンク履歴（アドレス・デバイス名）に
BluetoothTM接続したい相手のデバイスアドレ
スがあるかどうかで確認することができます。

ITX92BTのデバイスアドレスとパスキーを指定し
てBT01UとITX92BTをいったんBluetoothTM接
続すると、両方に共通のリンクキーが自動的に作成さ
れ、以降はこのリンクキーを使用してBluetooth認
証を行います。パスキーを変更しても、パスキー入力
画面が表示されないのは、リンクキーを使用して自動
的にBlue too th認証が行われているためです。
Bluetooth認証をやり直したい場合は、ITX92BTの
リモートデバイスのリンク履歴（アドレス・デバイス

（続き）

ITX92BTのリンク履歴（アド
レス・デバイス名）にデバイス
（BT01U）が残っている

ITX92BTとBlue-
toothTM接続でき
ない

以前接続したこと
のあるITX92BT
に接続しようとし
ているのに、Blue-
toothTM接続時に
パスキーの入力画
面が表示される

ITX92BTのパス
キーを変更したの
に、BluetoothTM

接 続する際に、
BT01U（Blue-
toothTM機器）側で
入力するITX92
BTのパスキーを
聞かれない
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Bluetooth（TM）
PC Driverユーティ
リティの、[デバイス
探索]、［サービスブ
ラウズ］、［接続］ボ
タンを押したが、な
かなか終了しない

「Bluetoothの詳
細設定」のリモー
トデバイスのリン
ク履歴（アドレス・
デバイス名）内に
見知らぬデバイス
アドレスがある

Bluetooth(TM) PC
Driver ユーティリ
ティを起動したま
まBT01UのUSB
ケーブルを抜き差
ししてしまった

BTO1UをBlue-
toothTM機能内蔵パ
ソ コ ン や 他 の
BluetoothTM機器
とつなぐことはで
きますか？

名）から、Bluetooth認証をやり直すデバイスを削除
してください。
ITX92BTのパスキーを変更したときは、らくらくア
シスタント（注）の「Bluetoothの詳細設定」のリモー
トデバイスのリンク履歴（アドレス・デバイス名）から
そのリモートデバイスを削除してください。

タスクトレイにあるBluetooth（TM）PC Driver
ユーティリティのアイコンを右クリックして
「Bluetooth（TM）タスクマネージャーの終了」を選
択し、ユーティリティをいったん終了させます。再度
ユーティリティを起動してから操作をやり直してく
ださい。

不正なアクセスをされている可能性があります。その
リンク履歴を削除し、パスキーを変更してください。
パスキーは不用意に他人には教えないでください。ま
た、履歴に保持するリモートデバイス情報の上限数は
必要最小限の数に設定してください。この値を必要数
にすることで不正アクセスを最小限に抑えることが
できます。リモートデバイスのリンク履歴（アドレス・
デバイス名）及び履歴に保持するリモートデバイス情
報の上限数の確認はらくらくアシスタントの
「Bluetoothの詳細設定」で設定します。

BluetoothTMを使用中は決してUSBケーブルを抜か
ないでください。
→パソコンを再起動させてください。USBケーブ
ルは必ずBluetooth(TM) PC Driver ユーティ
リティを終了させてから抜いてください
（ 3-24ページ）。

つながないでください。パソコンのBluetoothTM機
能が利用できなくなります。

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

症状 原因と対策

ITX92BTが正常に動作しない場合、設定に誤りがあ
ることが多いようです。現在の設定内容の一覧を表示
したり、プリントしたりして確認してみてください。
「AtermITX92BTの設定内容を確認・記録する」
（ 『データ通信ガイド』「Atermのその他の機能」）
どうしても動作しない場合は、購入時の状態に戻し、
最初から設定し直す方法もあります。
「ITX92BTを購入時の状態に戻す」（ 7-15ページ）

●「INSタイムプラス」、「INSテレホーダイ」、「i・アイ
プラン」、「フレッツ・ISDN」などのサービスに加入
していたり、PHS網など他事業者経由で通信を
行っている

その他のトラブル

累積料金と実際の電話料金が
異なる

（続く）

ITX92BTが正常
に動作しないが、
原因がわからない

料金がおかしい

症状 原因と対策

マウスカーソルが止まったり、
パソコンの動きが遅くなる
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症状 原因と対策

→累積料金と実際の請求額は異なります。
ITX92BTでは切断時に網から通知された金額
をそのまま表示し、累積料金として計算してい
ます。また、PHS網やNCC網などの他事業者と
通信を行うと、料金情報がネットワークから送
出されないため、累積料金と実際の請求額が異
なることになります。

●ITX92BTの電源を切る、または初期化した
→累積料金は、ITX92BTの電源を切ったり、初期化
したりすると、0円や前回保存した値に戻ってし
まいます。また、らくらくアシスタントなどで累
積料金を表示したあとに設定値を保存すると、表
示されていた累積料金の値も保存されます。

一部のパソコンでは、パソコンの電源を切ってもER
信号がOFF（オフ）にならない
→通信が切断されていません。 「RDY」の表示を消す
には、パソコンの電源コンセントを抜いてくださ
い。また、このようにしても、液晶ディスプレイに
「B1」または「B2」のいずれかが表示されたままに
なっている場合は、通信が切断されません。
ITX92BTとINSネット64を接続しているケーブ
ルを抜いて、30秒程待ってから再び差してくださ
い。これで通信が切断されます。

でかけるボタンがロックされています。
→ITX92BTの MENU ボタンを6秒以上押し続けてくだ
さい。

●ITX92BTの電源スイッチがOFF［○］になっている
→電源スイッチが［ I ］（オン）になった状態でない
と停電モードが使えません。［ I ］（オン）にして
ください。

●電池がセットされていない、または＋－を間違えて
セットしている
→電池を正しくセットしてください。

●電池の容量がなくなっている
→電池を交換してください。

電話Bポート電話Cポートに電話機を接続している
→停電時に使用できるアナログポートは電話Aポートだ
けです。電話機を電話Aポートに接続してください。

●電話Bポート電話Cポートの電話機の受話器を上
げている
→受話器を置いてください。

●S点ユニットに他のISDN通信機器を接続している
→S点ユニットにも給電されるので、S点ユニット
を使用していると使用時間が短くなります。

ITX92BTの設定値を購入時の状態に戻します。ただ
し、今までで設定した内容は無効になりますのでご注
意ください。
「ITX92BTを購入時の状態に戻す」（ 7-15ページ）

Atermシリーズは日本国内のISDN（INSネット64）
で使用することを前提としているため、海外では使用
できません。

（続き）

液晶ディスプレイの「RDY」の
表示が消えない

でかけるボタンを押しても、お
出かけ設定できない（でかける
ボタンが点灯しない）

POWERランプが点滅しない

電話をかけることができない

電池がすぐになくなる

料金がおかしい

電源を切ったとき

停電時に動作し
ない

購入したときの状
態に戻したい、
ITX92BTの設定
を最初からすべて
やり直したい

海外で使用したい

ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
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初期化とは、ITX92BTに設定した内容を消去して購入時の状態に戻すことをいい
ます。ITX92BTがうまく動作しない場合や今までとは違う回線を使う場合など
は、ITX92BTを初期化して初めから設定し直すことをおすすめします。

初期化の方法には以下の4通りがあります。

　・らくらくアシスタントで初期化する

　・ITX92BT前面の操作ボタンで初期化する

　・電話機から初期化する

　・ITX92BTのディップスイッチで初期化する

初期化する前に、現在の設定内容を保存しておくことができます（ 添付CD-
ROMに収録されている『データ通信ガイド』「Atermのその他の機能－AtermITX
92BTの設定内容を確認する」）。

・らくらくアシスタント以外の方法で初期化をすると、ITX92BTのパスキーがクリアさ
れて、BluetoothTM接続することができなくなります。ITX92BTの再設定をしてくだ

さい。「パスキーを登録する」（ 3-8ページ）

・ATコマンドを使用して初期化することもできます。ATコマンドについて詳しくは、
添付CD-ROMに収録されている『データ通信ガイド』「ATコマンド解説」を参照してく
ださい。

IT
X
9
2
B
T

を
購
入
時
の
状
態
に
戻
す

（
初
期
化
）



7-16

　らくらくアシスタントで初期化する
らくらくアシスタントを使って初期化を行います。

らくらくアシスタントを起動する

B l u e t o o t hポート使用の場合は、
ITX92BTとBT01U間をBluetoothTM

接続しておきます。（ 3-20ページ
「ITX92BTとBluetoothTM接続する」）
［スタート］ボタンをクリックし、［プロ
グラム］-［AtermITX92BTユーティリ
ティ］-［Atermらくらくアシスタント］を
選択する

［設定値の初期化］をクリックする

［はい］をクリックする

［OK］をクリックする

・i・ナンバーを使用する場合

・i・ナンバーを使用しない場合

電話番号を再設定する

［OK］をクリックする

［アシスタント終了］をクリックする

IT
X
9
2
B
T

を
購
入
時
の
状
態
に
戻
す

（
初
期
化
）

　操作ボタンで初期化する
ITX92BT前面の操作ボタンを使って初期化を行います。

MENU  ボタンを押す

 ボタンを押して［初期化］を反
転表示させ、ENTER  ボタンを押す

［工場出荷時］に矢印を合わせ、ENTER  ボ
タンを押す

[ 初 期 化 ]  

 
初期化しますか？ 
工場出荷時に 

ENTER  ボタンを押す

キャンセルする場合は CLR  ボタンを押
すと、通常の画面に戻ります。
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IT
X
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を
購
入
時
の
状
態
に
戻
す

（
初
期
化
）

　電話機から初期化する
電話機のボタンを使って初期化を行います。

受話器をあげる

と押す

 出荷時に初期化 

A

を押す

初期化が行われ、通常の画面に戻りま
す。

受話器を戻す

　ディップスイッチで初期化する
ITX92BTのディップスイッチを使って初期化を行います。ディップスイッチは、電
池ケースの中にあります。

ITX92BTの電源を切る

電池カバーを開け、電池が入っている
場合は電池を抜き出す

ディップスイッチの4～6をONにす
る

電池カバーを開け、つまようじなど先の
細いものでディップスイッチをONの側
に倒します。

6

ON

OFF
1 DIP SW

ITX92BTの電源を入れる

電源を入れてから3秒後にITX92BT
の電源を切る

ディップスイッチをもとに戻す

ITX92BTの電源を入れる



7-18

 
自己診断を行うと、ITX92BTが故障していないかを確認することができます。

ディップスイッチの3だけをONに
し、ほかはOFFにする

6

ON

OFF
1 DIP SW

ITX92BTの電源を切る

ITX92BTの電源を入れる

自己診断が行われます。液晶ディスプレ
イに「シンダンテスト」と表示されます。
正常に終了すると、「ピピピ…」と鳴った
後にMSGランプが緑色に点滅し、液晶
ディスプレイに「シンダンテストOK」と
表示されます。

診断を終了するときは、電源を切って
ディップスイッチの設定をもとに戻し
てから、再度電源を入れる

・自己診断を行っている最中に、電源を切らないでください。電源を切るとバックアッ
プしている設定内容が正しく保持されないことがあります。

・自己診断で異常が発見されるとMSGランプが赤色に点灯し、ブザーが鳴り続けます。
異常があった場合は、最寄りのNEC保守サービス受付拠点に修理を依頼してください
（ 8-40ページ）。

IT
X
9
2
B
T

が
故
障
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る

（
自
己
診
断
）
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ITX92BT前面の液晶ディスプレイに表示されるアイコンやメッセージの意味を一
覧で示します｡

●通常時

 

表示内容機能名

アニメ 選択したアニメです。ITX92BTには、以下のアニメが用意されていま
す｡工場出荷時は「BOY」に設定されています。［表示なし］を選択した場
合は、何も表示されません。

BOY

猫

カエル

ペンギン

ロボット

犬

表示なし
－

USBポート接続の状態

日時

お出かけ設定のモード

アニメ

天気予報

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
表
示
一
覧

Bluetoothポート接続の状態
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表示内容機能名

Bluetoothポート

接続の状態

USBポート接続の状態

天気予報
　

日時

お出かけ設定のモード

Bluetoothポート接続の状態を示します。

電源を入れると約20秒間表示されます。
BluetoothTMを使用できるように準備中です。

パスキーが設定されていません。

接続を開始します。

接続が完了しました(ER OFF状態)。

接続が完了しました(ER ON状態)。

USBポート接続の状態を示します｡

パソコンをUSBポート接続すると表示されます。

USBポートを使用中（らくらくアシスタントで設定して
いるとき、アプリケーションがUSBを認識したとき、お
よび通信中のときなど）に表示されます。

BIGLOBEのAterm天気通知サービスから通知された天気予報を表示し
ます。このサービスはBIGLOBEの有償サービスです。またBIGLOBE
接続会員以外の方もサービス料金のみでご利用できます（サービスの詳
細についてはBIGLOBEに（ 8-36ページ）お問い合わせください）。

晴れ

曇り

雨

雪

晴れのち曇り（矢印は「のち」を示します）

晴れ時々曇り（縦棒は「時々」を示します）

上段に日付、下段に時刻を表示します。

現在選択されているお出かけ設定のモードを示します｡

おやすみ おやすみモード
電話転送 電話着信転送モード
ボイスワープ ボイスワープ転送モード
フラッシュ フラッシュモード
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●電子メール着信時

 

●着信履歴表示時

 /1234
着信日時
相手の電話番号とサブアドレス

着信したポート

表示内容メッセージ

着信日時

相手の電話番号とサブ
アドレス

着信したポート

着信した日付と時刻が表示されます｡

電話をかけてきた相手の電話番号が表示されます｡相手がサブアドレス
を指定してかけてきた場合は、サブアドレスが表示されます｡

着信したポートが表示されます｡

表示内容アイコン

BIGLOBEに電子メールが届くと、このように表示されます（使用する
には、BIGLOBEへの申し込みが必要です。詳細については『データ通
信ガイド』「Atermで使えるメール機能」を参照してください）｡

UUIメールが届くと、このように表示されます。詳細については『デー
タ通信ガイド』「Atermで使えるメール機能」を参照してください。

電子メール着信通知

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
表
示
一
覧
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●通信時

0312341234
 

A

通信状態に関するメッセージ

表示内容メッセージ

電話A発信
0311112222

電話 着信
0311113333

電話 着信
P:非通知

電話 着信
C:公衆電話

電話 着信
O:表示圏外

電話B切断
016  396円

転送しました

転送失敗

電話 着信
内線A→B

データ発信
0312341234

データ着信
0311113333

データ着信
O:表示圏外

データ切断
016  1680円

発信しているアナログポートと発信先の電話番号が表示されます（これ
は電話Aポートから発信した場合の例です）｡

電話の着信と、相手の電話番号が表示されます｡
INSナンバー・ディスプレイを契約していなくても、電話の相手が
I S DN回線・携帯電話・PHSなどからかけてきている場合は、
ITX92BTの液晶ディスプレイに相手の電話番号を表示します。

ナンバー・ディスプレイ使用時に、相手が電話番号を通知してこなかっ
た場合に表示されます｡

ナンバー・ディスプレイ使用時に、相手が公衆電話からかけてきた場合
に表示されます｡

ナンバー・ディスプレイ使用時に、相手が電話番号を通知できない地域
や機種からかけてきた場合、または発信者番号通知を設定していない場
合に表示されます｡

通話を切断したときに、通話していたアナログポートと切断理由、通信料
金が表示されます｡課金されない場合は通信料金は表示されません｡切断理
由については「切断理由表示一覧」（ 8-14ページ）を参照してください｡

着信転送を使用している場合に、正常に転送できたときに表示されま
す｡

着信転送を使用している場合に、転送できなかったときに表示されま
す｡

内線で電話をかけたときに表示されます｡

データ通信をこちらから開始したときに、相手の電話番号とともに表示
されます｡

データ通信を相手からの着信によって開始したときに、かけてきた相手
の電話番号とともに表示されます｡

ナンバー・ディスプレイ使用時に、データ通信を開始した相手が発信者
番号通知を設定していない場合に表示されます｡

データ通信を切断したときに、切断理由と通信料金が表示されます｡課
金されない場合は通信料金は表示されません｡切断理由については「切断
理由表示一覧」（ 8-14ページ）を参照してください｡

（これはデータ通信を開始したときの画面です）
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液晶ディスプレイのバックライトには、以下の５つの点灯モードがあります。
Atermの使いかたに合わせて設定を変更してください。

●常に消灯

バックライトは点灯しません。

●常に点灯

バックライトが常時点灯します。ただし、停電モードのときは点灯しません。

●自動（初期値）

電話の発信・着信中にだけ点灯し、通常は消えています。ただし、停電モードのとき
は発信・着信があっても点灯しません。

●自動＋データ通信中は常に点灯

電話の発信・着信中のほか、データ通信中にも点灯します。

●AUTOモード＋Bチャネル使用中は常に点灯

電話の発信・着信中のほか、電話の通話中とデータ通信中にも点灯します。

　点灯モードを設定する

らくらくアシスタントのメニュー画面
を表示する

［アナログポートの詳細設定］ボタンを
クリックする

［共通設定］タブをクリックする

設定項目から［その他の設定］を選択す
る

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
点
灯
モ
ー
ド
を
設
定
す
る
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LCDモードでバックライトの点灯モードを選択する

［OK］ボタンをクリックする

らくらくアシスタントのメニュー画面に戻ります。

電話機から設定することができます。
No.49：液晶ディスプレイのバックライト設定（ 5-115ページ）

（初期値）

バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
点
灯
モ
ー
ド
を
設
定
す
る
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ITX92BT前面の操作ボタンを使用して設定・操作できる機能を一覧で示します｡

内　　容機能名

料金表示

E-Mail通知

着信履歴

Bluetooth

お出かけ設定

アニメ設定

LCD履歴表示

日時設定

初期化

参照先

今までにかけた通信料金の合計をポートごとに表示します｡

BIGLOBEに電子メールが届くと、液晶ディスプレイに表示
してお知らせします（BIGLOBEで追加の申し込みが必要で
す）｡

履歴表示 今までにかかってきた電話の相手や電話
番号、着信した時刻などの着信履歴を液
晶ディスプレイに表示します（最新の50
件分まで）。また、表示されている相手に
電話をかけることもできます。

ポート選択 着信履歴発信をする場合に、使用する電
話のポートを変更します｡

BD_ADDR ITX92BTのデバイスアドレスを表示しま
す。

BD_NAME ITX92BTのデバイス名を表示します。

動作モード ITX92BTのBluetoothポートが使えるか
どうかを参照や設定することができます。
初期値はOFF（パスキーが設定されていな
い場合）

パスキー パスキーの参照や設定することができま
す。

暗号化 ITX92BTとBT01Uとの無線間のデータ
を暗号化するかどうか参照や設定するこ
とができます。
初期値はOFF（暗号化しない）。

外出時や就寝時などに利用するお出かけ設定のモード（おや
すみモード／電話着信転送モード／ボイスワープ転送モード
／フラッシュモード）を選択します｡

液晶ディスプレイに表示するアニメを選択します（アニメを
表示しないようにすることもできます）。

液晶ディスプレイに表示された内容を確認できます。直前か
ら過去6件までの内容が保存されていて、  ボタンま
たは  ボタンで表示を切り替えることができます。

液晶ディスプレイに表示される日付と時刻を設定します｡

ITX92BTを購入時の状態に戻します｡

8-10ページ

『データ通信ガ
イド』「Atermで
使えるメール機
能」

5-15ページ

5-17ページ

3-21ページ

5-64ページ

2-10ページ

―

2-9ページ

7-15ページ

操
作
ボ
タ
ン
の
機
能
一
覧
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内　　容機能名 参照先

バージョン

コントラスト調整

通信速度切り替え

天気予報の表示

ITX92BTのバージョンやUSBポート接続の通信モードを液
晶ディスプレイに表示します。

液晶ディスプレイのコントラストを調整します｡

128kbpsマルチリンクPPP通信中に、通信速度（128
kbps ←→ 64kbps）を切り替えます｡

BIGLOBEのAterm天気通知サービスを利用して、天気予報
を液晶ディスプレイに表示します（BIGLOBEで追加の申し
込みが必要です）｡

8-12ページ

8-13ページ

『データ通信ガ
イド』「データ通
信」

『データ通信ガ
イド』「Atermの
その他の機能」

操
作
ボ
タ
ン
の
機
能
一
覧
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今までにかけた通信料金の合計をポートごとに表示します。
また、すべてのポートの累積料金を電話機のボタンを使ってクリアすることができ
ます。

累積料金はいつでもクリアできます。クリアすると、再び0円からカウントされます。

たとえば、毎月初めに累積料金をクリアして月ごとの料金の概算を知る、という使いか
たができます。

　累積料金を表示する
ITX92BT前面の操作ボタンまたは電話機のボタンを使って、各ポートの累積料金を
表示できます｡

●操作ボタンを使って表示する

MENU  ボタンを押す

 ボタンまたは  ボタン
を押して「料金表示」を反転表示させ、

ENTER  ボタンを押す

ポートごとの累積料金が表示されます｡

[料金表示]

 累積　シリアル 
4 6 0円 

 ボタンまたは  ボタン
を押して、表示するポートを切り替え
る

 ボタンを押すたびに、シリアル
→USB→Bluetooth→電話A→電話B→
電話Cの順にポートが切り替わります｡

 ボタンを押して戻ることもでき
ます。

CLR  ボタンを押す

通常の表示に戻ります｡

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
通
信
料
金
を
表
示
す
る
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●電話機のボタンを使って表示する

受話器をあげる

を押す

累積料金が表示されます｡

 累積　シリアル 
4 6 0円 

A

を押して、表示するポートを切り
替える

を押すたびに、シリアル→USB→
Bluetooth→電話A→電話B→電話Cの
順にポートが切り替わります。

を押す

受話器を戻す

通常の表示に戻ります｡

使用中のポートがあるときは、電話機から累積料金を表示することはできません。また、
表示中は電話の発着信はできません。

　累積料金をクリアする

受話器をあげる

を押す

累積料金が表示されます｡

 累積　シリアル 
4 6 0円 

A

を押します｡

すべてのポートの累積料金がクリアされ
ます｡

を押す

受話器を戻す

通常の表示に戻ります｡

・表示される累積料金は通話ごとにINSネット64から通知される料金を累積したもので
す｡INSテレホーダイなどをご利用の場合、実際の請求額とは異なります｡

・累積料金の表示・クリアは、らくらくアシスタントのメニュー画面→［通信情報と通信
料金の確認］で行うこともできます（ 『データ通信ガイド』「Atermのその他の機能－
AtermITX92BTの現在の状態を確認する」）｡

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
通
信
料
金
を
表
示
す
る
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ITX92BTのファームウェアのバージョンや、設定されているUSBの通信モード
を、液晶ディスプレイに表示して確認することができます。

　バージョンや通信モードを確認する

MENU  ボタンを押す

 ボタンを押して［バージョン］
を反転表示させ、ENTER  ボタンを押す

ファームウェアのバージョンと、USB
の通信モード（CDCモードまたはAterm
モード）が表示されます。

 

CLR  ボタンを押す

通常の表示に戻ります。

表示されるバージョン番号は、お使いのファームウェアによって異なります。

フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
やU

S
B

の
通
信
モ
ー
ド
を
確
認
す
る
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ITX92BTの前面にある液晶ディスプレイが見えにくい場合などは、液晶ディスプ
レイのコントラストを調整することができます｡

　コントラストを調整する
液晶ディスプレイのコントラストを調整するには、ITX92BT前面の操作ボタンを使
います｡

MENU  ボタンを押す

 ボタンを押して［コントラス
ト調整］を反転表示させ、ENTER  ボタン
を押す

 ボタンまたは  ボタンを押し

てコントラストを変更する

 ボタンを押すと表示が濃くなり、

 ボタンを押すと表示が薄くなりま

す。

 HL

コントラスト調整 

ENTER  ボタンを押す

コントラストが変更されます。

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
調
整
す
る
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ITX92BTが通信を切断した理由などをらくらくアシスタントやATコマンドで表示
することができます。

　切断理由などを見る

らくらくアシスタントを起動し、［通信情報と通信料金］ボタンをクリックする

［高度な情報］ボタンをクリックする

・らくらくアシスタントでの表示内容については、添付CD-ROMに収録されている『デー
タ通信ガイド』の「Atermのその他の機能－AtermITX92BTの現在の状態を確認する」
をご覧ください。またATコマンドでの表示方法は、同じく『データ通信ガイド』の
「データ通信-ATコマンド」をご覧ください。

・切断理由は、通話／通信が切断された
ときに、ITX92BTの液晶ディスプレ
イにも表示されます。

切断理由表示一覧
AT#Cコマンド表示

理由種別
らくらく表示

001 欠番
002 中継網ルートなし
003 相手ルートなし
006 チャネル不許可
007 設定済みのチャネルへ着呼
016 正常切断
017 着ユーザビジー
018 着ユーザ応答なし
019 相手ユーザ呼び出し中、応答なし
020 加入者不在
021 相手ユーザ通信拒否
022 相手加入者端末番号変更
026 選択されなかったユーザの切断復旧
027 相手端末故障中
028 無効番号フォーマット（不完全番号）

正
常
ク
ラ
ス

電話Ａ 切断 
0 1 6 切断理由

切
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覧
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リ
ソ
ー
ス
使
用

不
可
ク
ラ
ス

AT#Cコマンド表示
理由種別

らくらく表示

029 ファシリティ拒否
030 状態問い合わせ応答
031 その他
034 利用可回線／チャネルなし
038 網故障
041 一時的故障
042 交換機輻輳
043 アクセス情報破棄
044 要求回線／チャネル利用不可
047 その他

049 QOS利用不可
050 要求されたファシリティ未契約
057 伝達能力不許可
058 現在利用不可伝達能力
063 その他

065 未提供伝達能力指定
066 未提供チャネル種別指定
069 未提供ファシリティ要求
070 制限デジタル情報能力のみ可能
079 その他

081 無効呼番号使用
082 無効チャネル番号使用
083 指定された中断呼識別番号未使用
084 中断呼識別番号使用中
085 中断呼なし
086 指定された中断呼はすでに切断復旧済み
087 ユーザはCUGのメンバーではない
088 端末属性不一致
091 無効中継網選択
095 その他

096 必須情報要素不足
097 メッセージ種別未定義
098 呼状態とメッセージ不一致、またはメッセージ種別未定義
099 情報要素未定義または未提供
100 情報要素の内容が無効
101 呼状態とメッセージ不一致
102 タイマ満了の回復
111 その他

127 その他

無
効
メ
ッ
セ
ー
ジ
ク
ラ
ス

手
順
誤
り
ク
ラ
ス

インタ
ワーキング

サ
ー
ビ
ス

未
提
供
ク
ラ
ス

サ
ー
ビ
ス
提
供

不
可
ク
ラ
ス

切
断
理
由
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診断情報表示一覧
AT¥L1コマンド表示

診断情報
らくらく表示

000 本ポートは正常に着信を受け付けました。

201 本ポートは使用中のため着信を受け付けませんでした。
211 本ポートの着信番号設定とINSネット64からの宛先番号が一致

していないため着信を受け付けませんでした。着信番号設定を確
認してください。

212 本ポートのグローバル着信設定が「着信しない」に設定されている
ため、グローバル着信を受け付けませんでした。グローバル着信設
定を確認してください。

213 本ポートの自己サブアドレス設定とINSネット64からの宛先サ
ブアドレスが一致していないため着信を受け付けませんでした。
自己サブアドレス設定を確認してください。

214 本ポートのサブアドレスなし着信設定が「着信しない」に設定され
ているため、サブアドレスなし着信を受け付けませんでした。サブ
アドレスなし着信設定を確認してください。

215 本ポートの識別着信設定が「着信する」になっており、識別番号設
定に相手からの発信番号と一致するものがなかったため着信を受
け付けませんでした。識別着信設定、および識別番号設定を確認し
てください。

221 着信があったポートのHLC設定がINSネット64からの着信通知
のなかのHLCと一致しませんでした。HLCの設定を確認してくだ
さい。

231 パケット端末からの着信がきましたが、着信を拒否しました。

301 スティルスコールバック要求の着信がきましたが、着信を受ける
ことができませんでした。スティルスコールバックが「使用する」
になっているか設定を確認してください。

302 スティルスコールバック要求に対してサーバ側がかけ直している
ときに、別の着信がありましたが、その着信を拒否しました。

311 INSネット64からの着信通知の中の伝達能力情報転送速度が
64kbps以外の着信でした。

312 INSネット64からの着信通知の中の伝達能力ユーザ情報レイヤ
１プロトコルが違っていました。

313 INSネット64からの着信通知の中の伝達能力ユーザ速度が
56kbpsでしたので着信を拒否しました。

321 INSネット64からの着信通知の中にLLC速度情報が含まれてい
なかったため、着信を拒否しました。

322 INSネット64からの着信通知の中のLLCユーザ速度が本TAの受
けられない速度でした。通信相手機器を確認してください。

切
断
理
由
・
診
断
情
報
・
生
成
源
表
示
一
覧
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AT¥L1コマンド表示
診断情報

らくらく表示

323 INSネット64からの着信通知の中のLLCユーザ速度が本TAの
速度設定と不一致でした。「着信速度チェックしない」に設定し、
通信速度が異なるパソコン同士でも通信できるようにしてくだ
さい。

324 INSネット64からの着信通知の中のLLC同期／非同期が同期で
あるが、速度が64kbps以外の着信のため拒否しました。

325 INSネット64からの着信通知の中のLLC中間速度が本TAの受け
られない速度のため拒否しました。

326 INSネット64からの着信通知の中のLLCフロー制御が本TAの設
定と不一致でした。本TAのフロー制御方式設定をしてください。

327 INSネット64からの着信通知の中のLLCストップビット長、デー
タビット長、パリティ情報が本TAの設定と不一致でした。通信相
手と設定を合わせてください。

331 G4ファクシミリからの着信でした。相手側の装置を確認してくだ
さい。

341 データポート通信中、またはアナログポート通信中で2チャネル使
用中のため着信が受け付けられませんでした。

361 応答平均化機能が「使用する」に設定されており、着信できる順番
でないため、着信を無視しました。

371 電子メール着信通知またはUUIメール着信通知がありました。

401 停電時のアナログ着信設定が「着信しない」になっているため、着信
を受け付けませんでした。停電時着信設定を確認してください。

402 停電中のため電話Bポート、電話Cポートへの着信は受け付けませ
んでした。

411 アナログポートの設定が「使用しない」になっているため、着信を
受け付けませんでした。アナログポート設定を確認してください。

421 内線通話中にチャネルなしの着信を受けました。チャネルなしの着
信はキャッチホン中のアナログポートに対してのみ受け付けます。

422 使用していないアナログポートにチャネルなしの着信を受けまし
た。チャネルなしの着信はキャッチホン中のアナログポートに対
してのみ受け付けます。

423 疑似キャッチホン設定ポートにチャネルなしの着信を受けまし
た。チャネルなしの着信はキャッチホン中のアナログポートに対
してのみ受け付けます。

424 キャッチホンなしの設定ポートにチャネルなしの着信を受けまし
た。チャネルなしの着信はキャッチホン中のアナログポートに対
してのみ受け付けます。

431 優先着信ポートの設定がされているため、優先着信ポートが着信
を受けました。そのため、優先着信ポートでないアナログポートに
は着信しませんでした。

999 その他の理由

切
断
理
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生成源表示一覧
AT#Cコマンド表示

場　所
らくらく表示

00 ユーザ自身

01 ユーザが直接接続する私設網

02 ユーザが直接接続する国内網

03 中継網

04 相手ユーザが直接接続する国内網

05 相手ユーザが直接接続する私設網

07 国際網

10 インタワーキング先の網

切
断
理
由
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○仕様一覧

●ITX92BT
項　目

接続回線

交換形態

使用チャネル
インタフェース形態および
レイヤ１起動種別
回線
インタ
フェース

パソコン
インタ
フェース

（続く）

USB

コネクタ形状
伝送方式
伝送路速度
伝送路符号
DSU折り返し機能

通信方式
最大通信速度

出力クラス
通信距離

対応profile

通信速度（kbps）

パソコン速度

諸　元
INSネット64
OCNエコノミー回線
データポート：回線交換
アナログポート：回線交換
Bチャネル
P-MP常時またはP-MP呼毎契約

6ピンモジュラジャック（RJ-11）
2線、時分割伝送方式
320kbps
AMI符号
あり
ATコマンド
BluetoothTM1.0B
約720kbps（非対称型通信時）
約430kbps（対称型通信時）

Class1対応
見通し100m

Generic Access Profile
Service Discovery Application Profile
Serial Port Profile
非同期：1.2、2.4、9.6、14.4、

19.2、（28.8、38.4、57.6）
非同期／同期PPP変換：64
128kマルチリンクPPP：128
PIAFS：32、64
12Mbps

備　考

INSネット64接続の
場合
DSU内蔵

・規格による速度を示
すものであり、実効速
度は異なります。
・電波の特性上、設定
場所や通信相手に
よっては通信距離や
速度は異なります。

・電波の特性上、設定
場所や通信相手に
よっては通信距離や
速度は異なります。

・（）はV.110規格外

製
品
仕
様

無線 
(Blue
tooth)

呼接続機能
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（続き）
パソコン
インタ
フェース

アナログ装置
インタフェース

機械的条件
電気的条件
回路定義
通信速度
（kbps)

パソコン速度
（kbps)

速度整合方式
サービス機能

コネクタ形状
基本機能

D-Sub9ピンコネクタ
V.28
V.24
非同期：1.2、2.4、4.8、9.6、14.4、

19.2、（28.8、38.4、57.6）
同期／非同期PPP変換：64
128kマルチリンクPPP：128
PIAFS：32、64
非同期：1.2、2.4、4.8、9.6、14.4、

19.2、（28.8、38.4、
57.6、115.2、230.4）

ITU-T V.110方式
発信者番号、着信番号
自己サブアドレス
短縮ダイヤル　最大10箇所（注1）
疑似識別着信　最大30箇所（注1）
発信者番号通知
非同期／同期PPP変換
128kbpsマルチリンクPPP（注2）
BOD機能
応答平均化
ユーザ間情報通知
無通信監視タイマ
強制切断タイマ
電子メール着信通知
遊遊メール
UUIメール
回線状態・通信料金表示
着信履歴表示（注3）
PIAFS対応（注4）
OCNエコノミー対応（注4）
マルチアクセス
ITMUX
スティルスコールバック（注4）
USBネットワーク（注4）
CTI機能（注4）
優先着信ポート
i・ナンバー対応
SmartWakeup！機能対応（注2）
6ピンモジュラジャック（RJ-11）
ポート数：3ポート
受信ダイヤル：PBのみ
ブランチ接続：可（注5）
供給電圧：約ｰ48V（無負荷時）

・（）はV.110規格外
・同期は同期PPP変換
・128KはMPのみ

・（）はV . 2 8 規格外

（注1）データポートと
アナログポートで共
用しています。

（注2）Bluetoothポー
トでは対応していま
せん。

（注3）USBポートのみ
（注4）Bluetoothポー
トでは、バージョン
アップにて対応予定

（注5）
・ナンバー・ディスプ
レイ対応機器をブラ
ンチ接続した場合、ナ
ンバー・ディスプレイ
ができません。
・1つのポートに3台
まで接続可。
（合計容量：3μF／
2kΩ以下）

項　目 諸　元 備　考

製
品
仕
様

RS-232C

（続く）
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アナログポート使用可／不可選択
端末機種選択：電話（音声）

G3FAX（3.1kHz
オーディオ）

発信者番号、着信番号
自己サブアドレス
発信者番号通知
内線通話・内線転送
優先着信ポート
短縮ダイヤル　最大10箇所（注6）
疑似識別着信　最大30箇所（注6）
ダイヤル桁間タイマ
疑似キャッチホン
疑似三者通話
疑似着信転送
お出かけ設定
i・ナンバー対応
フレックスホン対応
INSボイスワープ対応
INSなりわけサービス
グローバル着信選択
アナログ・ダイヤルイン
モデム・ダイヤルイン
INSナンバー・ディスプレイ対応
キャッチホン・ディスプレイ対応
着信履歴表示／着信履歴先発信
迷惑電話防止　最大20箇所
疑似なりわけ　最大30箇所
マイプライベート着信　最大30箇所
選択キャッチホン
識別着信転送
フッキング検出タイマ
リバースパルス送出
テレホンUUIメール
テレホン遊遊メール
待ち受け時間　約4時間
通話　　　　　約2時間
待ち受け時間　約40分
通話　　　　　約20分
2日でフル充電
自己診断試験
バックライト液晶ディスプレイ
状態表示LED×3
でかけるボタン
操作ボタン
ディップスイッチ
INS回線リバーススイッチ

項　目 諸　元 備　考

（続き）
アナログ装置
インタフェース

停電モード

診断機能
ヒューマン
インタフェース

アナログポート
サービス機能

アルカリ乾電池

ニカド電池

（注6）データポート
とアナログポートで
共用しています。

別売りオプション品

製
品
仕
様
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Windows Millennium Edition 日本語版
Windows 98 Second Edition 日本語版
Windows 98 日本語版
Windows 2000 Professional 日本語版
AC100±10V、50／60Hz
0～40℃
10～90％
（W）58×（H）172×（D）133mm
約0.5kg
約8.0W（最大）

項　目 諸　元 備　考

利用可能OS

電源
使用条件

外形寸法（W×H×D）
質量
消費電力

温度
湿度

結露しないこと

突起部分を除く
乾電池・オプション品除く

製
品
仕
様

USB
BluetoothTM1.0B
約720kbps（非対称型通信時）
約430kbps (対称型通信時)

Class1対応
見通し100m

Generic Access Profile
Service Discovery Application Profile
Serial Port Profile
Windows Millennium Edition 日本語版
Windows 98 Second Edition 日本語版
Windows 2000 Professional 日本語版
AC100±10V
50/60Hz(ACアダプタ使用時)また
は、DC5V(パソコンからUSB給電)
0～40℃
10～90%
約(W)57×(H)57×(D)23mm
約0.05kg(本体のみ)　ACアダプタ 0.35kg
約3W(最大)

項　目 諸　元 備　考

端末インターフェス
無線インターフェス

利用可能OS

電源

使用条件

外形寸法（W×H×D）
質量
消費電力

通信方式
最大通信速度

出力クラス
通信距離

対応profile

温度
湿度

・規格による速度を示
すものであり、実効速
度は異なります。
・電波の特性上、設定
場所や通信相手に
よっては通信距離や
速度は異なります。

・電波の特性上、設定
場所や通信相手に
よっては通信距離や
速度は異なります。

結露しないこと

ACアダプタ、スタンド等は除く

●BT01U
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ディップスイッチ
電池カバーを開けて電池をはずすとディップスイッチ（DIP SW）が見えます。下図の
網かけ部 　　 はお買い上げ時（工場出荷時）のスイッチの位置です。次の場合は、設
定を変更してください。

（1） OCNエコノミーを利用するとき
（2） 工場出荷状態へ戻すとき
（3） USBの通信モードを変えるとき
（4） 強制ローダモードでバージョンアップするとき

その他の場合は、工場出荷時の位置のままでお使いください。

・Windows98をUSBポート接続でお使いになる場合は、USBの通信モードを必ず
Atermモードに変更してください。

・電源を入れたままでディップスイッチの1から6を変更したときは、電源をいったん
切って再び入れると設定が有効になります。

6

ON

OFF
1 DIP SW

1 2 3 4 5 6 内　容

OFF OFF OFF OFF OFF ON USBの通信モードをCDCモードにする（初期値）

OFF OFF OFF OFF OFF OFF USBの通信モードをAtermモードにする

ON OFF OFF OFF OFF OFF OCNエコノミー

OFF OFF ON OFF OFF OFF 自己診断

OFF OFF OFF ON ON ON 工場出荷状態に戻す

OFF ON ON ON ON ON 強制ローダモード

※　　 網かけ部は工場出荷状態です。

製
品
仕
様
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○D-SUB 9ピンインタフェース

コネクタ形状

9ピンコネクタ（メス型）

1 5

6 9

ピン番号
信号方向

名　称パソコン  ITX92BT

シェル （FG） 保安用接地
1 CD ← キャリア検出

2 RD ← 受信データ
3 SD → 送信データ
4 ER → データ端末レディ

5 SG 信号用接地
6 DR ← データセットレディ

7 RS → 送信要求

8 CS ← 送信可

9 CI ← 被呼表示

機　能

装置のフレームアースです。
ITX92BTが、パソコンにデータ受信を要求
していることを示します。
ON： パソコンにデータ受信を要求します。
OFF：パソコンにデータ受信を要求しません。

ITX92BTからパソコンへ送られるデータです。
パソコンからITX92BTへ送られるデータです。
パソコンの動作準備ができているかどうか
を示します。
ON： パソコンが、データの授受の準備が

できていることを示します。
OFF：パソコンが、データの授受の準備が

できていないことを示します。
相互接続回路に基準電位をあたえます。
ITX92BTが動作準備ができているかどうか
を示します。
ON： パソコンとデータの授受を行う準備

ができていることを示します。
OFF：パソコンとデータの授受を行う準備

ができていないことを示します。
データ送信許可を要求します。
ON： データ送信許可を要求します。
OFF：データ送信許可を要求しません。

データ送信可能かどうかを示します。
ON： データ送信が可能です。
OFF：データ送信してはいけません。

パソコンに着信していることを示します。
ON： 着信があることを示します。
OFF：着信がないことを示します。

製
品
仕
様
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オプションとして次の商品を用意しています。

●AtermITX用Ni-Cdバッテリパック（PC-IT/B02）

停電モード用充電式ニカド電池パックです。
「停電対策」（ 8-26ページ）

●S点ユニット（PC-IT/U03）

ターミナルアダプタやISDN通信機器を増設するときに使います。
「ターミナルアダプタの増設（S点ユニット／高機能S点ユニット）」（ 8-31ページ）

●高機能S点ユニット（PC-IT/UX2）

ターミナルアダプタやISDN通信機器を増設するときに使います。ほかのターミナル
アダプタに接続した電話機との内線通話ができます。
「ターミナルアダプタの増設（S点ユニット／高機能S点ユニット）」（ 8-31ページ）

●DSU切り離しユニット（PC-IT/US1）

ITX92BTからDSU機能を切り離すときに使います｡
「DSU機能の切り離し（DSU切り離しユニット）」（ 8-33ページ）

●USBケーブル（PC-IT/K02）

ITX92BTをパソコンのUSBポートに接続するためのケーブル（約2m）です。

●落雷プロテクタ（PC-IT/SP01）

INSネット64のモジュラジャックとITX92BTの間に接続し、ITX92BTを雷から保
護します。

●AtermBT01U for DESKTOP（PC-ITX/BT01U（D））
　AtermBT01U for MOBILE（PC-ITX/BT01U（M））

2台のBT01Uを接続したそれぞれのパソコン間でファイル共有やプリンタ共有する
ことができます。

別
売
り
オ
プ
シ
ョ
ン
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ITX92BTに電池を入れておくと、停電時も電話が使用できます｡

停電するとITX92BTは使用できなくなり、通話中でも通話が切断されます。電池を入れ
ておくと、停電時には自動的に停電モードに切り替わって動作します。

ITX92BTでは、ニカド電池パックまたは単3アルカリ乾電池が使用できます｡

　使用できるポート：電話Aポート、シリアルポート、USBポートまたはBluetooth
　　　　　　　　　　　 ポート、S点ユニット
電源不要なもの、またはバッテリなどで動作する機器を使用してください。電子メール
着信通知や遊遊メール、UUIメールも利用できます。

　電池使用時の連続動作可能時間の目安（電話Aポートのみを利用する場合）

連続通話時間電　池

ニカド電池パック（フル充電時）

単3アルカリ乾電池（新品）

約20分

約2時間

連続待ち受け時間

約40分

約4時間

・停電中は、電話Bポート、電話Cポートの電話機の受話器をあげても使用できません。
また、電池の消耗が早くなりますので、受話器は置いたままにしておいてください。

・S点ユニット、シリアルポート、USBポートまたはBluetoothポートに機器を接続す
ると、電池の消耗が早くなります。停電中は、不要な機器をはずしておいてくださ
い。

・停電モード中に電池が消耗し、ITX92BTが使用できなくなった状態で停電から復旧し
た場合、その後ITX92BTを使用できなくなることがあります｡このようなときは、
ITX92BTの電源を切り、電池を取り外してから、もう一度電源を入れてください｡

停
電
対
策
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●らくらくアシスタントで設定する場合

メニュー画面→［アナログポートの詳細設定］→［電話Aポート］タブ→［設定項目選択］
の［よく利用する設定］を選択する

停電時の動作を選択する

［停電時の動作］から［着信し、リンガを鳴らす］［着信し、ブザーを鳴らす］［着信しない］の
いずれかを選択します｡

［OK］をクリックする

（初期値）

停
電
対
策

受話器をあげる

を押す

設定内容の番号を押す

：着信を受け付け、ブザーを鳴らす
：着信を受け付け、リンガを鳴らす
（初期値）
：着信を受け付けない

＜テレホン設定＞ 

 停電時の着信 

A

を押す

受話器を戻す

●電話機から設定する場合

停電モード中に着信を受け付けるかどうかを選択できます。また、着信時にリンガ（着
信音）とブザーのどちらを鳴らすかを選択できます｡
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・ブザーを選択すると、リンガを選択したときよりも動作可能時間を延ばすことができ
ます｡

・アナログ・ダイヤルインを使用している場合は、設定の内容にかかわらずリンガが鳴
ります｡

・ナンバー・ディスプレイやモデム・ダイヤルインを利用する場合は、リンガを選択し
てください｡ブザーを選択すると、発信者番号や着信番号が正常に表示されません｡

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電池のセットのしかた
単3アルカリ乾電池4本、または専用のニカド電池パック（品番：PC-IT/B02）を使用で
きます。ニカド電池パックは、購入時は充電されていません。ITX92BTにセットして
おくと自動的に充電されますので、常にセットしてお使いください。

ニカド電池パックの充電には約2日間かかります。完全に充電されていないうちに停電が
あると、停電モードに切り替わらなかったり、使用時間が短くなることがあります。

　電池をセットする

ITX92BTの電源を切る

電池カバーをあける

停
電
対
策



8-29

電池を入れる

●単3アルカリ乾電池の場合

市販の単3アルカリ乾電池（4本）を、＋－の向きを間違えないように図のように
セットしてください。

●ニカド電池パックの場合

別売りのニカド電池パック（品番：PC-IT/B02）のコネクタ部をITX92BTに差
し込んでから、電池パックをはめ込みます。
電池パックをはめ込んでから、コードを電池のすきまに押し込んでください。

コネクタの向きが違うと差し込めません 

電池カバーを閉じる

ITX92BTの電源を入れる

ニカド電池パックの場合は充電が始まり、約2日間で完全に充電されます。停電モードで
ニカド電池パックを使用すると、停電復旧後、ふたたび自動的に充電します。

停
電
対
策
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・電池を入れてご利用になる場合は特に、直射日光・高温・多湿の場所にITX92BTを設
置しないようにご注意ください。

・電池を入れた側を発熱する機器の近くに置かないでください。

・通風口をふさがないでください。

・ご使用の電池の利用上の注意をよく守ってお使いください。

・ニカド電池パックの寿命は、通常のご利用で約2年間です。いざという場合に備えて、
早めの交換をおすすめします。

・3カ月に1回程度は、電池カバーをあけて電池の点検を行うことをおすすめします｡ア
ルカリ乾電池の場合、長期間入れたままにしておくと、電池の液もれが起こることが
あります｡

アルカリ乾電池は、使用の有無にかかわらず1年で交換してください｡なお、電池の交換
忘れを防止するため、アルカリ乾電池は停電してからセットすることをおすすめします｡

・停電モードでアルカリ乾電池使用の場合、ITX92BT前面のPOWERランプの点滅が
ゆっくり（1秒間に1回）になったときは、電池の容量がなくなってきています。通話／
通信が途中で切断される可能性があるので、早めに電池を交換してください。

・ニカド電池パックを充電しても、停電モード時の動作が不安定になる場合は、電池の
寿命です。新しいニカド電池パックに交換してください。

・停電時にニカド電池パックの電池が切れた場合は、単3アルカリ乾電池をご利用くださ
い。

使用済みニカド電池について

ITX92BTを破棄する場合は、ニカド電池パックを取り出してく
ださい。取り出したニカド電池パックや寿命に達して交換したニ
カド電池パックは、貴重な資源となりますので、ITX92BTまた
はニカド電池パックをお買い上げの販売店もしくはお近くのニカ
ド電池リサイクル協力店にお持ちください。

Ni-Cd

停
電
対
策

 危　険

●アルカリ乾電池内部の液が眼に入ったときは、失明のお
それがありますので、こすらずにすぐにきれいな水で充
分洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてください。
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INSネット64にほかのターミナルアダプタやISDN通信機器を増設するときは、別
売りのS点ユニットまたは高機能S点ユニットをお使いください。最大7台までの
ターミナルアダプタやISDN通信機器を増設できます。

●2台までのターミナルアダプタを増設する場合

S点ユニットまたは高機能S点ユニットの2つのモジュラジャックには、2台までの
ターミナルアダプタを接続できます。

ターミナルアダプタ 

10m以下 

10m以下 

ITX92BT

モジュラコンセント 

S点ユニット（SW1 ON） 

●3台以上のターミナルアダプタを増設する場合

3台以上のターミナルアダプタを増設するには、モジュラローゼットを使用します｡

ターミナルアダプタ 

ターミナル 
アダプタ 

モジュラ 
ローゼット 

モジュラ 
ローゼット 

モジュラ 
ローゼット 

（終端抵抗付き） 

ターミナル 
アダプタ 

ターミナル 
アダプタ 

100m以下 10m以下 

ITX92BT

モジュラコンセント 

S点ユニット 
（SW1 OFF） 

●S点ユニット（PC-IT/U03）について

ITX92BTに、別のターミナルアダプタやISDN通信機器を増設できます。
ITX92BTのS点ユニットスロットにS点ユニットを差し込んで利用します。S点ユ
ニットはモジュラジャックを2個装備しているため、2台までは簡単に増設できま
す。
また、ITX92BTに取り付けて、自分自身のDSU機能を切り離すことができます｡
DSU機能を切り離すと、DSUやほかのターミナルアダプタにITX92BTを接続でき
るようになります｡

タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
の
増
設（
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S点ユニットの取り付けかた、使用方法については、S点ユニット添付の取扱説明書
をお読みください。

●高機能S点ユニット（PC-IT/UX2）について

ITX92BTに、別のターミナルアダプタやISDN通信機器を増設できます。
高機能S点ユニットの場合は、さらに増設したターミナルアダプタに接続した電話機
やパソコン同士で、内線通話（通信）や内線転送ができるホームネットワークを構築で
きます。
ITX92BTのS点ユニットスロットに高機能S点ユニットを差し込んで利用します。
高機能S点ユニットはモジュラジャックを2個装備しているため、2台までは簡単に
増設できます。
ホームネットワークモードを利用すると、各ターミナルアダプタに接続している電話
機同士で内線通話・通信や内線転送ができるようになります。
高機能S点ユニットの取り付けかた、使用方法については、高機能S点ユニット添付
の取扱説明書をお読みください。

・DSUを切り離すだけの場合は、「DSU切り離しユニット」（PC-IT/US1）をお使いくだ
さい｡

・S点ユニットカバーを取りはずした際に、異物をスロット内部に入れないでください。
故障の原因になります。

・ハンダ面にふれないようにしてください。けがをするおそれがあります。

●高機能S点ユニットで、ホームネットワークを使用する場合のグ
ループ番号の設定について

・ i・ナンバーを使用するとき
グループ番号7、8、9は i・ナンバー用として確保されています。子TAがグループ番
号7で発信すると、親TAは i・ナンバー情報1で子TAへ着信をかけます。子TAがグ
ループ番号8で発信すると、親TAは i・ナンバー情報2で子TAへ着信をかけます。ま
た、子TAがグループ番号9で発信すると、親TAは i・ナンバー情報3で子TAへ着信を
かけます。i・ナンバーをご利用の場合は、グループ番号7、8、9でお使いください。

グループ番号0～6で発信すると、着側TAの全ポートが着信することになります。

・ i・ナンバーを使用しないとき
グループ番号0～7までは契約者回線番号、ダイヤルイン番号を登録できます。

タ
ー
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ITX92BTからDSU機能を切り離すには、DSU切り離しユニット（PC-IT/US1）を
使用します｡

DSUは、ターミナルアダプタなどの通信用端末をINSネット64に接続するために必要な
装置（機能）ですが、ITX92BTにはDSU機能が内蔵されているため、DSUは通常必要あ
りません｡ただし、ほかのISDN対応端末を増設する場合など、DSU機能をITX92BTと
は切り離したいときには、DSU切り離しユニットを使用します｡

ITX92BT

モジュラコンセント 

ターミナルアダプタ 

DSU

DSU切り離しユニット 

DSU切り離しユニットは、ITX92BTのS点ユニットスロットに差し込んで利用します｡
DSU切り離しユニットの取り付けかた、使用方法については、DSU切り離しユニット添
付の取扱説明書をお読みください｡

・S点ユニットカバーを取りはずした際に、異物をスロット内部に入れないでください。
故障の原因になります。

・ハンダ面にふれないようにしてください。けがをするおそれがあります。

D
S
U

機
能
の
切
り
離
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ホームテレホンやビジネスホン（ボタン電話装置）を、ITX92BTに接続することが
できます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○接続方法
1本のINSネット64で、電話回線（アナログ回線）2本分を収容することができます。

●電話回線（アナログ回線）の場合

電話回線 
（アナログ回線） 

電話回線 
（アナログ回線） 

2回線 

ホームテレホン主装置 電話機 電話機 ファクス 

● INSネット64の場合

INSネット64

ホームテレホン主装置 電話機 電話機 ファクス 

電話Aポート 

電話Bポート 

ITX92BT

ホームテレホン回線 

POWER

MSG

DATA

CLR

MENU

＊ホームテレホン主装置に接続する際は、電話Aポートと電話Bポートに接続してください。

ホ
ー
ム
テ
レ
ホ
ン
／
ビ
ジ
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の
接
続



8-35

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○設定のしかた（例）

使用しないアナログポートがある場合、「使用しない」に設定する（ 2-13ページ）

優先着信ポートを指定する（ 5-41ページ）

モデム・ダイヤルイン、アナログ・ダイヤルインの設定をする

●ダイヤルインサービスを使用してホームテレホンの内線を呼び分ける場合

1）ダイヤルインサービスの設定をします（ 5-27ページ）｡
2）ホームテレホンがモデム・ダイヤルイン対応の場合は、モデム・ダイヤルインの
設定をします（ 5-31ページ）。
ホームテレホンがアナログ・ダイヤルイン対応の場合は、アナログ・ダイヤルイ
ンの設定をします（ 5-35ページ）。

●i・ナンバーを使用してホームテレホンの内線を呼び分ける場合

1）「i・ナンバーを使用する」に設定します（ 5-25ページ）。
2）「i・ナンバー情報1、2または3を着信させるアナログポート」を設定します。
3）モデム・ダイヤルイン対応のホームテレホンを接続している場合は、モデム・ダ
イヤルインの設定をします（ 5-31ページ）。
i・ナンバー情報の電話番号で設定された番号でホームテレホンが呼び出されま
す。
アナログ・ダイヤルイン対応のホームテレホンを接続している場合は、アナロ
グ・ダイヤルインの設定をします（ 5-35ページ）。
i・ナンバー情報の内線指定番号で設定された番号でホームテレホンが呼び出され
ます。

・上記の設定方法は一例です｡お使いのホームテレホン／ビジネスホンによっては設定方
法が異なる場合があります｡

・優先着信ポートを設定しないと、1つの着信があったときにホームテレホン／ビジネス
ホンで2本分の着信ランプが点滅してしまいます。

・停電モードのときは、電話Aポートのみが動作します。ただし、電池が切れると電話A
ポートも使用できなくなります。なお、停電モードのときは、ホームテレホンなどの
主装置が停電対策されている場合に限ってホームテレホンを使うことができます。

ホ
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ム
テ
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インターネットを利用するには、インターネットプロバイダに加入する必要があり
ます。プロバイダをお探しでしたら、Atermの便利な機能が使えるBIGLOBEをお
すすめします。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○BIGLOBEって？
インターネットプロバイダは、インターネット接続のための環境を提供するサービス会社
です。インターネットプロバイダと契約すると、自宅からインターネットプロバイダのア
クセスポイントに電話をかけるだけで、インターネットを利用できるようになります。
BIGLOBEは国内屈指の規模を誇る、総合型インターネットプロバイダです。接続メ
ニューの豊富さ・新技術への対応・会員サポートの充実など、あらゆる面で高水準の
サービスを提供しております。

BIGLOBEのトップページ（画面は平成13年4月現在のものです）

URL: http://www.biglobe.ne.jp/

お
す
す
め
プ
ロ
バ
イ
ダB

IG
L
O
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の
ご
紹
介
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新規スタンプ
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BIGLOBEへの入会方法
BIGLOBEに入会する方法はいろいろありますが、「らくらくアシスタント」を使って、
いくつかの質問に答えながら、その場ですぐに入会することができます。

「BIGLOBEへのオンラインサインアップ」（  3-33ページ）
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電話番号着信通知（ 5-69ページ）を利用する場合など、電話機からメールアド
レスなどを入力するときは、以下の文字コード一覧表を使って入力します｡入力し
たい文字のコードを順番に押してください｡

文字コード一覧表

・英字の大文字／小文字を切り替えるには、 を押します｡

・数字を入力するには、 を押します｡

文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード 文字 コード
ア 11 イ 12 ウ 13 エ 14 オ 15
カ 21 キ 22 ク 23 ケ 24 コ 25
サ 31 シ 32 ス 33 セ 34 ソ 35
タ 41 チ 42 ツ 43 テ 44 ト 45
ナ 51 ニ 52 ヌ 53 ネ 54 ノ 55
ハ 61 ヒ 62 フ 63 ヘ 64 ホ 65
マ 71 ミ 72 ム 73 メ 74 モ 75
ヤ 81 （ 82 ユ 83 ） 84 ヨ 85
ラ 91 リ 92 ル 93 レ 94 ロ 95
ワ 01 ヲ 02 ン 03 ゛ 04 ゜ 05
A 16 B 17 C 18 D 19 E 10
F 26 G 27 H 28 I 29 J 20
K 36 L 37 M 38 N 39 O 30
P 46 Q 47 R 48 S 49 T 40
U 56 V 57 W 58 X 59 Y 50
Z 66 ？ 67 ！ 68 － 69 ／ 60
￥ 76 ＆ 77 ＿ 78 ， 79 ％ 70
＊ 86 # 87 スペース 88 ． 89 ＠ 80
1 96 2 97 3 98 4 99 5 90
6 06 7 07 8 08 9 09 0 00
訂正 ＊ ＊ 頁めくり ＊1 － ＊2 前回のデータ ＊3 ［ ＊4
大/小文字 ＊5 ］ ＊6 スペース ＊8 ＿ ＊91 ； ＊92

文
字
コ
ー
ド
一
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表
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

新規スタンプ
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メニュー menu

INFORMATION －お知らせ－
新製品発売のお知らせや、バージョンアップのお知らせ、各種キャンペーンなどの
お知らせを掲載しています。

FEATURE ARTICLES －特集－
Atermに関する新しい機能についての使い方や活用のアイデアを、イラストタッ
チで初心者にもわかりやすく説明しています。

LINE UP －新商品－
Atermのラインアップや新商品の特長・仕様を説明します。

VERSION UP －バージョンアップ－
Aterm各機種の最新のソフトウェア（ユーティリティ、モデム定義ファイル、ウィ
ザード、ファームウェアなど）やマニュアルの最新データを提供しています。
オンラインバージョンアップを行う場合は、ここから最新のファームウェアをダウ
ンロードすることもできます。

SUPPORT DESK －サポートデスク－
オンラインユーザ登録のコーナーのほか、最新の各種サポート情報が掲載されてい
ます。トラブル発生時などに役立ちます。

TOPICS－トピックス－
各種サービスについての動作確認済み機種のリスト、接続確認済みプロバイダリス
トなどの情報を掲載しています。
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用語解説 -1

本書に出てくる通信・ネットワークに関する用語を中心に解説します。さらに詳し
くは、添付のCD-ROM「BTSTARユーティリティ集」の『用語解説』を参照してくだ
さい。

アルファベット順

ATコマンド：米国ヘイズ社が開発した、モデムやターミナルアダプタを制御するための
コマンド。「AT」という文字列で始まることから、こう呼ばれている。

Bチャネル（B1チャネル・B2チャネル）：ISDN回線の情報チャネル（64kbps）。INSネッ
ト64にはB1・B2という2本のBチャネルがあり、電話をしながらインターネット
に接続するなど、同時に2つの通信／通話を行うことができる。

Bluetooth：2.4GHzの周波数帯域を使った省電力、短距離を意識した無線通信規格。パ
ソコンや周辺機器などをケーブルを使用しないで接続することができる。

bps：bit per secondの略。通信速度の基本単位。秒当たりに伝送されるビット数。

CCLファイル：MacOSで使用するモデム設定用のソフトウェア。
コム

COMポート：パソコンのシリアルポートのこと。複数ある場合は、COM1、COM2などと
表示される。

DNS：Domain Name Systemの略。インターネットなど、TCP/IPを使ったネットワー
ク上でIPアドレスとドメイン名を相互変換するデータベースシステム。

ディーエスユー

DSU：Digital Service Unitの略。INSネット64とターミナルアダプタ・ISDN電話機な
どを接続するときのインタフェースとなる装置。

ER信号：Equipment Readyの略。RS-232Cインタフェースでやりとりされる信号の
1つ。接続されているパソコンが動作可能な状態であることを示す。

ID：Identificationの略。セキュリティの目的で、特定の利用者であることを区別するた
めに使用する記号や名前。ネットワークへログインするときに、パスワードと組み
合わせて使うことが多い。

IP：Internet Protocolの略。インターネット接続などで使われる。一般的にTCP/IPと呼
ばれているプロトコルの1つ。

IPアドレス：インターネット接続などのTCP/IPを使ったネットワーク上で、コンピュー
タなどを識別するための番号。32bitの値をもち、8bitずつ10進法で表した数値
を、ピリオドで区切って表現する（例：192.168.0.10）。

PDFファイル：アドビシステムズ株式会社の提供する「Acrobat Reader」で閲覧するこ
とができる文書形式。「Acrobat Reader」はアドビシステムズ株式会社のホーム
ページより無償でダウンロードできる。添付のCD-ROM「BTSTARユーティリ
ティ集」にも収録されている。

用
語
解
説
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PPP：Point to Point Protocolの略。遠隔地にある２台のコンピュータを接続するた
めのプロトコル。アナログ回線やINSネット64を使ってインターネット接続する
ために使われる。

アールエスニイサンニイシー

 RS-232C：シリアル（データをビット単位で順次転送するタイプ）インタフェースの規
格。主にターミナルアダプタ／モデムなどの周辺機器とパソコンとを接続するため
に使用する。

エスティー

 S/T点端子：DSUとターミナルアダプタ／ISDN電話機などを接続するためのインタ
フェース。

URL：Uniform Resource Locatorの略。インターネット上のリソース（データなど）の
場所とプロトコルを指定するための書式。一般にホームページ（Web）アドレスと
呼ばれているものはその一例。

USB：Universal Serial Busの略。パソコンの周辺機器を数珠つなぎ式またはハブを
使った星形に接続できる高速のインタフェース｡

WWW：World Wide Webの略。

あ行

アカウント：コンピュータネットワークの中で特定のサービスを利用するために利用者
に与えられるID。

アクセスポイント：プロバイダ（またはパソコン通信サービス）が各地に設けているダイ
ヤルアップ接続するための電話番号。

インストール：パソコンの周辺機器やソフトウェアを実際に使えるようにすること。ソフ
トウェアは、CD-ROMやフロッピーディスクなどの媒体からパソコン本体のハー
ドディスクに、インストーラと呼ばれるプログラムを使ってコピーされる。セット
アップともいう。

オンラインサインアップ：パソコンからアナログ回線／INSネット64を通じてプロバイ
ダ（パソコン通信サービス）などへの入会・契約手続きを行うこと。

か行～さ行

自己解凍形式：圧縮ファイルにそのファイルの解凍プログラムを加えて実行形式のファ
イルにしたもの。そのファイルを実行すると、圧縮ファイルが自動的に解凍するの
で、解凍用のプログラムを必要としない。

終端抵抗：ターミネータともいう。S/T点に複数のターミナルアダプタ／ISDN電話機な
どをバス配線するときに最後の部分に付ける部品。通常はターミナルアダプタなど
に内蔵されており、スイッチであり／なしを切り替えられる場合が多い。

初期化：ハードウェアやソフトウェアの設定値を初期状態に戻すこと。工場出荷時の値に
戻す、登録した電話番号などは残したまま初期状態に戻すなどいくつかの初期化方
法がある。

シリアルポート：シリアル（データをビット単位で順次転送するタイプ）インタフェース
規格。ターミナルアダプタ／モデムなどの周辺機器とパソコンとの接続に利用され
る。
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た行～な行

ダイヤルアップ：プロバイダのアクセスポイントやRASサーバーに電話をかけ、INSネッ
ト64やアナログ回線を介してネットワークに接続すること。

同期通信：送信側と受信側でタイミングを合わせるための信号を加えてデータ通信する
こと。ほとんどのプロバイダとの接続ではPPPによる同期通信を行う。

ドメイン名・ドメインネーム：インターネットなどのネットワークに参加している組織な
どに一定の書式で名前を付けたもの。さらに、その組織内のコンピュータにはIPア
ドレスに対応したホスト名が付けられている。例えば、U R L「h t t p : / /
www.nec.co.jp/」の「nec.co.jp」の部分がドメイン名にあたる。

は行

バス配線：複数のISDN通信機器をISDN回線のS/T点に接続すること。最大8台まで。

非同期通信：送信データの前後にそれらを示すビット列を加えて通信する方法。受信側と
タイミングをあわせる必要がない。パソコンのシリアルポートでは通常非同期通信
ができる。

ファームウェア：ハードウェアを動作させるために、ハードウェアにあらかじめ組み込ま
れているソフトウェア。

ブラウザ：ホームページを見るためのアプリケーション。Internet ExplorerやNetscape
Navigatorがよく使われている。

ブランチ接続：1つのポートをコネクタなどで分岐させて複数の機器を接続すること。

プリンタポート：パソコンに備わっている、プリンタ接続用のコネクタ。Macintoshのプ
リンタポートはモデムポートと同じように使用できる。

プロトコル：通信規約。システム（コンピュータやネットワーク）同士が正しく通信できる
ようにするための約束。

プロバイダ：インターネット接続をサービスする通信事業者｡

ホームページ：インターネットのWWWを一般的に指す言葉。本来は、WWWサーバーの
URLを指定して、最初に表示されるページを指す。

ま行～

モデム定義ファイル：Windowsで使用するモデム設定用のソフトウェア。

ユーザID：IDと同じ。

ルータ：複数のネットワークを相互接続し、データの転送先や経路を選択する装置。



ITX92BTに設定した内容をここに記入してください｡お問い合わせなどの際の資料
となります（「*」がついているものが初期値です）。

　商品名（LOT No.）

電話番号テーブル

i・ナンバー □使用しない*　　□使用する

グローバル着信 □グローバル着信しない　　□グローバル着信する*

回線番号 電話番号 着信するポート 発信者番号通知の通知番号　内線指定番号

契約者回線番号 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

ダイヤルイン番号1 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

ダイヤルイン番号2 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

ダイヤルイン番号3 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

ダイヤルイン番号4 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

ダイヤルイン番号5 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

ダイヤルイン番号6 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

ダイヤルイン番号7 □A □B □C □A □B □C

□シリアル □USB □シリアル □USB

□Bluetooth □Bluetooth

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○INS回線の電話番号の設定
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よく利用する設定

接続する機器 □電話機*　　□FAX／モデム／ファクス付き電話機　　□接続しない

受話音量 音量：　□小　　□中*　　□大

内線呼出信号 □通常着信音*　　□SIR着信音

キャッチホン □使用しない*　　□INSキャッチホン　　□疑似キャッチホン

停電時の動作 □着信しない　　□着信し、ブザーを鳴らす

□着信し、リンガ（着信音）を鳴らす*

発信者番号通知 □行う　　□行わない　　□INSネット64の申込通り*

情報通知サービス □使用しない*　　□ナンバー・ディスプレイを使用する

□モデム・ダイヤルインを使用する

□アナログ・ダイヤルインを使用する

□ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダイヤルインを使用する

キャッチホン・ディスプレイ □使用する　　□使用しない*

端末番号の送出方法 電話番号を　　　　　内線指定番号に　　　　　  内線指定番号

そのまま送出　　　　変換してから送出　　　　 （最大４桁）

　契約者回線番号 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン１番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン２番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン３番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン４番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン５番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン６番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン７番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話Aポート

i・ナンバー情報　　電話番号　　  内線指定番号 着信するポート 発信するポート

i・ナンバー情報1 □A　□B　□C □A　□B　□C

□シリアル　□USB □シリアル　□USB

□Bluetooth □Bluetooth

i・ナンバー情報2 □A　□B　□C □A　□B　□C

□シリアル　□USB □シリアル　□USB

□Bluetooth □Bluetooth

i・ナンバー情報3 □A　□B　□C □A　□B　□C

□シリアル　□USB □シリアル　□USB

□Bluetooth □Bluetooth

＜i・ナンバー使用時＞
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高度な設定

サブアドレス [　　　　　　　　　　　]

□サブアドレスなし着信する*

□発・着サブアドレスの通知（ナンバー・ディスプレイ／モデム・ダイ
ヤルイン使用時）

ダイヤル桁間タイマ □5秒*　　□9秒　　□11秒　　□13秒

フッキング検出タイマ　　□短い　　□普通*　　□長い

HLC □HLCを設定しない*　　□HLCを設定し、着信判定する　　

□HLCを設定するが、着信判定しない

リバースパルス □送出しない*　　□送出する

識別着信 □使用しない*　　□INSなりわけ識別着信　　□疑似識別着信

通信中着信時のみ使用可能 □使用可能　*　　□使用できない*

識別リンギング □使用しない*　　□INSなりわけ　　□疑似なりわけ

よく利用する設定

接続する機器 □電話機*　　□FAX／モデム／ファクス付き電話機　　□接続しない

受話音量 音量：　□小　　□中*　　□大

内線呼出信号 □通常着信音*　　□SIR着信音

キャッチホン □使用しない*　　□INSキャッチホン　　□疑似キャッチホン

発信者番号通知 □行う　　□行わない　　□INSネット64の申込通り*

情報通知サービス □使用しない*　　□ナンバー・ディスプレイを使用する

□モデム・ダイヤルインを使用する

□アナログ・ダイヤルインを使用する

□ナンバー・ディスプレイ＋モデム・ダイヤルインを使用する

キャッチホン・ディスプレイ □使用する　　□使用しない*

端末番号の送出方法 電話番号を　　　　　内線指定番号に　　　　　  内線指定番号

そのまま送出　　　　変換してから送出　　　　 （最大４ケタ）

　契約者回線番号 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン１番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン２番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン３番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン４番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン５番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン６番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン７番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話Bポート
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高度な設定

サブアドレス [　　　　　　　　　　　]

□サブアドレスなし着信する*

□発・着サブアドレスの通知（ナンバー・ディスプレイ／モデム・ダイ
ヤルイン使用時）

ダイヤル桁間タイマ □5秒*　　□9秒　　□11秒　　□13秒

フッキング検出タイマ □短い　　□普通*　　□長い

HLC □HLCを設定しない*　　□HLCを設定し、着信判定する　　

□HLCを設定するが、着信判定しない

リバースパルス □送出しない*　　□送出する

識別着信 □使用しない*　　□INSなりわけ識別着信　　□疑似識別着信

通信中着信時のみ使用可能 □使用可能　*　　□使用できない*

識別リンギング □使用しない*　　□INSなりわけ　　□疑似なりわけ

よく利用する設定

接続する機器 □電話機*　　□FAX／モデム／ファクス付き電話機　　□接続しない

受話音量 音量：　□小　　□中*　　□大

内線呼出信号 □通常着信音*　　□SIR着信音

キャッチホン □使用しない*　　□INSキャッチホン　　□疑似キャッチホン

発信者番号通知 □行う　　□行わない　　□INSネット64の申込通り*

端末番号の送出方法 電話番号を　　　　　内線指定番号に　　　　　  内線指定番号

そのまま送出　　　　変換してから送出　　　　 （最大４ケタ）

　契約者回線番号 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン１番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン２番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン３番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン４番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン５番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン６番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

　ダイヤルイン７番 　　□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　 [　　　　　　　　]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話Cポート
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高度な設定

サブアドレス [　　　　　　　　　　　]

□サブアドレスなし着信する*

ダイヤル桁間タイマ □5秒*　　□9秒　　□11秒　　□13秒

フッキング検出タイマ □短い　　□普通*　　□長い

HLC □HLCを設定しない*　　□HLCを設定し、着信判定する　　

□HLCを設定するが、着信判定しない

リバースパルス □送出しない*　　□送出する

識別着信 □使用しない*　　□INSなりわけ識別着信　　□疑似識別着信

通信中着信時のみ使用可能 □使用可能　*　　□使用できない*

識別リンギング □使用しない*　　□INSなりわけ　　□疑似なりわけ

着信転送機能の設定

転送／通知モード □NTT着信転送　　□疑似着信転送*　　□電話番号着信通知

転送条件 □使用しない*　　□INSなりわけ時　　□疑似識別着信時

BIGLOBEのID# [　　　　　　　　　　　　　]

転送／通知モードで「電話番号着信通知」を選択したときだけ表示されま
す

転送設定 転送元　　　　　　　　　　　　　　転送先

＜i・ナンバーを利用し [　　　　　　　　　　　　　]　　　 [　　　　　　　　　　　　　]

ない時＞ [　　　　　　　　　　　　　]　　　 [　　　　　　　　　　　　　]

[　　　　　　　　　　　　　]　　　 [　　　　　　　　　　　　　]

転送設定 i・ナンバー情報の転送先

＜i・ナンバー利用時＞ [　　　　　　　　　　　　　]

[　　　　　　　　　　　　　]

[　　　　　　　　　　　　　]

トーキサービス □なし　　□転送トーキのみあり　　□転送元トーキのみあり

□転送トーキ／転送元トーキあり*

お出かけ設定で「電話着信転送モード」を選択した場合

着信設定

お出かけ設定 □おやすみモード*　　□電話着信転送モード

□INSボイスワープ転送モード　　□フラッシュモード

優先着信ポート □指定しない*　　□電話Aポート　　□電話Bポート　　□電話Cポート

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○アナログポート共通設定
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INSボイスワープ転送モードの設定

転送開始モード 　　　　　　　　　　　　　　　　　起動電話番号

□無条件に転送*  　　　　　　　　　[　　　　　　　　　　　　　]

□無応答時に転送　　　　　　　　　[　　　　　　　　　　　　　]

□話中時に転送　　　　　　　　　　[　　　　　　　　　　　　　]

□無応答／話中時に転送　　　　　　[　　　　　　　　　　　　　]

　停止用電話番号　　　　　　　　　[　　　　　　　　　　　　　]

契約電話番号 [　　　　　　　　　　　　　]

お出かけ設定で「INSボイスワープ転送モード」を選択した場合

その他の設定

通信中転送 □使用しない*　　□使用する

アナログポート間内線通話 □内線通話・内線転送を使用する*　　□使用しない

三者通話 □使用しない*　　□三者通話　　□疑似三者通話

[＃]で発信 □[＃]で発信しない　　□[＃]で発信*　　□[＃] [＃]で発信

LCDモード □常に消灯　　□常に点灯

□自動（発着信・回線切断時に点灯）*

□自動+データ通信中は常に点灯

□自動+Bチャネル使用中は常に点灯

LCD表示 □発信時にLCDに番号を表示しない

□発信時にLCDに番号を表示する*

設定記入シート -6
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MP・BOD機能

MPの2本目接続時の認証 □認証する*　　□認証しない

64kPPP・MP時の □ACCMを付加する*　　□ACCMを付加しない

ACCMの付加

リソースBOD □リソースBODを行う　　□リソースBODを行わない*

スループットBOD □使用しない*　　□使用する

リンク追加算出時間　　[　　　　　　　　　　秒]（初期値は30秒）

リンク削除算出時間　　[　　　　　　　　　　秒]（初期値は10秒）

リンク追加しきい値　　[　　　　　　　　　　％]（初期値は70％）

リンク削除しきい値　　[　　　　　　　　　　％]（初期値は20％）

自動切断

無通信監視タイマ □監視しない　　□1分　　□2分　　□3分　　□4分　　□5分

□6分　　□7分　　□8分　　□9分　　□10分*

強制切断タイマ □監視しない　　□1時間　　□2時間　　□3時間　　□4時間

□5時間　　□6時間　　□7時間　　□8時間　　□9時間

□10時間*

信号制御

ER信号 □常時パソコンのERを見る*　　□通信中のみパソコンのERを見る

□常時ONにする

CD信号 □ER信号がONなら常にCD信号もON

□通信中は常にCD信号をON*

DR信号 □ER信号がONなら常にDR信号もON*

□通信中は常にDR信号をON

その他

スティルスコールバック □使用しない*　　□使用する

電話番号

着信番号 [　　　　　　　　　　　]

発信者番号通知 通知番号[　　　　　　　　]　　□行わない　　□行う

□INSネット64の申込通り*

サブアドレス [　　　　　　　　　　　]

□サブアドレスなし着信する*

セパレータ：　□/　　□#　　□＊　　（初期値は[/]）

識別着信 □識別着信を行わない*　　□識別着信を行う

HLC □設定する　　□設定しない*　　コード番号[　　　　　　　　]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○シリアルポート
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電話番号

着信番号 [　　　　　　　　]

発信者番号通知 通知番号[　　　　　　　　]　　□行わない　　□行う

□INSネット64の申込通り*

サブアドレス [　　　　　　　　　　　]

□サブアドレスなし着信する*

セパレータ：　□/　　□#　　□＊　　（初期値は[/]）

識別着信 □識別着信を行わない*　　□識別着信を行う

HLC □設定する　　□設定しない*　　　　コード番号[　　　　　　　　]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○USBポート

MP・BOD機能

MPの2本目接続時の認証 □認証する*　　□認証しない

64kPPP・MP時の □ACCMを付加する*　　□ACCMを付加しない

ACCMの付加

リソースBOD □リソースBODを行う　　□リソースBODを行わない*

スループットBOD □使用しない*　　□使用する　　□フレックスBODで使用する

リンク追加算出時間　　[　　　　　　　　　　秒]（初期値は30秒）

リンク削除算出時間　　[　　　　　　　　　　秒]（初期値は10秒）

リンク追加しきい値　　[　　　　　　　　　　％]（初期値は70％）

リンク削除しきい値　　[　　　　　　　　　　％]（初期値は20％）

自動切断

無通信監視タイマ □監視しない　　□1分　　□2分　　□3分　　□4分　　□5分

□6分　　□7分　　□8分　　□9分　　□10分*

強制切断タイマ □監視しない　　□1時間　　□2時間　　□3時間　　□4時間

□5時間 □6時間　　□7時間　　□8時間　　□9時間

□10時間*

信号制御

ER信号 □常時パソコンのERを見る*　　□通信中のみパソコンのERを見る

□常時ONにする

CD信号 □ER信号がONなら常にCD信号もON

□通信中は常にCD信号をON*

DR信号 □ER信号がONなら常にDR信号もON*

□通信中は常にDR信号をON

その他

スティルスコールバック □使用しない*　　□使用する
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電話番号

着信番号 [　　　　　　　　]

発信者番号通知 通知番号[　　　　　　　　]　　□行わない　　□行う

□INSネット64の申込通り*

サブアドレス [　　　　　　　　　　　]

□サブアドレスなし着信する*

セパレータ：　□/　　□#　　□＊　　（初期値は[/]）

識別着信 □識別着信を行わない*　　□識別着信を行う

HLC □設定する　　□設定しない*　　　　コード番号[　　　　　　　　]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Bluetoothポート

MP・BOD機能

64kPPP・MP時の □ACCMを付加する*　　□ACCMを付加しない

ACCMの付加

自動切断

無通信監視タイマ □監視しない　　□1分　　□2分　　□3分　　□4分　　□5分

□6分　　□7分　　□8分　　□9分　　□10分*

強制切断タイマ □監視しない　　□1時間　　□2時間　　□3時間　　□4時間

□5時間 □6時間　　□7時間　　□8時間　　□9時間

□10時間*

信号制御

ER信号 □常時パソコンのERを見る*　　□通信中のみパソコンのERを見る

□常時ONにする

CD信号 □ER信号がONなら常にCD信号もON

□通信中は常にCD信号をON*

DR信号 □ER信号がONなら常にDR信号もON*

□通信中は常にDR信号をON
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電子メール

UUIメール着信時のランプの点滅 □点滅させる*　　□点滅させない

電子メール着信通知時のランプの点滅 □点滅させる*　　□点滅させない

電子メール着信通知 □ランプを点滅させる*　　□ランプを点滅させない

 通知表示名［ ］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○データポートの共通設定

その他

応答平均化 □平均化しない*　　□平均化する

接続台数（平均化する場合） □1台　　□2台　　□3台　　□4台　　□5台　　□6台

□7台　　□8台

優先着信ポート □指定しない*　□USBポート　□シリアルポート　□Bluetoothポート

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ITMUXの設定

MP・BOD機能

MPの2本目接続時の認証 □認証する*　　□認証しない

64kPPP・MP時の □ACCMを付加する*　　□ACCMを付加しない

ACCMの付加

リソースBOD □リソースBODを行う　　□リソースBODを行わない*

スループットBOD □使用しない*　　□使用する　　□フレックスBODで使用する

リンク追加算出時間　　[　　　　　　　　　　秒]（初期値は30秒）

リンク削除算出時間　　[　　　　　　　　　　秒]（初期値は10秒）

リンク追加しきい値　　[　　　　　　　　　　％]（初期値は70％）

リンク削除しきい値　　[　　　　　　　　　　％]（初期値は20％）

自動切断

無通信監視タイマ □監視しない　　□1分　　□2分　　□3分　　□4分　　□5分

□6分　　□7分　　□8分　　□9分　　□10分*

強制切断タイマ □監視しない　　□1時間　　□2時間　　□3時間　　□4時間

□5時間 □6時間　　□7時間　　□8時間　　□9時間

□10時間*

ITMUX認証

ITMUX接続時の認証 □認証する*　　□認証しない
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疑似識別着信

　　　名前　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　サブアドレス

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

短縮ダイヤル

短縮ダイヤル　　　名前　　　　　　　　　　　  電話番号　　　　　　　　　   サブアドレス

短縮ダイヤル00

短縮ダイヤル01

短縮ダイヤル02

短縮ダイヤル03

短縮ダイヤル04

短縮ダイヤル05

短縮ダイヤル06

短縮ダイヤル07

短縮ダイヤル08

短縮ダイヤル09

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○電話帳

マイプライベート着信

マイプライベート着信 □利用しない*　　□利用する

　　　名前 電話番号　　　　サブアドレス　非通知　表示圏外　公衆　A　 B　 C

00 □ □ □ □ □ □

01 □ □ □ □ □ □

02 □ □ □ □ □ □

03 □ □ □ □ □ □

04 □ □ □ □ □ □

05 □ □ □ □ □ □

06 □ □ □ □ □ □

07 □ □ □ □ □ □

08 □ □ □ □ □ □

09 □ □ □ □ □ □
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ローカルデバイス情報 デバイスアドレス［ 　　　　　　　　］

デバイス名［ 　　　　　　　　　］

ペアリング認証パスキー(PINコード) ［ 　　　　　　　　　　　　　］

動作モード □Bluetoothを動作可能にしない*（パスキー入力して
いない場合）

 □Bluetoothを動作可能にする

暗号化モード □使用しない*　　□使用する

リモートデバイス情報 履歴に保持するリモードデバイス情報の上限数

 ［ 　　　　　　　　　　　　　］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Bluetoothポートの詳細設定

迷惑電話防止

名前 電話番号 非通知 表示圏外 公衆

00 □ □ □

01 □ □ □

02 □ □ □

03 □ □ □

04 □ □ □

05 □ □ □

06 □ □ □

07 □ □ □

08 □ □ □

09 □ □ □

疑似なりわけ

　　　名前　　　　　　　　　　　　　電話番号　　　　　　　　　　　サブアドレス

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09
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引

［記号・数字］
＃発信 ............................................ 2-12, 5-10

186/184 ................................................. 5-53

25ピン変換コネクタ ............................... 3-31

［A～Z］
Acrobat Reader ......................................... 10

ACR内蔵電話機 ....................................... 2-12
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　『接続早わかりガイド』を見よう　

Atermに電話機やパソコンを接続し、インターネットに接続するまでの手順をわか
りやすく紹介しています。

　CD-ROMを活用しよう　

Atermには、『取扱説明書』以外にもいろいろな電子マニュアルが用意されてい
ます｡『取扱説明書』には含まれていない内容を知りたいときは、添付CD-ROM
に収録されている電子マニュアルを参照してください｡

●データ通信ガイド（html形式）

らくらくアシスタントを使わずにインターネット接続の設定をする方法や、
データ通信、Atermで使えるメール機能、USBネットワーク、ITX92BTの
バージョンアップ、ATコマンドなどについて詳しく説明したマニュアルです｡

●お困りのときには（html形式）

主にAtermにパソコンを接続して使用しているときのトラブルについて、解
決方法などを説明したマニュアルです｡『取扱説明書』の「お困りのときには」
に該当するトラブルが見つからない場合は、このマニュアルをチェックして
みてください｡

●用語解説（html形式）

主にAtermとパソコンを接続して使用する場合の用語について解説した用語集です｡

電子マニュアルの見かたについては本書の10ページを参照してください｡また、
本書や添付CD-ROMのマニュアルの活用方法は、本書の「マニュアルの使いか
た」（  8ページ）をご覧ください。

Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。
その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。
BluetoothTMは、スウェーデンのTelefonaktiebolaget LM Ericsson社が所有しております。
©2001 Extended System,Inc. All Rights Reserved.
©NEC Corporation 2001
日本電気の許可なくソフトウェアの全部または一部を複製・改版、及び複製物を配付することはできません。

● 輸出する際の注意事項

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり外国の規格などには準
拠しておりません。本製品を日本国外で使用された場合、当社はいっさい責
任を負いません。また、当社は本製品に関し海外での保守サービスおよび技
術サポートなどは行っておりません。

● ご注意

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載・無断複写することは禁止され
ています。

(2) 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な

点や誤り・記載もれなどお気づきの点がありましたらご連絡ください。
(4) 本装置の故障・誤動作・天災・不具合あるいは停電などの外部要因に

よって通信などの機会を逸したために生じた損害などの純粋経済損失に
つきましては、当社はいっさいその責任を負いかねますのであらかじめ
ご了承ください。

(5) Atermには初の停電機能を持たせるなど、災害時においてのライフラ
インと直結した通信手段の確保を意図した設計がされていますが、せっ
かくの機能も不適切な扱いや不測の事態（たとえば落雷や漏電など）に
より故障してしまっては能力を発揮できません。取扱説明書をよくお読
みになり、記載されている注意事項を必ずお守りください。

(6) 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機
器など、人命にかかわる設備や機器、および高度な信頼性を必要とする
設備や機器などへの組み込みや、制御等の使用は意図されておりませ
ん。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、人身
事故、財産損害などが生じても、当社はいかなる責任も負いかねます。

(7) 本装置の対応OSは、WindowsMe/98/2000（日本語版）です。た
だし、対応OSで使用される場合でも、お客様のパソコンの環境などに
よっては、すべての動作を保証するものではありません。また、対応OS
以外で使用される場合は動作の保証はいたしませんのであらかじめご了
承ください。



 この取扱説明書は、エコマーク認定の再生紙を使用しています。

ND-22847(J)
第1版
2001年4月

新規スタンプ
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